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 はじめに 
 
このたびは、CS/CJ/NSJシリーズ プログラマブルコントローラをお買い上げいただ
きまして、ありがとうございます。 
 
CS/CJ/NSJシリーズ プログラマブルコントローラは、当社の高度な制御技術と豊富
な経験により開発された、小型で高機能なプログラマブルコントローラです。 
 

● CS/CJシリーズの定義 
本マニュアルで示す「CS/CJシリーズ」は、「CSシリーズ」と「CJシリーズ」の総
称です。「CSシリーズ」は、「CS1-H CPUユニット」、「CS1D CPUユニット」、
および「CS1 CPUユニット」の総称です。 
「CJシリーズ」は、「CJ1-H CPUユニット」、「CJ1M CPUユニット」、および
「CJ1 CPUユニット」の総称です。 
 

● CS1-H CPUユニット、CS1 CPUユニット、CS1D CPUユニット、CJ1-H CPU
ユニット、CJ1M CPUユニット、CJ1 CPUユニットの定義  
・本マニュアルで示す「CS1-H CPUユニット」は、CPUユニット形式が形

CS1G/H-CPU□□Hを指します。  
・本マニュアルで示す「CS1D CPUユニット」は、CPU二重化システム用 形

CS1D-CPU□□HA/H、CPU単独システム用 形 CS1D-CPU□□SA/S、プロセス
CPUユニット 形 CS1D-CPU□□Pを総称して指します。 
とくに CPU二重化システム用 CPUユニットを指すときは、「CS1D（CPU二重化
システム用）CPUユニット」と示します。CPU単独システム用 CPUユニットを指
すときは、「CS1D（CPU単独システム用）CPUユニット」と示します。  

・本マニュアルで示す「CS1 CPUユニット」は、CPUユニット形式が形 CS1G/H-CPU
□□（-V1）を指します。  

・本マニュアルで示す「CJ1-H CPUユニット」は、CPUユニット形式が形 CJ1H-CPU
□□H-R、形 CJ1G/H-CPU□□H、形 CJ1G-CPU□□Pを指します。ただし、とく
に、形 CJ1H-CPU□□H-Rのみを指す場合は、「CJ1-H-R CPUユニット」と記載
します。  

・本マニュアルで示す「CJ1M CPUユニット」は、CPUユニット形式が形 CJ1M-CPU
□□を指します。  

・本マニュアルで示す「CJ1 CPUユニット」は、CPUユニット形式が形 CJ1G-CPU
□□を指します。 

 
● NSJシリーズの定義 
「NSJシリーズ」は、以下の形式を指します。 
・形 NSJ5-TQ□□(B)-G5D／形 NSJ5-SQ□□(B)-G5D 
・形 NSJ8-TV□□(B)-G5D 
・形 NSJ10-TV□□(B)-G5D 
・形 NSJ12-TS□□(B)-G5D 
・形 NSJ5-TQ□□(B)-M3D／形 NSJ5-SQ□□(B)-M3D 
・形 NSJ8-TV□□(B)-M3D 
 



はじめに 

3 

 
 

形 CS1H-CPU□□H 

形 CS1G-CPU□□H 

CS1-H CPUユニット 

CSシリーズ電源ユニット 

注：CS1D CPUユニットは、CS1D専用品
を使用することが必要 

CSシリーズ基本 I/Oユニット 

CSシリーズ CPU高機能ユニット 

CSシリーズ高機能 I/Oユニット 

CSシリーズ 

CS1 CPUユニット 

形CS1H-CPU□□（-V1）

形CS1G-CPU□□（-V1）

形CJ1H-CPU□□H-R 

形CJ1H-CPU□□H 

形CJ1G-CPU□□H 

形CJ1G -CPU□□P 
（ループ CPUユニット）

CJ1-H CPUユニット 

CJシリーズ電源ユニット 

CJシリーズ基本 I/Oユニット 

CJシリーズ CPU高機能ユニット 

CJシリーズ高機能 I/O ユニット 

CJ シリーズ 

CJ1 CPUユニット 

形CJ1G-CPU□□ 

CJ1M CPUユニット 

形CJ1M-CPU□□ 

CS1D CPUユニット 

CS1D（CPU二重化システム用）

CPUユニット 

形CS1D-CPU□□HA 
形CS1D-CPU□□H 

CS1D（CPU単独システム用） 

CPUユニット 

形CS1D-CPU□□SA 
形CS1D-CPU□□S 

CS1D プロセスCPUユニット 

形CS1D-CPU□□P 

形NSJ5-TQ□□(B)-G5D 

形NSJ5-SQ□□(B)-G5D 

形NSJ8-TV□□(B)-G5D 

形NSJ10-TV□□(B)-G5D

形NSJ12-TS□□(B)-G5D

NSJコントローラ 

NSJシリーズ拡張ユニット 

NSJ シリーズ 

形NSJ5-TQ□□(B)-M3D 

形NSJ5-SQ□□(B)- M3D

形NSJ8-TV□□(B)- M3D

NSJコントローラ 

CJ2 CPUユニット 

形CJ2H-CPU□□-□□□

 
 

● NSJシリーズの表記について 
以降、本マニュアルでは、NSJシリーズのコントローラ部を、「CJシリーズ」で、
表記します。以下の形式が CJシリーズ同等形式です。 
NSJシリーズ CJシリーズ同等形式 
形 NSJ□-TQ□□(B)-G5D 形 CJ1G-CPU45H ユニット Ver.3.0 
形 NSJ□-TQ□□(B)-M3D 形 CJ1G-CPU45H ユニット Ver.3.0（注）  
注：NSJ□-□□□□(B)-M3Dの場合、以下の点で、形 CJ1G-CPU45Hと異なります。  

項目 CJシリーズ形
CJ1G-CPU45H 

形 NSJ□-□□□□（B）-M3D
のコントローラ部 

入出力点数 1280 640 
プログラム容量 
（ステップ） 

60K 20K 

増設ラック数 最大 3 最大 1 
拡張データメモリ 32Kワード×3バンク 

E0_00000 - E2_32767 
なし 

定義最大数 1024 128 ファンクショ
ンブロック インスタンス最大数 2048 256 

FBプログラムメモリ 1024 Kバイト 256 Kバイト 内蔵ファイル
メモリ内 

変数テーブル 128 Kバイト 64 Kバイト 
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「プログラマブルコントローラ」の表記について 
本マニュアルでは、「プログラマブルコントローラ」の略称をパソコンと区別するた
め、「PLC」とします。ただし、従来からの機能名またはソフトのメニュー名として
「PC」を使用している場合は、限定的に「PC」を使用している場合があります。 
なお、パソコンは略称を用いず、「パソコン」と表示します。 
 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 
・FA機器の導入を担当される方 
・FAシステムを設計される方 
・FA現場を管理される方 
 

お願い 
本マニュアルは、CS/CJシリーズ プログラマブルコントローラを使用する上で、必要
な情報を記載しています。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解
してください。また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手
元においてお使いください。 
 

ご承諾事項 
｢当社商品｣について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご
承諾事項記載の条件を適用いたします。 
● 定義 
本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。 
・ ｢当社商品｣：｢当社｣の FAシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・
機構部品 
・ ｢カタログ等｣：｢当社商品｣に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総
合カタログ、その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁
的方法で提供されるものも含みます。 
・ ｢利用条件等｣：｢カタログ等｣に記載の、｢当社商品｣の利用条件、定格、性能、動作
環境、取り扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他 
・ ｢お客様用途｣：｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造す
る部品、電子基板、機器、設備またはシステム等への｢当社商品｣の組み込み又は利
用を含みます。 
・ ｢適合性等｣：｢お客様用途｣での｢当社商品｣の(a)適合性、(b)動作、(c)第三者の知的財
産の非侵害、(d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守 

● 記載事項のご注意 
「カタログ等｣の記載内容については次の点をご理解ください。 
・ 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定
格値および性能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。 
・ 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを
保証するものではありません。 
・ 利用事例はご参考ですので、｢当社｣は｢適合性等｣について保証いたしかねます。 
・ ｢当社｣は、改善や当社都合等により、｢当社商品｣の生産を中止し、または｢当社商品｣
の仕様を変更することがあります。 
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● ご利用にあたってのご注意 
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。 
・ 定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。 
・ お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判
断ください。 
｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。 
・ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設
置されていることをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。 
・ ｢当社商品｣をご使用の際には、(ⅰ)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご
利用、冗長設計などの安全設計、(ⅱ)｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険
を最小にする安全設計、(ⅲ)利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全
体としての構築、(ⅳ)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、の各事項を実
施してください。 
・｢当社」は DDoS攻撃（分散型 DoS攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的
な有害プログラム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフ
トウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワ
ーク、データベースが感染したとしても、そのことにより直接または間接的に生じ
た損失、損害その他の費用について一切責任を負わないものとします。お客様ご自
身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、④「当社
商品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイルス感染
防止、⑤「当社商品」に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じてく
ださい。 
・ ｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまし
て、次に掲げる用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用
途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。た
だし、次に掲げる用途であっても「当社」の意図した特別な商品用途の場合や特別
の合意がある場合は除きます。 
(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設
備、鉄道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に
危険が及びうる用途） 

(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時間連
続運転システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など） 

(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設
備、電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など） 

(d) ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途 
・ 上記の(a)から(d)に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車
含む。以下同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下
さい。自動車搭載用商品については当社営業担当者にご相談ください。 

● 保証条件 
｢当社商品｣の保証条件は次のとおりです。 
・ 保証期間 ご購入後１年間といたします。 
（ただし｢カタログ等｣に別途記載がある場合を除きます。） 
・ 保証内容 故障した｢当社商品｣について、以下のいずれかを｢当社｣の任意の判断で
実施します。 
(a) 当社保守サービス拠点における故障した｢当社商品｣の無償修理 
（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。） 

(b) 故障した｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供 
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・ 保証対象外 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。 
(a) ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用 
(b) ｢利用条件等｣から外れたご利用 
(c) 本ご承諾事項｢ご利用にあたってのご注意｣に反するご利用 
(d) ｢当社｣以外による改造、修理による場合 
(e) ｢当社｣以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合 
(f) ｢当社｣からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因 
(g) 上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因（天災等の不可抗力を含む） 

● 責任の制限 
本ご承諾事項に記載の保証が、｢当社商品｣に関する保証のすべてです。 
｢当社商品｣に関連して生じた損害について、｢当社｣および｢当社商品｣の販売店は責任
を負いません。 

● 輸出管理 
｢当社商品｣または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易
管理に関する日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則
に違反する場合には、｢当社商品｣または技術資料をご提供できない場合があります。 
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 CS/CJ シリーズの「ユニットバージョン」について 
 

ユニットバージョンとは 
CS/CJシリーズ（CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D）では、バージョンアップ等による CPU
ユニットの搭載機能の差異を管理するため、「ユニットバージョン」という考え方を
導入しています。 
 

1）製品での表記 

ユニットバージョンによる管理対象の製品には、ユニットバージョンが「Ver.□.□」
というフォーマットで、銘板上の Lot No.の右に記載されています。 

 

ユニットバージョンを示します。

（例：ユニット Ver.3.0） 

CS1H-CPU67H

CPU UNIT

Lot No. 040715 0000  Ver.3.0

OMRON Corporation MADE IN JAPAN

製品の銘板 CS/CJ シリーズ 
CPU ユニット 

Lot No. 

 
 
・CS1-H/CJ1-H/CJ1M CPUユニットでは、2003年 11月 4日以前製造のものはユニ
ットバージョンの記載はありません（上図のユニットバージョンの位置は空白にな
っています）。 

・CJ1-H-R CPUユニットの場合、ユニットバージョン表記は、Ver.4.0からスタート
しています。 

・CS1-H/CJ1-H/CJ1M/形 CS1D-CPU□□S CPUユニットの場合、ユニットバージョ
ン表記は、Ver.2.0からスタートしています。 
・ 形 CS1D-CPU□□Hの場合、ユニットバージョン表記は、Ver.1.1からスタートし
ています。 
・ 形 CS1D-CPU□□HA/SAの場合、ユニットバージョン表記は、Ver.4.0からスター
トしています。 
・ユニットバージョン No.が記載されていないユニットは、「バージョン表記なし」
と呼びます。 
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2）サポートソフトによる確認方法 

CX-Programmer Ver.4.0以降（※）では、以下のいずれかの方法で、ユニットバージ
ョンを確認することができます。 
a）［PLC情報］で確認する方法 
b）［ユニット生産情報］で確認する方法（高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニッ
トも確認可能） 

※ CX-Programmer Ver.3.3以前では、ユニットバージョンを確認することはできません。 
 

a）［PLC情報］で確認する方法 
1 ・PLC機種および CPU形式がわかっているとき： 

 ［PLC機種変更］ダイアログボックスで選択し、オンライン接続して、［PLC］
メニューの［PLC情報］｜［PLC情報］を選択してください。 

・PLC機種および CPU形式が不明のとき 
（ただし、シリアル接続で直接接続のみ可能）： 
［PLC］メニューから［自動オンライン接続］を選択し、オンライン接続して、
［PLC］メニューの［PLC情報］｜［PLC情報］を選択してください。 

 
2 以下の［PLC情報］ダイアログボックスが表示されます。 

 

ユニットバージョンが表示されます。 

 
オンライン接続しているCPUユニットのユニットバージョンを確認してください。 
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b）［ユニット生産情報］で確認する方法 
1 I/Oテーブルウィンドウで、CPUユニットを右クリックして、［ユニット生産情報］
｜［CPUユニット］を選択します。 

 
 
2 以下の［ユニット生産情報］ダイアログボックスが表示されます。 

 

ユニットバージョンが表示されます。

 
オンライン接続しているCPUユニットのユニットバージョンを確認してください。 
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3）ユニットバージョンラベルによる識別 

ユニットバージョンラベル（下図）が製品に添付されています。 
 

バージョンアップによるユニット 
の搭載機能の差異を管理するため 
のラベルです。 
必要に応じて、製品の前面に貼り 
付けてご使用ください。 
 
These Labels  can  be  
used to manage  
d i f fe rences in  the  
avai lab le funct ions   
among the Uni ts .  
P lace the appropr iate   
labe l  on the f ront  o f   
the Uni t  to  show what   
Un i t  vers ion is   
actual ly  being used .  

Ver. 3.0 

Ver. 3.0 

Ver. 

Ver. 

 
ユニットバージョンを過去の CPUユニットと区別したいときは、このラベルを CPU
ユニット前面に貼ってください。 
 

ユニットバージョンについての表記 
本マニュアルおよび CX-Programmerでは、ユニットバージョンについて、以下のよ
うに記載しています。  
製品の銘板上の記載 

 
 
 
 
 
ケース 

ユニットバージョンの記載なし 

Lot No. XXXXXX XXXX

OMRON Corporation    MADE IN JAPAN

 

ユニットバージョンの記載あり（Ver.
□.□） 

Lot No. XXXXXX XXXX     Ver.□.□

OMRON Corporation    MADE IN JAPAN

  
CPUユニットの 1機
種を指す場合 
（例：CS1H-CPU67H
の場合） 

CS1-H CPUユニット 
ユニット Ver.表記なし 

CS1H-CPU67H 
ユニット Ver.□.□ 

CPUユニットの機種
群を指す場合 
（例：CS1-H CPUユ
ニットの場合） 

CS1-H CPUユニット 
ユニット Ver.表記なし 

CS1-H CPUユニット 
ユニット Ver.□.□ 

シリーズ全体を指す場
合 
（例：CSシリーズのユ
ニットの場合） 

CSシリーズ 
ユニット Ver.表記なし 

CSシリーズ 
ユニット Ver.□.□ 
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ユニットバージョンの種類 

■ CSシリーズ 
機種 形式 ユニット Ver. 

ユニット Ver.4.1 
ユニット Ver.4.0 
ユニット Ver.3.0 
ユニット Ver.2.0 

CS1-H CPUユニット 形 CS1□-CPU□□H 

ユニット Ver.表記なし 
CPU二重化システム用 
形 CS1D-CPU□□HA 

ユニット Ver.4.0 

ユニット Ver.1.4 
ユニット Ver.1.3 
ユニット Ver.1.2 
ユニット Ver.1.1 

CPU二重化システム用 
形 CS1D-CPU□□H 

ユニット Ver.表記なし 
CPU単独システム用 
形 CS1D-CPU□□SA 

ユニット Ver.4.0 

ユニット Ver.2.1 
ユニット Ver.2.0 

CS1D CPUユニット 

CPU単独システム用 
形 CS1D-CPU□□S 

ユニット Ver.表記なし 
CS1-V1 CPUユニット 形 CS1□-CPU□□-V1 ユニット Ver.表記なし 
CS1 CPUユニット 形 CS1□-CPU□□ ユニット Ver.表記なし 

 

■ CJシリーズ 
機種 形式 ユニット Ver. 

ユニット Ver.4.2 
ユニット Ver.4.1 

形 CJ1H-CPU□□H-R 

ユニット Ver.4.0 
ユニット Ver.4.0 
ユニット Ver.3.0 
ユニット Ver.2.0 

形 CJ1□-CPU□□H 

ユニット Ver.表記なし 
ユニット Ver.4.1 
ユニット Ver.4.0 

CJ1-H CPUユニット 

形 CJ1□-CPU□□P 

ユニット Ver.3.0 
ユニット Ver.4.0 
ユニット Ver.3.0 
ユニット Ver.2.0 

形 CJ1M-CPU12/13 
形 CJ1M-CPU22/23 

ユニット Ver.表記なし 
ユニット Ver.4.0 
ユニット Ver.3.0 

CJ1M CPUユニット 

形 CJ1M-CPU11/21 

ユニット Ver.2.0 
 

■ NSJシリーズ 
形式 ユニット Ver. 

形 NSJ□-TQ□□(B)-G5D 
形 NSJ□-TQ□□(B)-M3D 

ユニット Ver.3.0 
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CS/CJシリーズのユニットバージョンによるサポート機能一覧 
■ ユニット Ver.4.1以降サポート機能一覧 

● CS1-H CPUユニットの場合 
○：サポートあり、－：サポートなし 

CPUユニットタイプ CS1-H CPU ユニット 

形式 形 CS1□-CPU□□H 

ユニットバージョン
機能 

ユニット Ver.4.1
以降 

左記以外 

拡張型パスワードによるリードプロテクト機能    ○（＊） － 
パスワードの 5回連続不一致時の操作不可機能 ○ － 
製造ロット番号の特殊補助リレーエリアへの通知機能 ○ － 
＊： ユニット Ver.4.1で追加された機能を使用するときは、CX-Programmerは Ver.9.6以降を
使う必要があります。 

 
● CS1D CPUユニットの場合 

○：サポートあり、－：サポートなし 
CPUユニットタイプ CS1D（CPU二重化システ

ム用）CPUユニット、CS1D
プロセス CPUユニット 

CS1D（CPU単独システ
ム用）CPUユニット 

形式 形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□P 

形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□S 

ユニットバージョン
機能 

ユニット
Ver.1.4以降 

左記以外 ユニット
Ver.2.1以降 

左記以外

拡張型パスワードによるリードプロテク
ト機能 

○（＊） － ○（＊） － 

パスワードの 5回連続不一致時の操作不
可機能 

○ － ○ － 

製造ロット番号の特殊補助リレーエリア
への通知機能 

○ － ○ － 

＊：追加された機能を使用するときは、CX-Programmerは Ver.9.6以降を使う必要があります。 
 

● CJ1-H CPUユニットの場合 
CJシリーズでは、形CJ1G-CPU□□Pのみユニット Ver.4.1をサポートしています。 

○：サポートあり、－：サポートなし 
CPUユニットタイプ CJ1-H CPU ユニット 

形式 形 CJ1G-CPU□□P 

ユニットバージョン
機能 

ユニット Ver.4.1以降 左記以外 

拡張型パスワードによるリードプロテクト機能    ○（＊） － 
パスワードの 5回連続不一致時の操作不可機能 ○ － 
製造ロット番号の特殊補助リレーエリアへの通知
機能 

○ － 

＊： ユニット Ver.4.1で追加された機能を使用するときは、CX-Programmerは Ver.9.6以降を
使う必要があります。 

 



CS/CJシリーズの「ユニットバージョン」について 

13 

■ ユニット Ver.4.0以降サポート機能一覧 

ユニット Ver.4.0で追加された機能を使用するときは、CX-Programmerは Ver.7.0以
降を使う必要があります。 
また、CX-Programmer Ver.7.2以降を使用することで、さらに拡張された機能を使う
ことができます。 
 

● CS1-H CPUユニットの場合 
○：サポートあり、－：サポートなし、△：制限付きサポートあり  

CPUユニットタイプ CS1-H CPUユニット 

形式 形 CS1□-CPU□□H 

ユニットバージョン
機能 

ユニット Ver.4.0 
以降 

左記以外 

ファンクションブロック（FB）のオンラインエディット 
注：CX-Simulatorでは使用不可。 

○ － 

ファンクションブロック（FB）の入出力変数機能 ○ － 
ファンクションブロック（FB）の文字列(STRING型)機能 ○ － 

数値－文字列変換命令（NUM4、NUM8、
NUM16、STR4、STR8、STR16） 

○ － 新規追加応用
命令の使用 

テキストファイル書込み命令（TWRIT） ○ － 
ST言語をタスクプログラムで使用可能 △(CX-Programmer 

Ver.7.2以降) 
－ 

SFC言語をタスクプログラムで使用可能 △(CX-Programmer 
Ver.7.2以降) 

－ 

 
● CS1D CPUユニットの場合 

CX-Programmerは Ver.9.7以降を使う必要があります。 
○：サポートあり、－：サポートなし  

CPUユニットタイプ CS1D（CPU単独システム
用）CPUユニット 

CS1D（CPU二重化シス
テム用）CPUユニット、
CS1Dプロセス CPUユ
ニット 

形式 形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□S 

 

形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□P 

ユニットバージョン
機能 

ユニット
Ver.4.0以降

左記以外 ユニット
Ver.4.0以降 

左記以外

ファンクションブロック（FB）のオンラ
インエディット 
注：CX-Simulatorでは使用不可。 

○ － ○ － 

ファンクションブロック（FB）の入出力
変数機能 

○ － ○ － 

ファンクションブロック（FB）の文字列
（STRING型）機能 

○ － ○ － 

数値－文字列変換命令
（NUM4、NUM8、NUM16、
STR4、STR8、STR16） 

○ － ○ － 新規追
加応用
命令の
使用 テキストファイル書込み命令

（TWRIT） 
○ － ○ － 

ST言語をタスクプログラムで使用可能 ○ － ○ － 

SFC言語をタスクプログラムで使用可能 ○ － ○ － 
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● CJ1-H/CJ1M CPUユニットの場合 
○：サポートあり、－：サポートなし、△：制限付きサポートあり  

CPUユニットタイプ CJ1-H/CJ1M CPUユニット 

形式 形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1□-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 

ユニットバージョン
機能 

ユニット Ver.4.0 
以降 

左記以外 

ファンクションブロック（FB）のオンラインエディット 
注：CX-Simulatorでは使用不可。 

○ － 

ファンクションブロック（FB）の入出力変数機能 ○ － 
ファンクションブロック（FB）の文字列(STRING型)機能 ○ － 

数値－文字列変換命令（NUM4、NUM8、
NUM16、STR4、STR8、STR16） 

○ － 新規追加応用
命令の使用 

テキストファイル書込み命令（TWRIT） ○ － 
ST言語をタスクプログラムで使用可能 △(CX-Programmer 

Ver.7.2以降) 
－ 

SFC言語をタスクプログラムで使用可能 △(CX-Programmer 
Ver.7.2以降) 

－ 

 
CS/CJシリーズ CPUユニット ユニットVer.4.0以降の機能を使用したユーザプログ
ラムは、CPUユニット ユニット Ver.3.0以前では使用できません。 
これらの機能を使用したプログラムを CX-Programmerからユニット Ver.3.0以前の
CPUユニットに転送しようとした場合、エラーが表示され、CPUユニットにダウン
ロードすることができません。 
 

■ ユニット Ver.3.0以降サポート機能一覧 

ユニット Ver.3.0で追加された機能を使用するときは、CX-Programmerは Ver.5.0以
降を使う必要があります。 
 

● CS1-H CPUユニットの場合 
○：サポートあり、－：サポートなし  

CPUユニットタイプ CS1-H CPUユニット 

形式 形 CS1□-CPU□□H 

ユニットバージョン
機能 

ユニット Ver.3.0 
以降 

左記以外 

ファンクションブロック（FB）機能 ○ － 
シリアルゲートウェイ機能（内蔵シリアルポートで、FINS
→CompoWay/Fへ変換） 

○ － 

コメントメモリ（内蔵フラッシュメモリ内）機能 ○ － 
簡易バックアップ対象の拡張 ○ － 

TXDU、RXDU（シリアルコミュニケーシ
ョンユニット ユニット Ver.1.2以降で無
手順可能） 

○ － 

機種変換用命令（XFERC、DISTC、
COLLC、MOVBC、BCNTC） 

○ － 

新規追加応用
命令の使用 

GETID（ファンクションブロック用特殊命
令） 

○ － 

命令機能追加 TXD、RXD命令（シリアルコミュニケー
ションボード ユニット Ver.1.2以降で無
手順可能） 

○ － 
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● CS1D CPUユニットの場合 
CX-Programmerは Ver.9.7以降を使う必要があります。 

○：サポートあり、－：サポートなし  
CPUユニットタイプ CS1D（CPU単独システム

用）CPUユニット 
CS1D（CPU二重化シス
テム用）CPUユニット、
CS1Dプロセス CPUユ
ニット 

形式 形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□S 

 

形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□P 

ユニットバージョン
機能 

ユニット
Ver.4.0以降

左記以外 ユニット
Ver.4.0以降 

左記以外

ファンクションブロック（FB）機能 ○ － ○ － 
シリアルゲートウェイ機能（内蔵シリアル
ポートで、FINS→CompoWay/Fへ変換）

－ － － － 

コメントメモリ（内蔵フラッシュメモリ
内）機能 

○ － ○ － 

簡易バックアップ対象の拡張 ○ － ○ － 

TXDU、RXDU（シリアルコミ
ュニケーションユニット ユニ
ットVer.1.2以降で無手順可能）

○ － － － 

機種変換用命令（XFERC、
DISTC、COLLC、MOVBC、
BCNTC） 

－ － － － 

新規追
加応用
命令の
使用 

GETID（ファンクションブロッ
ク用特殊命令） 

○ － ○ － 

命令機
能追加 

TXD、RXD命令（シリアルコミ
ュニケーションボード ユニッ
ト Ver.1.2以降で無手順可能）

○ － － － 

 
● CJ1-H/CJ1M CPUユニットの場合 

○：サポートあり、－：サポートなし  
CPUユニットタイプ CJ1-H/CJ1M CPUユニット 

形式 形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1□-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 

ユニットバージョン
機能 

ユニット Ver.3.0 
以降 

左記以外 

ファンクションブロック（FB）機能 ○ － 
シリアルゲートウェイ機能（内蔵シリアルポートで、FINS→
CompoWay/Fへ変換） 

○ － 

コメントメモリ（内蔵フラッシュメモリ内）機能 ○ － 
簡易バックアップ対象の拡張 ○ － 

TXDU、RXDU（シリアルコミュニケーション
ユニット ユニット Ver.1.2以降で無手順可能）

○ － 

機種変換用命令（XFERC、DISTC、COLLC、
MOVBC、BCNTC） 

○ － 

新規追加応用
命令の使用 

GETID（ファンクションブロック用特殊命令） ○ － 
応用命令の仕
様変更 

PRV、PRV2でパルス周波数の算出方式に高周
波数対応方式を追加（CJ1Mのみ） 

○ － 

 
CS/CJシリーズ CPUユニット ユニット Ver.3.0以降の機能を使用したユーザプログ
ラムは、CPUユニット ユニット Ver.2.0以前では使用できません。 
これらの機能を使用したプログラムを CX-Programmerからユニット Ver.2.0以前の
CPUユニットに転送しようとした場合、エラーが表示され、CPUユニットにダウン
ロードすることができません。 
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また、これらの機能使用したプログラムファイル(拡張子:.OBJ)をユニット Ver.2.0以
前の CPUユニットに転送すると、運転開始時もしくは機能動作時にプログラムエラー
が発生し、CPUユニットは運転を停止します。 
 

■ ユニット Ver.2.0以降サポート機能一覧 

ユニット Ver.2.0で追加された機能を使用するときは、CX-Programmerは Ver.4.0以
降を使う必要があります。 

 
● CS1-H CPUユニットの場合 

○：サポートあり、－：サポートなし、△：制限付きサポートあり  
CPUユニットタイプ CS1-H CPUユニット 

形式 形 CS1□-CPU□□H 

ユニットバージョン
機能 

ユニット Ver.2.0以降 左記以外 

タスク単位でのプログラムのダウン
ロード 

○ － 

パスワードによる読出プロテクトの
機能強化 

○ － 

ネットワーク経由での、CPUユニッ
トに対する FINS書込プロテクト 

○ － 

I/Oテーブル作成未状態での、ネット
ワーク経由オンライン接続 

○ － 

最大 8階層までのネットワーク越え ○ － 
NSシリーズPT経由でPLCへオンラ
イン接続可能 

○ △（Lot No.030201以降）

スロット先頭 CH設定 ○（最大 64グループ） △（最大 8グループ） 
パラメータファイル（.STD）なしで
の電源 ON時自動転送 

○ － 

電源ON時自動転送時の I/O割付方式
の自動認識 

－ － 

運転開始／停止時刻記憶機能 ○ － 
MILH、MILR、MILC ○ － 
＝DT、＜＞DT、＜DT、＜
＝DT、＞DT、＞＝DT 

○ － 

BCMP2 ○ － 
GRY ○ △（Lot No.030201以降）
TPO ○ － 
DSW、TKY、HKY、MTR、
7SEG 

○ － 

EXPLT、EGATR、ESATR、
ECHRD、ECHWR 

○ － 

IORD/IOWRによる CPU
高機能ユニットの読み書き

○ △（Lot No. 030418以降）

新規追
加応用
命令の
使用 

PRV2 － － 
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● CS1D CPUユニットの場合 
○：サポートあり、－：サポートなし  

CPUユニットタイプ CS1D（CPU単独システ
ム用）CPUユニット 

CS1D（CPU二重化システム用）CPU
ユニット、CS1Dプロセス CPUユニ
ット 

形式 形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□S 

形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□P 

ユニットバージョン
機能 

ユニット Ver.2.0以降 ユニット Ver.1.1 
以降 

左記以外 

CPUユニットの二重化 － ○ ○ 
ユニットオンライン交換 ○ ○ ○ 
電源の二重化 ○ ○ ○ 
Controller Linkユニット
の二重化 

○ ○ ○ 

Ethernetユニット二重化 ○ ○ － 
周辺ツールなしユニット
取り外し機能 

－ ○（ユニット
Ver.1.2以降のみ） 

－ 

周辺ツールなしユニット
取り外し/取り付け（交換）
機能 

－ ○（ユニット
Ver.1.3以降のみ

＊1） 

－ 

増設ケーブルの二重化 － ○（ユニット
Ver.1.3以降のみ

＊4） 

－ 

ユニット/ベースのオンラ
イン新規追加機能 

－ ○（ユニット
Ver.1.3以降のみ 
＊2 ＊3） 

－ 

CS1D 
CPU
ユニッ
ト特有
機能 

DPLユニットオンライン
交換機能 

－ ○（ユニット
Ver.1.3以降のみ

＊4） 

－ 

タスク単位でのプログラムの 
ダウンロード 

○ － － 

パスワードによる読出プロテクト
の機能強化 

○ － － 

ネットワーク経由での、CPUユニ
ットに対するFINS書込プロテクト

○ － － 

I/Oテーブル作成未状態での、ネッ
トワーク経由オンライン接続 

○ － － 

最大 8階層までのネットワーク越
え 

○ － － 

NSシリーズPT経由でPLCへオン
ライン接続可能 

○ － － 

スロット先頭 CH設定 ○（最大 64グループ） － － 
パラメータファイル（.STD）なし
での電源 ON時自動転送 

○ － － 

電源ON時自動転送時の I/O割付方
式の自動認識 

－ － － 

運転開始／停止時刻記憶 ○ ○ －  
＊1：「周辺ツールなしユニット取り外し/取り付け機能」はユニット Ver.1.3以降でかつ、CPU

二重化・デュアルシステムでのみ対応可能です。CPU二重化・シングル増設システムで
「周辺ツールなしユニット取り外し/取り付け機能」の設定をした場合は、ユニット
Ver.1.2の「周辺ツールなしユニット取り外し機能」として動作します。 

＊2：「ユニット/ベースのオンライン追加機能」はユニット Ver.1.3以降で対応可能です。基本
I/Oユニット、高機能 I/Oユニットの追加が可能（CPU高機能ユニットは不可）です。 

＊3：CPU二重化・シングル増設システムでは、増設ベースのオンライン追加はできません。 
＊4：ユニット Ver.1.3以降でかつ、CPU二重化・デュアル増設システムでのみ対応可能です。 
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○：サポートあり、－：サポートなし  

CPUユニットタイプ CS1D（CPU単独システ
ム用）CPUユニット 

CS1D（CPU二重化システム用）CPU
ユニット、CS1Dプロセス CPUユニ
ット 

形式 形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□S 

形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□P 

ユニットバージョン
機能 

ユニット Ver.2.0以降 ユニット Ver.1.1 
以降 

左記以外 

MILH、MILR、MILC ○ － － 

＝DT、＜＞DT、＜DT、
＜＝DT、＞DT、＞＝DT

○ － － 

BCMP2 ○ － － 
GRY ○ － － 
TPO ○ － － 
DSW、TKY、HKY、MTR、
7SEG 

○ － － 

EXPLT、EGATR、
ESATR、ECHRD、
ECHWR 

○ － － 

IORD/IOWRによる
CPU高機能ユニットの
読み書き 

○ － － 

新規追
加応用
命令の
使用 

PRV2 － － － 
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● CJ1-H/CJ1M CPUユニットの場合 
○：サポートあり、－：サポートなし、△：制限付きサポートあり 

CPUユニットタイプ CJ1-H CPUユニット CJ1M CPUユニット 
形式 形 CJ1H-CPU□□H-R 

形 CJ1□-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 

形 CJ1M-CPU12/13/22/23 形 CJ1M-CPU11
/21 

ユニットバージョン
機能 

ユニット
Ver.2.0以降 

左記以外 ユニット
Ver.2.0以降

左記以外 ユニット 
Ver.2.0以降 

タスク単位でのプログラムのダ
ウンロード/アップロード 

○ － ○ － ○ 

パスワードによる読出プロテク
トの機能強化 

○ － ○ － ○ 

ネットワーク経由での、CPUユ
ニットに対する FINS書込プロ
テクト 

○ － ○ － ○ 

I/Oテーブル作成未状態での、ネ
ットワーク経由オンライン接続

○ －（電源 ON
時 I/Oテーブ
ル自動生成方
式で可能） 

○ －（電源 ON
時 I/Oテーブ
ル自動生成方
式で可能） 

○ 

最大 8階層までのネットワーク
越え 

○ － ○ － ○ 

NSシリーズ PT経由で PLCへ
オンライン接続可能 

○ △（Lot No. 
030201以降）

○ △（Lot No. 
030201以降） 

○ 

スロット先頭 CH設定 ○（最大 64グ
ループ） 

△（最大 8グ
ループ） 

○（最大 64
グループ）

○（最大 8グ
ループ） 

○（最大 64グル
ープ） 

パラメータファイル（.STD）な
しでの電源 ON時自動転送 

○ － ○ － ○ 

運転開始／停止時刻記憶機能 ○ － ○ － ○ 
電源 ON時自動転送時の I/O割
付方式の自動認識 

○ － ○ － ○ 

MILH、MILR、
MILC 

○ － ○ － ○ 

＝DT、＜＞DT、
＜DT、＜＝DT、
＞DT、＞＝DT 

○ － ○ － ○ 

BCMP2 ○ － ○ ○ ○ 
GRY ○ △（Lot No. 

030201以降）
○ △（Lot No. 

030201以降） 
○ 

TPO ○ － ○ － ○ 
DSW、TKY、
HKY、MTR、
7SEG 

○ － ○ － ○ 

EXPLT、EGATR、
ESATR、ECHRD、
ECHWR 

○ － ○ － ○ 

IORD/IOWRによ
る CPU高機能ユ
ニットの読み書き

○ － ○ － ○ 

新規追加
応用命令
の使用 

PRV2 － － ○（内蔵入出
力機能付き
タイプのみ）

－ ○（内蔵入出力機
能付きタイプの

み） 

 
CS/CJシリーズ CPUユニット ユニットVer.2.0以降の機能を使用したユーザプログ
ラムは、CPUユニット ユニット Ver.なしでは使用できません。 
これらの機能を使用したプログラムを CX-Programmerからユニット Ver.なしの
CPUユニットに転送しようとした場合、エラーが表示され、CPUユニットにダウン
ロードすることができません。 
また、これらの機能使用したプログラムファイル(拡張子:.OBJ)をユニット Ver.なしの
CPUユニットに転送すると、運転開始時もしくは機能動作時にプログラムエラーが発
生し、CPUユニットは運転を停止します。 
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ユニットバージョンと周辺ツールの関係 
ユニットバージョンと CX-Programmerのバージョンには次の関係があります。 

 
● ユニットバージョンと周辺ツールの関係  

必要な周辺ツール 

CX-Programmer 
CPUユニット 使用する機能（＊1）

Ver.3.3 Ver.4.0
Ver.5.0
Ver.6.0

Ver.7.0 
～9.5 

Ver. 9.6 
以降 

プログラ
ミングコ
ンソール

使用する × × × × ○ CS1-H CPUユニッ
ト、CJ1-H CPUユニ
ット（形 CJ1G-CPU
□□P） 
ユニット Ver.4.1 

ユニット
Ver.4.1
で強化し
た機能 使用しない ○ ○ ○ ○ ○ 

使用する × × × 
○（＊2） 
 （＊3） 

○ 
CS1-H CPUユニッ
ト、CJ1-H CPUユニ
ット、CJ1M CPUユ
ニット 
ユニット Ver.4.0 

ユニット
Ver.4.0
で強化し
た機能 使用しない ○ ○ ○ ○ ○ 

使用する × × ○ ○ ○ CS1-H CPUユニッ
ト、CJ1-H CPUユニ
ット、CJ1M CPUユ
ニット 
ユニット Ver.3.0 

ユニット
Ver.3.0
で強化し
た機能 使用しない ○ ○ ○ ○ ○ 

使用する × ○ ○ ○ ○ CS1-H CPUユニッ
ト、CJ1-H CPUユニ
ット、CJ1M CPUユ
ニット 
ユニット Ver.2.0 

ユニット
Ver.2.0
で強化し
た機能 使用しない ○ ○ ○ ○ ○ 

とくに制
限なし 

 
＊1： （上記のように）バージョンアップで強化した機能を使用しない場合、CX-Programmer

側のバージョンを上げる必要はありません。 
＊2： CJ1-H-R CPUユニットの新機能を使用する場合は、CX-Programmer Ver.7.1以降を使用

することが必要です。 
CJ1-H-R CPUユニット ユニット Ver.4.1を使用する場合のみ、CX-Programmer 
Ver.7.22以降を使用することが必要です（CX-Programmerのバージョンは、「バージョ
ン情報」で確認してください）。 

＊3： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.4.0
で強化した機能を使用するときは、CX-Programmerは Ver.7.0以降を使う必要がありま
す。また、CX-Programmerの Ver.7.2以降を使用することで、さらに拡張された機能を
使うことができます。 
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● PLC機種のプルダウンリスト 
CX-Programmerの［PLC機種変更］ダイアログボックスの、［PLC機種］のプルダ
ウンリスト上には、ユニットバージョンの識別はありません。 
ユニット Ver.に関わらず以下の中から選択します。  

シリーズ CPUユニットタイプ CPUユニット形式 
CX-Programmer Ver.4.0以降 
での［PLC機種変更］ダイアログ
での PLC機種のリスト表記 

形 CS1G-CPU□□H CS1G-H 
CS1-H CPUユニット

形 CS1H-CPU□□H CS1H-H 

形 CS1D-CPU□□HA CS1D-H CS1D（CPU二重化シ
ステム用）CPUユニッ
ト 形 CS1D-CPU□□H CS1D-H（または CS1H-H） 

CSシリー
ズ 

CS1D（CPU単独シス
テム用）CPUユニット

形CS1D-CPU□□SA/S CS1D-S 

形 CJ1G-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 

CJ1G-H 

CJ1-H CPUユニット 形 CJ1H-CPU□□H-R
（注） 
形 CJ1H-CPU□□H 

CJ1H-H 
CJシリーズ 

CJ1M CPUユニット 形 CJ1M-CPU□□ CJ1M 

注： CPUのユニット形式として、「CPU67-R」「CPU66-R」「CPU65-R」「CPU64-R」の
いずれかを選択します。 
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ユニットバージョンに関連した、CX-Programmer 操作上のトラブルシューティング 
現象 原因 対処 

上記エラーメッセージを表示後、アウトプッ
トウィンドウの［コンパイル（プログラムチ
ェック）］タブに、コンパイルエラー内容が
表示される。 

バージョンアップしたユニットでの
みサポートしている命令が含まれて
いるユーザプログラムを、古いバー
ジョンの CPUユニットに対してダ
ウンロードしようとした。 

ユーザプログラムを見直し
てください。または、ダウ
ンロード先の CPUユニッ
トを、バージョンアップし
た CPUユニットに交換し
てください。 

バージョンアップしたユニットでの
みサポートしている PLCシステム
設定データ（デフォルト以外）を、
古いバージョンの CPUユニットに
対してダウンロードしようとした。

PLCシステム設定データを
見直してください。または、
ダウンロード先の CPUユ
ニットを、バージョンアッ
プした CPUユニットに交
換してください。 

プログラムをPLCからパソコンへ転送したと
きに、プログラム内に、“？？？？”が表示
される。 

バージョンアップした
CX-Programmerでのみサポートし
ている命令が含まれているユーザプ
ログラムを、古いバージョンの
CX-Programmerでアップロードし
ようとした。 

古いバージョンの
CX-Programmer でアップ
ロードすることはできませ
ん。バージョンアップした
CX-Programmerでアップ
ロードしてください。 

プロジェクトファイルの読み出し時、上記エ
ラー内容が表示される。 

サポート外のユニットバージョンの
プロジェクトファイルを読み出そう
とした。 

［はい］ボタンをクリック
すると、サポート外の設定
項目に初期値を設定して読
み出します。［いいえ］ボ
タンをクリックすると、プ
ロジェクトファイルの読み
出しをキャンセルします。

 
オンライン接続時に、上記警告内容が表示さ
れる。 

バージョンアップした CPUユニッ
トでのみサポートしている読出プロ
テクト拡張設定を含むプロジェクト
で、古いバージョンの CPUユニッ
トに対してオンライン接続しようと
した。 

PLCプロパティダイアログ
のプロテクト設定を見直し
てください。または、接続
先の CPUユニットを、バー
ジョンアップした CPUユ
ニットに交換してくださ
い。 
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 関連マニュアル 
 
CS/CJ/NSJシリーズの PLC本体の関連マニュアルは、下表のように構成されていま
す。併せてご覧ください。  

Man.No. 形式 マニュアル名
称 

用途 内容 

SBCA-313 
（本書） 

形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□（B）-G5D 
形NSJ□-□□□□（B）-M3D 

CS/CJ/NSJシ
リーズ 
ユーザーズマ
ニュアル プ
ログラミング
編 

CS/CJ/NSJシ
リーズの各種
機能について
知りたいとき

CS/CJ/NSJシリーズの PLC本体に関して、
以下の内容を説明しています。 
・プログラミングをしたい 
・タスク機能を知りたい 
・ファイルメモリ機能を知りたい 
・各種の機能を知りたい 
ユーザーズマニュアル セットアップ編
（CSシリーズ：SBCA-301、CJシリーズ：
SBCA-312、CS1D CPUユニット：
SBCA-318）と併せて使用してください。

SBCA-301 形 CS1G/H-CPU□□H CSシリーズ 
ユーザーズマ
ニュアル セ
ットアップ編

CSシリーズ
の概要／設計
／取付／保守
などの基本的
な仕様につい
て知りたいと
き 

CSシリーズの PLC本体に関して、以下の
内容を説明しています。 
・概要／特長を知りたい 
・システム構成を設計したい 
・取付／配線をしたい 
・I/Oメモリの割付を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい 
ユーザーズマニュアル プログラミング編
（SBCA-313）と併せて使用してください。

SBCA-312 形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 

CJシリーズ 
ユーザーズマ
ニュアル セ
ットアップ編

CJシリーズの
概要／設計／
取付／保守な
どの基本的な
仕様について
知りたいとき

CJシリーズの PLC本体に関して、以下の
内容を説明しています。 
・概要／特長を知りたい 
・システム構成を設計したい 
・取付／配線をしたい 
・I/Oメモリの割付を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい 
ユーザーズマニュアル プログラミング編
（SBCA-313）と併せて使用してください。

SBCA-315 形 CJ1M-CPU□□ CJシリーズ 
ユーザーズマ
ニュアル 内
蔵入出力機能
編 

CJ1M CPUユ
ニットの内蔵
入出力機能に
ついて知りた
いとき 

CJ1M CPUユニットの内蔵入出力機能につ
いて説明しています。 

SBCA-318 形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CS1D-DPL01 
形 CS1D-PA/PD□□□ 

CS1Dデュプ
レックスシス
テム ユーザ
ーズマニュア
ル セットア
ップ編 

CS1Dデュプ
レックスシス
テムの概要／
設計／取付／
保守などの基
本的な仕様、
および二重化
に関する事柄
について知り
たいとき 

CS1Dデュプレックスシステムに関して、
以下の内容を説明しています。 
・概要／特長を知りたい 
・システム構成を設計したい 
・二重化システムを設計したい 
・取付／配線をしたい 
・I/Oメモリの割付を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい 
また、ユニットのオンライン交換に関する
プログラミングコンソールの操作方法につ
いて説明しています。ユーザーズマニュア
ル プログラミン編（SBCA-313）と併せ
て使用してください。 
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Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

SBCA-351 形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU□□ 
形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/NSJシリ
ーズ 
コマンドリファ
レンスマニュア
ル 

命令語の詳細
について知り
たいとき 

各命令語の詳細説明をしています。 
プログラミング時に、ユーザーズマニ
ュアル セットアップ編（CSシリー
ズ：SBCA-301、CJシリーズ：
SBCA-312）、ユーザーズマニュアル 
プログラミング編（SBCA-313）と併せ
て使用してください。 

SBCA-304 形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CS1W-SCU□□-V 
形 CS1W-SCB□□-V1 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1W-SCU□□-V1 
形 CP1H-X□□□□-□ 
形 CP1H-XA□□□□-□ 
形 CP1H-Y□□□□-□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/CP/NSJ
シリーズ 
通信コマンド 
リファレンスマ
ニュアル 

CS/CJ/CPシ
リーズ CPU
ユニット、
NSJシリーズ
宛て通信コマ
ンドの詳細に
ついて知りた
いとき 

1)Cモードコマンドおよび 
2)FINSコマンドの詳細について説明し
ています。 
CPUユニット宛ての通信コマンド（C
モードコマンドまたは FINSコマンド）
の詳細を知りたいときに、参照してく
ださい。 
 
注：本マニュアルに記載している通信
コマンドは、CPUユニット宛ての
通信コマンドです。その通信経路
は、問いません（CPUユニットの
シリアル通信ポート、シリアルコ
ミュニケーションボード／ユニッ
トの通信ポート、通信ユニット経
由などが可能です）。 
また、高機能 I/Oユニットまたは
CPU高機能ユニット宛てコマンド
に関しては、各ユニットのユーザ
ーズマニュアルを参照してくださ
い。 

SBCA-342 形 NSJ5-TQ□□(B)-G5D/M3D 
形 NSJ5-SQ□□(B)-G5D/M3D 
形 NSJ8-TV□□(B)-G5D/M3D 
形 NSJ10-TV□□(B)-G5D 
形 NSJ12-TS□□(B)-G5D 

NSJシリーズ 
NSJコントロー
ラ 
ユーザーズマニ
ュアル セット
アップ編 

NSJシリーズ
の概要／設計
／取付／保守
などの基本的
な仕様につい
て知りたいと
き 

NSJシリーズに関して、以下の内容を
説明しています。 
・概要／特長を知りたい 
・システム構成を設計したい 
・取付／配線をしたい 
・I/Oメモリの割付を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい 
CS/CJシリーズ ユーザーズマニュア
ル セットアップ編（SBCA-312）／プ
ログラミング編（SBCA-313）／
NS-V1/-V2シリーズ セットアップマ
ニュアル（SBSA-517）と併せて使用し
てください。 
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Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

SBCA-337 形 CXONE-AL□□C-V□ CX-Programmer 
オペレーション
マニュアル 

Windowsパソコ
ン用プログラミ
ングツール
CX-Programmer
の操作方法につ
いて知りたいと
き 

CX-Programmerの操作方法について説
明しています。 
プログラミング時に、ユーザーズマニュ
アル セットアップ編（CSシリーズ：
SBCA-301、CJシリーズ：SBCA-312）、
ユーザーズマニュアル プログラミン
グ編（SBCA-313）、コマンドリファレ
ンス（SBCA-351）と併せて使用してく
ださい。 

SBCA-338 形 CXONE-AL□□C-V□ CX-Programmer、
CS/CJ/CPシリー
ズ 
オペレーション
マニュアル ファ
ンクションブロ
ック編 

ファンクション
ブロックを使用
する場合、その
仕様と操作方法
を知りたいとき

ファンクションブロックの仕様と操作
方法について説明しています。 
ファンクションブロックを使用すると
きにのみ参照します。 

SBCA-303 形 CQM1H-PRO01 
形 CQM1-PRO01 
形 C200H-PRO27 
+形 CS1W-KS001 

CS/CJシリーズ 
プログラミング
コンソール 
オペレーション
マニュアル 

プログラミング
コンソールの操
作方法について
知りたいとき 

プログラミングコンソールの操作方法
について説明しています。 
プログラミング時に、ユーザーズマニュ
アル セットアップ編（CSシリーズ：
SBCA-301、CJシリーズ：SBCA-312）、
ユーザーズマニュアル プログラミン
グ編（SBCA-313）、コマンドリファレ
ンス（SBCA-351）と併せて使用してく
ださい。 

シリアルコミュ
ニケーションボ
ード／ユニット
の機能（ハード、
シリアル通信モ
ード）について
知りたいとき 

SBCD-300 形 CS1W-SCB□□-V1 
形 CS1W-SCU□□-V1 
形 CJ1W-SCU□□-V1 
形 CJ1W-SCU□2 

CS/CJシリーズ 
シリアルコミュ
ニケーションボ
ード／ユニット 
ユーザーズマニ
ュアル 

オムロン製コン
ポーネントとの
標準システムプ
ロトコルについ
て知りたいとき

1) シリアルコミュニケーションボード
およびシリアルコミュニケーション
ユニットのハード・ソフト、および 

2) 標準システムプロトコルについて説
明しています。 

 
注 1：シリアルコミュニケーションボー

ド／ユニットの通信ポートを使
用して上位リンクモードで通信
コマンド発行（手上げ機能を含
む）する場合、通信コマンドの詳
細については、通信コマンドリフ
ァレンス（SBCA-304）を参照し
てください。 

注 2：ユーザ作成のプロトコルマクロ機
能の詳細を知りたい場合は、
CX-Protocolオペレーションマニ
ュアル（SBCA-307）を参照して
ください。 

プロトコルマク
ロ（送受信シー
ケンス）作成用
ツール
CX-Protocolの
操作方法につい
て知りたいとき

SBCA-307 形 CXONE-AL□□C-V□ CX-Protocol 
オペレーション
マニュアル 

ユーザ作成のプ
ロトコルマクロ
機能の詳細を知
りたいとき 

1)CX-Protocolの操作方法、および 
2)プロトコルマクロに関する詳細につ
いて、説明しています。 
CX-Protocolを使用して、ユーザでシリ
アル通信用のプロトコルを作成する場
合または標準システムプロトコルをカ
スタマイズする場合に、参照してくださ
い。 
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Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

SBCA-347 形 CXONE-AL□□D-V□ CX-Integrator 
CS/CJ/CP/NSJシ
リーズ用ネット
ワークコンフィ
グレーションツ
ールオペレーシ
ョンマニュアル 

ネットワーク設
定/モニタを行い
たいとき 

CX-Integratorの操作方法について説明
しています。 

SBCA-346 形 CXONE-AL□□D-V□
/LT□□□-V□ 

CX-One 
セットアップマ
ニュアル 

CX-Oneからソ
フトウェアをイ
ンストールする
とき 

FA統合ツールパッケージ CX-Oneの概
要、CX-Oneのインストール方法につい
て説明しています。 

 
 
 
 



安全上のご注意 

27 

 安全上のご注意 
 
安全に使用していただくための表示と意味について 

このユーザーズマニュアルでは、CS/CJシリーズ プログラマブルコントローラを安全
に使用していただくために、注意事項を次のような表示と図記号で示しています。 
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってく
ださい。 
表示と意味は次のとおりです。  

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、�
軽傷・中程度の傷害を負ったり、万一の場合には�
重傷や死亡に至る恐れがあります。また、同様に�
重大な物的損害をもたらす恐れがあります。�

警告�

正しい取扱いをしなければ、この危険のために、�
時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あるいは�
物的損害を受ける恐れがあります。�

注意�
 

 

 
安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 
使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能、機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。 

 

お願い  

 本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。 
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図記号の説明 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「感電注意」を表します。 
 

  

 

記号は、禁止を意味しています。 
具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「分解禁止」を表します。 
 

  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 
 

  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 
 

  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「高温注意」を表します。 
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通電中は、ユニットを分解しないでください。 

 

感電の恐れがあります。 
 

 

通電中は、端子に触れないでください。 

 

感電の恐れがあります。  
 

プログラマブルコントローラ（PLC）の故障や外部要因による異
常が発生した場合も、システム全体が安全側に働くように、PLC
の外部で安全対策を施してください。 
異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。 
（1）非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、 

安全保護に関する回路は、必ず PLC外部の制御回路で構成 
してください。 

（2）PLCは、自己診断機能で異常を検出したときや、運転停止 
故障診断（FALS）命令を実行したとき、運転を停止して 
全出力を OFFにします。ただし、PLCの自己診断機能では
検出できない、入出力制御部や I/Oメモリなどの異常時は、
意図しない出力をすることがあります。 
これらのいずれのときでも、システムが安全側に動作するよ
う、PLC外部で対策を施してください。 

（3）出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などに 
よって、PLCの出力が ONまたは OFFになったままになる 
ことがあります。 
このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外部で対 
策を施してください。 

（4）PLCの DC24V出力（サービス電源）が過負荷の状態または 
短絡されると、電圧が降下し、出力は OFFとなることが 
あります。 
このとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外部で対 
策を施してください。 

 
周辺ツールを使用して、ファイルメモリ（メモリカードまたは EM
ファイルメモリ）内のデータファイルを、CPUユニットの実 I/O
（CIO）エリアに転送するときは、十分に安全を確認してから行っ
てください。 
CPUユニットの動作モードにかかわらず、出力ユニットに接続さ
れた機器が誤動作する恐れがあります。 

 

 

信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者

側でフェールセーフ対策を施してください。 

異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。 
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サイクルタイムが延びても影響がないことを確認してから、 

オンラインエディットをしてください。 

入力信号を読み取れないことがあります。  
 
他ノードへプログラムを転送するときや、I/Oメモリを変更する操

作をするときは、変更先ノードの安全を確認してから行ってくだ

さい。 

けがをする恐れがあります。 

 
CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットでは、ユーザプログラム

またはパラメータを CPUユニットに書き込むと、それらは自動的

にフラッシュメモリにバックアップされます（フラッシュメモリ

機能）。 

しかし、その場合、I/Oメモリエリア（DM/EM/HRを含む）は、

フラッシュメモリへは書き込まれません。とくに電源断復帰時の

保持エリアである DM/EM/HRエリアは、バッテリによって保持さ

れます。そのため、電源異常が発生した場合には正しい値が保持

されなくなる可能性があります。 

したがって、プログラム上で DM/EM/HRエリアの内容を用いて外

部へ出力をする場合は、「電池異常フラグ（A40204）が 1（ON）

のときには外部への出力を行わない」などの対策を施してくださ

い。また、ファンクションブロックで電断／運転開始時保持設定

された入力変数／出力変数／内部変数は不定となりますので、そ

れら変数の内容をプログラムを用いて出力する場合は、「電池異

常フラグ」を用いて出力を止めるなどの対策を行ってください。 

 
AC電源の端子台ねじは本マニュアルで規定したトルクで締め 

てください。 

ねじが緩むと発火および誤動作の恐れがあります。 
 

 
通電中や電源を切った直後は、電源ユニットに触れないでくださ

い。 

火傷の恐れがあります。  
 
外部電源が接続された非絶縁電源タイプのユニット（形 CS1W- 

CLK13/53/12/52(-V1)、形 CS1W-ETN01）を PLCに実装している

場合、PLCにパソコンなどの周辺機器を接続するときは注意して

ください。外部電源が 24V側を接地していると､周辺機器が 0V側

の接地のときは短絡します。周辺機器と接続するときは、外部電

源を 0V側で接地するか､あるいは接地しないでください。 



安全上の要点 

31 

 安全上の要点 
 
CS/CJシリーズ プログラマブルコントローラを使用する際には、次のことに気を付け
てください。 
 
・複数のサイクル実行タスクを新規に作成する場合は、必ずWindows用周辺ツール

CX-Programmerを使用してください。プログラミングコンソール（略してプロコ
ン）では、従来の PLCと同様な１つのサイクル実行タスク（および割込タスク）し
か新規作成できません。ただし、 CX-Programmerで作成した複数のサイクル実行
タスクをプロコンで、編集することは可能です。 

・CSシリーズ CS1 CPUユニットをはじめて使用するときは、以下の操作を行ってく
ださい。 
①必ず付属のバッテリ形 CS1W-BAT01を装着し、周辺ツール（CX-Programmer/
プロコン）からメモリオールクリア操作を行ってください。 

②時計機能を使用する場合は、バッテリ装着後、電源を ONにして、周辺ツール
（CX-Programmer/プロコン）を使用して、時計時間の設定操作を実行、または
時計補正命令（DATE）を実行して、必ず時刻を設定してください。これによっ
て、はじめて CPUユニットの内蔵時計の計時が開始されます。 

・CS1-H/CS1D CPUユニット、および CJ1-H/CJ1M CPUユニットはユーザプログ
ラム、パラメータエリアのデータを内蔵フラッシュメモリにバックアップします。
バックアップ中は、CPUユニット前面の BKUP LEDが点灯します。 
CPUユニット前面の BKUP LEDが点灯している間は、PLC本体の電源を OFFに
しないでください。万一、OFFにすると、データはバックアップされません。 

・工場出荷時の状態（PLCシステム設定の電源 ON時の動作モードが「プロコンのモ
ード切替スイッチにしたがう」）の場合、プロコンを接続しないで、電源を投入す
ると、CSシリーズ CS1 CPUユニットでは「プログラム」モードとなるのに対して、
CS1-H/CJ1-H/CJ1/CJ1M/CS1D CPUユニットでは「運転」モードとして運転開始
となりますので、ご注意ください。 

・周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）によって、AUTOEXEC.IOMファイル（電
源 ON時自動転送用データファイル）を作成する際には、必ず、書き込み開始アド
レスに D20000を指定し、かつ書き込みサイズに DMエリア範囲内のサイズを指定
してください。 
万一、D20000以外を指定して AUTOEXEC.IOMファイルを作成した場合であって
も、ファイル内のデータは電源 ON時に、メモリカードから読み出され CPUユニ
ットの D20000を先頭としたアドレスに転送されます。その場合、D20000以降に
誤ったデータが上書きされてしまいますので、ご注意ください。また、サイズが DM
エリア範囲を超えている場合（CX-Programmerのみ可）、超過分は、EMエリア
に上書きされますので、ご注意ください。 
・信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセー
フ対策を施してください。 

・安全のために、インターロック回路、リミット回路、非常停止回路などを必ず PLC
の外部回路に組んでください。 

・PLC本体の電源を ONにした後に、制御部の電源を ONにするように、外部回路を
構成してください。制御部の電源をONした後に、PLC本体の電源をONにすると、
PLC本体の電源 ON時に、DC出力ユニット等の出力が一瞬誤動作し、制御部の出
力が一時的に正常動作しないことがあり得ます。 
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・出力ユニットのリレーやトランジスタなどの内部回路の故障によっては、出力が ON
のままとなることがあり得ます。そのため、出力ユニットが誤って、ONのままと
なっても、システムが安全側へはたらくように、PLCの外部で安全回路を設けてく
ださい。 
・I/Oメモリ保持フラグを 1（ON）に設定している場合、「運転」または「モニタ」
モードから「プログラム」モードへ変更したとき、出力リレーはクリア（OFF）さ
れず、直前の状態を保持しますので、外部負荷の状態に注意してください。（なお、
運転停止異常（FALS命令実行を含む）によって、運転が停止したときは、CPUユ
ニットの内部の I/Oメモリの値は保持されますが、出力ユニットの出力接点は、す
べて OFFとなります。） 

・CPUユニット内の DM（データメモリ）エリア、EM（拡張データメモリ）エリア、
およびHR（保持リレー）は、バッテリによって保持されます。そのため、電池異
常が発生した場合には、正しい値が保持されなくなる可能性があります。 したがっ
て、電池異常フラグ（A40204）が 1（ON）のときには、DM/EM/HRエリアの内容
を再設定するなどの対策をラダープログラム上で施してください。 
また、ファンクションブロックで電断／運転開始時保持設定された入力変数／出力
変数／内部変数は不定となりますので、それら変数の内容をプログラムを用いて出
力する場合は、電池異常フラグを用いて出力を止めるなどの対策を行ってください。 
・ワイドレンジでない電源ユニットに AC200～240Vを供給するときは、付属の短絡
金具を「電源電圧切替端子」から必ず取り外してください。万一、短絡金具を取り
付けたまま AC200～240Vを供給すると、製品が損傷され、正常な動作、特性とな
りません。その場合は、必ず電源ユニットを交換してください。 
・次のことを行うときは、PLC本体の電源を OFFにしてください。 
・電源ユニットや I/Oユニットなどの各種ユニット、CPUユニットの着脱をする
とき 

・装置を組み立てるとき 
・ディップスイッチやロータリスイッチを設定するとき 
・ケーブルを接続、配線するとき 
・コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき 

・データ転送中は電源を切らないでください。特にバックアップには時間がかかりま
すので、BKUP LEDの点灯中は電源を切らないでください。変更内容が反映されな
い可能性があります。 
・データの転送中は、ユニットの電源を OFFにしないでください。 
とくに、1)メモリカードへアクセス中に、絶対に PLC本体の電源を OFFにしない
でください。また、2)メモリカードへアクセス中に、絶対にそのままメモリカード
を抜かないでください。いったん、メモリカード給電停止押ボタンを押し、 BUSY 
LED（メモリカードアクセス中 LED）が消えた後に、メモリカードを抜いてくださ
い。 
万一、上記１)または２)を行った場合、最悪の場合は、そのメモリカードが使用でき
なくなります。 
・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。 
・PLCの動作モード切替え（電源投入時の動作モード設定を含む） 
・接点の強制セット／リセット 
・現在値や設定値の変更 
・外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。 
・PLCのベース取り付けネジ、端子台のネジ、ケーブルのネジは、PLC本体のマニュ
アルで指定した規定トルクで締め付けてください。 
・端子台、コネクタを十分確認してから、装着してください。 
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・接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユニットに触れて
ください。 
・コネクタ、端子台、増設ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロックしてい
ることを確認してからご使用ください。 
・正しく配線してください。 
・本マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。 
・電源事情が悪い場所では特に、定格の電圧・周波数の電源が供給できるようにして
ご使用ください。 
・配線の際は、ユニット上面の防塵ラベルを貼ったまま配線してください。 
・配線完了後は、放熱のため、必ずラベルを外してご使用ください。 
・配線は圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を直接、端子台に接続
しないでください。 
・入力ユニットには、定格入力電圧を超える電圧を印加しないでください。 
・出力ユニットは、最大開閉能力を超える電圧の印加および負荷の接続をしないでく
ださい。 
・据え付け工事の際には、必ず D種接地（第 3種接地）をしてください。 
特に電源ユニット端子の GRと LGをショートさせた場合には、必ず D種接地（第
3種接地）をしてください。 
・絶縁抵抗試験および耐電圧試験は、電源ユニットの LG端子を GR端子から分離し
て行ってください。 
・配線、スイッチなどの設定を十分確認してから通電してください。 
・運転を開始する前に、ディップスイッチやデータメモリ（DM）が正しく設定されて
いることを確認してください。 
・作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してくだ
さい。 

・運転再開に必要なデータメモリや保持リレーの内容は、交換した CPUユニットに転
送してから運転を再開してください。 
・本製品を分解して修理や改造をしないでください。 
・ケーブルを無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。 
・ケーブルやコードにものを載せないでください。 
・接続ケーブルは本マニュアルに記載されている専用ケーブルを使用または作成して
ください。市販の一般パソコン用 RS-232Cケーブルを使用すると、外部機器および
CPUユニットが故障する恐れがあります。 

・CPUユニットの RS-232Cポートの 6番ピン（+5V電源）は、RS-422A変換アダプ
タ（形 CJ1W-CIF11）、RS-232C/RS-422A変換ユニット（形 NT-AL001）、プロ
グラマブルターミナル（形 NV3W-M□20L）以外の外部接続機器には接続しないで
ください。外部接続機器および CPUユニットが故障する恐れがあります。 
・部品を交換する際には、必ず定格が正しいことを確認した上で交換してください。 
・運搬や保存時は、LSI、ICなどの静電気による破壊防止のため、回路基板を導電性
のもので覆い、保存温度範囲に保ってください。 
・回路基板には電気部品のリードなど鋭利な部分がありますので、部品実装部や基板
の裏面に直接手を触れないでください。 
・バッテリは液漏れ、破裂、発熱、発火などの恐れがありますので、＋、－の短絡、
充電、分解、加熱、火への投入、強い衝撃を与えることなどは絶対に行わないでく
ださい。また、床に落下させるなどして強い衝撃をあたえてしまった電池は、液漏
れする恐れがありますので絶対に使用しないでください。 
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・電池の交換は熟練した技術者によって行われることが、UL規格で定められています。
交換作業は熟練した技術者がご担当ください。また、本マニュアルに記載した方法
で交換してください。 
・本体および不要になった電池の廃棄については、地方自治体により規制を受ける場
合があります。それぞれの自治体規制に従って廃棄してください。 

     
・CJシリーズにおいて、電源ユニットや、CPUユニット、I/Oユニット、高機能 I/O
ユニット、CPU高機能ユニットを接続するときは、ユニット同士を接続後、上下の
スライダをカチッと音がするまでスライドさせて、確実にロックしてください。 
・ロックしないと機能が満足できないことがありますので、ご注意ください。 
・CPUユニットに付属されているエンドカバーは、必ず最右端のユニットに取り
付けてください。エンドカバーを取り付けないと、CJシリーズは、正常に動作
しません。 

・不適切なデータリンクテーブル/パラメータが設定されていると、設備が予期しない
動作をする恐れがあります。 
また、適切なデータリンクテーブル/パラメータが設定されている場合でも、設備に
影響がないことを確認してから、データリンクを起動/停止してください。 
・ルーチングテーブルを周辺ツールから PLC本体に転送すると、CPU高機能ユニッ
トがリセットされます。これは、設定したルーチングテーブルを読み込んで有効に
するためです。CPU高機能ユニットがリセットされても設備に影響がないことを確
認してから、ルーチングテーブルの転送を実行してください。 
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 使用上の注意 
 
●本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。 
 
●次のような環境には設置しないでください。 
・日光が直接当たる場所 
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所 
・温度の変化が急激で結露するような場所 
・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所 
・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所 
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所 
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
 
●次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。 
・静電気などによるノイズが発生する場所 
・強い電界や磁界が生じる場所 
・放射能を被曝する恐れのある場所 
・電源線や動力線が近くを通る場所 
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 EU指令への適合について 
 
EU指令の適合については、以下のマニュアルを参照してください。 
・『CSシリーズ ユーザーズマニュアル セットアップ編（SBCA-301）』 
・『CJシリーズ ユーザーズマニュアル セットアップ編（SBCA-312）』 
・『CS1Dデュプレックスシステム ユーザーズマニュアル セットアップ編
（SBCA-318）』 
・『NSJシリーズ NSJコントローラ ユーザーズマニュアル セットアップ編
（SBCA-342）』 
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 マニュアル改訂履歴 
 
マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙の左下に記載されているMan.No.の後尾に付
記されます。 
 

 
Man. No.

改訂記号 

SBCA-313P

 
 
改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ 

－ 2001年 4月 初版 
B 2001年 9月 CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニットの追加に伴う改

訂 
C 2002年 6月 CJ1M CPUユニット追加に伴う説明追加。誤記修正に伴う改

訂 
D 2002年 9月 CS1D CPUユニット追加に伴う説明追加 
E 2003年 5月 説明追加、誤記修正に伴う改訂 
F 2003年 12月 安全に関するご注意の追加および変更、CS1-H CPUユニッ

ト、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU
単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0の追加。誤
り修正による改訂 

G 2004年 7月 CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユ
ニット ユニット Ver.3.0の追加 

H 2006年 8月 CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユ
ニット ユニット Ver.4.0の追加 

J 2007年 2月 形 CJ1H-CPU□□H-Rの追加 
K 2008年 1月 形 CJ1H-CPU□□H-R（CJ1-H-R） ユニット Ver.4.1の追加
L 2008年 7月 形 CJ1H-CPU□□H-R（CJ1-H-R） ユニット Ver.4.2の追加

説明追加、誤記修正に伴う改訂 
M 2009年 12月 説明追加、誤記修正に伴う改訂 
N 2015年 10月 以下の CPUユニット ユニットバージョンの追加、誤記修正

による改訂 
・ CS1-H CPUユニット ユニット Ver.4.1の追加 
・ CJ1-H CPUユニット（形 CJ1G-CPU□□P）ユニット

Ver.4.1の追加 
・ CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニット、CS1Dプ
ロセス CPUユニット ユニット Ver.1.4の追加 
・ CS1D（CPU単独システム用）CPUユニット ユニット

Ver.2.1の追加 
Ｐ 2018年 12月 以下の CPUユニットの追加、誤記修正による改訂 

・形 CS1D-CPU□□HAの追加 
・形 CS1D-CPU□□SAの追加 
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はじめに必ず行っていただきたいこと 
（CS1G/H-CPU□□（-V1）CPUユニットのみ） 

 
● バッテリの装着 
本製品は、CPUユニット本体とバッテリを別々に梱包してお届けしております。 
下記に示す操作で、バッテリを、CPUユニット本体に装着してから、ご使用ください。 
1 バッテリ収納部下部のすきまに小型マイナスドライバを入れ、カバーを上へ開けま
す。 

 

 
 
2 バッテリ収納用穴にバッテリケーブル側を外側にして、バッテリを挿入します。 

 

バッテリ収納用穴 
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3 上部のコネクタ受け部に、ケーブルは赤が下、白が上になるようにバッテリセット
のコネクタを接続します。 

 

赤

白�

バッテリ用
コネクタ受け部�
どちらかに接続してください。�  

 
4 ケーブルをたたんで、カバーを閉じます。 

 

 
 

● メモリオールクリア操作 
（1） バッテリ装着後、CPUユニットのメモリ（RAM）内のデータを初期化するた

め、必ずメモリオールクリア操作を行ってください。 
 

●CX-Programmerをご使用の場合 
CX-Programmer使用して、メモリの初期化操作を行ってください。 
詳細は、「CX-Programmerオペレーションマニュアル」を参照してください。  
●プログラミングコンソール（略してプロコン）をご使用の場合 
以下の操作でメモリオールクリア操作を必ず行ってください。  
初期画面 (or )セット NOT リセット モニタ 0 0 1 モニタ  

 

注：プロコンでメモリオールクリアをする場合、サイクル実行タスクを複数作成すること
はできません。サイクル実行タスク 1つと、割込タスクあり、またはなしとなります。
「タスク」については、本書「第 1章 CPUユニットの動作の概要」または「第 4章 
タスク動作の詳細」を参照してください。 

 
（2） メモリオールクリア後は、異常解除処理操作を行ってください。 

発生しているメモリ異常、電池異常を解除します。  
●プロコンをご使用の場合 
以下の操作で異常解除処理操作を必ず行ってください。  
初期画面

（表示している異常を削除します）�

（初期画面に戻ります）�

FUN モニタ� モニタ

モニタ
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● 内蔵時計の機能を使用する場合 
CS1G/H-CPU□□（-V1）CPUユニットでは、バッテリを CPUユニットに装着した
だけでは、CPUユニットの内蔵時計は”00年 01月 01日（00-01-01）00時 00分 00
秒（00:00:00）日曜日（SUN）”など、不定の状態であり、計時はしていません。 
時計機能を使用する場合は、バッテリ装着後、電源を ONにし、周辺ツール
（CX-Programmer/プロコン）の「時計時間の設定」操作、時計補正命令（DATE）
の実行、または FINSコマンド発行のいずれかによって、必ず時刻を設定してくださ
い。これによってはじめて、CPUユニットの内蔵時計の計時が開始されます。 
 

参 考 

 

プロコンでの時計時間の設定操作は、以下のとおりです。  
初期画面 データ�

年月日時分秒指定�

↑FUN 0シフト モニタ� 変更� 書込�

↓
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概要 
 
 
 
 
 



1－1 CPUユニット内部のしくみ 
1－1－1 CPUユニット内部のしくみ 
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 1－1 CPUユニット内部のしくみ 
 

1－1－1 CPUユニット内部のしくみ 
CPUユニットの内部のしくみは、次のようになっています。  

 CPUユニット 

フラッシュメモリ 

（CS1-H/CJ1-H/CJ1M/ 

 CS1D CPUユニット 

 のみ） 

PLC システム設
定などのパラメ
ータ 

 

ユーザプログラム 

タスク１ 

タスク２ 

タスクｎ 

ユーザプログラ
ムは、複数のタス
クに分割され、タ
スク番号順に実
行されます。 

自動バック
アップ 

自動バック
アップ 

アクセス

I/Oメモリ、PLCシステム
設定、プログラムをファ
イルとして、保存可能。

I/Oメモリ 

EMファイルメモリ

ディップスイッチ 

 

メモリカード

 

 
■ ユーザプログラム 

ユーザプログラムは、複数のプログラムから成り、プログラムは割込として使用され
る分も含めて最大 288個作成可能です。周辺ツール CX-Programmerによって、これ
らのプログラムは、実行単位であるタスクに 1：1で割り付けられた上で、CPUユニ
ットに転送されます。 
タスクには 1サイクルに 1回実行されるタスク（「サイクル実行タスク」と呼びます。
最大 32個）と、割込条件が成立したときだけ実行されるタスク（「割込タスク」と呼
びます。最大 256個）が存在し、サイクル実行タスクは、その番号順に実行されます。 
割込タスクをサイクル実行タスクと同様に、サイクリックに実行することも可能です。
その場合、サイクリックに実行できるタスク数は合計最大 288個となります。  
注： CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、割込タスクをサイクル実行タスク

と同様に実行する機能はありません。 
 
プログラムに記述された命令はプログラムの先頭にあるものから順に実行され、I/Oメ
モリを読み書きします。すべてのサイクル実行タスクの実行を終えると、各ユニット
との I/Oリフレッシュをし、再び最も番号が小さいサイクル実行タスクからまた実行
を繰り返します（サイクリックスキャン）。 
なお、I/Oリフレッシュについては、セットアップ編「10－1 CPUユニットの動作」
を参照してください。 
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■ I/Oメモリ 

ユーザプログラムが読み書きするメモリ（RAM）エリアです。電源断復帰時にクリア
される領域と保持する領域から成ります。 
また、各ユニットとデータ交換される領域と、内部で使用する領域に分かれます。 
各ユニットとのデータ交換は、「命令実行サイクルに 1回」、「命令実行時に都度」
の 2つの方法が可能です。 
 

■ PLCシステム設定 

ソフトスイッチによる各種の初期設定等を行います。 
 

■ ディップスイッチ 

ハードスイッチによる初期設定等を行います。 
 

■ メモリカード 

必要に応じて使用します。プログラム、I/Oメモリ、PLCシステム設定、周辺ツール
で作成した I/Oコメント等を保存できます。電源 ON時に、メモリカードからプログ
ラムと各種システム設定を自動的に読み込むことも可能です（電源 ON時自動転送機
能）。 
 

■ フラッシュメモリ 

ユーザプログラムおよび PLCシステム設定などのパラメータエリアは、ユーザからの
CPUユニットに対する書き込み操作時に自動的に、内蔵フラッシュメモリにバックア
ップされます。したがって、メモリカードを使用しなくとも、バッテリレス運転が可
能です。 
ただし、DMエリアなどの I/Oメモリは、バッテリがない場合はバックアップされま
せん。  
注： CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、フラッシュメモリ機能はなく、バ
ッテリによって保持されています。そのためバッテリがない場合はバックアップされません。 
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1－1－2 CPUユニットのメモリブロック図 
CS/CJシリーズの CPUユニットのメモリ（RAM）は、以下のブロック構成となって
います。  

エリア名称 格納内容 バックアップ方法 バッテリ電圧が低下した
場合 

ユーザプログラム
エリア 

ユーザプログラム 内蔵フラッシュメモリ 消失しません 

パラメータエリア PLCシステム設定、
登録 I/Oテーブル、 
ルーチングテーブル、
CPU高機能ユニット
システム設定エリア 

バッテリおよび内蔵フ
ラッシュメモリ 

PLCシステム設定にて
「電池異常を検知しな
い」とした場合、消失し
ません 

I/Oメモリエリア HR、DM、EM 等 バッテリ 消失します 
コメントメモリエ
リア 

コメント情報 内蔵フラッシュメモリ 消失しません 

ソースメモリエリ
ア 

ファンクションブロ
ック情報 

内蔵フラッシュメモリ 消失しません 

 

・ ユーザプログラムエリア 

CPUユニットは内蔵フラッシュメモリに本データをバックアップします。
CX-Programmerからのプログラム転送、オンラインエディット、メモリカードから
の転送などの操作によって、ユーザプログラムの書き込みを行うと、自動的にフラッ
シュメモリにバックアップされます。バッテリ電圧が低下しても、ユーザプログラム
のデータは消失しません。  
注： CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、フラッシュメモリ機能はなく、バ
ッテリによって保持されています。そのためバッテリがない場合はバックアップされません。 

 

・ パラメータエリア（PLCシステム設定、登録 I/Oテーブル、ルーチングテーブル、CPU

高機能ユニットシステム設定エリア） 

PLCシステム設定にて「電池異常を検知しない」とした場合、CPUユニットは内蔵フ
ラッシュメモリに本データをバックアップします。このとき、CX-Programmerから
の転送、メモリカードからの転送などの操作によって、パラメータの書き込みを行う
と、自動的にフラッシュメモリにバックアップされます。「電池異常を検知しない」
設定がされている状態では、バッテリ電圧が低下しても、パラメータエリアのデータ
は消失しません。  
注： CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、フラッシュメモリ機能はなく、バ
ッテリによって保持されています。そのためバッテリがない場合はバックアップされません。 

 

・ I/Oメモリエリア 

バッテリ（形 CS1W-BAT01(CSシリーズ用)、形 CPM2A-BAT01(CJ1-H用)、形
CJ1W-BAT01(CJ1M用)によってバックアップされています。バッテリ電圧が低下す
ると、このエリアのデータは消失します。 
 

・ コメントメモリエリア／ソースメモリエリア 

CPUユニットは内蔵フラッシュメモリに本データをバックアップします。
CX-Programmerからのコメントファイルやファンクションブロックを利用したプロ
グラムを転送すると、フラッシュメモリに格納します。バッテリ電圧が低下しても、
データは消失しません。 
本メモリは、CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユ
ニット Ver.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降から存在します。 
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I/Oメモリエリア 

 

パラメータエリア 

ユーザプログラムエリア 

CPUユニット CPUユニット 

 バッテリ 

新しいバッテリを取り付けてから、 

5年間（周囲温度 25℃）保持します。 

周辺ツールなどから、ユーザメモリエリア（ユーザプログラ
ムまたはパラメータエリア）に対して書き込み処理をすると、
自動的にフラッシュメモリに、バックアップされます。 

自動書込 

自動書込 

バックアップ

ドライブ 0：メモリカード 
（フラッシュメモリ） 

ファイルメモリ 

ドライブ1：EMファイルメモリ
（注 2） 

ユーザプログラムエリア 

●フラッシュメモリ 
（CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D 
 CPUユニットのみ） 

●内蔵RAM 

パラメータエリア（注１） 

コメントメモリエリア 

ソースメモリエリア 

変数テーブルファイル、コメントファイル、プログラムイン
デックスファイルを格納できます。CS1-H CPU ユニット、
CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0
以降、CS1D CPU ユニット ユニット Ver.4.0 以降の場合、
CX-Programmerからのプロジェクトの転送操作実行時に、転
送先として、メモリカード、EM ファイルメモリ、コメント
メモリのいずれかを選択可能です。 

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユ
ニット ユニットVer.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニッ
ト Ver.4.0以降の場合、CX-Programmerから、ファンクショ
ンブロックを含むプロジェクトの転送操作実行時に、ファン
クションブロックのプログラム情報が自動的に FB プログラ
ムメモリエリアに格納されます。  

 
注 1： CPUユニット前面のディップスイッチ SW1を ONにすることにより、書込み不可にす

ることができるエリアは、パラメータエリアとユーザプログラム（総称して「ユーザメモ
リ」と呼びます）です。 

注 2： EMファイルメモリは、拡張 DM（EM）エリアの指定バンク以降をファイルメモリ化し
て、データファイルやプログラムファイルを格納することができる RAMメモリ媒体（メ
モリカードと同様な位置づけの媒体）です（CJ1M CPUユニットを除く）。 

 
お願い 

 

・フラッシュメモリに対する書き込み処理中は、CPUユニット前面の「BKUP」LED
が点灯します。「BKUP」LEDが点灯中は、PLC本体の電源を OFFにしないでく
ださい。詳細は、6－6－11項「フラッシュメモリ機能」を参照してください。 
・CS1-H/CJ1/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットは、工場出荷時にあらかじめバッテ
リが装着されています。メモリオールクリア操作や時刻設定は必要ありません。 

・CS1G/H-CPU□□（-V1）CPUユニットをはじめて使用するとき、かならず、付属
のバッテリ（形 CS1W-BAT01）を装着してください。 
その後、周辺ツールを使用して、メモリオールクリア操作を行うことにより、上記
メモリ（RAM）内のパラメータエリア、I/Oメモリエリア、ユーザプログラムエリ
アをクリアしてください。 
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 1－2 動作モード 
 

1－2－1 動作モードの概要 
CPUユニットには、次の 3つの動作モードがあります。動作モードは、ユーザプログ
ラム全体を制御し、全タスクに共通です。 
 

■ 「プログラム」モード 

プログラムの停止状態（RUN LEDが消灯している状態）。 
次のようなプログラム実行前の準備するとき、このモードを使用します。 
・I/Oテーブル作成 
・PLCシステム設定などの初期設定 
・プログラムの転送、チェック 
・強制セット／リセットによる配線チェックなど 
このモードでは、すべてのサイクル実行タスクは、未実行状態（INI)＝停止状態です。
また、すべての割込タスクは、停止状態です。詳細は、「1－4 タスクの概要」（1-12
ページ）を参照してください。 
なお、このモードでも I/Oリフレッシュは行われます。I/Oリフレッシュについては、
セットアップ編「10－1 CPUユニットの動作」を参照してください。 

 

警告�
��運転を停止している状態（「プログラム」）モードにおいても、CPUユニット

は、I/Oリフレッシュを行っています。したがって、以下のいずれかの操作によ

って、出力ユニットに割り付けられた出力リレーエリアのデータ、または高機

能I/Oユニット／CPU高機能ユニットに割り付けられた各リレーエリアのデータ

を変更する場合、十分に安全を確認してから行ってください。出力ユニットま

たは高機能I/Oユニット／CPU高機能ユニットに接続された負荷が思いがけない

動作をする恐れがあります。

・周辺ツール（パソコンツール）による、I/OメモリのCPUユニットへの転送操作

・周辺ツールによる、現在値変更操作

・周辺ツールによる、強制セット／リセット操作

・メモリカードまたはEMファイルメモリからの、I/Oメモリ

　ファイルのCPUユニットへの転送操作

・ネットワーク上の他のPLCまたは上位コンピュータからの、�

　I/Oメモリの転送操作
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■ 「モニタ」モード 

プログラムの実行状態（RUN LEDが点灯している状態）。 
このモードでは、周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）による、次のような各種
設定操作が可能です。 
・オンラインエディット 
・強制セット／リセット 
・I/Oメモリの現在値変更など 
 
試運転調整を行うとき、このモードを使用します。 
 
このモードでは、運転開始時に起動するサイクル実行タスク（注）、またはタスク起
動命令（TKON）によって起動されたサイクル実行タスクが実行されます。 
また、割込タスクは、実行条件が成立すると、実行されます。  
注：CX-Programmerにて、プログラムのプロパティを「運転時にタスクを起動する」に設定し
たプログラムのことを指します。 

 
■ 「運転」モード 

プログラムの実行状態（RUN LEDが点灯している状態）。 
このモードでは、周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）による、オンラインエデ
ィット、強制セット／リセット、I/Oメモリの現在値変更などの各種設定操作はできま
せん。周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）によるプログラム実行状況のモニタ
（プログラムモニタ、I/Oメモリモニタ）は可能です。 
 
システムの本運転を行うとき、このモードを使用します。 
各タスクの動作は、「モニタ」モードと同じです。 
各動作モードにおいて可能な設定操作の詳細は、セットアップ編「10－2 CPUユニ
ットの動作モード」を参照してください。 
 

1－2－2 動作モードの変更と I/Oメモリの関係 
モード変更 非保持エリア 

（注 1） 
保持エリア 
（注 2） 

「運転」または「モニタ」→「プログラム」 クリア（注 3） 保持 
「プログラム」→「運転」または「モニタ」 クリア（注 3） 保持 
「運転」←→「モニタ」 保持 保持  
注 1： 非保持エリア：CIO、内部補助リレーWR、内部補助リレー、タイマ現在値／フラグ、イ

ンデックスレジスタ、データレジスタ、タスクフラグ 
（特殊補助リレーはアドレスによって異なります。） 

注 2： 保持エリア：保持リレー、データメモリ、拡張データメモリ、カウンタ現在値／フラグ 
I/Oメモリの詳細については、ユーザーズマニュアル セットアップ編「第 9章 I/Oメモ
リ等の詳細」を参照してください。 

注 3： I/Oメモリ保持フラグを 1（ON）に設定している場合は、保持されます。ただし、運転
停止異常（FAL命令実行を含む）が発生したために運転が停止したときは、CPUユニッ
ト内の I/Oメモリは保持されますが、出力ユニットの出力接点はすべて OFFとなります。 
I/Oメモリの詳細については、ユーザーズマニュアル セットアップ編「第 9章 I/Oメモ
リ等の詳細」を参照してください。 
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1－2－3 電源 ON時の動作モード 
電源 ON時の CPUユニットの動作モードについては、ユーザーズマニュアル セット
アップ編「第 7章 PLCシステム設定」を参照してください。 
 

お願い 

 

PLCシステム設定の電源 ON時動作モードが「プロコンキースイッチ」の場合で、

プロコンを接続しないときの、電源 ON時の動作モードは、「運転」モードとし

て運転開始となりますので、ご注意ください。 

 

 
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□は、「プログラム」モードとなります。  

条件 CS1-H/ CJ1-H/CJ1M/
CS1D CPUユニット

CS1G/H-CPU□□（-V1）
および CJ1G-CPU□□ 
CPUユニット 

①PLCシステム設定の「電源 ON時動作モー
ド」が初期値（プロコンキースイッチ）の
場合で、かつ 

②プロコンを接続していないで、電源を ONに
したとき 

「運転」モード 「プログラム」モード 

 
■ フローチャート 

 

電源ON

PLCシステム設定の「電源ON時動作モ
ード」が「プロコンのモード切替スイ
ッチにしたがう」になっていますか。

はい

CPUユニットは、PLCシス
テム設定に設定された動作
モードで起動します。

CPUユニットは、プロコン
のモード切替スイッチにし
たがった動作モードで起動
します。

・CS1-H/CJ1/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユ
ニットの場合
運転モードで起動します。
・CS1 CPUユニットの場合
プログラムモードで起動します。

いいえ

プロコンは接続され
ていますか。

はい

いいえ
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 1－3 プログラムとタスク 
 

タスクとは、個々のプログラムをどのような順序または割込条件で実行させるかを指
定する機能です。タスクには、大きく分けて下記の 2種類があります。 
1）順序で実行させるタスクを、「サイクル実行タスク」と呼びます。 
2）割込条件で実行させるタスクを、「割込タスク」と呼びます。 
 
CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットの場合は、割込タスクをサイクル実行タス
クと同様に順序で実行させることが可能です（「追加タスク」と呼びます）。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□は、「追加タスク」機能はありません。 
 
「サイクル実行タスク」に割付けられたプログラムは、タスク番号順に実行されます。 
全タスク（正確には実行可能状態のタスク）を実行した後、I/Oリフレッシュが、1サ
イクルにつき 1回、実行されます。その間に、割込条件が成立した場合、その割込タ
スクに割付けられたプログラムが実行されます。 
なお、I/Oリフレッシュについては、セットアップ編「10－1 CPUユニットの動作」
を参照してください。 

 

 

サイクル 
実行タスク 

0 

サイクル 
実行タスク 

1 

サイクル 
実行タスク 

n 

割込
タスク 
１００ 

割込条件成立 

割付

割付

割付

プログラム A

プログラム C

プログラム B 

プログラム D

割付

I/Oリフレッシュ 

 

 
上記の場合、プログラム A→B→C→Dの順に実行されます。 
例えば、プログラム Aの実行中に、割込タスク 100の割込条件が成立すると、プログ
ラム Aの実行は中断され、プログラム Bが実行された後、プログラム Aの実行が中断
された位置から、再開されます。 
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従来の PLCから見た観点では、1つの連続したプログラムをいくつかに分割した形に
なります。ただし、各タスクに割り付けたプログラムは、従来と同様、そのプログラ
ムの最後に END命令が必要です。 
 
タスクの特徴は、その実行および非実行（「待機」と呼ぶ）を、各サイクル実行タス
ク間で、「タスク制御命令」によって任意に制御することができる点です。 
したがって、いくつかのプログラム部品をタスクとして組み込んでおき、品種や工程
などに応じて、あるプログラム（タスク）だけを実行することができます（プログラ
ムの段取り替え）。 
また、必要なときに、必要なプログラムのみを実行させることができるため、性能（サ
イクルタイム）向上にも貢献します。 

 

 

１つの連続した 
ユーザプログラム 

分割 

タスク 1

タスク 2 

タスク 3 

I/Oリフレッシュ 

I/O リフレッシュ 

非実行（待
機）にするこ
とが可能 

従来 CS/CJシリーズでは 

 
 
なお、いったん「実行」とされたタスクは、次のサイクル以降でも実行されます。い
ったん「待機」とされたタスクは、他のタスクから実行に戻されない限り、次のサイ
クル以降でも待機のままです。 
 

参 考 

 

いわば、従来のプログラムがはじめから巻物を読んでいくイメージなのに対して、タ

スクは、各カードを個々に読んでいくイメージです。 

ただし、 
・各カードの読む順番は決まっていて、若い順に読んでいきます。 
・各カードは、互いに活性／非活性を指示でき、非活性とされたカードは、読み飛ば
されます。（活性／非活性の指示は、タスク制御命令にて行います。） 
いったん活性とされたカードは、次の読む順のときも、活性のままで読まれます。
いったん非活性とされたカードは、他のカードから復活（活性化）されないかぎり、
非活性のまま読み飛ばされます。 
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 従来のプログラム：巻物
CS/CJシリーズ： カード。しかも、互いに活性・

非活性を指示し合える 

活性化 
非活性化 
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 1－4 タスクの概要 
 

タスクには、大きく分けて、次の 2種類があります。 
1. サイクル実行タスク（最大 32個） 

1サイクルに 1回、実行されるタスクです。実行をやめることもできます。 
2. 割込タスク（最大 256個） 
割込要因が発生すると、上記サイクル実行タスクが実行中でも割り込んで実行され
るタスク 
割込タスクには、次の 5種類があります。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□は、「追加タスク」機能がないため、

4種類です。  
タスクの種類 内容 

1）電断割込タスク 
（CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニ
ットを除く） 

電源断時に実行（最大 1個） 

2）定時割込タスク 
（CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニ
ットを除く） 

一定時間間隔で実行（最大 2個） 

3）I/O割込タスク 
（CJ1/CS1D（CPU二重化システム用）CPU
ユニットを除く） 

割込入力ユニットの接点立ち上がりで実
行（最大 32個） 

4）外部割込タスク 
（CJ1/CS1D（CPU二重化システム用）CPU
ユニットを除く） 

高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニッ
ト、INNERボード（CSシリーズのみ）
から要求があったとき実行（最大 256個）

5）追加タスク 
（CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU
□□ CPUユニットを除く） 

割込タスクをサイクル実行タスクと同様
に扱い、1サイクルに 1回、タスクの状態
が「実行可能状態」なら実行 

 

タスクは、上記合計で最大 288個（サイクル実行タスク 32個＋割込タスク 256個）
作成可能です。 
プログラムは、最大 288個作成・管理することができます（周辺ツール
（CX-Programmer）使用時）。  
注：CJ1 CPUユニットでは、I/O割込タスク、外部割込タスクをサポートしていないため、タ
スク合計は最大 35個（サイクル実行タスク 32個＋割込タスク 3個）となります。また、
作成・管理できるプログラム数も 35個となります。 
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周辺ツール（CX-Programmer）の各プログラムのプロパティで、各プログラムをタス
クに 1：1で割り付けます。  

 

END

サイクル実行タスク 0

END

サイクル実行タスク 2

END

サイクル実行タスク 1

I/Oリフレッシュ

周辺処理 

No.の若い順に実行 

END

割込要因発生

割込タスク 5

注：各タスクのはじめに、コンディ
ションコード（ER、＞、＝など）
および命令コンディション（IL
中など）がクリアされます。 

 
 

■ プログラムの構造化 

標準的なプログラムを作成しておき、それを必要に応じて、タスクに割り付け、実行
用のプログラムを作成することができます。 
これにより、プログラムのモジュール（標準部品）化が可能です。デバッグ時も、タ
スクごとのデバッグを行えます。  

 
A B C D 

タスク 1（A）

タスク 2（B）

タスク 3（C）

ユーザプログラム ABC

タスク 1（A）

タスク 2（B）

タスク 3（D）

ユーザプログラム ABD 

標準的なプログラム 

 
 
なお、プログラムをモジュール化する場合、アドレスの指定は、I/O名称で指定してお
くと、標準化（流用）しやすくなります。 
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■ プログラムの実行／待機 

タスクは、タスク起動（TKON）命令／タスク待機（TKOF）命令によって、各タス
クが他のタスクを任意に実行／待機にすることが可能です。 
待機状態となったタスクは、その内部の命令を実行しませんが、入出力の状態は保持
されています。したがって、再度実行状態となったときは、以前の状態から再開しま
す。 
 

● 例：管理用のタスクによって、他のタスクを制御する場合 
タスク 0は、管理用タスクとして、運転開始時に起動するタスクです。その他のタス
クは、周辺ツール（CX-Programmer）にて、プログラムのプロパティを設定すること
で、運転開始時に起動しないように設定することが可能です。 
運転開始後は、タスク起動（TKON）命令／タスク待機（TKOF）命令によって、タ
スクの状態を制御可能です。 

 

タスク 0

タスク 0（管理用）

タスク 1

タスク 2

プログラム

タスク 3

TKON　1

TKOF　1

TKON　2

TKON　3

TKOF　2

TKOF　3

a

b

c

d

例：
運転開始時、CX-Programmerのプログラ
ムのプロパティ設定にしたがい、タスク 0
を実行。
aが ONの時、タスク 1を実行。
bが ONの時、タスク 1を待機。
cが ONの時、タスク 2および 3を実行。
dが ONの時、タスク 2および 3を待機。

 
 

cが ON
でタスク
2、3を起
動 

aがON
でタス
ク 1を
起動 

 タスク 0 

タスク 1 

タスク 2 

タスク 3 

タスク 0 

タスク 1 

タスク 2 

タスク 3 

タスク 0 

タスク 1  

タスク 2 

タスク 3 

b が ON
でタスク
1を待機

タスク 0 

タスク 1 

タスク 2 

タスク 3 

タスク 0 

タスク 1 

タスク 2 

タスク 3 

タスク 0 

タスク 1  

タスク 2 

タスク 3 

dが ONで
タスク 2、3
を待機 
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● 例：各タスクが各タスクを制御する場合 

例：
運転開始時、無条件で、タスク 0を実行。
aが ONの時、タスク 1を実行。
bが ONの時、タスク 1を待機。
タスク 1が実行されたら、
cが ONの時、タスク 2を実行。

タスク 0

タスク 1

タスク 2

プログラム

TKON　1

TKOF　1

a

b

タスク 0のプログラム

TKON　2c

タスク 1のプログラム

 
 

タスク 0

タスク 1

タスク 2

タスク 0

タスク 1

タスク 2

タスク 0

タスク 1

タスク 2

タスク 0

タスク 1

タスク 2

aがONで
タスク 1
を起動

bが ON
でタスク
1を待機

cがONで
タスク 2
を起動

タスク 1が実行されている場合

注：タスク内の TKOF 命令で、自身のタ
スクを待機することもできます。

 
 

■ タスクの実行時間 

タスクが待機状態の場合、割り付けられたプログラムは、内部的にも実行されないた
め、実行時間を要しません。  
注：その点で、ジャンプ（JMP-JME）命令によって、一部の命令を実行しない場合と同様です。 
 
したがって、システムを、全体管理するタスクと、個々の制御をするタスクに分け、
必要に応じ、ある制御タスクだけを実行することにより、システム全体の応答性能を
向上させることができます。 

 

 

タスク 0 

タスク 1  

タスク 2 

タスク 3 

必要なときだ
け実行させる
ことが容易 

多くを実行 

（一部サブル
ーチンやジャ
ンプで、必要時
のみ実行） 

従来 CS/CJシリーズでは 
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第2章 

プログラムの作り方 
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 2－1 プログラムの考え方 
 

2－1－1 プログラムとタスク 
CS/CJシリーズでは、複数のプログラムをタスクに割り付けて実行します。 
ただし、個々のプログラムは、従来の PLC（プログラマブルコントローラ）と同様に、
最終が END命令で終わります。 
 

参 考 

 

タスクは、あくまで、複数のプログラムの実行順序および割込実行条件を規定するも

のです。 

 

 

サイクル 
実行タスク 

1 

割込 

タスク

割込条件成立 

割付

割付

プログラム A 

プログラム B 

プログラムＣ 
割付 

サイクル 
実行タスク 

n 

I/Oリフレッシュ 

END

END

END

個々のプログラム
は、最終がEND命令
で終わるプログラム

 
 
本項では、CS/CJシリーズのプログラム作成上の考え方を説明します。 
タスクの詳細およびタスクとの関係については、第 4章「タスク動作の詳細」を参照
してください。 
 

参 考 

 

周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）からみたプログラムとタスクの関係 
●CX-Programmerの場合 
各プログラムの「プロパティ」にて、タスク種類およびタスク No.を指定します。
詳細は、4－4項またはプロコン、CX-Programmerの各オペレーションマニュアル
を参照してください。 

●プロコンの場合 
CT00～31（サイクル実行タスク）と IT000～255（割込タスク）を指定して、プロ
グラムを呼び出し編集します。 
ただし、プロコンでメモリオールクリア操作を行う場合、サイクル実行タスクは
No.0（CT00）のみ新規作成可能です。サイクル実行タスク No.01～31（CT01～31）
を作成する場合は、CX-Programmerを使用してください。 
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2－1－2 命令に関する基本的な事項 
プログラムは、命令から成ります。 
命令は、次に示す入力と出力の構造から成ります。 

 

 

＊1：入力系命令のみ 
＊2：特定の命令のみ 

命令 

パワーフロー(P.F) 

命令コンディション 

フラグ 

パワーフロー(P.F) ＊1 

命令コンディション ＊

フラグ 

オペランド
（ソース）

オペランド 
（デスティネーション）

I/Oメモリ
 

 
● パワーフロー（P.F.） 
パワーフローとは、プログラムの通常実行時に、命令機能の実行／非実行を制御する
ための情報です。 
ラダープログラムにおいては、母線からの信号の流れを表します。 

・ a）入力部を構成する入力系命令の場合 

・論理スタートを示す LD型命令：パワーフローを出力します。 
パワーフローを出力 

 
 
・次段接続型命令：入力条件としてパワーフローを入力し、次段接続型命令または
出力系命令にパワーフローを出力します。 

パワーフローを出力 

= 
D00000

#1215

 
 

・ b）出力部を構成する出力系命令の場合 

パワーフローを入力条件として入力し、各機能を実現します。 

 LDにとってのパワーフロー
OUTにとっての 

パワーフロー

入力部 出力部  



2－1 プログラムの考え方 
2－1－2 命令に関する基本的な事項 

2-4 

2 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
り
方 

● 命令コンディション 
命令コンディションとは、下記に示す特定の命令の出力で、命令実行全体に関わる特
殊な状態です。命令実行判定において、パワーフロー（P.F.）より優先されます。命
令コンディションによっては、非実行となる命令や動作が異なる命令があります。 
命令コンディションは、各タスクの先頭でリセット（解除）されます。（したがって、
タスク切替時にリセットされます。） 
 
あるコンディションに設定する命令と、解除する命令の一対で使用します。 
この一対の命令は、同一タスク内に配置することが必要です。  
命令コンディション 内容 設定する命令 解除する命令 

IL中 プログラムの一部にインタロッ
クがかけられている状態。（出
力リレーを OFF、タイマをリセ
ット、カウンタを保持するなど
の特殊な状態。） 

IL命令 ILC命令 

FOR～NEXTループの繰り返
しを途中で終了している状態。
（該当ループの NEXTまでの
命令を非実行とする） 

BREAK NEXT 
 

BREAK中 

JMP0～JME0のジャンプを実
行している状態 

JMP0 JME0 

ブロックプログラム
実行中 

BPRG～BENDまでのプログラ
ムを実行している状態。 

BPRG BEND 

 
● フラグ 
フラグとは、命令間のインタフェースとして使用するビット情報です。  

入力フラグ 出力フラグ 

フラグ名 内容 フラグ名 内容 

・微分条件フラ
グ 

微分の検出結果フラグ。＠％
動作オプション付き出力命
令、DIFU／DIFD命令にお
いて自動的に入力されます。

・微分条件フラグ 微分の検出結果フラグ。
＠％動作オプション付き
出力命令、UP／DOWN
命令において自動的に出
力されます。 

・キャリー（CY）
フラグ 

データシフト命令、加減算命
令において、明示的でないオ
ペランドとして使用される、
コンディションフラグの一
種です。 

・コンディションフ
ラグ 

命令実行の結果によって
更新されるフラグ、および
常時 ON／常時 OFFフラ
グの総称です。ユーザプロ
グラム上では、（アドレス
の代わりに）P_On、
P_Off、P_ER、P_CY、
P_EQなどのラベルで指
定します。 

・命令専用の入
力フラグ 

FPD命令用ティーチングフ
ラグ、ネットワーク通信実行
可フラグなど。 

・命令専用の出力フ
ラグ 

メモリカード命令実行中
フラグ、MSG実行完了フ
ラグなど。 
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● オペランド 
オペランドとは、命令が、I/Oメモリエリアのデータ、または定数を指定するために、
あらかじめ個々にもっているパラメータ（箱）のことです。オペランドの中に、アド
レスまたは定数自身を入力することで、命令は演算を実行可能となります。 
オペランドは、ソースオペランド、デスティネーションオペランド、およびナンバー
に分類されます。 
例： 

 

 MOV 

#0000 

D00000 

S（ソース） 

D（デスティネーション）

JMP 

&3 N（ナンバー） 

 
 

オペランド分類 オペランド
記号 

内容 

S ソースオペ
ランド 

コントロールデータ（C）以外の
ソースオペランド 

ソースオペ
ランド 

データを読み出す
アドレス、またはデ
ータ自身を格納し
ます。 

C コントロー
ルデータ 

ソースオペランドの中で、特に、
1ビットや複数ビットにより、複
数の意味をもつデータの複合体

デスティネ
ーションオ
ペランド 

データを書き込む
アドレスを格納し
ます。 

D － 

ナンバー ジャンプ、サブルー
チン等、各々の命令
が特定の No.をも
つ場合格納します。

N － 

 
注：その記述された位置によって、上から第 1オペランド、第 2オペランド･･･と呼びます。  

 MOV 

#0000 

D00000 

第 1オペランド

第 2オペランド  
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2－1－3 命令の配置位置、および入力条件の要／不要 
命令には、次に示すとおり、配置可能な位置があります。 
また、命令には、入力条件が必要な命令と、不要な命令があります。 
命令ごとの内容については、第 3章「命令一覧」を参照してください。  

分類 配置可能位置 入力条件の
要／不要 

図 命令例 

入
力
系 

論理スタート
型（LD型） 

左母線への直接接
続、または回路ブ
ロックの開始点 

不要 
 

 

LD、LD TST、LD＞
（などのシンボル比
較） 

 次段接続型 論理スタート型と
出力型の中間位置

必要 
 

 

AND、OR、AND 
TST、AND＞（などの
シンボル比較）、UP、
DOWN、NOTなど 

出力系 右母線への直接接
続 

必要 
 

 

OUT、MOVなど多く
の命令 

  不要 
 

 

END、JME、FOR、ILC
など 

 
注： CS/CJシリーズでは、これ以外に、1つの入力条件で 1かたまりのニモニックを実行する

ブロックプログラムと呼ぶ命令があります。詳細は、コマンドリファレンスのブロックプロ
グラムの説明を参照してください。 

 
お願い 

 

入力条件が必要な命令を、（論理スタート型命令なしで）左母線に直接接続すると、

周辺ツール（CX-Programmer）によるプログラムチェック時に、回路エラーとなりま

すので、ご注意ください。 
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2－1－4 I/Oメモリエリアのアドレスの指定方法 
■ ビットアドレスの指定方法 

□□□□ □□

ビットアドレス（00～15）

チャネル（ワード）アドレスを示します。  
例：入出力リレー 

0001CHのビット 03の示し方 

 00010 03 

ビットアドレス：03 

チャネル（ワード）アドレス：0001CH  

 

                
                
                
                

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

0000 
0001 
0002 

チャネル（ワード）アドレス 
アドレス：
000103 

 
 

■ チャネル（ワード）アドレスの指定方法 

 □□□□CH 

チャネル（ワード）アドレスを示します。  
 
例：入出力リレー 

0010CH（ビット 00～15）の示し方 

 0010 CH 

チャネル（ワード）アドレス  
データメモリの場合は、D□□□□□または E□□□□□で示します。 

 
例：データメモリ（DM） 

D00200の示し方 

 Ｄ 00200 
チャネル（ワード）アドレス  

 
例：拡張データメモリ（EM） 
カレントバンクの 200CHの示し方 

 E00200 

チャネル（ワード）アドレス  
 
バンク No.1の 200CHの示し方 

 E1_00200 

バンク No.

チャネル（ワード）アドレス
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2－1－5 データの指定方法 
データの指
定方法 

内容 例 命令での使用例 

ビットアド
レス直接指
定 

1ビット（接点）を指定するため、チャネルアド
レス＋ビットアドレスで直接指定します。 
□□□□ □□

ビットアドレス
00～15

チャネルアドレス  
注：タイムアップフラグ、カウントアップフラグ、
タスクフラグは、チャネルアドレス／ビット
アドレスの区別がありません。 

ビットアドレス
02

０００１ ０２

チャネルアドレス
0001CH

0001 
02 

 

チャネルア
ドレス指定 

16ビット（1ワード＝1チャネル）を指定するた
め、チャネルアドレスを直接指定します。 

 □□□□ 

チャネルアドレス  

０００３

チャネルアドレス
0003CH

Ｄ００２００

チャネルアドレス
D00200CH  

MOV 0003 D00200 

DM/EM 
間接指定
BINモード 

データメモリ（DM）または拡張データメモリ
（EM）のチャネルアドレスを指定するため、そ
の内容を BIN値（00000～32767）として読んで、
各エリアの先頭からのオフセットとして間接的
に指定します。 
シンボル「@」を先頭に付加します。 

 @D□□□□□ 

10進&0～32767 
（16進#0000～7FFF）

D 

内容 

    

    

 

 
 
 

 
 

 1) @D□□□□□の内容が 10進&0～32767（16
進#0000～7FFF）の場合、D00000～32767を
指定します。 

 @D00300 

内容

(16 進#0100) 

D00256 を指定

@を付ける

10進&256 

 

MOV #0001 @D00300
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データの指
定方法 

内容 例 命令での使用例 

2) @D□□□□□の内容が 10進&32768～
65535（16進#8000～FFFF）の場合、拡張
データメモリ（EM）のバンクNo.0の
E0_00000～E0_32767を指定します。 

 

内容

16 進#8001 

E0_00001 を指定

@D00300 

10進&32769

 

 

3) @E□_□□□□□の内容が 10進&0～32767
（16進#0000～7FFF）の場合、指定バンク
No.□のE□_00000～E□_32767を指定しま
す。 

 

内容

16 進#0101

E1_00257 を指定

@E1_00200 

10進&257 

 

DM/EM 
間接指定 
BINモード 

4) @E□_□□□□□の内容が 10進&32768～
65535（16進#8000～FFFF）の場合、指定
バンク No.□の次のバンクNo.の E（□＋1）
_00000～E（□＋1）_32767を指定します。

 

内容

16 進#8002

E2_00002 を指定

@E1_00200 

10進&32770

 

MOV #0001 @E1_00200

 注：BINモードでの間接指定においては、データメモリ（DM）と拡張データメモリ（EM）（バンク 0
～C）は連続したアドレスとして扱います。@で指定したアドレスの内容が 32767を越えている場合、
データメモリのときは、拡張データメモリのバンク No.0の 00000を始点として間接指定します。 

 例：データメモリ（DM）の内容が 32768の場合、拡張データメモリ(EM)のバンク No.0の E0_00000
を指定します。 
拡張データメモリ(EM)のバンク No.nのときは、バンク No.（n＋1）の 00000を始点として間接指定
します。 

 例：拡張データメモリ(EM)のバンク 2の内容が 32768の場合、拡張データメモリ(EM)のバンク 3の
E3_00000を指定します。 

DM/EM 
間接指定
BCDモード 

データメモリ（DM）または拡張データメモリ
（EM）のチャネルアドレスを指定するため、
その内容を BCD値（0000～9999）として読ん
で、各エリアの先頭からのオフセットとして間
接的に指定します。 
シンボル「＊」を先頭に付加します。 
 

0000～9999
（BCD）

＊D□□□□□

D

内容

 

 

内容 

D0100 を指定

＊D00200

＊を付ける

#0100 

 

MOV #0001 ＊D00200 
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データ
の指定
方法 

内容 例 命令での使用例 

IR0 MOVR 000102 IR0 
0001CH 02ビットの I/Oメモリ実効アドレスを
IR0に格納します。 

レジス
タ直接
指定
（＊） 

インデックスレジスタ（IR）またはデータ
レジスタ（DR）を指定するため、IR□（□：
0～15）、DR□（□：0～15）で指定しま
す。 

IR1 MOVR 0010 IR1 
0010CHの I/Oメモリ実効アドレスを IR1に格納
します。 

,IR0 LD ,IR0 
IR0の内容を I/Oメモリ実効アドレスとする接点
をロードします。 

間接指定
（オフセ
ットな
し） 

IR□の内容を I/Oメモリ実効
アドレスとする接点またはチ
ャネルを指定します。 
,IR□で指定します（接点／チ
ャネルは命令およびオペラン
ドで指定）。 

,IR1 MOV #0001 ,IR1 
IR1の内容を I/Oメモリ実効アドレスとするチャ
ネルに、#0001を格納します。 

＋5 ,IR0 LD ＋5 ,IR0 
IR0の内容＋5を I/Oメモリ実効アドレスとする接
点をロードします。 

定数オフ
セット指
定 

IR□の内容に指定定数を＋
または－した値を I/Oメモリ
実効アドレスとする、接点ま
たはチャネルを指定します。
定数 ,IR□で指定します。 
定数オフセットの範囲は、－
2048～＋2047（10進）です。
命令実行時に BINデータに
変換されます。 

31 ,IR1 MOV #0001 ＋31 ,IR1 
IR1の内容＋31を I/Oメモリ実効アドレスとする
チャネルに、#0001を格納します。 

DR0 ,IR0 LD DR0 ,IR0 
（IR0の内容）＋（DR0の内容）を I/Oメモリ実
効アドレスとする接点をロードします。 

DR（デー
タレジス
タ）オフ
セット指
定 

IR□の内容に DR□を＋した
値を I/Oメモリ実効アドレス
とする、接点またはチャネル
を指定します。 
DR□,IR□で指定します。 
DR（データレジスタ）の値は、
符号付き 16進数で取り扱わ
れます。符号付 BIN値として
負の数の場合、IR□の内容に
マイナスしたシフトとなりま
す。 

DR0 ,IR1 MOV #0001 DR0 ,IR1 
（IR1の内容）＋（DR0の内容）を I/Oメモリ実
効アドレスとするチャネルに、#0001を格納しま
す。 

,IR0＋＋ LD ,IR0＋＋ 
IR0の内容を I/Oメモリ実効アドレスとする接点
をロードしたあと、IR0の内容に＋2します。 

オートイ
ンクリメ
ント 

IR□の内容を I/Oメモリ実効
アドレスとして参照したあ
と、IR□の内容に＋1または
＋2します。 
＋1するとき：,IR□＋ 
＋2するとき：,IR□＋＋ 
で指定します。 

,IR1＋ MOV #0001 ,IR1＋ 
IR1の内容を I/Oメモリ実効アドレスとするチャ
ネルに、#0001を格納したあと、IR1の内容に＋1
します。 

,－－IR0 LD ,－－IR0 
IR0の内容を－2したあと、その値を I/Oメモリ実
効アドレスとする接点をロードします。 

レジス
タ間接
指定
（＊） 

オートデ
クリメン
ト 

IR□の内容を－1または－2
します。その値を I/Oメモリ
実効アドレスとして参照しま
す。 
－1するとき：,－IR□ 
－2するとき：,－－IR□ 
で指定します。 

,－IR1 MOV #0001 , －IR1 
IR1の内容に－1したあと、その値を I/Oメモリ実
効アドレスとするチャネルに、#0001を格納しま
す。 

＊：詳細な使用方法は、「6－2 インデックスレジスタ機能」を参照してください。 
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データの
指定方法 

使用オペランド データ形式 記号 範囲 命令での使用例 

符号なし BIN # #0000～#FFFF MOV #0100 D00000 
D00000に 16進#0100(10進
&256)を格納します。 

 
+ #0009 #0001 D00001 

D00001に16進#000A(10進
&10)を格納します。 

符号付き 10進数 ± －32768～＋32767 MOV －100 D00000 
D00000に 10進－100(16進
#FF9C)を格納します。 

 
+ －9 －1 D00001 

D00001に 10進－10(16進
#FFF6)を格納します。 

全 BINデータ、
または範囲付き
BINデータ 

符号なし 10進数 & &0～&65535 MOV &256 D00000 
D00000に 10進&256(16進
#0100)を格納します。 

 
+ &9 &1 D00001 

D00001に 10進&10(16進
#000A)を格納します。 

定数（16
ビットデ
ータ） 

全 BCDデータ、
または範囲付き
BCDデータ 

BCD # #0000～#9999 MOV #0100 D00000 
D00000に#0100(BCD)を格
納します。 

 
+B #0009 #0001 D00001 

D00001に#0010(BCD)を格
納します。 

符号なし BIN # #00000000～
#FFFFFFFF 

MOVL #12345678 D00000 
D00000~D00001に 16進
#12345678を格納します。

 
 

1234 5678 

D00001 D00000

  
符号付き 10進数 ＋ －2147483648～ 

＋2147483647 
MOVL －12345678 D00000 

D00000~D00001に 10進 
－12345678を格納します。

全 BINデータ、
または範囲付き
BINデータ 

符号なし 10進数 & &0～&4294967295 MOVL &12345678 D00000 
D00000~D00001に 10進
&12345678を格納します。

定数（32
ビットデ
ータ） 

全 BCDデータ、
または範囲付き
BCDデータ 

BCD # #00000000～
#99999999 

MOVL #12345678 D00000 
D00000~D00001に
#12345678(BCD)を格納し
ます。 
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内容 記号 例 － 文字列デ

ータ ASCIIコード（1バイト、特殊文字は
除く）で、上位バイト→下位バイトの
順、下位（若）チャネル→上位チャネ
ルの順で格納されます。 
文字数が奇数の場合、最終チャネルの
上位バイトの空きに、00Hex（NUL
コード）が格納されます。 
文字数が偶数の場合、最終チャネル＋
1の上位／下位バイトに、0000Hex
（NULコード 2つ）が格納されます。

 

41 42 
43 44 
00 00 

‘ABCD’ 

‘A’ ‘B’ 
‘C’ ‘D’ 
NUL NUL

＝

‘ABCDE’

‘A’ ‘B’ 
‘C’ ‘D’ 
‘E’ NUL

41 42 
43 44 
45 00 

＝ 

MOV$ D00100 D00200 

41 42
43 44
45 00

D00201
D00202

D00200

41 42
43 44
45 00

D00101
D00102

D00100

 文字列として扱える ASCIIコードは以下のとおり、特殊文字を除く、英文字、数字、カタカナ、記号です。

　０１２３４５６７８９ＡＢＣＤＥＦ�
０　　　０＠Ｐ　ｐ　　　－タミ�
１　　！１ＡＱａｑ　　。アチム�
２　　”２ＢＲｂｒ　　「イツメ�
３　　＃３ＣＳｃｓ　　」ウテモ�
４　　＄４ＤＴｄｔ　　、エトヤ�
５　　％５ＥＵｅｕ　　・オナユ�
６　　＆６ＦＶｆｖ　　ヲカニヨ�
７　　’７ＧＷｇｗ　　ァキヌラ�
８　　（８ＨＸｈｘ　　ィクネリ�
９　　）９ＩＹｉｙ　　ゥケノル�
Ａ　　＊：ＪＺｊｚ　　ェコハレ�
Ｂ　　＋；Ｋ［ｋ｛　　ォサヒロ�
Ｃ　　，＜Ｌ￥ｌ｜　　ャシフワ�
Ｄ　　－＝Ｍ］ｍ｝　　ュスヘン�
Ｅ　　．＞Ｎ＾ｎ～　　ョセホ゛�
Ｆ　　／？Ｏ＿ｏ　　　ッソマ゜�

�

上位４ビット�

下
位
４
ビ
ッ
ト�

�

’�sp

 
 

 

↓
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2－1－6 データフォーマットについて 
CS/CJシリーズで扱うデータのフォーマットは、次のとおりです。  

種類 データフォーマット 10進数 16進 4桁
符号なし
BINデー
タ 

 1 4  1 5  1 3  1 1  1 2  1 0 89 7 6 35 2 1 0  

2 1 4  2 1 5  2 1 3  2 1 1  2 1 2  2 1 0 2 82 9 2 7 2 6 2 32 5 2 2 2 1 2 0  

4

2 4

 
3 2 7 6 8

 
1 6 3 8 4  

 
8 1 9 2  

 
4 0 9 6  

 
2 0 4 8  

 
1 0 2 4

 
5 1 2

 
2 5 6

 
1 2 8

 
6 4

 
3 2

 
1 6

 
8  

 
4  

 
2  

 
1  

2 2  2 3  2 1  2 3  2 0  2 2 2 02 1 2 3 2 2 2 32 1 2 2 2 1 2 0  2 0

B IN  →  

1 0 進 →  

1 6 進 →  

 

&0 
～ 
65535 

#0000～
FFFF 

符号付き
BINデー
タ 

 14 15 13 11 12 10 89 7 6 35 2 1 0 

214 215 213 211 212 210 2829 27 26 2325 22 21 20 

4

24

 
-32768

 
16384 

 
8192 

 
4096 

 
2048 

 
1024

 
512 

 
256 

 
128 

 
64 

 
32 

 
16 

 
8 

 
4 

 
2 

 
1 

22 23 21 23 20 22 2021 23 22 2321 22 21 20 20

BIN → 

10進→ 

16進→ 

符号ビットです。
0：正 

1：負  

－1～ 
－32768 
0～ 
＋32767 

負数： 
#8000～
FFFF 
正数： 
#0000～
7FFF 

BCDデー
タ（2進化
10進数） 

1415 13 1112 10 89 7 6 35 2 1 0

2223 21 2320 22 2021 23 22 2321 22 21 20

4

20BCD →

10進→ 0～9 0～9 0～9 0～9
 

#0～9999 #0000～
9999 

単精度浮
動小数点
データ 

 

仮数部 

符号 

指数部 仮数部 

 
実数値＝(－1）符号×1.[仮数部]×2 指数部 
・符号  ビット 31 が 1：負、0：正 
・ 仮数部：ビット 0～22 の計 23 ビットにより、2 進数で 1.□□□□･･･としたと
きの 1.□□□□･･･ 

 
 
 
・指数部 ビット 23～30 の計 8 ビットにより、2n

の n を BIN 値で示します。実
際の値は、2n-127となります。 

この値を示します。 

30 31 29 23 2122 20 19 2 1 0

2進数で

～ ～～ ～

 
注：IEEE754規格の単精度に準拠しています。浮動小数点変換・演算命令だけ
で使用します。CX-Programmerの I/Oメモリ編集・モニタ画面にて、この
フォーマットで設定／モニタ可能です（プロコンでは不可）。したがって、
ユーザ側でこのフォーマットをとくに意識する必要はありません。2CHを
占有することのみ考慮してください。 
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種類 データフォーマット 10進数 16進 4桁 

倍精度浮
動小数点
データ 

 

仮数部 

符号 

指数部 仮数部 

 
実数値＝(－1）符号×1.[仮数部]×2 指数部 
・符号  ビット 63 が 1：負、0：正 
・ 仮数部：ビット 0～51 の計 52 ビットにより、2 進数で 1.□□□□･･･としたと
きの 1.□□□□･･･ 

 
 
 
・指数部 ビット 52～62 の計 11 ビットにより、2n

の n を BIN 値で示します。実
際の値は、2n-1023となります。 

この値を示します。 

62 63  52  51 0

2進数で

～ ～～ ～

 
注：IEEE754規格の倍精度に準拠しています。浮動小数点変換・演算命令だけ
で使用します。CX-Programmerの I/Oメモリ編集・モニタ画面にて、この
フォーマットで設定／モニタ可能です（プロコンでは不可）。したがって、
ユーザ側でこのフォーマットをとくに意識する必要はありません。4CHを占
有することのみ考慮してください。 

 

  

 
参 考 

 

符号付き BINデータについて 

符号付き BINデータでは、最上位ビットを符号ビットとする 2進 16ビットデータと

見なし、その値を 16進 4桁で表現します。 
 

正の数： 最上位ビットが 0（OFF）のとき、正の値または 0を意味します。16進 4桁表現では、
0000～7FFFHexとなります。 

負の数： 最上位ビットが 1（ON）のとき、負の値を意味します。16進 4桁表現では、8000～FFFFHex
となります。このとき、負の値（10進）の絶対値の、2の補数で表現されます。 

例： －19（10進数）を符号付き BINデータとして扱う場合、FFFFHexから 0013Hex（絶対
値 19）を引いて、0001Hexを付加した値の FFEDHexとなります。 

 
  F F F F 
  1111 1111 1111 1111 
      
 真数 0 0 1 3 
  0000 0000 0001 0011 
－）      
      
  F F E C 
  1111 1111 1110 1100 
  

 
    

  0 0 0 1 
  0000 0000 0000 0001 
＋）      
      
 2の補数 F F E D 
  1111 1111 1110 1101 

 
● 補数とは 
一般に、基数 xに対する補数とは、与えられた数値の各桁の数字を x-1から引き、最
下位に 1を加えた数値をいいます。（例：7556の 10の補数とは、9999－7556＋1＝
2444。） 
補数は、加算によって、減算を表現するときなどに使用します。 
例：8954－7556＝1398は、8954＋（7556の 10の補数）＝8954＋2444＝11398とな
り、最上の桁あふれを無視すれば、減算結果の 1398を得ることができます。 
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● 2の補数とは 
2の補数とは、基数を 2とした補数です。各桁をすべて 1（＝2－1）とした値から真
数を引き、その結果に 1を加えた値です。 
例：2進数 1101の 2の補数とは、1111（FHex）－1101（DHex）＋１（1Hex）＝0011
（3Hex）。16進 4桁で表現した場合は、つぎのとおりです。 
a Hexの 2の補数 b Hexは、FFFFHex－ a Hex+0001Hex＝b Hex。 
真数 a Hexから 2の補数 b Hexを求めるには、b Hex ＝10000Hex－a Hex。 
例）真数 3039から 2の補数を求めるには、10000Hex－3039Hex＝ CFC7Hex。 

2の補数 b Hexから真数 a Hexを求めるにも同様に、a Hex＝10000Hex－b 
Hex。 

例）2の補数 CFC7Hexから真数を求めるには、10000Hex－CFC7Hex＝3039Hex。 
なお、CS/CJシリーズでは、 NEG（2の補数変換）/NEGL（2の補数倍長変
換）命令を用意しています。この命令は、真数からその 2の補数を求めるとき
にも、また 2の補数から真数を求めるときにも、使用可能です。 

 
参 考 

 

符号付き BCDデータについて 
符号付き BCDデータは、負数を BCDで表現する特殊なデータフォーマットです。た
だし、このデータフォーマットは、一義的には定まらず、アプリケーションに依存し
ます。CS/CJシリーズでは、4種類のデータフォーマットを用意し、符号付 BCD→BIN
変換命令（BINS／BISL命令）、符号付 BIN→BCD変換命令（BCDS／BDSL命令）
で使用しています。これら 4種類のデータフォーマットの詳細については、コマンド
リファレンスマニュアルの各命令語の説明の項を参照してください。 
 

● 1CHデータで表現できる値  
数値 10進数表記 16進数表記 BCD表記 

(10進) 符号なし 符号あり   
1 &1 +1 #0001 #0001 
2 &2 +2 #0002 #0002 
3 &3 +3 #0003 #0003 
4 &4 +4 #0004 #0004 
5 &5 +5 #0005 #0005 
6 &6 +6 #0006 #0006 
7 &7 +7 #0007 #0007 
8 &8 +8 #0008 #0008 
9 &9 +9 #0009 #0009 
10 &10 +10 #000A #0010 
11 &11 +11 #000B #0011 
12 &12 +12 #000C #0012 
13 &13 +13 #000D #0013 
14 &14 +14 #000E #0014 
15 &15 +15 #000F #0015 
16 &16 +16 #0010 #0016 
： ： ： ： ： 

9999 &9999 +9999 #270F #9999 
10000 &10000 +10000 #2710 表現不可 
： ： ： ：  

32767 &32767 +32767 #7FFF  
32768 &32768 表現不可 #8000  
： ：  ：  

65535 &65535  #FFFF  
     

-1 表現不可 -1 #FFFF 表現不可 
：  ： ：  

-32768  -32768 #8000  
-32769  表現不可 表現不可  
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2－1－7 命令の動作オプション 
命令には、次の動作オプションを付加することで、その実行条件を微分型にしたり、
データのリフレッシュを命令実行時に行うこと（都度リフレッシュ）ができます。  

動作オプション オプション
記号 

内容 

立上り ＠ 命令を入力立上り微分型命令とします。 微分オプション 
立下り ％ 命令を入力立下り微分型命令とします。 

都度リフレッシュオプション ！ オペランドで指定している入出力エリアの
データを、命令実行時に I/Oリフレッシュし
ます。 
（注：CS1D（CPU二重化システム用）CPU
ユニットでは使用不可）  

 
命令語（ニモニック）

微分オプション 

都度リフレッシュオプション

MOV @ ！ 

 
 

2－1－8 実行条件について 
CS/CJシリーズでは、基本命令や応用命令に、次の 2つのタイプがあります。 
・毎サイクル実行型 
・入力微分型（1サイクル実行） 
 

● 毎サイクル実行型命令（オプションなしの通常の命令） 

・ 出力系命令（入力条件が必要な命令のみ）の場合 

入力条件が成立（ONまたは OFF）している間は、毎サイクル実行する命令です。 
 

 毎サイクル実行型 
出力型命令  MOV 

例： 

 
 

・ 入力系命令（論理スタート型および次段接続型命令）の場合 

毎サイクル、接点の読み出し／比較／ビットテストなどの処理を実行し、結果が ON

であれば、入力条件（パワーフロー）を出力する命令です。 
 

 毎サイクル実行型入力系命令 例： 

  
■タイムチャート 
 

接点 B 

接点 A 

  接点 A 

  接点 B 
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● 入力微分型命令 

・ 入力立上り微分型命令（命令語の前に「＠」のオプションが付く命令） 

・出力系命令の場合 
入力条件の立上り（OFF→ON）時にだけ実行される命令です。次のサイクルでは実
行されません。 

 
＠入力立上り微分
型命令  ＠MOV 

例： 
0001 
02

000102が OFF→ON時に 1回だけ MOV命令
を実行します。   

■タイムチャート 

@SET 

接点 A 

  接点 A 

SET 命令の 

動作  
 

・入力系命令（論理スタート型および次段接続型命令）の場合 
毎サイクル、接点の読み出し／比較／ビットテストなどの処理を実行し、結果がOFF
→ONに変化していれば、入力条件（パワーフロー）を出力する命令です。 
出力する入力条件は（1サイクル ONのあと）次のサイクルで OFFとなります。 

 入力立上り微分型命令 例： 
↑ ↑

0001 
03 

000103の入力接点がOFF→ON時に入力条件は
ONとなり、1サイクル後に OFFとなります。   

■タイムチャート 
 

接点 B 

接点 A 

↑ 

  接点 A 

接点 B 

1 サイクル 
 

 
・入力系命令（論理スタート型および次段接続型命令）の場合 
毎サイクル、接点の読み出し／比較／ビットテストなどの処理を実行し、結果がOFF
→ONに変化している場合を除き、入力条件（パワーフロー）を出力する命令です。 

 入力立上り微分型命令 例： 
↑ ↑

0001 
03

000103 の入力接点が OFF→ON 時に OFF と

なり、1サイクル後に ONとなります。   
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■タイムチャート 
 

接点 B 

接点 A 

↑ 

  接点 A 

  接点 B  

1 サイクル 
 

 

・ 入力立下り微分型命令（命令語の前に「％」のオプションが付く命令） 

・出力系命令の場合 
入力条件の立下り（OFF→ON）時だけ実行される命令です。次のサイクルでは実行
されません。 

 
％入力立下り微分
型命令 ［％SET          ］

例： 
0001 
02 

000102が ON →OFF時に 1回だけ SET命令
を実行します。   

■タイムチャート 
接点 A 

  接点 A 

SET 命令の 

動作 

%SET 

 
 

・入力系命令（論理スタート型および次段接続型命令）の場合 
毎サイクル、接点の読み出し／比較／ビットテストなどの処理を実行し、結果が ON
→OFFに変化していれば、入力条件（パワーフロー）を出力する命令です。 
出力する入力条件は（1サイクル ONのあと）次のサイクルで OFFとなります。 

 入力立下り微分型命令 例： 
↓ 

0001 
03

000103の入力接点が ON→OFF時に ONとな
り、1サイクル後に OFFとなります。 

↓ 

  
■タイムチャート 
 

接点 B 

接点 A 

↓ 

  接点 A 

接点 B 1 サイクル 
   

注： 入力立下がり微分型のオプション（％）は、入力立上り微分命令と異なり、LD、AND、
OR、SET、RSET命令だけに付加可能です。他の命令で入力立下り微分を実行条件とした
い場合は、DIFD命令または DOWN命令と組み合わせてください。 
なお、NOT付き命令は、CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットのみ、付加可能です。 
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・入力系命令（論理スタート型および次段接続型命令）の場合 
毎サイクル、接点の読み出し／比較／ビットテストなどの処理を実行し、結果が ON
→OFFに変化している場合を除き、入力条件（パワーフロー）を出力する命令です。 
出力する入力条件は（1サイクル ONのあと）次のサイクルで OFFとなります。  

 入力立下り微分型命令 例： 
↓ 

0001 
03

000103 の入力接点が ON→OFF 時に OFF とな
り、1サイクル後に入力条件は ONとなります。

↓ 

  
■タイムチャート 
 

 

接点 B 

接点 A 

↓ 

  接点 A 

 接点 B 

1 サイクル 
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2－1－9 各入出力命令の動作タイミング 
LD命令と OUT命令で構成されたプログラムに対して、各々の命令の動作の違いをタ
イミングチャートで示します。 

 

   

  ↑  

　       ↓

！　

！↑

！↓

　↑

　↓

！　

！↑

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

B9

B10

B11

B12

！

！

！

！

！

！↓

A

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

B9

B10

B11

B12

CPU
処理

I/Oリフレッシュ命令実行

入力
取込

入力取込
入力
取込

入力
取込

入力
取込

入力
取込

入力
取込

入力
取込

入力
取込

入力
取込入力

取込

入力
取込

！
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● 微分命令および入力微分型命令 
・微分命令は前回値が ONか OFFかのフラグを内部で持っています。 
運転開始時は、立上り微分命令（DIFU／＠付命令）の前回値のフラグは必ず ONに、
立下り微分命令（DIFD／％付命令）の前回値のフラグは必ず OFFに設定されてい
ます。したがって、運転開始時いきなり微分出力が出ることはありません。 
・立上り微分命令（DIFU／＠付命令）は、前回値のフラグが OFFのときのみに、入
力が ONになった時点で、ON出力を出します。 

・ IL-ILC命令内で使用時 

 下記の例で微分命令の前回値フラグは、IL直前のものを保持し、IL中は更新されま
せんので、Aの時点で微分出力は出力されません。 

 

IL

0000
00

ILC

DIFU

001000

0000
01

000000 IL中 IL中 

000001

001000

A  
 

・ JMP-JME命令内で使用時 

 IL命令と同様、微分命令の前回値フラグは、JMP命令直前のものを保持し、ジャン
プした場合は、更新されません。 

・立下り微分命令（DIFD／％付命令）は、前回値のフラグが ONのときのみに、入力
が OFFになった時点で、ON出力を出します。 
・立上り微分、立下り微分命令とも、次回サイクル時に、出力を OFFにします。 
 

参 考 

 

・P_On（常時 ONフラグ）、A20011（運転開始時 1サイクル ONフラグ）を入力立
上り微分型命令の入力リレーとして使用しないでください。 

・P_Off（常時 OFFフラグ）を入力立下り微分型命令の入力リレーとして使用しない
でください。 

・いずれの場合も命令が実行されません。 
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2－1－10 リフレッシュタイミングについて 
実 I/Oのリフレッシュタイミングに、次の 2つの方式があります。 
・サイクリックリフレッシュ 
・都度リフレッシュ（!指定の命令および、IORF/FIORF（＊1）/DLNK命令） 
 ＊1：FIORFは CJ1-H-R CPUユニットのみ 
なお、I/Oリフレッシュの詳細については、セットアップ編「10－1 CPUユニット
の動作」を参照してください。 
 

■ サイクリックリフレッシュ 

「実行可能」状態のサイクル実行タスクまたは割込条件が成立したタスクに割付けら
れた各プログラムは、先頭プログラムアドレスから END命令までを実行します。「実
行可能」状態のサイクル実行タスクをすべて実行したあと、I/Oリフレッシュを一括で
行います。 
 

参 考 

 

CS/CJシリーズでは、複数タスクによるプログラムの実行が可能なため、I/Oリフレ

ッシュのタイミングは、（そのサイクル内で「実行可能」状態のサイクル実行タスク

の内、）もっともタスク No.の大きいタスクに割付けられたプログラム内にある END

命令の実行後となります。 
 

先頭

！LD　000101

！OUT　000209

END

先頭

！MOV　0003　0004

END

I/Oリフレッシュ

0001CH

15 0

0002CH

15 0

0003CH

15 0

0004CH

15 0

16ビット単位

16ビット単位

全実 I/Oデータ

サイクリックリフ
レッシュ（一括）

 
 

もし、各サイクル実行タスクの実行後に、I/Oリフレッシュを行いたい場合は、END

命令の前に、実 I/Oの全データまたは指定範囲に対して IORF命令を実行してくださ

い。 
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■ 都度リフレッシュ 
● 都度リフレッシュオプション指定（！）の命令による場合 
オペランドとして実 I/Oアドレス（入出力リレーエリア）を指定している場合、命令
実行時に次のようにリフレッシュを行います。 
・ビット指定命令の場合：  

ユニット種類 リフレッシュデータ 

C200H基本 I/Oユニット（CSシリーズのみ）
基本 I/Oユニット 

そのビットが含まれる 16ビットを I/Oリフレ
ッシュします。  

・チャネル指定命令の場合：指定 16ビットを I/Oリフレッシュします。 
・入力またはソース（S）オペランドの場合： 命令実行直前に INリフレッシュしま
す。 

・出力またはデスティネーション（D）オペランドの場合：命令実行直後に OUTリフ
レッシュします。 
命令語の前に「！」（都度リフレッシュオプション）を付加します。  

注： CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットでは、都度リフレッシュオプション指定（！）
は不可（IORF/DLNK命令は可）。 

 
● 都度リフレッシュ（！）指定によるリフレッシュ対象ユニット  

装置位置 CPU装置上または増設装置上（SYSBUSリモート I/O子局装
置上は除く） 

リフレッシュ可否
○：可 ×：不可

CS/CJシリーズ基本 I/Oユニット ○ 
C200H基本 I/Oユニット＊1 ○ 

基本 I/O
ユニット

C200Hグループ多点 I/Oの基本 I/Oユニット＊1 × 
高機能 I/Oユニット × 

ユニット種類 
 

CPU高機能ユニット × 
 

＊1：C200H基本 I/Oユニットは、CJシリーズには装着できません。  
 

先頭 

！LD 000101 

！OUT 000209 

END 

先頭 

！ MOV  0003 
0004 

END 

I/Oリフレッシュ 

0001CH 

15 0

0002CH 

15 0

入力 

出力 

都度リフレッシュ

0003CH 

15 0

0004CH 

15 0

S 

D 

都度リフレッシュ

16ビット単位 

16ビット単位 

全実 I/Oデータ 

サイクリックリフ
レッシュ（一括）
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● IORF、FIORF、DLNK命令による場合 
リフレッシュ対象に合わせて、I/Oリフレッシュ（IORF）命令、高機能 I/Oユニット
都度リフレッシュ（FIORF）命令、CPU高機能ユニット都度 I/Oリフレッシュ（DLNK）
命令、の 3つを応用命令として用意しています。 

 

・IORF（I/Oリフレッシュ）命令： 
指定範囲の実 I/Oデータを、サイクルの途中でリフレッシュ（都度リフレッシュ）
することができます。 
また、この IORF命令は、高機能 I/Oユニットの割付リレーエリアも、チャネル範
囲指定で都度リフレッシュすることが可能です。 
・FIORF（高機能 I/Oユニット都度リフレッシュ）命令（＊1）： 

 指定した号機No.の高機能 I/Oユニットと、都度リフレッシュすることができます。 
また、この FIORF命令では、高機能 I/Oユニットの割付リレーエリアおよび割付
DMエリアとの都度リフレッシュが可能です。 
・DLNK（CPU高機能ユニット都度 I/Oリフレッシュ）命令（＊2）： 
指定したユニット番号の CPU高機能ユニットと、都度リフレッシュすることができ
ます。 
また、この DLNK命令では、CPU高機能ユニットの割付リレーエリア、割付 DM
エリア、およびユニット固有データとの都度リフレッシュが可能です。  

注：高機能 I/Oユニットの割付リレーエリアとの都度リフレッシュは、IORF命令と FIORF命
令の両方で行うことができます。FIORF命令は、IORF命令により命令実行時間が高速、
かつオペランドに高機能 I/Oユニットの号機 No.を指定するだけですむため簡単です。 

＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
＊2：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
 

● IORF（I/Oリフレッシュ）命令によるリフレッシュ対象ユニット  
装着位置 CPU装置上または増設装置上、（SYSBUSリモート I/O子

局装置上は除く） 
リフレッシュ可否
○：可 ×：不可

CS/CJシリーズ基本 I/Oユニット ○ 
C200H基本 I/Oユニット ○ 

基本 I/Oユニット 
 

C200Hグループ 2多点 I/Oの基
本 I/Oユニット 

○ 

高機能 I/Oユニットの以下のエリア 
・割付リレーエリア 

○ 

ユニット種類 

CPU高機能ユニット × 
 

 部分または全体 
リフレッシュ 

指定チャネル
範囲の実 I/O
データ 

IORF 

0002 

0009 
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● FIORF（高機能 I/Oユニット都度リフレッシュ）命令によるリフレッシュ対象ユニ
ット ＊1 

装着位置 CPU装置上または増設装置上、（SYSBUSリモート I/O子
局装置上は除く） 

リフレッシュ可否
○：可 ×：不可

基本 I/Oユニット × 
高機能 I/Oユニットの以下のエリア（ユニット単位で一括
リフレッシュ） 
・割付リレーエリア 
・割付 DMエリア 

○ 
ユニット種類 

CPU高機能ユニット ×  
＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 

 

 割付リレー／DM 
エリアの 
リフレッシュ 号機 No.13の 

高機能 I/OユニットFIORF 

&13 

 
 
 

● DLNK（CPU高機能ユニット都度 I/Oリフレッシュ）命令によるリフレッシュ対象
ユニット ＊2  

装着位置 CPU装置上または増設装置上、（SYSBUSリモート I/O子
局装置上は除く） 

リフレッシュ可否
○：可 ×：不可

基本 I/Oユニット × 
高機能 I/Oユニット × 

ユニット種類 

CPU高機能ユニットの以下のエリア（ユニット単位で一括
リフレッシュ） 
・割付リレーエリア 
・割付 DMエリア 
・ユニット固有のエリア（Controller Linkユニット

/SYSMAC LINKユニットのデータリンク、DeviceNet
リモート I/O通信 

○ 

 
＊2：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 

 

 割付リレー／DM／
固有データの 
リフレッシュ ユニット番号 #F の

CPU高機能ユニットDLNK 

#F 
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2－1－11 プログラム容量について 
CS/CJシリーズでは、ユーザプログラム（全タスクのプログラム）の合計最大プログ
ラム容量は、以下のとおりです。合計ステップ数が、最大プログラム容量以下である
ことが必要です。容量をオーバーしたときは、それ以上プログラムを書き込めません。 
1命令の長さは、1～7ステップまで、各命令によって異なります。 
各命令の長さ（ステップ数）については、セットアップ編「10－5 命令処理時間／ス
テップ数一覧」を参照してください。 
なお、倍長命令で、オペランドに定数を使用した場合は、使用数 1個に付きステップ
数が 1ステップ増えます。 
 

● CPUユニットの種類  
シリーズ名 形式 最大プログラム容量 入出力点数

形 CS1D-CPU68HA 400Kステップ 
形 CS1H-CPU67H/CPU67 250Kステップ 
形 CS1D-CPU67HA/67SA/67H/67S 250Kステップ 
形 CS1H-CPU66H/CPU66 120Kステップ 
形 CS1H-CPU65H/CPU65 60Kステップ 
形 CS1D-CPU65H/65S 60Kステップ 
形 CS1H-CPU64H/CPU64 30Kステップ 
形 CS1H-CPU63H/CPU63 20Kステップ 
形 CS1G-CPU45H/CPU45 60Kステップ 

5120 

形 CS1G-CPU44H/CPU44 30Kステップ 
形 CS1D-CPU44SA/44S 30Kステップ 

1280 

形 CS1G-CPU43H/CPU43 20Kステップ 
形 CS1G-CPU42H/CPU42 10Kステップ 

CSシリーズ 

形 CS1D-CPU42S 10Kステップ 

960 

形 CJ1H-CPU67H-R 250Kステップ 
形 CJ1H-CPU66H-R 120Kステップ 
形 CJ1H-CPU65H-R 60Kステップ 
形 CJ1H-CPU64H-R 30Kステップ 
形 CJ1H-CPU67H 250Kステップ 
形 CJ1H-CPU66H 120Kステップ 
形 CJ1H-CPU65H 60Kステップ 

2560 

形 CJ1G-CPU45H/CPU45 60Kステップ 
形 CJ1G-CPU44H/CPU44 30Kステップ 

1280 

形 CJ1G-CPU43H  20Kステップ 
形 CJ1G-CPU42H 10Kステップ 

960 

形 CJ1M-CPU23/CPU13 20Kステップ 640 
形 CJ1M-CPU22/CPU12 10Kステップ 320 

CJシリーズ 

形 CJ1M-CPU21/CPU11 5Kステップ 160  
注：従来機種のプログラム容量は、「ワード」を単位として計算します。これに対して、CS/CJ
シリーズでは、「ステップ」を単位として計算します。従来機種（SYSMACαまたは
CVM1/CVシリーズ）のプログラム容量を CS/CJシリーズのプログラム容量に換算（ワー
ド→ステップへの換算）する場合の換算基準については、セットアップ編「10－5 命令処
理時間／ステップ数一覧」の参考「従来機種から CS/CJシリーズへのプログラム容量の換
算の目安」を参照してください。 
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2－1－12 ラダープログラムの基本的な考え方 
CS/CJシリーズは、メモリ部に記憶された命令語の順序（ニモニックの順）に従って
各命令が実行されていきますので、プログラムの考え方、順序を正しく行う必要があ
ります。 
 

● ラダー図の構成要素 
ラダー図は、左右の母線、接続線、接点、出力コイル、応用命令から成ります。 
プログラムは、複数の回路から構成されます。回路とは、母線を切ったときに分割で
きる単位（ニモニックでは、LD／LD NOT命令～LD／LD NOT命令の前にある
出力系命令まで）です。 
さらに、回路は、（論理スタートを示す）LD／LD NOT命令を先頭とした回路ブロ
ックから構成されます。  

回路ブロック 

左母線 右母線 
接点 接続線 

応用命令 
出力コイル 

回路 

 
 

● ニモニック 
ニモニックとは、ラダー図を、命令語で記述した一連のプログラムです。 
プログラムアドレスをもち、1プログラムアドレス＝1命令語です。プログラムアドレ
スは、CS/CJシリーズの場合、6桁から成り、000000から開始します。 
例） 

プログラム
アドレス 

命令語 
（ニモニック） 

オペランド

000000 LD 000000 
000001 AND 000001 
000002 LD 000002 
000003 AND NOT 000003 
000004 LD NOT 000100 
000005 AND 000101 
000006 OR LD  
000007 AND LD  
000008 OUT 000200 

0000 
00

0000 
01

0000 
02

0000 
03

0001 
00

0001 
01

0002 
00

END

 

000009 END  
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● ラダープログラムの基本的な考え方 
（1） PLCでラダー図を実行する際には、信号（パワーフロー）の流れが左→右とな

ります。右→左への回り込みを意図した動作はプログラムできません。回路を
一般の制御リレーで構成した場合とは動作が異なることにご注意ください。 
例えば、図 aの回路を PLCで実行する場合には、括弧内のダイオードが挿入さ
れた回路として動作し、接点 Dを回り込んでコイル R2を駆動することはでき
ません。実際には、右に示したニモニックでの実行順となります。 
ダイオードが存在しない回路の動作を実現するには、回路を書き替える必要が
あります。また、図 bのような回路の動作は直接プログラムできません。書き
替えが必要です。 

  

A B

図a

A B

C D

C D

E

① ⑥

②（③） ④

⑨

⑦

⑩

信号の流れ

（⑧）

（⑤） R1

R2

R1

R2

実行順（ニモニック）
⑥AND  B
⑦OUT  R1
⑧LD  TR0
⑨AND  E
⑩OUT  R2

①LD  A
②LD  C
③OUT  TR0
④AND  D
⑤OR  LD

図b

E

  
 図 aの場合、接点 Dを回り込んでコイル R2を駆動することはできません。 

図 bの場合、接点 Eを回り込む回路はラダー図では表現できません。書き替え
が必要です。 

 

（2） 入出力リレー、内部補助リレー、タイマなどの接点使用回数には制限はありま
せん。ただし、接点使用数を節約した複雑な回路よりも、単純明快な回路を構
成することがメンテナンスなどあらゆる面での最良の設計方法と言えます。 

 

（3） 直列・並列回路において、直列に構成する接点数、並列に構成する接点数には
制限はありません。 

 

（4） 出力コイルは 2個以上並列に接続することができます。  
0000 
00

0000 
05

0002 
00

TIM 

0000 

#0100

 
 

（5） 出力コイルを接点として使用することができます。 

 0002 
00 

0002 
00 
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● ラダープログラム構成上の制限 
（1） ラダープログラムは、左母線からの信号（パワーフロー）が右母線まで流れる

ように、閉じていなければなりません。閉じていない場合、「回路エラー」と
なります（運転は可能）。  

 

 
 

（2） 左母線から直接、出力コイル、タイマ、カウンタなどの出力系命令を接続する
ことはできません。直接左母線に接続すると、周辺ツール（CX-Programmer/
プロコン）によるプログラムチェックで、「回路エラー」となります（運転は
可能、この場合 OUT命令やMOV命令は動作しません）。  

 

MOV

 
 

もし常時 ON入力としたい場合は、使用されていない内部補助リレーの b接点
またはコンディションフラグの ON（常時 ON接点）を挿入してください。  

 

MOV

使用されていない 
内部補助リレー 

ON（常時 ONフラグ） 

 
 

（3） 出力コイルなどの出力系命令の次に接点を挿入することはできません。接点は
必ず出力コイルなどの出力系命令の前に入れてください。出力系命令の次に接
点を挿入すると、周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）によるプログラム
チェックで、「配置エラー」となります。 

0000 
00

0000 
03

0000 
04

0000 
01

0002 
01

0002 
01

 
 

（4） 出力コイルのリレー番号を重複して使用することはできません。ラダープログ
ラムは 1サイクルで上の回路から順に実行していくため、二重に使用した場合
でも、より下側の回路の動作結果が最終的に出力コイルに反映されます。 

出力コイル 0000
00

出力コイル 0000
00
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（5） 入力リレーを出力コイル（OUT）で使用することはできません。  
 入力接点 0000 

 00  

 
 
（6） 各タスクに割り付けた各プログラムの最後には必ず END命令を入れてくださ

い。 
・END命令のないプログラムで運転すると、「END命令なし」として「プロ
グラムエラー」となり、CPUユニット前面の「ERR／ALM」LEDが点灯し、
プログラムは実行されません。 
プログラム内に複数の END命令がある場合は、最初の END命令までのプロ
グラムだけ実行されます。 
試運転時に、シーケンス回路の区切りごとに END命令を挿入し、プログラム
を確認後、途中の END命令を削除するとスムーズに試運転が進められます。 

 

000000
000001

END

タスク（プログラム）

000000
000001

END

タスク（プログラム）

000000
000001

END

タスク（プログラム）

000000
000001

END

タスク（プログラム）

000000
000001

END

タスク（プログラム）

END

000000
000001

END

タスク（プログラム）

END

 実行されません

 実行されません

 
 
（7） PLCは回路ブロック単位で論理演算を行います。その結果をもとに、それぞれ

の回路ブロック間を AND LD命令や OR LD命令で論理演算し、回路全体とし
ての結果を出力します。 

 
命令 データ

LD 000000
LD 000001
UP － 
LD 000002
UP － 
OR LD － 
AND LD － 
OUT 100000

 

 
 

例）左図の回路の場合、接点

000000 が OFF、000001 が

ON の状態から、000000 を

ON しても、出力 100000 は

ON しません。 
UP 命令のほかに DOWN 命

令や NOT 命令も同様です。

UP 

UP 

0000 
00 

0000 
01 

0000 
02 

1000
00 

回路ブロック 
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2－1－13 ニモニック入力の方法 
LD／LD NOT命令から、論理スタートが行われます。論理スタート後、次の LD／
LD NOT命令の直前の命令までが、1つの回路ブロックとなります。 
必要に応じ、この回路ブロックを、AND LD命令により AND接続（LDから始まる
ブロックを ANDする）して、または OR LD命令により OR接続（LDから始まる
ブロックを ORする）して、1つの回路を作成します。 
下図のような複雑な回路を例に、ニモニック入力の方法（回路のまとめ方と順序）を
説明します。 

 

（1） まず回路を小さなブロック（a）～（f）に分割します。  
0000 
00

0000 
01

0010 
00

0010 
01

0005 
00

0000 
02

0000 
03

0000 
04

0000 
05

0005 
00

0000 
06

0000 
00

0000 
01

(a)

0010 
00

0010 
01

(b)

0005 
00

(c)

0000 
04

0000 
05

(e)

0000 
06

(f)

0000 
02

0000 
03

(d)

① 

② 

③ 

⑤ 

④ 

 
 
（2） そのブロックごとに①→⑤の順序でプログラムし、最終的に大きな⑤のような

ブロックが 1個でできるようにします。 
各ブロック内では左→右の順にプログラムします。 
ブロック同士は、まず、上→下、そして左→右の順にプログラムします。  

0000 
00

0000 
01

(a)

LD
AND

000000
000001

0010 
00

0010 
01

(b)

LD
AND

001000
001001

0005 
00

(c)

OR 000500

0000 
02

0000 
03

(d)

AND
AND　 NOT

000002
000003

OR LD

AND LD

OUT 000500

0005 
00

 

0000 
04

0000 
05

(e)

LD
AND

000004
000005

0000 
06

(f)

OR 000006

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

 
(a) 
 
(b) 
 
 
(c) 
(d) 
 
(e) 
 
(f) 
 

プログラムアドレス 
000200 
000201 
000202 
000203 
000204 
000205 
000206 
000207 
000208 
000209 
000210 
000211 
000212 
 

 
LD 
AND 
LD 
AND 
OR LD 
OR 
AND 
AND NOT 
LD 
AND 
OR 
AND LD 
OUT 
 

命令 
 

データ 
000000 
000001 
001000 
001001 
― 

000500 
000002 
000003 
000004 
000005 
000006 
― 
00500
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2－1－14 プログラム例 
（1）並列／直列回路例 

0000 
00

0000 
01

0002 
00

0000 
02

0000 
03

00002 
00

 
LD 
AND 
OR 
AND 
AND NOT 
OUT

命令 
 

データ 
000000 
000001 
000200 
000002 
000003 
000200

a 
ブロック 

b 
ブロック 

a

b

・aブロックの並列回路をプログラム後、bブロック
をプログラムします。 

 
（2）直列／並列回路例 

・aブロックと bブロックに分割し、各々プログラム
します。 

・aブロックと bブロックを AND LDでまとめます。
 
 
 
 
 
・aブロックをプログラムします。 
 
・b1ブロックをプログラムした後、b2ブロックをプ
ログラムします。 

0000 
00

0000 
01

0002 
01

0000 
02

0000 
03

0002 
01

 
LD 
AND NOT 
LD 
AND 
OR 
OR 
AND LD 
OUT

命令 
 

データ 
000000 
000001 
000002 
000003 
000201 
000004 
－ 

000201

a

b

0000 
04

a 
ブロック 

b 
ブロック 

b1 
ブロック 

0000 
00

0000 
01

0000 
04

0000 
02

0002 
020000 

03

 
LD NOT 
AND 
LD 
AND NOT 
LD NOT 
AND 
OR LD 
AND LD 
OUT

命令 
 

データ 
000000 
000001 
000002 
000003 
000004 
000202 
－ 
－ 

000202

a

b1

b2

b1＋b2
a・bb2 

ブロック 

a 
ブロック 

b 
ブロック 

0002 
02

・b1ブロックと b2ブロックを OR LDで、また aブ
ロックと bブロックを AND LDでまとめます。 

 
（3）直列回路の直列接続例 

・a1ブロックをプログラムした後、a2ブロックをプ
ログラムし、a1と a2を OR LDでまとめます。 

 
 
・b1、b2も同様にプログラムします。 
 
・aブロックと bブロックを AND LDでまとめます。
 
 
 
 
・ブロックがa～nまで連続している場合も同様です。

b1 
ブロック 

0000 
00

0000 
01

0000 
06

0000 
04

0002 
030000 

05

 
LD 
AND NOT 
LD NOT 
AND 
OR LD 
LD 
AND 
LD 
AND 
OR LD 
AND LD 
OUT

命令 
 

データ 
000000 
000001 
000002 
000003 
－ 

000004 
000005 
000006 
000007 
－ 
－ 

000203

a1

a2

b1

b2

b1＋b2

a1＋a2

a・b

b2 
ブロック 

a1 
ブロック 

a2 
ブロック 

a 
ブロック 

b 
ブロック 

0000 
07

0000 
02

0000 
03

0005 
00

a 
ブロック 

b 
ブロック 

c 
ブロック 

n 
ブロック 

 a→b→（a・b）→c→（a・b・c）→d→… 
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（4）複雑な回路 

0002
05 LD

LD NOT
AND
LD
AND NOT
LD
LD
AND NOT
OR LD
AND LD
OR LD
AND LD
OUT

命令 データ
000000
000001
000002
000003
000004
000005
000006
000007
－
－
－
－

000205

b

c

e

（d＋e）・c＋b

a

d

［（d＋e）・c＋b］・a

d＋e
（d＋e）・c

a
ブロック

b
ブロック

b
ブロック

c
ブロック

e
ブロック

0000
00

0000
02

0000
01

0002
04 LD

LD
LD
AND
OR LD
AND LD
LD
AND
OR LD
LD
AND
OR LD
OUT

命令 データ
000000
000001
000002
000003
－
－

000004
000005
－

000006
000007
－

000204

z

z

0000
03

0000
04

0000
05

0000
06

0000
07

0000
00

0000
02

0000
01

0000
03

0000
00

0000
03

0000
01

0000
04

0000
06

0000
07

0000
05

0000
02

0002
050000

00

0000
03

0000
01

0000
04

0000
06

0000
07

0000
05

0000
02

0000
02

0000
03

0000
00

0000
00 z

0000
01

は

また

のような回路に書き替えると、
プログラムが簡単になります。

と考えます。

0000
03

0000
04

0000
00

0000
00

下記のように
書き替えもできます。

①

0000
00

0000
03

H000
00

T0001

異常表示

0002
06

LD
OR
OR
OR
AND NOT
OUT
TIM

AND
OUT

命令 データ
000000
000001
000002
H00000
000003
H00000

0001
0100

T0001
000206

0000
02

H000
00

0000
01

③

②

・保持リレーを使用すると、電源断時でも
ON/OFFの状態を記憶していますので、復電時
には異常信号を継続します。

異常入力 TIM
0001

#0100 10秒
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（5）注意すべき回路／書替えの必要な回路 
● OR命令と OR LD命令 

OR／OR NOT命令は、LD／LD NOT命令から直前までの論理に対する OR（論理
和）となるため、書き替えることで OR LD命令が不要となる場合があります。  

0000
00

0002
07

0000
01

0002
07

0000
01

0002
07

0000
00

0002
07

例）左図のような回路をそのままプロ
グラムすると、OR LD命令が必要
になります。書き替えることでス
テップ数が節約できます。 

 
● 出力系命令の分岐 

AND／AND NOT命令の前で分岐する場合、一時記憶リレー（TR）が必要となりま
す。これに対して、直接出力系命令に接続する点から分岐する場合、一時記憶リレー
（TR）が必要なく、そのまま AND／AND NOT命令や出力系命令を続けることが
できます。  

0000
00

0000
01

0002
08TR0

0002
09

0000
00

0000
01

0002
09

0002
08

出力系命令1

出力系命令2

0000
00

0000
01

0002
08TR0

0002
09

0000
00

0000
01

0002
09

0002
08

出力系命令1

出力系命令2

例）左図のような回路をそのままプロ
グラムすると、分岐点における一
時記憶リレーTR0の出力命令、お
よびロード（LD）命令が必要です。
書き替えることでステップ数が節
約できます。 

 
● ニモニックの実行順序 

PLCはニモニック順に命令を実行しますので、回路の書き方によっては、期待する動
作にならないことがあります。 
ニモニックでの実行順序を意識してラダー回路を作成してください。  

0000 
00

0010 
00

0002 
10

0002 
10

0010 
00

0000 
00

0010 
00

0000 
00

0010 
00

例）左図の回路の場合、000210は出力
することができません。右図への
書替えにより、000210は 1サイク
ルだけ出力が ONできます。 

 
● 書替えが必要な回路 

PLCではニモニック順に命令を実行するため、信号の流れ（パワーフロー）はラダー
図の左→右となります。右から左への回り込みを意図した動作はプログラムできませ
ん。  

0000 
01

0000 
02TR0

0002 
12

0000 
04

0000 
00

0000 
03

0002 
11

0000 
00

0002 
12

0000 
04

0000 
01

0000 
03

0002 
11

0000 
01

0000 
02

 

A B

C D

R1

R2

E E

A B

A

CC E

C

D

R1

R2

例）左図の回路は、分岐点を一時記憶
リレー（TR0）で受けることでプ
ログラムできますが、動作として
は、右の回路と等価となります。
分かり易さの点から、右図のよう
に書き替えることをお勧めしま
す。 

 

・左図のような回路はプログラムでき
ませんので書き替えてください。 

 

・矢印は、制御リレーで回路構成した
場合の信号（パワーフロー）の流れ
です。 
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 2－2 プログラム作成上の留意事項 
 

2－2－1 コンディションフラグを使用する上での留意事項 
■ コンディションフラグの使い方 

コンディションフラグは、各命令共通で使用されるため、各命令実行毎に、その実行
結果にしたがって、1サイクルの中で変化します。 
したがって、1つの命令の実行結果を反映させるときは、その命令のすぐ後に、同じ
実行条件の出力分岐で使用してください。 
コンディションフラグを母線に直接接続すると、他の命令の実行結果を反映してしま
うため、母線に直接接続しては使用しないでください。 
例：命令Ａの実行結果を受けるとき 
ニモニック 

 正しい使い方 

命令Ａ 

命令 B 

コンディションフラグ
P_EQ(=フラグ) 

命令 Aの実行結果を反映 

 
命令 Aの実行結果に応じて命令 Bを実行したいときは、命令 Aと命令 Bは、実行
条件（a）を同一にします。これにより、命令 Aが実行されたときのみ、コンディ
ションフラグの状態に応じて命令 Bが実行されます。 

 正しくない使い方 

命令Ａ 

命令 B 

コンディションフラグ
P_EQ(=フラグ) 

命令 A が非実行時には、直前の回
路の実行結果を反映 

直前の回路 

コンディションフラグを左母線に直接接続すると、命令 Aが実行されていないと
きでも、前の回路の実行結果に応じて、命令 Bが実行されてしまいます。 

  
注： 割込みタスクを使用した場合、サイクル実行タスクの命令実行中でも起動条件に応じて割
込みタスクが動作します。このとき、割込みタスク内でコンディションフラグを ON/OFF
しても、割込みタスクからサイクル実行タスクに戻ったときにはコンディションフラグも元
に戻っています。 
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コンディションフラグは各命令共通で使用するため、1つのプログラム内では、干渉
しないように、注意することが必要です。 
例えば、下記のとおりです。 
 

1）命令 Aの実行結果を、a接点と b接点で受けるとき 
a接点と b接点を同じ出力分岐から受けても、下記例のように、コンディションフラ
グは命令 Bの実行結果を受けてしまいます。  

 
命令Ａ 

命令 B 

コンディションフラグ 
P_EQ(=フラグ) 

命令 Aの実行結果を反映 

 

コンディションフラグ 
P_EQ(=フラグ) 

命令 Bの実行結果を反映 

 

 
したがって、命令 Bの実行結果を受けないようにするため、下記のように、いったん
各々を OUT命令で受けてください。  

 命令Ａ 

命令 Aの実行結果を反映 

C

D
コンディションフラグ 
P_EQ(=フラグ) 

命令 Aの実行結果を反映 

コンディションフラグ
P_EQ(=フラグ) 

命令 B 

 

C

D

 



2－2 プログラム作成上の留意事項 
2－2－1 コンディションフラグを使用する上での留意事項 

2-37 

2 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
り
方 

例：D00100の内容が＃0010のとき、D00200に#0200を転送する。 
D00100の内容が＃0010でないとき、D00300に#0300を転送する。  

 

CMPの実行結果を反映 

MOVの実行結果を反映 

CMP 

＃0010 

D00100 

MOV 

＃0200 

D00200 

MOV 

＃0300 

D00300 

P_EQ

P_EQ

（1） 

（2） 

 

 
上記回路では、D00100の内容が#0010のとき、＝フラグが ONとなり、（1）によ
って、D00200に#0200が転送されるが、その後、転送元データ#0200が 0000Hex
でないため、＝フラグが OFFとなり、その結果、（2）のMOV命令が実行されて
しまい、D0300に#0300が転送されてしまいます。 
したがって、下記のように、MOV命令の実行結果を受けないように回路を組むこ
とが必要です。  

 

CMPの実行結果を反映 

CMP 

＃0010 

D00100 

MOV 

＃0200 

D00200 

MOV 

＃0300 

D00300 

P_EQ

B

P_EQ Ｂ 

A

A 
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2）入力微分型命令の実行結果を受ける場合 
入力微分型命令の場合、命令の実行結果は入力条件の立ち上がり時にのみコンディシ
ョンフラグに反映され、つぎのサイクルでは、（その命令の実行結果ではなく）直前
の回路の結果が、コンディションフラグに反映されてしまいます。 
したがって、入力微分型の命令の実行結果を受けるときは、コンディションフラグが
つぎのサイクルでどうなるか、注意することが必要です。 
たとえば下記の例で、入力条件 Cの立ち上がり時にのみ、命令 Aおよび Bを実行し、
そのとき命令 Aの実行結果を命令 Bで受けようとした場合、つぎの問題があります。 
入力条件の立ち上がりで命令 Aを実行した後、つぎのサイクルでも入力条件 Cが ON
のままの場合は、直前の回路の反映結果によってコンディションフラグが OFF→ON
となったときは、命令 Bは、（入力条件が立ち上がり）図らずも実行されてしまいま
す。  

 

命令Ａ 

命令 B 

コンディションフラグ
例：P_EQ 

入力条件の立ち上がり時に命令 Aの
実行結果を反映 

つぎのサイクルでは、直前の回路の
実行結果を反映 

直前の回路 

C 

 

 
したがって、この場合は、例えば、下記のように、命令 Aおよび Bを入力微分型命令
とせず、DIFU（または DIFD）命令で受けて、命令 Aおよび Bをともに立ち上がり
（または立ち下がり）1サイクルのみ実行します。 

 

 

命令 Aの実行結果を反映 

DIFU 

命令 A 

コンディションフラグ
P_EQ(=フラグ) 

直前の回路 

D 
D 

命令 B 

C 

 

 

参 考 

 

CCS（コンディションフラグセーブ）命令／CCL（コンディションフラグロード）命

令を使用することで、コンディションフラグをタスク（プログラム）内の異なる位置、

タスク間または後のサイクルで、退避／復旧させることが可能です。 
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には CCS/CCL命令はありません。 
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■ 各コンディションフラグのおもな成立条件 
● ERフラグ（P_ER） 

ERフラグは、各命令のオペランドデータが不正のときなどに、ONとなります。 
ERフラグが ONのとき、その命令は実行されません。 
 
ERフラグが ONのとき、他のコンディションフラグの＜、＞、OF、UFは変化しま
せん。＝と Nは、各命令によって動作が異なります。 
ERフラグの成立条件については、コマンドリファレンスの各命令の説明の項を参照し
てください。 
命令実行によっては、ERフラグを無条件に OFFにする命令がありますので、ご注意
ください。 
 

参 考 

 

ERフラグが ONとなったとき、運転を停止するか否かは、PLCシステム設定の「命

令エラー発生時動作設定」で指定します。デフォルトでは、ERフラグ ON時運転継

続となっています。ERフラグ ON時「運転停止」に指定している場合、（プログラ

ムエラー扱いとなり）運転が停止したときに、停止位置のプログラムアドレスが、特

殊補助リレーの A298～299CHに格納されます。同時に、特殊補助リレーの A29508

が ONとなります。 

 
● ＝フラグ：イコールフラグ（P_EQ） 
＝フラグは、比較結果のイコール（＝）条件成立以外に、各種命令のテンポラリ（一
時記憶）フラグとして、システムによって、自動的にセットされ、変化します。 
いったん、ある命令の実行結果によって、＝フラグを ON（OFF）としても、他の命
令によって、OFF（ON）とされる点に注意が必要です。 
たとえば、MOVなどの転送命令は、転送元データが 0000Hexのとき、＝フラグを
ONとし、それ以外のとき、＝フラグを OFFとします。したがって、ある命令によっ
て、＝フラグを ONとしても、すぐ転送命令を実行すると、転送命令の転送元データ
が 0000Hexか否かによって、＝フラグは ON／OFFしてしまいます。 
命令によっては、命令実行のみで OFFとするものがありますので、注意してください。 
 

● CYフラグ：キャリーフラグ（P_CY） 
CYフラグは、シフト命令で使用する以外に、CY付き加算・減算命令の入力、加算・
減算命令の桁あふれ、桁借りや、PID命令、FPD命令などで使用されます。 
つぎのときに、注意が必要です。 
1） いったん、ある命令の実行結果によって、CYフラグを ON（OFF）としたまま、

CYフラグを入力として使用する別の命令（CY付き加算・減算命令、シフト命令）
を実行する場合 

2） ある命令の実行結果によって、CYフラグを ON（OFF）としても、他の命令によ
って、OFF（ON）とされる場合 
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● ＞、＜フラグ（P_GT、P_LT） 
＞、＜フラグは、比較命令で使用する以外に、LMT、BAND、ZONE、PID命令など
のデータ制御命令で使用されます。 
いったん、ある命令の実行結果によって、＞、＜フラグを ON（OFF）としても、他
の命令によって、OFF（ON）とされる点に注意が必要です。 
 

● Nフラグ：ネガティブフラグ（P_N） 
Nフラグは、命令実行結果の CHの最上位ビットが“1“となったとき以外に、命令によ
っては命令実行のみで無条件に OFFとするものがありますので、注意してください。 
 

● 命令のオペランドによる複数チャネル指定時の留意事項 
命令のオペランドで指定した複数チャネルが同一エリア種別でない場合でも、CS/CJ
シリーズでは命令は通常どおり（I/Oメモリ実効アドレスの並び順にしたがって）実行
されます。そのとき、ERフラグが ONとなりませんので、ご注意ください。 
例えば、以下のように XFER（ブロック転送）命令を実行する場合、転送元データの
W500CHを先頭とした 20CHは、内部補助リレーWRエリアの最大アドレス
（W511CH）をオーバーしていますが、命令実行時に、ERフラグは立たず、XFER
命令は通常どおり実行されます。この場合、I/Oメモリ実効アドレス上では、WRエリ
アの次のアドレスは、タイマの現在値エリアとなっているため、W500～W511CHが
D00000～D00011に転送されると同時に、T0000～T0007の現在値が、D00012～
D00019に転送されます。 

 

注： I/Oメモリ実効アドレスのメモリマップは、セットアップ編 付録の「メモリマップ（I/O
メモリ実効アドレス）一覧」を参照してください。 

 
 

XFER 

&10 

W500 

D00000 

転送 CH数 

転送元下位 CH番号

転送先下位 CH番号

 W500

W511

～

  ～  

～
 ～

 

 D00000 

 D00011 

～

 D00012 

 D00019 

  ～  

～
 ～

 

転送 

--------
T0000

T0007  
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2－2－2 特定のプログラム領域に関する留意事項 
CS/CJシリーズのプログラムには、通常のプログラム領域以外に、命令コンディショ
ンを成立させる、特定のプログラム領域があります。 
 
具体的には、以下のプログラム領域があります。  

プログラム領域 命令 成立させる命令コ
ンディション 

状態の内容 

サブルーチンプログラム
領域 

SBS命令／SBN命令／
RET命令 
GSBS命令／GSBN命令
／GRET命令 

サブルーチンプロ
グラム実行中 

SBN－RET命令間のサブ
ルーチンプログラム領域
を実行している状態 

IL-ILC領域 IL命令／ILC命令 
ステップラダー領域 STEP命令 

IL中 出力リレーを OFF、タイ
マをリセット 
その他の命令は実行せず
それ以前の状態を保持 

FOR-NEXT領域 FOR命令／NEXT命令 繰り返しを実行している
状態 

JMP0-JME0領域 JMP0命令／JME0命令

BREAK中 

ジャンプを実行している
状態 

ブロックプログラム領域 BPRG命令／BEND命令 ブロックプログラ
ム実行中 

BPRG命令－BEND命令
間のニモニックで記述し
たブロックプログラム命
令を実行 

 
■ 各特定プログラム領域に対する命令の組み合わせ可否 

各特定プログラム領域内での命令の使用には、以下のような制限があります。  
 サブルーチ

ン領域内 
IL-ILC 
領域内 

ステップラ
ダー領域内

FOR-NEXT 
領域内 

JMP0-JME0 
領域内 

ブロック 
プログラム
領域内 

サブルーチン領域 × × × × × × 
IL-ILC ○ × × ○ ○ × 

ステップラダー領域 × ○ × × ○ × 
FOR-NEXTループ ○ ○ × ○ ○ × 

JMP0-JME0 ○ ○ × × × × 
ブロックプログラム
領域 

○ ○ ○ × ○ × 

 
注：・×は使用不可、○は使用可を表します。 
・プログラム領域を示す命令は、タスクを越えて使用できません。詳しくは、4－2項「タ
スクの使い方」の「4－2－2 タスクによる命令の使用制限」を参照してください。 
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■ サブルーチン領域について 

サブルーチン領域は、各プログラム内の END直前に（複数のサブルーチンがある場
合はまとめて）、サブルーチン以外のプログラムの後に配置してください。（したが
って、サブルーチン領域は、ステップラダー領域、ブロックプログラム領域、
FOR-NEXT領域、JMP0-JME0領域、ブロックプログラム領域のいずれの領域にも配
置できません。） 
もし、サブルーチン領域（SBN～RET）以後に、サブルーチン以外のプログラムを配
置した場合、その通常プログラムは実行されず、無効となります。 

 プログラム 

 

サブルーチン 

プログラム 

 

サブルーチン 
 

 
■ サブルーチン領域内で使用できない命令 

サブルーチン定義領域内で使用を禁止する命令は、以下のとおりです。  
機能別分類 ニモニック 命令語 

工程歩進制御 STEP ステップラダー領域定義 
 SNXT ステップラダー歩進  
注：ブロックプログラム領域について 
サブルーチン領域内に、ブロックプログラム領域を構成することは可能です。しかし、その
サブルーチンコール時に、ブロックプログラムがWAIT状態となってリターンした場合、
ブロックプログラムの状態を保持しているため、次回のサブルーチンコール時には、WAIT
状態から実行を再開します。 
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■ ステップラダープログラム領域で使用できない命令 

ステップラダープログラム領域内で使用できない命令は、以下のとおりです。  
機能別分類 ニモニック 命令語 

FOR／NEXT／BREAK 繰り返し開始／繰り返し終了／ループブレーク
END エンド 
IL／ILC インターロック／インターロッククリア 
JMP／JME ジャンプ／ジャンプエンド 
CJPL／CJPN 条件ジャンプ／条件否定ジャンプ 

シーケンス制御 

JMP0／JME0 複数ジャンプ／複数ジャンプエンド 
サブルーチン SBN／RET／GSBN／GRET サブルーチンエントリ／サブルーチンリターン
ブロックプログ
ラム 

IF（IF NOT）／ELSE／IEND 条件分岐ブロック、条件分岐ブロック（否定）
／条件分岐偽ブロック／条件分岐ブロックエン
ド 

 BPRG／BEND ブロックプログラム／ブロックプログラムエン
ド 

 EXIT、EXIT NOT 条件付きエンド、条件付きエンド（否定） 
 LOOP／LEND（LEND NOT） 繰り返しブロック／繰り返しブロックエンド、

繰り返しブロックエンド（否定） 
 WAIT（WAIT NOT） １スキャン条件待ち、１スキャン条件待ち(否

定） 
 TIMW タイマ待ち 
 TMHW 高速タイマ待ち 
 CNTW カウンタ待ち 
 BPRS／BPPS ブロックプログラム再起動／ブロックプログラ

ム一時停止  
注：・インターロック領域(IL～ILC)間でステップラダープログラムを使用することは可能です。

インターロック時、ステップラダー領域内はすべてリセット実行されます。 
・ 複数ジャンプ(JMP0)～複数ジャンプエンド(JME0)間でステップラダープログラム領域
を使用することは可能です。 
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■ ブロックプログラム領域内で使用できない命令 

ブロックプログラム領域で使用できない命令は、以下のとおりです。  
機能別分類 ニモニック 命令語 

シーケンス制御 FOR／NEXT／BREAK 繰り返し開始／繰り返し終了／ループブレーク 
 IL／ILC インターロック／インターロッククリア 
 JMP0／JME0 複数ジャンプ／複数ジャンプエンド 
 END エンド 
シーケンス入力 UP パワーフロー．立上り微分 
 DOWN パワーフロー．立下り微分 
シーケンス出力 DIFU 立上り微分 
 DIFD 立下り微分 
 KEEP キープ 
 OUT 出力 
 OUT NOT 否定出力 
タイマ／カウンタ TIM 100msタイマ 
 TIMH 10msタイマ 
 TMHH 1msタイマ 
 TIMU ＊1 0.1msタイマ  
 TMUH ＊1 0.01msタイマ 
 TTIM 積算タイマ 
 TIML 長時間タイマ 
 MTIM マルチ出力タイマ 
 CNT カウンタ 
 CNTR 可逆カウンタ 
サブルーチン SBN／RET サブルーチンエントリ／サブルーチンリターン 
データシフト SFT シフトレジスタ 
工程歩進制御 STEP／SNXT ステップラダー領域定義／ステップラダー歩進 
データ制御 PID PID演算 
ブロックプログラム BPRG ブロックプログラム 
故障診断 FPD 故障点検出  
注：・ステップラダープログラム領域内でブロックプログラムを使用することは可能です。 
・インターロック領域(IL～ILC間)にブロックプログラム領域を使用することは可能です。
ただし、インターロック時にはブロックプログラム領域は動作しません。 

・複数ジャンプ(JMP0)～複数ジャンプエンド(JME0)間でブロックプログラム領域を使用す
ることは可能です。 

・ジャンプ命令(JMP)／条件付きジャンプ命令(CJP)を、ブロックプログラム領域内で使用
することは可能です。ただし、ブロックプログラム領域内において、ジャンプ命令(JMP)
～ジャンプエンド(JME)／条件付きジャンプ命令(CJP/CJPN)～ジャンプエンド(JME)が
対になっていないときは、誤動作するため、使用できません。 

＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
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 2－3 作成したプログラムのチェックに
ついて 

 
CS/CJシリーズでは、作成したプログラムを次の４段階で、チェックすることが可能
です。 
・プロコンの入力操作時 
・周辺ツール（CX-Programmer）によるプログラムチェック 
・命令実行時のチェック 
・運転を停止するエラー（プログラムエラー）のチェック 
 

2－3－1 周辺ツールの入力操作時等のチェック 
● CX-Programmerの場合 

CX-Programmerでは、以下のときに CX-Programmerシステムが自動的にプログラ
ムチェックを行います。  
プログラムチェックのタイミング チェック内容 

ラダープログラム入力時 命令入力、オペランド入力、回路パターン 
ファイルロード時 全命令の全オペランドで確認、回路パターンで確認 
ダウンロード時 CS/CJシリーズのサポート機種、全命令の全オペランド 
オンラインエディット時 容量オーバーなど 

 

チェック結果は、アウトプットウィンドウのテキストタブに表示されます。また、ラ
ダービュー上では、エラーが含まれる回路については、その左母線が赤で表示されま
す。 
 

● プロコンの場合 
プロコンでは、以下の点で、入力操作時に、エラーが表示されます。  
プロコンのエラー表示 原因 

カキコミフカ CPUユニットのディップスイッチの SW1が ON（書込み不可）になっ
ている 

IO No.エラー 許容されない I/Oデータが入力された 
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2－3－2 CX-Programmerによるプログラムチェック 
CX-Programmerでは、ユーザがプログラムに対するチェックを実行することができ
ます。そのとき、プログラムチェックのレベルを A、B、C（重要な項目が A、B、C
の順に軽微）、およびカスタマイズレベルの 4つのレベルで設定することができます。 
CX-Programmerでは、命令の間接指定オペランドの範囲エラーはチェックされませ
ん。命令のオペランドのデータが不正の場合は、次項に示す命令実行時のチェックで、
ERフラグが ONとなります。詳細は、コマンドリファレンスマニュアルを参照して
ください。 
CX-Programmerのチェック内容の詳細は、「CX-Programmer オペレーションマニ
ュアル」を参照してください。 
 

2－3－3 命令実行時のチェック 
命令に対しては、周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）での入力操作時、および
周辺ツール（CX-Programmer）での「プログラムチェック」時に、オペランドや命令
配置のチェックを行っていますが、これは最終的なチェックではありません。 
したがって、命令実行時にも下記のチェックを行っています。 
 
命令実行時に発生するエラーには、次の 4つがあります。  
命令実行時に発生する
エラー種類 

発生時に ONとなるフラグ 発生時の運転停止／継続 

1．命令処理エラー エラーフラグ 
注：発生時に運転停止を指定した
場合は、命令処理エラーフラ
グ（A29508）が ON 

PLCシステム設定「命令エラー発生時実行
を停止する」のチェックにより、停止／継
続を指定します。（デフォルト：運転継続）
停止に指定している場合のみ、プログラム
エラーとなり、運転が停止します。 

2．不当領域アクセスエ
ラー 

アクセスエラーフラグ 
注：発生時に運転停止を指定した
場合は、不当領域アクセスエ
ラーフラグ（A29510）が ON

PLCシステム設定「命令エラー発生時実行
を停止する」のチェックにより、停止／継
続を指定します。（デフォルト：運転継続）
停止に指定している場合のみ、プログラム
エラーとなり、運転が停止します。 

3．不当命令エラー 不当命令フラグ（A29514） 運転停止（プログラムエラー） 
4．UM（ユーザメモリ）
オーバーエラー 

UMオーバーフラグ
（A29515） 

運転停止（プログラムエラー） 

 
1．命令処理エラー（エラーフラグ ONエラー） 

・命令を実行しようとしたとき、与えられたデータの値が不正、タスクを越えて命令
を実行しようとしたなどの要因により、命令動作を中断した場合を指します。命令
処理の先頭で必要なデータをチェックし、その結果、命令の実行は行わず、エラー
フラグ（P_ER）だけを ONとします。このとき、Nフラグ（P_N）、＝フラグ（P_EQ）
の動作は命令によって異なります。 
命令（入力系命令を除く）が正常終了すると、エラーフラグ（P_ER）は OFFとな
ります。 
エラーフラグ（P_ER）の成立条件は、各命令によって異なります。コマンドリファ
レンスマニュアルの各命令の説明の項を参照してください。 

 
・PLCシステム設定で、命令エラー発生時動作設定を、停止に設定していると、命令
処理エラー発生（エラーフラグ ON）時、運転を停止し（運転停止異常）、同時に
「命令処理エラーフラグ」（A29508）が 1（ON）となります。 
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2．不当領域アクセスエラー（P_AERフラグ ONエラー） 

・命令のオペランドを指定されたアドレスにアクセスしたとき、次のいずれかのよう
に、不当なエリアをアクセスした場合を指します。 
1. パラメータエリアに対して読込または書込を行った 

 

2. システム予約エリアに対して読込または書込を行った 
 

3. メモリが実装されていないエリアに対して書込を行った（注） 
 

4. 「EMファイルメモリ化」指定をした EMエリアに対して書込を行った 
 

5. 読み出し専用エリアに対して、書込を行った 
 

6. DM/EM間接指定（BCDモード）で、内容が、BCD値でない（例：＊D00001
の内容が＃A000のとき） 

 
・不当領域アクセスエラーが発生した場合、命令処理としては、継続され、エラーフ
ラグ（ERフラグ）は ONとなりません。「アクセスエラーフラグ」（P_AER）が
ONとなります。  

注：・EMカレントバンク指定で、32767を超えたアドレスを指定したとき（例：E32768） 
・ EM間接指定（BINモード）で、最終バンク（例：C）指定時で、内容が 8000～FFFFHex
のとき（例：@EC_00001の内容が＃8000） 

・ EM間接指定（BINモード）で、カレントバンク（例：C）指定時で、内容が 8000～FFFFHex
のとき（例：@EC_00001の内容が＃8000） 

・ インデックスレジスタ（IR）間接指定で、接点の I/Oメモリ実行アドレスを格納した IR
を CHとして使った。または、CHの I/Oメモリ実行アドレスを格納した IRを接点とし
て使った。 

 
・PLCシステム設定にて、命令エラー発生時動作設定を、停止に設定していると、不
当領域アクセスエラー（P_AERフラグ ONエラー）発生時、運転を停止（運転停止
異常）、同時に「不当領域アクセスエラーフラグ」（A29510）が 1（ON）となり
ます。 

 
参 考 

 

「アクセスエラーフラグ」（P_AERフラグ）は、タスク実行後、クリアされません。

命令エラー発生時動作設定を継続に設定している場合、END命令直前で本フラグをモ

ニタすることにより、そのタスクのプログラム内で、不当領域アクセスエラーが発生

したか否かを確認することができます。（CX-Programmerまたはプロコンで、P_AER

フラグをモニタした場合、ユーザプログラム全体を実行した後の最後の P_AERフラ

グの状態をモニタすることができます。） 
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3．その他のエラー 
● 不当命令エラー 
システムで定義した以外の命令データを実行しようとした場合を指します。 
周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）でプログラムを作成している限り、通常こ
のエラーは発生しません。 
万一発生した場合、「プログラムエラー」となり、運転を停止（運転時停止異常）、
同時に「不当命令フラグ」（A29514）が 1（ON）となります。 
 

● UM（ユーザメモリ）オーバーエラー 
プログラム格納領域として定義されたユーザメモリ（UM）内の最終アドレスを、オー
バーした位置に格納されている命令データを、実行しようとした場合を指します。 
周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）でプログラムを作成している限り、通常こ
のエラーは発生しません。 
万一発生した場合、「プログラムエラー」となり、運転を停止し（運転時停止異常）、
同時に「UMオーバーフラグ」（A29515）が 1（ON）となります。 
 

2－3－4 運転を停止するエラー（プログラムエラー）のチェック 
下記のエラーが発生すると、運転を停止するエラー（「プログラムエラー」）として、
CPUユニットは運転を停止します。 
プログラムエラーにより実行停止した場合、その停止位置のタスク No.が、A294CH
に格納され、同時にそのプログラムアドレスが A298／299CHに格納されます。この
情報をもとに、その位置の命令で発生したプログラムエラーの原因を調べることがで
きます。  
アドレス 説明 格納データ 

A294CH プログラムエラーにより実行停止した場
合、停止位置のタスク種類およびタスク
No.が格納されます。 
注：実行可能状態（起動中）のサイクル
実行タスクが１つも存在しない場
合、FFFFHexが格納されます。 

サイクル実行タスク：0000～
001FHex（サイクル実行タスク No.0
～31） 
割込タスク：8000～80FFHex 
（割込タスク No.0～255） 

A298／299CH プログラムエラーにより実行停止した場
合、その停止位置の命令のプログラムア
ドレスを、BINで格納します。 
注 1： END命令なしエラー（A29511が

ON）の場合、本来 END命令が存
在するはずのプログラムアドレス
が格納されます。 

注 2： タスク実行時のエラー（A29512が
ON）の場合、A298/299CHには、
FFFFFFFFHexが格納されます。

A298CH：下位プログラムアドレス
A299CH：上位プログラムアドレス
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参 考 

 

CS/CJシリーズでは、エラーフラグ（P_ER）またはアクセスエラーフラグ（P_AER）

が ONのときに、それを「プログラムエラー」として扱い、CPUユニットの運転を停

止することが可能です。PLCシステム設定で指定します。 
 

プログラムエラーの種類 内容 関連フラグ 

END命令なし プログラム内に END命令が存在しない ENDなしフラグ
（A29511）が ON 

タスク実行時のエラー そのサイクル内で、実行可能状態のタスクが
１つも存在しない。 
タスクに割り当てられたプログラムが１つ
も存在しない。 
割込タスクの実行条件が成立したにもかか
わらず、対応する No.の割込タスクが存在し
ない。 

タスクエラーフラグ
（A29512）が ON 

命令処理エラー（ERフラ
グ ONエラー） 
かつ PLCシステム設定
で、命令エラー発生時動
作設定が 1：停止 

命令を実行しようとしたとき、オペランド内
の与えられたデータの値が不正であった。 

エラーフラグが ONし、
かつ PLCシステム設定
で、命令エラー発生時動
作設定が 1：停止のと
き、命令処理エラーフラ
グ（A29508）が ON 

不当領域アクセスエラー
（AERフラグ ONエラ
ー）かつ PLCシステム設
定で、命令エラー発生時
動作設定が 1：停止 

パラメータエリアに対して、読み込みまたは
書込みを行った。 
システム予約エリアに対して、読み込みまた
は書込みを行った。 
メモリが実装されていないエリアに対して、
読み込みまたは書込みを行った。 
EMファイルメモリ化指定したEMエリアに
対して、読み込みまたは書込みを行った。 
読み出し専用エリアに対して、書込みを行っ
た。 
DM／EM間接指定（BCDモード）で、内容
が BCD値でない。 

アクセスエラーフラグ
が ONし、かつ PLCシ
ステム設定で、命令エラ
ー発生時動作設定が
1：停止のとき、不当領
域アクセスエラーフラ
グ（A29510）が ON 

間接 DM／EM BCD 
エラーかつPLCシステム
設定で、命令エラー発生
時動作設定が 1：停止 

DM／EM間接指定（BCDモード）で、内容
が BCD値でない。 

アクセスエラーフラグ
が ONし、かつ PLCシ
ステム設定で、命令エラ
ー発生時動作設定が
1：停止のとき、DM／
EM 間接 BCDエラー
フラグ（A29509）が ON

微分アドレスがエリアオ
ーバー 

オンラインエディットで、微分命令の挿入／
削除を繰り返し続けた場合（131072回以上） 

微分オーバーフラグ
（A29513）が ON 

UM（ユーザメモリ）オー
バーエラー 

プログラム格納領域として定義されたユー
ザメモリ（UM）内の最終アドレスをオーバ
ーした位置の命令を実行しようとした。 

UMオーバーフラグ
（A29515）が ON 

不当命令エラー 実行できない命令を実行しようとした。 不当命令フラグ
（A29514）が ON 
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 3－1 命令一覧 
 

CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

LD － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

@LD － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

%LD － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
!LD － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

!@LD － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

ロード 

!%LD － 

論理スタートを示します。接点の
ON/OFF内容を取り込みます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

LD NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

@LD NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

%LD NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
!LD NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

!@LD NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

ロード・ノット 

!%LD NOT － 

論理スタートを示します。接点の
ON/OFF内容を反転して取り込み
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

AND － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

@AND － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

%AND － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
!AND － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

!@AND － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

アンド 

!%AND － 

接点の ON/OFF内容と、前の入力
条件との論理積をとります。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

AND NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

@AND 
NOT 

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

%AND 
NOT 

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

!AND NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

!@AND 
NOT 

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

アンド・ノット 

!%AND 
NOT 

－ 

接点の ON/OFF内容を反転して、
前の入力条件との論理積をとりま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

OR － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

@OR － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

%OR － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

!OR － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

!@OR － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

オア 

!%OR － 

接点の ON/OFF内容と、前の入力
条件との論理和をとります。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

OR NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

@OR NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

%OR NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

!OR NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

!@OR NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

オア・ノット 

!%OR NOT － 

接点の ON/OFF内容を反転して、
前の入力条件との論理和をとりま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
アンド・ロード AND LD － 回路ブロック間の論理積をとりま

す。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オア・ロード OR LD － 回路ブロック間の論理和をとりま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノット NOT 520 入力条件を反転します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
P.F.立上り微分 UP 521 入力信号の立ち上がり（OFF→ON）

時、1 サイクル ONし、次段に接続
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

P.F.立下り微分 DOWN 522 入力信号の立ち下がり（ON→OFF）
時に、1サイクル ONし、次段以降
に接続します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LD型・ビットテ
スト 

LD TST 350 指定ビットが 1のとき、次段に LD
接続します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LD型・ビットテ
スト否定 

LD TSTN 351 指定ビットが 0のとき、次段に LD
接続します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

AND型・ビット
テスト 

AND TST 350 指定ビットが 1のとき、次段に
AND接続します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

AND型・ビット
テスト否定 

AND TSTN 351 指定ビットが 0のとき、次段に
AND接続します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

OR型・ビットテ
スト 

OR TST 350 指定ビットが 1のとき、次段に OR
接続します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シーケンス
入力命令 

OR型・ビットテ
スト否定 

OR TSTN 351 指定ビットが 0のとき、次段に OR
接続します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

OUT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○出力 
!OUT － 

論理演算処理結果をリレー出力し
ます｡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

OUT NOT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○否定出力 
!OUT NOT － 

論理演算処理結果を反転してリレ
ー出力します｡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

一時記憶リレー TR － TR（テンポラリーリレー）は、ニ
モニックプログラムにおいて、回路
途中の ON/OFF状態を一時記憶す
るときに使用します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

KEEP ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○キープ 
!KEEP 

011 ラッチリレー（自己保持）の動作を
します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

DIFU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○立上り微分 
!DIFU 

013 入力信号の立ち上がり（OFF→ON）
時に、指定した接点を 1サイクル
ONします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

DIFD ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○立下り微分 
!DIFD 

014 入力信号の立ち下がり（ON→OFF）
時に、指定した接点を 1サイクル
ONします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

SET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

@SET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

%SET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

!SET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

!@SET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

セット 

!%SET － 

入力条件が ONのとき、指定した接
点を ONにセットします。以降、入
力条件の ON/OFFにかかわらず、
指定接点は ONのままです。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
RSET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

@RSET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

%RSET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

!RSET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

!@RSET － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

リセット 

!%RSET － 

入力条件が ONのとき、指定した接
点を OFFにリセットします。以降、
入力条件の ON/OFFにかかわら
ず、指定接点は OFFのままです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
SETA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○多ビットセット 
@SETA 

530 連続している指定ビット数分のビ
ットを ONします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

RSTA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○多ビットリセット 
@RSTA 

531 連続している指定ビット数分のビ
ットを OFFします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SETB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

@SETB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
!SETB ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

1ビットセット 

!@SETB 

532 入力条件が ONのとき、指定した
CHの指定した接点をONにセット
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

RSTB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

@RSTB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

!RSTB ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

1ビットリセット 

!@RSTB 

533 入力条件が ONのとき、指定した
CHの指定した接点を OFFし、リ
セットします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
OUTB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

@OUTB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

シーケンス
出力命令 

1ビットアウト 

!OUTB 

534 論理演算処理結果（入力条件）を、
指定した CHの指定したビットに
出力します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

エンド END 001 １つのプログラムの終了を示しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無機能 NOP 000 何の機能ももたない命令です。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
インターロック IL 002 入力条件が OFFならば、IL命令か

ら ILC命令までの出力をインター
ロックします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

インターロックク
リア 

ILC 003 インターロックの範囲の終了を示
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マルチインターロ
ック（微分フラグ
保持型） 

MILH 517 入力条件が OFFならば、MILH命
令からMILC命令までの出力をイ
ンターロックします。 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

マルチインターロ
ック（微分フラグ
非保持型） 

MILR 518 入力条件が OFFならば、MILR命
令からMILC命令までの出力をイ
ンターロックします。 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

マルチインターロ
ッククリア 

MILC 519 同一インターロック番号のMILH
またはMILR命令による、マルチ
インターロックの範囲の終了を示
します。 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

ジャンプ JMP 004 入力条件が OFFのとき、JME命令
まで直接ジャンプします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジャンプエンド JME 005 JMPまたはCJP命令によるジャン
プの終了位置を示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条件ジャンプ CJP 510 入力条件が ONのとき、JME命令
まで直接ジャンプします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シーケンス
制御命令 

条件否定ジャンプ CJPN 511 ジャンプ条件が OFFのとき、JME 
命令まで直接ジャンプします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

複数ジャンプ JMP0 515 JMP0命令の入力条件が OFFのと
き、JMP0の次命令から JME0命
令までを NOP処理します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

複数ジャンプエン
ド 

JME0 516 JMP0命令によるジャンプの終了
位置を示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

繰り返し開始 FOR 512 FOR～NEXT間のプログラムを無
条件に指定回数繰り返し実行後、
NEXT命令以降の命令を実行しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

繰り返し終了 NEXT 513 FOR-NEXTループの終了を示しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シーケンス
制御命令 

ループブレーク BREAK 514 FOR～NEXTループを中断し、
NEXT命令までをNOP処理しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

TIM － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○100msタイマ 
TIMX 550 

減算式 ONデｨレー0.1秒単位のタ
イマの動作をします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

TIMH 015 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○10msタイマ（高
速タイマ） TIMHX 551 

減算式 ONデｨレー10ms（0.01秒）
単位のタイマの動作をします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

TMHH 540 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1msタイマ（超高
速タイマ） TMHHX 552 

減算式高速 ONディレー1ms単位
のタイマの動作を示します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

TIMU 541 ○ ○ CJ1-H-
Rのみ

× × × × ×0.1msタイマ 

TIMUX 556 

減算式ONディレー0.1ms単位のタ
イマの動作を示します。 

○ ○ CJ1-H-
Rのみ

× × × × ×

TMUH 544 ○ ○ CJ1-H-
Rのみ

× × × × ×0.01msタイマ 

TMUHX 557 

減算式 ONディレー0.01ms単位の
タイマの動作を示します。 

○ ○ CJ1-H-
Rのみ

× × × × ×

TTIM 087 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○積算タイマ 
TTIMX 555 

積算式 ONディレー0.1秒単位のタ
イマの動作をします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

TIML 542 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○長時間タイマ 
TIMLX 553 

減算式ONデｨレー100msタイマで
す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

MTIM 543 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○マルチ出力タイマ 
MTIMX 554 

8点の任意のタイムアップフラグ値
が得られる、積算式 ONディレー
0.1秒単位のタイマです 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

CNT － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○カウンタ 
CNTX 546 

減算カウンタの動作をします。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

CNTR 012 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可逆カウンタ 
CNTRX 548 

加減算カウンタの動作をします。加
算カウント入力の立上りで加算、減
算カウント入力の立上りで減算を
行います。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

CNR/ 
@CNR 

545 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○タイマ／カウンタ
リセット 

CNRX/ 
@CNRX 

547 

指定範囲のタイマ／カウンタのア
ップフラグをリセットします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

タイマ／カ
ウンタ命令 

タイマリセット TRSET/ 
@TRSET 

549 指定タイマをリセットします。 ○ ○ × × × × × ×

シンボル比較 = , <> , < , 
<= , > , >= 

300
～

328 

CHデータまたは定数を比較し、比
較結果が真のとき、次段以降に接続
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LD, AND, 
OR+=DT 

341 ○ ○ Ver
2.0 
以降

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

LD, AND, 
OR+<>DT 

342 ○ ○ Ver
2.0 
以降

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

LD, AND, 
OR+<DT 

343 ○ ○ Ver
2.0 
以降

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

LD, AND, 
OR+<=DT 

344 ○ ○ Ver
2.0 
以降

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

LD, AND, 
OR+>DT 

345 ○ ○ Ver
2.0 
以降

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

データ比較
命令 

時刻比較 

LD, AND, 
OR+>=DT 

346 

2つの時刻データ（BCDデータ）
を比較し、比較結果が真のとき、次
段以降に接続します。 

○ ○ Ver
2.0 
以降

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

CMP ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○符号なし比較 
!CMP 

020 CH データまたは定数を、符号なし
BIN16ビット（16進 4桁）で比較
し、比較結果をコンディションフラ
グに反映します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

符号なし倍長比較 CMPL 060 2CH分のCHデータまたは定数を、
符号なしBIN32ビット（16進 8桁）
で比較し、比較結果をコンディショ
ンフラグに反映します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CPS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○符号付 BIN比較 
!CPS 

114 CHデータまたは定数を、符号付
BIN16ビット（最上位ビットを符
号ビットとする 16進 4桁）で比較
をし、比較結果をコンディションフ
ラグに反映します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

符号付 BIN倍長
比較 

CPSL 115 2CH分のCHデータまたは定数を、
符号付倍長 BIN32ビット（最上位
ビットを符号ビットとする 16進 8
桁）で比較をし、比較結果をコンデ
ィションフラグに反映します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MCMP ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○多チャネル比較 
@MCMP 

019 16CH分のデータどうしをCH単位
で比較し、指定された CHの該当ビ
ットに一致かどうかの比較結果を
出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

TCMP ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○テーブル一致 
@TCMP 

085 比較データ 1CHを比較テーブル
16CH分のデータと各々一致して
いるかを比較し、出力 CHの該当ビ
ットに 1を出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCMP ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○符号なしテーブル
間比較 @BCMP 

068 比較データの内容が、16組の比較
データの上下限範囲内にあるかど
うかを判別し、範囲内のとき、出力
CHの該当ビットに 1を出力しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

拡張テーブル間比
較 

BCMP2 502 比較データの内容が最大 256個の
比較データの上下限範囲内にある
かどうかを判別し、範囲内のとき、
D～D+最大 15CHの該当ビットに
1を出力します。 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

領域比較 ZCP 088 指定した1つのCHデータまたは定
数が、指定した上限値と下限値の間
にあるかどうかを符号なし BIN16
ビット（16進 4桁）で比較し、比
較結果をコンディションフラグに
反映します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

倍長領域比較 ZCPL 116 指定した1つの倍長CHデータまた
は定数が、指定した上限値と下限値
の間にあるかどうかを、符号なし
BIN32ビット（16進 8桁）で比較
し、比較結果をコンディションフラ
グに反映します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

符号付領域比較 ZCPS 117 指定した 1つの CH データまたは
定数が、指定した上限値と下限値の
間にあるかどうかを符号付 BIN16 
ビット（16 進 4 桁）で比較し、比
較結果をコンディションフラグに
反映します。 

Ver.
1.3
以降

○ × × × × × ×

データ比較
命令 

符号付倍長領域比
較 

ZCPSL 118 指定した 1 つの倍長 CH データま
たは定数が、指定した上限値と下限
値の間にあるかどうかを、符号付
BIN32 ビット（16 進 8 桁）で比
較し、比較結果をコンディションフ
ラグに反映します。 

Ver.
1.3
以降

○ × × × × × ×

MOV ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
@MOV ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

!MOV ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

転送 

!@MOV 

021 CHデータまたは定数を、指定 CH
へ転送します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
倍長転送 MOVL/ 

@MOVL 
498 2CH分のCHデータまたは定数を、

転送先 CHへ 32ビット単位で出力
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ転送
命令 

否定転送 MVN/ 
@MVN 

022 CHデータまたは定数のビット反転
データを、指定された CHへ転送し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

否定倍長転送 MVNL/ 
＠MVNL 

499 2CH分の CHデータまたは定数の
ビット反転データを、指定された
CHへ 32ビット単位で出力します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ビット転送 MOVB/ 
＠MOVB 

082 指定ビットを転送します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ディジット転送 MOVD/ 
＠MOVD 

083 桁（4ビット）単位で転送します。
複数桁の転送 
も可能です。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

多ビット転送 XFRB/ 
＠XFRB 

062 指定 CHの指定された複数ビット
を、転送します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロック転送 XFER/ 
＠XFER 

070 連続する複数の CHデータを一括
して転送します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロック設定 BSET/ 
＠BSET 

071 連続する複数の CHすべてに同じ
データを設定します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ交換 XCHG/ 
＠XCHG 

073 CH間でデータ交換します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ倍長交換 XCGL/ 
＠XCGL 

562 2CHのCHデータどうしを 32ビッ
ト単位で交換します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ分配 DIST/ 
＠DIST 

080 転送データを転送先を基準として
オフセットしたチャネルへ転送し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ抽出 COLL/ 
＠COLL 

081 転送元を基準としてオフセットし
たチャネルの内容を指定チャネル
へ転送します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

インデックスレジ
スタ設定 

MOVR/ 
＠MOVR 

560 指定した CH番号、接点番号の I/O
メモリ実効アドレスを指定したイ
ンデックスレジスタに設定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ転送
命令 

インデックスレジ
スタ設定 

MOVRW/ 
＠MOVRW 

561 指定したタイマ／カウンタの現在
値の I/Oメモリ実効アドレスを指定
したインデックスレジスタに設定
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シフトレジスタ SFT 010 シフトレジスタの動作をします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
左右シフトレジス
タ 

SFTR/ 
@SFTR 

084 シフト方向が切り替え可能なシフ
トレジスタの動作をします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非同期シフトレジ
スタ 

ASFT/ 
@ASFT 

017 指定 CH範囲のチャネルデータの
うち、16進＃0000以外のチャネル
データを前詰め、または後詰めし、
16進＃0000のチャネルデータとの
位置を入れ替えます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ワードシフト WSFT/ 
@WSFT 

016 CHデータ単位でのシフト動作を示
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1ビット左シフト ASL/ 
@ASL 

025 CHデータを左に 1ビットシフトし
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1ビット倍長左シ
フト 

ASLL/ 
@ASLL 

570 2CH分のデータを左に 1ビットシ
フトします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1ビット右シフト ASR/ 
@ASR 

026 CHデータを右に 1ビットシフトし
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1ビット倍長右シ
フト 

ASRL/ 
@ASRL 

571 2CH分のデータを右に 1ビットシ
フトします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CY付 1ビット左
回転 

ROL/ 
@ROL 

027 16ビットのチャネルデータをキャ
リー（CY）フラグを含めて 1ビッ
ト左回転します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CY付 1ビット倍
長左回転 

ROLL/ 
@ROLL 

572 32ビットのチャネルデータをキャ
リー（CY）フラグを含めて 1ビッ
ト左回転します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CYなし 1ビット
左回転 

RLNC/ 
@RLNC 

574 16ビットのチャネルデータを、キ
ャリー（CY）フラグを含めず 1ビ
ット左回転します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CYなし 1ビット
倍長左回転 

RLNL/ 
@RLNL 

576 32ビットのチャネルデータを、キ
ャリー（CY）フラグを含めず 1ビ
ット左回転します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CY付 1ビット右
回転 

ROR/ 
@ROR 

028 16ビットのチャネルデータをキャ
リー（CY）フラグを含めて 1ビッ
ト右回転します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データシフ
ト命令 

CY付 1ビット倍
長右回転 

RORL/ 
@RORL 

573 32ビットのチャネルデータをキャ
リー（CY）フラグを含めて 1ビッ
ト右回転します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

CYなし 1ビット
右回転 

RRNC/ 
@RRNC 

575 16ビットのチャネルデータを、キ
ャリー（CY）フラグを含めず 1ビ
ット右回転します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CYなし 1ビット
倍長右回転 

RRNL/ 
@RRNL 

577 32ビットのチャネルデータを、キ
ャリー（CY）フラグを含めず 1ビ
ット右回転します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1桁左シフト SLD/ 
@SLD 

074 連続したチャネルのデータ内容を 1
桁（4ビット）単位で左シフトしま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1桁右シフト SRD/ 
@SRD 

075 連続したチャネルのデータ内容を 1
桁（4ビット）単位で右シフトしま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Nビットデータ左
シフト 

NSFL/ 
@NSFL 

578 指定ビット数分のビットデータを
左に 1ビットシフトします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Nビットデータ右
シフト 

NSFR/ 
@NSFR 

579 指定ビット数分のビットデータを
右に 1ビットシフトします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Nビット左シフト NASL/ 
@NASL 

580 16ビットのチャネルデータを指定
ビット数分左シフトします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Nビット倍長左シ
フト 

NSLL/ 
@NSLL 

582 32ビットのチャネルデータを指定
ビット数分左シフトします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Nビット右シフト NASR/ 
@NASR 

581 16ビットのチャネルデータを指定
ビット数分右シフトします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データシフ
ト命令 

Nビット倍長右シ
フト 

NSRL/ 
@NSRL 

583 32ビットのチャネルデータを指定
ビット数分右シフトします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BINインクリメ
ント 

＋＋/ 
@＋＋ 

590 16進 4桁の 1CHデータに 1を加算
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BIN倍長インク
リメント 

＋＋L/ 
@＋＋L 

591 16進 8桁の 2CHデータに 1を加算
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BINデクリメン
ト 

－－/ 
@－－ 

592 16進 4桁の 1CHデータから 1を減
算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BIN倍長デクリ
メント 

－－L/ 
@－－L 

593 16進 8桁の 2CHデータから 1を減
算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCDインクリメ
ント 

＋＋B/ 
@＋＋B 

594 BCD4桁の 1CHデータに、1を加
算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCD倍長インク
リメント 

＋＋BL/ 
@＋＋BL 

595 BCD8桁の 2CHデータに、1を加
算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCDデクリメン
ト 

－－B/ 
@－－B 

596 BCD4桁の 1CHデータから、1を
減算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

インクリメ
ント／デク
リメント命
令 

BCD倍長デクリ
メント 

－－BL/ 
@－－BL 

597 BCD8桁の 2CHデータから、1を
減算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付・CYなし
BIN加算 

＋/ 
@＋ 

400 チャネルデータや定数を符号付き
16進 4桁で加算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付・CYなし
BIN倍長加算 

＋L/ 
@＋L 

401 2CHデータや定数を符号付き 16進
8桁で加算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号・CY付 BIN
加算 

＋C/ 
@＋C 

402 データや定数をキャリー（CY）フ
ラグを含めて符号付き 16進 4桁で
加算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号・CY付 BIN
倍長加算 

＋CL/ 
@＋CL 

403 2CH分のデータや定数をキャリー
（CY）フラグを含めて符号付き 16
進 8桁で加算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CYなし BCD加
算 

＋B/ 
@＋B 

404 チャネルデータや定数を BCD4桁
で加算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CYなし BCD倍
長加算 

＋BL/ 
@＋BL 

405 2CH分のチャネルデータや定数を
BCD8桁で加算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CY付 BCD加算 ＋BC/ 
@＋BC 

406 チャネルデータや定数を、キャリー
（CY）フラグを含めて符号付き
BCD4桁で加算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CY付 BCD倍長
加算 

＋BCL/ 
@＋BCL 

407 2CH分のチャネルデータや定数を
キャリー（CY）フラグを含めて
BCD8桁で加算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付・CYなし
BIN減算 

－/ 
@－ 

410 チャネルデータや定数を符号付き
16進 4桁で減算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付・CYなし
BIN倍長減算 

－L/ 
@－L 

411 2CH分のチャネルデータや定数を
符号付き 16進 8桁で減算します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号・CY付 BIN
減算 

－C/ 
@－C 

412 チャネルデータや定数をキャリー
（CY）フラグ含めて符号付き 16進
4桁で減算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

四則演算命
令 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

符号・CY付 BIN
倍長減算 

－CL/ 
@CL 

413 2CH分のチャネルデータや定数を
キャリー（CY）フラグ含めて符号
付き 16進 8桁で減算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

CYなし BCD減
算 

－B/ 
@－B 

414 チャネルデータや定数を BCD4桁
で減算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CYなし BCD倍
長減算 

－BL/ 
@－BL 

415 2CH分のチャネルデータや定数を
BCD8桁で減算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CY付 BCD減算 －BC/ 
@－BC 

416 チャネルデータや定数をキャリー
（CY）フラグ含めて BCD4桁で減
算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CY付 BCD倍長
減算 

－BCL/ 
@－BCL 

417 2CH分のチャネルデータや定数を
キャリー（CY）フラグ含めて BCD8
桁で減算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付 BIN乗算 ＊/ 
@＊ 

420 チャネルデータや定数を符号付 16
進 4桁で乗算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付 BIN倍長
乗算 

＊L/ 
@＊L 

421 2CH分のチャネルデータや定数を
符号付き 16進 8桁で乗算します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号なし BIN乗
算 

＊U/ 
@＊U 

422 チャネルデータや定数を符号なし
16進 4桁で乗算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号なし BIN倍
長乗算 

＊UL/ 
@＊UL 

423 2CH分のチャネルデータや定数を
符号なし 16進 8桁で乗算します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCD乗算 ＊B/ 
@＊B 

424 チャネルデータや定数を、BCD4桁
で乗算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCD倍長乗算 ＊BL/ 
@＊BL 

425 2CH分のチャネルデータや定数
を、BCD8桁で乗算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付 BIN除算 ／ 
@／ 

430 チャネルデータや定数を符号付き
16進 4桁で除算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付 BIN倍長
除算 

／L  
@／L 

431 2CH分のチャネルデータや定数を
符号付き 16進 8桁で除算します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号なし BIN除
算 

／U  
@／U 

432 チャネルデータや定数を符号なし
16進 4桁で除算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号なし BIN倍
長除算 

／UL  
@／UL 

433 2CH分のチャネルデータや定数を
符号なし 16進 8桁で除算します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCD除算 ／B  
@／B 

434 チャネルデータや定数を BCD4桁
で除算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

四則演算命
令 
 

BCD倍長除算 ／BL  
@／BL 

435 2CH分のチャネルデータや定数を
BCD8桁で除算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCD→BIN変換 BIN/ 
@BIN 

023 BCDデータをBINデータに変換し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCD→BIN倍長
変換 

BINL/ 
@BINL 

058 倍長BCDデータをBINデータに変
換します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BIN→BCD変換 BCD/ 
@BCD 

024 BIN データを BCDデータに変換
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BIN→BCD倍長
変換 

BCDL/ 
@BCDL 

059 倍長BINデータをBCDデータに変
換します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2の補数変換 NEG/ 
@NEG 

160 BIN16ビットデータの 2の補数を
とります。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2の補数倍長変換 NEGL/ 
@NEGL 

161 BIN32ビットデータの 2の補数を
とります。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号拡張 SIGN/ 
@SIGN 

600 指定 CHのデータを、1CHの符号
付き BINデータとして、2CHに符
号拡張します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4→16/8→256デ
コーダ 

MLPX/ 
@MLPX 

076 指定 CHの指定桁または指定バイ
トを読みとり（4→16デコードまた
は 8→256デコードして）、指定 CH
の該当ビットに 1を、他のビットに
0を出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16→4/256→8エ
ンコーダ 

DMPX/ 
@DMPX 

077 指定 CHの 16ビットまたは 256ビ
ット中の ONしている最上位ビッ
トまたは最下位ビットを読みとり
（16→4エンコードまたは 256→8
エンコードして）、指定 CHの指定
桁または指定バイトに出力します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ変換
命令 

ASCIIコード変換 ASC/ 
@ASC 

086 16ビットデータの指定桁を ASCII
コードに変換します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ASCII→HEX変
換 

HEX/ 
@HEX 

162 CHデータの指定桁の内容を 8ビッ
トの ASCIIデータとして扱い、指
定 CHの指定桁に対応するキャラ
クタとして出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ビット列→ビット
行変換 

LINE/ 
@LINE 

063 指定された 16CH分のデータの内、
指定ビットのデータのみを別の指
定 CHの該当ビットにセットしま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

データ変換
命令 

ビット行→ビット
列変換 

COLM/ 
@COLM 

064 指定 CHの各ビットデータを別の
指定CHから16CHの指定したビッ
トに、セットします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付 BCD→
BIN変換 

BINS/ 
@BINS 

470 符号付BCDデータを符号付BINデ
ータに変換します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付 BCD→
BIN倍長変換 

BISL/ 
@BISL 

472 符号付倍長 BCDデータを符号付倍
長 BINデータに変換します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付 BIN→
BCD変換 

BCDS/ 
@BCDS 

471 符号付き BINデータを符号付き
BCDデータに変換します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

符号付 BIN→
BCD倍長変換 

BDSL/ 
@BDSL 

473 符号付き倍長 BINデータを符号付
き倍長 BCDデータに変換します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グレイコード変換 GRY 474 指定CH内のグレイ2進コードデー
タを、指定した分解能にしたがい、
BINデータ、BCDデータ、または
角度（°）データのいずれかに変換
します。 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

グレイコード→
BIN変換 

GRAY_BIN
/ 
@GRAY_BI
N 

478 指定したグレイコード（1W）を BIN
コード（1W）に変換して出力しま
す。 

○ ○ × × × × × ×

グレイコード→
BIN倍長変換 

GRAY_BIN
L/ 
@GRAY_BI
NL 

479 指定したグレイコード（2W）を BIN
コード（2W）に変換して出力しま
す。 

○ ○ × × × × × ×

BIN→グレイコー
ド変換 

BIN_GRAY
/ 
@BIN_GRA
Y 

480 指定した BINコード（1W）をグレ
イコード（1W）に変換して出力し
ます。 

○ ○ × × × × × ×

BIN→グレイコー
ド倍長変換 

BIN_GRAY
L/ 
@BIN_GRA
YL 

481 指定した BINコード（2W）をグレ
イコード（2W）に変換して出力し
ます。 

○ ○ × × × × × ×

数値 4桁→ASCII
データ変換 

STR4 601 数値データ（16進 4桁）を ASCII
データ（4文字）に変換します。 

○ ○ Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

数値 8桁→ASCII
データ変換 

STR8 602 数値データ（16進 8桁）を ASCII
データ（8文字）に変換します。 

○ ○ Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

数値 16桁→
ASCIIデータ変換 

STR16 603 数値データ（16進 16桁）を ASCII
データ（16文字）に変換します。

○ ○ Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

ASCIIデータ変換
→数値 4桁 

NUM4 604 ASCIIデータ（4文字）を数値デー
タ（16進 4桁）に変換します。 

○ ○ Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

ASCIIデータ変換
→数値 8桁 

NUM8 605 ASCIIデータ（8文字）を、数値デ
ータ（16進 8桁）に変換します。

○ ○ Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

 

ASCIIデータ変換
→数値 16桁 

NUM16 606 ASCIIデータ（16文字）を、数値
データ（16進 16桁）に変換します。

○ ○ Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

ワード論理積 ANDW/ 
@ANDW 

034 CHデータ単位での CHデータと
CHデータ、定数の論理積をとりま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ワード倍長論理積 ANDL/ 
@ANDL 

610 2CH分のCHデータとCHデータ、
定数の論理積をとります。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ワード論理和 ORW/ 
@ORW 

035 CHデータ単位での CHデータと
CHデータ、定数の論理和をとりま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ワード倍長論理和 ORWL/ 
@ORWL 

611 2CH分のCHデータとCHデータ、
定数の論理和をとります。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

論理演算命
令 

ワード排他的論理
和 

XORW/ 
@XORW 

036 CHデータ単位での CHデータと
CHデータ、定数の排他的論理和を
とります。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ワード倍長排他的
論理和 

XORL/ 
@XORL 

612 2CHの CHデータを CHデータ、
定数の排他的論理和をとります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ワード排他的論理
和否定 

XNRW/ 
@XNRW 

037 CHデータ単位での CHデータと
CHデータ、定数の排他的論理和否
定をとります。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 
 
 
 

ワード倍長排他的
論理和否定 

XNRL/ 
@XNRL 

613 2CH分のCHデータとCHデータ、
定数の排他的論理和をとります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

ビット反転 COM/ 
@COM 

029 CHデータをビット反転します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○論理演算命
令 

ビット倍長反転 COML/ 
@COML 

614 2CH分の CHデータの各ビットを
反転出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BIN平方根演算 ROTB/ 
@ROTB 

620 指定した BINデータ（32ビット）
を平方根演算し、結果の整数部を出
力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BCD平方根演算 ROOT/ 
@ROOT 

072 指定したデータを BCDの倍長デー
タとして、平方根演算し、結果の整
数部を BCDデータとして出力しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

数値変換 APR/ 
@APR 

069 SIN、COS、折線近似計算をします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点除算
（BCD） 

FDIV/ 
@FDIV 

079 仮数 7桁と指数 1桁の 2CH（BCD8
桁）の浮動小数点除算をします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特殊演算命
令 

ビットカウンタ BCNT/ 
@BCNT 

067 CHデータ内の“1”のビットの総
数をカウントします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点→16
ビット BIN変換 

FIX/ 
@FIX 

450 指定した浮動小数点 32ビットデー
タを、符号付き BIN16ビットデー
タに変換して、結果を指定チャネル
へ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点→32
ビット BIN変換 

FIXL/ 
@FIXL 

451 指定した浮動小数点 32ビットデー
タを、符号付き BIN32ビットデー
タに変換して、結果を指定チャネル
へ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16ビット BIN→
浮動小数点変換 

FLT/ 
@FLT 

452 指定した符号付き BIN16ビットデ
ータを、浮動小数点 32ビットデー
タに変換して、結果を指定チャネル
へ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32ビット BIN→
浮動小数点変換 

FLTL/ 
@FLTL 

453 指定した符号付き BIN32ビットデ
ータを、浮動小数点 32ビットデー
タに変換して、結果を指定チャネル
へ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点加算 ＋F/ 
@＋F 

454 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）の加算を行い、結果を指定チ
ャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点減算 －F/ 
@－F 

455 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）の減算を行い、結果を指定チ
ャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点乗算 ＊F/ 
@＊F 

456 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）の乗算を行い、結果を指定チ
ャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点除算 ／F  
@／F 

457 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）の除算を行い、結果を指定チ
ャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

角度→ラジアン変
換 

RAD/ 
@RAD 

458 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）を度（°）単位からラジアン
（rad）単位に変換して、結果を指
定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ラジアン→角度変
換 

DEG/ 
@DEG 

459 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）をラジアン（rad）単位から
度（°）単位変換して、結果を指定
チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SIN演算 SIN/ 
@SIN 

460 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）で表わされる角度（ラジアン
単位）の SIN（正弦）値を演算して、
結果を指定チャネルへ出力します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮動小数点
変換・演算
命令 

COS演算 COS/ 
@COS 

461 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）で表わされる角度（ラジアン
単位）の COS（余弦）値を演算し
て、結果を指定チャネルへ出力しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 
 
 

TAN演算 TAN/ 
@TAN 

462 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）で表わされる角度（ラジアン
単位）の TAN（正接）値を演算し
て、結果を指定チャネルへ出力しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

高速 SIN演算 SINQ/ 
@SINQ 

475 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）で表わされる角度（ラジアン
単位）の SIN（正弦）値を演算して、
結果を高速で指定チャネルへ出力
します。 

○ ○ CJ1-H-
Rのみ 

× × × × ×

高速 COS演算 COSQ/ 
@COSQ 

476 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）で表わされる角度（ラジアン
単位）の COS（余弦）値を演算し
て、結果を高速で指定チャネルへ出
力します。 

○ ○ CJ1-H-
Rのみ 

× × × × ×

高速 TAN演算 TANQ/ 
@TANQ 

477 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）で表わされる角度（ラジアン
単位）の TAN（正接）値を演算し
て、結果を高速で指定チャネルへ出
力します。 

○ ○ CJ1-H-
Rのみ 

× × × × ×

SIN-1演算 ASIN/ 
@ASIN 

463 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）で表わされる SIN（正弦）値
から角度（ラジアン単位）を演算し
て、結果を指定チャネルへ出力しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

COS-1演算 ACOS/ 
@ACOS 

464 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）で表わされる COS（余弦）
値から角度（ラジアン単位）を演算
して、結果を指定チャネルへ出力し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

TAN-1演算 ATAN/ 
@ATAN 

465 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）で表わされる TAN（正接）
値から角度（ラジアン単位）を演算
して、結果を指定チャネルへ出力し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平方根演算 SQRT/ 
@SQRT 

466 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）の平方根（√）を演算して、
結果を指定チャネルへ出力します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指数演算 EXP/ 
@EXP 

467 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）の指数（eを底としたときの
指数）を演算して、結果を指定チャ
ネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対数演算 LOG/ 
@LOG 

468 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）の自然対数（eを底としたと
きの対数）を演算して、結果を指定
チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

べき乗演算 PWR/ 
@PWR 

840 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）のべき乗演算を行い、結果を
指定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LD, AND, 
OR+=F 

329 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

LD, AND, 
OR+<>F 

330 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

LD, AND, 
OR+<F 

331 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

LD, AND, 
OR+<=F 

332 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

LD, AND, 
OR+>F 

333 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

単精度浮動小数点
データ比較 

LD, AND, 
OR+>=F 

334 

指定された単精度浮動小数点デー
タ（32ビット）または定数を比較
し、比較結果が真のとき、次段以降
に接続します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

浮動小数点＜単＞
→文字列変換 

FSTR/ 
@FSTR 

448 指定した単精度浮動小数点データ
（32ビット）を、小数点形式また
は指数形式で表わし、それを文字列
データ（ASCIIコード）に変換しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

文字列→浮動小数
点＜単＞変換 

FVAL/ 
@FVAL 

449 指定した小数点形式または指数形
式で表わされた文字列（ASCIIコー
ド）を、単精度浮動小数点データ（32
ビット）に変換し、指定されたチャ
ネルに結果を出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

浮動小数点
変換・演算
命令 

浮動小数点転送 
＜単＞ 

MOVF/ 
@MOVF 

469 指定した浮動小数点データ（32ビ
ット）を、指定チャネルへ転送しま
す。 

○ ○ CJ1-H-
Rのみ 

× × × × ×
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

倍精度浮動
小数点変
換・演算命
令 

浮動小数点→16
ビット BIN変換
＜倍＞ 

FIXD/ 
@FIXD 

841 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）を、符号付き BIN16
ビットデータに変換して、結果を指
定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

浮動小数点→32
ビット BIN変換
＜倍＞ 

FIXLD/ 
@FIXLD 

842 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）を、符号付き BIN32
ビットデータに変換して、結果を指
定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

16ビット BIN→
浮動小数点変換 
＜倍＞ 

DBL/ 
@DBL 

843 指定した符号付き BIN16ビットデ
ータを、倍精度浮動小数点データ
（64ビット）に変換して、結果を
指定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

32ビット BIN→
浮動小数点変換 
＜倍＞ 

DBLL/ 
@DBLL 

844 指定した符号付き BIN32ビットデ
ータを、倍精度浮動小数点データ
（64ビット）に変換して、結果を
指定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 

浮動小数点加算 
＜倍＞ 

＋D/ 
@＋D 

845 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）の加算を行い、結果
を指定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

浮動小数点減算 
＜倍＞ 

－D/ 
@－D 

846 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）の減算を行い、結果
を指定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

浮動小数点乗算 
＜倍＞ 

＊D/ 
@＊D 

847 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）の乗算を行い、結果
を指定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

浮動小数点除算 
＜倍＞ 

／D 
@／D 

848 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）の除算を行い、結果
を指定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 

角度→ラジアン変
換＜倍＞ 

RADD/ 
@RADD 

849 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）を度（°）単位から
ラジアン（rad）単位に変換して、
結果を指定チャネルへ出力します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

ラジアン→角度変
換＜倍＞ 

DEGD/ 
@DEGD 

850 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）をラジアン（rad）単
位から度（°）単位変換して、結果
を指定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

SIN演算＜倍＞ SIND/ 
@SIND 

851 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）で表わされる角度（ラ
ジアン単位）の SIN（正弦）値を演
算して、結果を指定チャネルへ出力
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

COS演算＜倍＞ COSD/ 
@COSD 

852 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）で表わされる角度（ラ
ジアン単位）の COS（余弦）値を
演算して、結果を指定チャネルへ出
力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 

TAN演算＜倍＞ TAND/ 
@TAND 

853 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）で表わされる角度（ラ
ジアン単位）の TAN（正接）値を
演算して、結果を指定チャネルへ出
力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 SIN-1演算＜倍＞ ASIND/ 
@ASIND 

854 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）で表わされる SIN（正
弦）値から角度（ラジアン単位）を
演算して、結果を指定チャネルへ出
力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 COS-1演算＜倍＞ ACOSD/ 
@ACOSD 

855 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）で表わされる COS（余
弦）値から角度（ラジアン単位）を
演算して、結果を指定チャネルへ出
力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 TAN-1演算＜倍＞ ATAND/ 
@ATAND 

856 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）で表わされる TAN（正
接）値から角度（ラジアン単位）を
演算して、結果を指定チャネルへ出
力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 平方根演算＜倍＞ SQRTD/ 
@SQRTD 

857 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）の平方根（√）を演
算して、結果を指定チャネルへ出力
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
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命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

倍精度浮動
小数点変
換・演算命
令 

指数演算＜倍＞ EXPD/ 
@EXPD 

858 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）の指数（eを底とした
ときの指数）を演算して、結果を指
定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 対数演算＜倍＞ LOGD/ 
@LOGD 

859 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）の自然対数（eを底と
したときの指数）を演算して、結果
を指定チャネルへ出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 べき乗演算＜倍＞ PWRD/ 
@PWRD 

860 指定した倍精度浮動小数点データ
（64ビット）のべき乗演算を行い、
結果を指定チャネルへ出力します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 LD, AND, 
OR+=D 

335 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 LD, AND, 
OR+<>D 

336 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 LD, AND, 
OR+<D 

337 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 LD, AND, 
OR+<=D 

338 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 LD, AND, 
OR+>D 

339 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 

倍精度浮動小数点
データ比較 

LD, AND, 
OR+>=D 

340 

指定された倍精度浮動小数点デー
タ（64ビット）を比較し、比較結
果が真のとき、次段以降に接続しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

スタック領域設定 SSET/ 
@SSET 

630 指定CHから指定CH数のスタック
領域を設定し、同時にデータ格納領
域を 0クリアします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スタックデータ格
納 

PUSH/ 
@PUSH 

632 指定したスタック領域にデータを
格納します。同時にスタックポイン
タの内容を+1します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後入れ先出し LIFO/ 
@LIFO 

634 指定したスタック領域のスタック
ポインタのデータを－1し、そのア
ドレスから（最後に格納した）デー
タを読み出します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

先入れ先出し FIFO/ 
@FIFO 

633 指定したスタック領域から最初に
格納したデータを読み出します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スタックデータ数
出力 

SNUM/ 
@SNUM 

638 指定したスタック領域内のスタッ
クデータ数（CH数）をカウントし
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

スタックデータ参
照 

SREAD/ 
@SREAD 

639 指定したスタック領域から、指定し
たデータ（現在スタックポインタが
ある位置から指定個数前にさかの
ぼったデータ）を読み出します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

テーブルデ
ータ処理命
令 

スタックデータ更
新 

SWRIT/ 
@SWRIT 

640 指定したスタック領域で、指定した
データ（現在スタックポインタがあ
る位置から指定個数前にさかのぼ
ったデータ）の位置に別のデータを
上書きします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 スタックデータ挿
入 

SINS/ 
@SINS 

641 指定したスタック領域で、指定した
データ位置（現在スタックポインタ
がある位置から指定個数前にさか
のぼった位置）に別のデータを挿入
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 スタックデータ削
除 

SDEL/ 
@SDEL 

642 指定したスタック領域で、指定した
データ位置（現在スタックポインタ
がある位置から指定個数前にさか
のぼった位置）のデータを削除しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 テーブル領域宣言 DIM/ 
@DIM 

631 テーブル領域を登録します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 レコード位置設定 SETR/ 
@SETR 

635 指定レコードの位置（レコード先頭
の I/Oメモリ実効アドレス）を指定
インデックスレジスタに格納しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 レコード位置読出 GETR/ 
@GETR 

636 指定インデックスレジスタの値
（I/Oメモリ実効アドレス）が含ま
れるレコードのレコード番号を出
力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

テーブルデ
ータ処理命
令 

データ検索 SRCH/ 
@SRCH 

181 指定テーブル内のデータを検索し、
一致するデータが存在した場合、デ
ータが存在する CH（複数ある場合
には下位 CH）の I/Oメモリ実効ア
ドレスをインデックスレジスタ
IR00に出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 バイトスワップ SWAP/ 
@SWAP 

637 指定テーブルデータの指定 CH数
の上位バイトと下位バイトを入れ
替えます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 最大値検索 MAX/ 
@MAX 

182 指定テーブル内の最大値を検索し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 最小値検索 MIN/ 
@MIN 

183 指定テーブル内の最小値を検索し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 倍長データ最大値
検索 

MAXL/ 
@MAXL 

174 指定したデータ数分を 2CHデータ
のテーブルデータとみなし、その中
から最大値を検索し出力します。

○ ○ × × × × × ×

 単精度浮動小数点
データ最大値検索 

MAXF/ 
@MAXF 

176 指定したデータ数分を 2CHデータ
の単精度浮動小数点データとみな
し、その中から最大値を検索し出力
します。 

○ ○ × × × × × ×

 倍精度浮動小数点
データ最大値検索 

MAXD/ 
@MAXD 

178 指定したデータ数分を 2CHデータ
の倍精度浮動小数点データとみな
し、その中から最大値を検索し出力
します。 

○ ○ × × × × × ×

 倍長データ最小値
検索 

MINL/ 
@MINL 

175 指定したデータ数分を 2CHデータ
のテーブルデータとみなし、その中
から最小値を検索し出力します。

○ ○ × × × × × ×

 単精度浮動小数点
データ最小値検索 

MINF/ 
@MINF 

177 指定したデータ数分を 2CHデータ
の単精度浮動小数点データとみな
し、その中から最小値を検索し出力
します。 

○ ○ × × × × × ×

 倍精度浮動小数点
データ最小値検索 

MIND/ 
@MIND 

179 指定したデータ数分を 2CHデータ
の倍精度浮動小数点データとみな
し、その中から最小値を検索し出力
します。 

○ ○ × × × × × ×

 サム値算出 SUM/ 
@SUM 

184 指定テーブル内のサム値を計算し、
2CHで出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 FCS値算出 FCS/ 
@FCS 

180 指定テーブル内の FCS値を計算
し、ASCIIコードデータに変換して
出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

RSRCH < ,  
@RSRCH < 

360 ○ ○ × × × × × ×

RSRCH <= ,  
@RSRCH <= 

361 ○ ○ × × × × × ×

RSRCH = ,  
@RSRCH = 

362 ○ ○ × × × × × ×

RSRCH >= ,  
@RSRCH >= 

363 ○ ○ × × × × × ×

トラッキン
グ命令 
 

符号なし 1Wレコ
ード検索 

RSRCH > ,  
@RSRCH > 

364 

指定したテーブル内の複数レコー
ドの中から、レコード内の指定位置
のデータ（1W）を検索し、一致す
るレコードが存在する場合は、レコ
ード番号、レコードデータを出力し
ます。 

○ ○ × × × × × ×

RSRCH2 < ,  
@RSRCH2 < 

370 ○ ○ × × × × × ×

RSRCH2 <= ,  
@RSRCH2 <= 

371 ○ ○ × × × × × ×

RSRCH2 = ,  
@RSRCH2 = 

372 ○ ○ × × × × × ×

RSRCH2 >= ,  
@RSRCH2 >= 

373 ○ ○ × × × × × ×

 符号なし 2Wレコ
ード検索 

RSRCH2 > ,  
@RSRCH2 > 

374 

指定したテーブル内の複数レコー
ドの中から、レコード内の指定位置
のデータ（2W）を検索し、一致す
るレコードが存在する場合は、レコ
ード番号、レコードデータを出力し
ます。 

○ ○ × × × × × ×

RSRCH4 < ,  
@RSRCH4 < 

380 ○ ○ × × × × × ×

RSRCH4 <= ,  
@RSRCH4 <= 

381 ○ ○ × × × × × ×

RSRCH4 = ,  
@RSRCH4 = 

382 ○ ○ × × × × × ×

RSRCH4 >= ,  
@RSRCH4 >= 

383 ○ ○ × × × × × ×

 符号なし 4Wレコ
ード検索 

RSRCH4 > ,  
@RSRCH4 > 

384 

指定したテーブル内の複数レコー
ドの中から、レコード内の指定位置
のデータ（4W）を検索し、一致す
るレコードが存在する場合は、レコ
ード番号、レコードデータを出力し
ます。 

○ ○ × × × × × ×
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FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

トラッキン
グ命令 
 

符号なし 1Wレコ
ードソート 

RSORT/ 
@RSORT 

203 指定したテーブル内の複数レコー
ドを、レコード内の指定位置のデー
タ（1W）でソートします。 

○ ○ × × × × × ×

 符号なし 2Wレコ
ードソート 

RSORT2/ 
@RSORT2 

204 指定したテーブル内の複数レコー
ドを、レコード内の指定位置のデー
タ（2W）でソートします。 

○ ○ × × × × × ×

 符号なし 4Wレコ
ードソート 

RSORT4/ 
@RSORT4 

205 指定したテーブル内の複数レコー
ドを、レコード内の指定位置のデー
タ（4W）でソートします。 

○ ○ × × × × × ×

PID演算 PID 190 指定されたパラメータにしたがっ
て PID演算（目標値フィルタ型 2
自由度 PID）を行い、操作量を出力
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オートチューニン
グ付き PID演算 

PIDAT 191 指定されたパラメータにしたがっ
て PID演算を行います。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

上下限リミット制
御 

LMT/ 
@LMT 

680 入力データが上下限リミットデー
タの範囲内かどうかにより、出力デ
ータを制御します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デッドバンド制御 BAND/ 
@BAND 

681 入力データが不感帯（デッドバン
ド）の範囲内かどうかにより、出力
データを制御します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デッドゾーン制御 ZONE/ 
@ZONE 

682 指定したバイアス値を入力データ
に付加して出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時分割比例出力 TPO 685 指定チャネル内のデューティ比ま
たは操作量を入力し、指定パラメー
タにしたがって、デューティ比を時
分割比例出力に変換し、指定した接
点にパルス出力します。 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

スケーリング SCL/ 
@SCL 

194 指定した一次関数にしたがって、符
号なし BINデータを、符号なし
BCDデータにスケーリング（変換）
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スケーリング 2 SCL2/ 
@SCL2 

486 指定したオフセット付きの一次関
数にしたがって、符号付き BINデ
ータを、符号付き BCDデータにス
ケーリング（変換）します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スケーリング 3 SCL3/ 
@SCL3 

487 指定したオフセット付きの一次関
数にしたがって、符号付き BCDデ
ータを符号付き BINデータにスケ
ーリング（変換）します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ制御
命令 

データ平均化 AVG 195 CHデータの指定サイクル回数分の
平均値を BINで計算します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サブルーチンコー
ル 

SBS/ 
@SBS 

091 指定番号のサブルーチンを呼び出
しプログラムを実行します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マクロ MCRO/ 
@MCRO 

099 引数付きのサブルーチンコールで
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サブルーチンエン
トリ 

SBN 092 指定番号のサブルーチンの先頭を
示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サブルーチ
ン命令 

サブルーチンリタ
ーン 

RET 093 サブルーチンの終了を示します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グローバルサブル
ーチンコール 

GSBS/ 
@GSBS 

750 指定番号のグローバルサブルーチ
ンを呼び出し、プログラムを実行し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

グローバルサブル
ーチンエントリ 

GSBN 751 指定番号のグローバルサブルーチ
ンの先頭を示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 

グローバルサブル
ーチンリターン 

GRET 752 グローバルサブルーチンの終了を
示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

割込マスクセット MSKS/ 
@MSKS 

690 割込要因の制御を行います。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

割込マスクリード MSKR/ 
@MSKR 

692 MSKS命令によって指定された割
込制御の状態を読み出します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

割込解除 CLI/ 
@CLI 

691 I/O割込入力の記憶の解除／保持指
定、または定時割込の初回割込開始
時間指定を行います。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

割込タスク実行禁
止 

DI/ 
@DI 

693 すべての割込タスク（電断割込タス
クを除く）の実行を一時的に禁止し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

割込制御命
令 

割込タスク実行禁
止解除 

EI 694 すべての割込タスク（電断割込タス
クを除く）の実行禁止を解除しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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FUN 
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機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

動作モードコント
ロール 

INI/ 
@INI 

880 比較テーブルとの開始／停止、高速
カウンタ現在値変更、割込入力（カ
ウンタモード）の現在値変更、パル
ス出力現在値変更（0で原点確定）、
パルス出力停止のいずれかを行い
ます。 

× Ver
2.0
以降

× × ○ × × ×

パルス現在値読出 PRV/ 
@PRV 

881 高速カウンタ現在値、パルス出力現
在値、割込入力（カウンタモード）
の現在値を読み出します。 

× Ver
2.0
以降

× × ○ × × ×

パルス周波数変換 PRV2 883 高速カウンタに入力されているパ
ルス周波数を読み出して回転速度
（回転数）に変換、またはカウンタ
現在値を積算回転数に変換し、結果
を 16進数 8桁で出力します。 

× Ver
2.0
以降

× × Ver 
2.0 
以降 

× × ×

比較テーブル登録 CTBL/ 
@CTBL 

882 高速カウンタ現在値に対して、目標
値一致比較または帯域比較を行い
ます。 

× Ver
2.0
以降

× × ○ × × ×

周波数設定 SPED/ 
@SPED 

885 周波数を指定し、加減速なしパルス
出力を行います。 

× Ver
2.0
以降

× × ○ × × ×

パルス量セット PULS/ 
@PULS 

886 パルス出力量の設定を行います。 × Ver
2.0
以降

× × ○ × × ×

位置決め PLS2/ 
@PLS2 

887 パルス周波数と加減速比率を指定
して、加減速ありパルス出力（加速
比率≠減速比率）を行います。 

× Ver
2.0
以降

× × ○ × × ×

周波数加減速コン
トロール 

ACC/ 
@ACC 

888 パルス周波数と加減速比率を指定
して、加減速ありパルス出力（加速
比率＝減速比率）を行います。 

× Ver
2.0
以降

× × ○ × × ×

原点サーチ ORG/ 
@ORG 

889 原点サーチまたは原点復帰を実行
します。 

× Ver
2.0
以降

× × ○ × × ×

PWM出力 PWM/ 
@PWM 

891 デューティ比可変のパルスを出力
します。 

× Ver
2.0
以降

× × ○ × × ×

高速カウン
タ/パルス
出力命令 

割込定寸送り IFEED 
@IFEED 

892 加速後の等速の速度制御中に、入力
割込発生時に、指定パルス量分移動
して、減速停止します。 
割込タスクは作成不要です。 

× Ver
2.0
以降

× × × × × ×

工程歩進制
御命令 

ステップラダー領
域歩進 

SNXT 009 配置する位置により、以下の 3つの
働きとなります。 
1）ステップラダー領域への歩進 
2）次の工程番号への歩進 
3）ステップラダー領域の終了への
歩進 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ステップラダー領
域定義 

STEP 008 配置する位置および工程番号指定
の有無により、以下の 2つの働きと
なります。 
1）指定した工程の開始 
2）ステップラダー領域全体の終了
ステップラダー領域は、STEP
命令（工程番号を指定）～STEP
命令（工程番号なし）までの領
域です。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

I/Oユニッ
ト用命令 

I/Oリフレッシュ IORF/ 
@IORF 

097 指定したリフレッシュ下位 CH番
号から指定したリフレッシュ上位
CH番号までの I/Oチャネルデータ
を、リフレッシュします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 高機能 I/Oユニッ
ト都度リフレッシ
ュ 

FIORF/ 
@FIORF 

225 指定した高機能 I/Oユニットとの
I/Oリフレッシュを都度実行しま
す。 

○ ○ CJ1-H-
Rのみ

× × × × ×

 CPU高機能ユニ
ット都度 I/Oリフ
レッシュ 

DLNK/ 
@DLNK 

226 指定した CPU高機能ユニットとの
I/Oリフレッシュを都度実行しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 7セグメントデコ
ーダ 

SDEC/ 
@SDEC 

078 チャネルデータの指定桁の各 4ビ
ットの内容（0～F）を 8ビットの 7
セグメントデータに変換し、指定
CH以降の上位または下位の各 8ビ
ットに出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

I/Oユニッ
ト用命令 

デジタルスイッチ DSW 210 入力ユニットおよび出力ユニット
に接続した外部デジタルスイッチ
（またはサムロータリスイッチ）の
設定値を読み出し、指定 CH以降
に、8桁または 4桁の数値（BCD
データ）として格納します。 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

 10キー入力 TKY 211 入力ユニットに接続した外部の 10
キーパッドから、数値を順に読み出
し、指定 CH以降に最大 8桁の数値
（BCDデータ）として格納します。

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

 16キー入力 HYK 212 入力ユニットおよび出力ユニット
に接続した外部の 16キーボードか
ら、数値を順に読み出し、指定 CH
以降に最大 8桁の数値（BCDデー
タ）として 
格納します。 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

 マトリクス入力 MTR 213 入力ユニットおよび出力ユニット
に接続した外部の 8点×8列の接点
（マトリクス）から、64点を順に
読み出し、指定 CH以降に 64点
（4CH）データとして格納します。

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

 7セグメント表示 7SEG 214 4桁または 8桁の数値（BCDデー
タ）を 7セグメント表示器用データ
に変換して、指定 CH以降に出力し
ます。 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

 アナログ入力 
ダイレクト変換 

AIDC/ 
@AIDC 

216 ダイレクト変換モードのアナログ
入力ユニット形 CJ1W-AD042か
ら、指定したアナログ入力番号の入
力変換値を読み出します。 

Ver.
1.1
以降

○ × × × × × ×

 アナログ出力 
ダイレクト変換 

AODC/ 
@AODC 

217 ダイレクト変換モードのアナログ
出力ユニット形 CJ1W-DA042Vに
対して、指定したアナログ出力番号
の出力設定値を出力します。 

Ver.
1.1
以降

○ × × × × × ×

 NCユニット 
位置決め高速起動 

NCDMV 
@NCDMV 

218 位置制御ユニット（形 CJ1W-NC□
□4、形 CJ1W-NC□81）の指定し
た軸番号に対して、相対移動または
絶対移動の高速 PTP起動をしま
す。 

Ver.
1.3
以降

○ × × × × × ×

 NCユニット 
位置決め開始トリ
ガ 

NCDTR 
@NCDTR 

219 

 
位置制御ユニット（形 CJ1W-NC□
81）のメモリ運転機能において、シ
ーケンスの開始条件が本命令から
の指令待ちになっている場合に、そ
のシーケンスを開始させます。 

Ver.
1.3
以降

○ × × × × × ×

インテリジェント
I/O読出 

IORD/ 
@IORD 

222 高機能 I/Oユニット、または CPU
高機能ユニットのメモリエリアの
内容を読み出します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

インテリジェント
I/O書込 

IOWR/ 
@IOWR 

223 CPUユニットの I/Oメモリエリア
の内容を高機能 I/Oユニット、また
は CPU高機能ユニットへ出力しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シリアル通
信命令 

プロトコルマクロ PMCR/ 
@PMCR 

260 シリアルコミュニケーションボー
ド（CSシリーズのみ）またはシリ
アルコミュニケーションユニット
に登録された送受信シーケンス（プ
ロトコルデータ）を呼び出し、実行
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 CPUユニット 
シリアルコミュニ
ケーションボード 
シリアルポート出
力 

TXD/ 
@TXD 

236 指定バイト数分のデータをそのま
ま無変換で、PLCシステム設定の
無手順モード時のスタートコード
／エンドコード指定にしたがって、
CPUユニット内蔵RS-232Cポート
（無手順モード）、またはシリアル
コミュニケーションボード ユニッ
トVer.1.2以降のシリアル通信ポー
ト（無手順モード）から送信します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
(注 1)

○
(注 2)

○

             
注 1： シリアルコミュニケーションボードのシリアル通信ポートを指定した送受信は、形 CS1D-CPU□□SA ユニ

ット Ver.4.0以降で可能です。 
注 2： CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットの場合、シリアルコミュニケーションボードのシリアル通信

ポートを指定した送受信は使用できません。 
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

シリアル通
信命令 

CPUユニット 
シリアルコミュニ
ケーションボード 
シリアルポート入
力 

RXD/ 
@RXD 

235 CPUユニット内蔵RS-232Cポート
（無手順モード）、またはシリアル
コミュニケーションボード ユニッ
トVer.1.2以降のシリアル通信ポー
ト（無手順モード）から、PLCシ
ステム設定の無手順モード時のス
タートコード／エンドコード指定
にしたがって受信したデータを、指
定先頭 CH番号から、指定したバイ
ト数分出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
(注 1) 

○
(注 2)

○

 シリアルコミュニ
ケーションユニッ
ト シリアルポ－
ト出力 

TXDU/ 
@TXDU 

256 指定バイト数分のデータをそのま
ま無変換で、割付 DMエリア設定の
無手順モード時のスタートコード
／エンドコード指定にしたがって、
シリアルコミュニケーションユニ
ットユニットVer.1.2以降のシリア
ル通信ポート（無手順モード）から
送信します。 

○ ○ Ver.
3.0 
以降

Ver. 
3.0 
以降 

Ver. 
3.0 
以降 

Ver. 
4.0 
以降 

× ×

 シリアルコミュニ
ケーションユニッ
ト シリアルポ－
ト入力 

RXDU/ 
@RXDU 

255 シリアルコミュニケーションユニ
ット ユニット Ver.1.2以降のシリ
アル通信ポートから、割付 DMエリ
ア設定の無手順モード時のスター
トコード／エンドコード指定にし
たがって受信したデータを、指定先
頭 CH番号から、指定したバイト数
分出力します。 

○ ○ Ver.
3.0 
以降

Ver. 
3.0 
以降 

Ver. 
3.0 
以降 

Ver. 
4.0 
以降 

× ×

 シリアルコミュニ
ケーションユニッ
ト シリアルポー
トダイレクト送信 

DTXDU/ 
＠DTXDU 

262 シリアルコミュニケーションユニ
ット形 CJ1W-SCU22/32/42のシリ
アル通信ポート（無手順モード）か
ら、割付 DMエリア設定の無手順モ
ード時のスタートコード／エンド
コードにしたがい、指定した先頭
CH番号から指定バイト数分送信し
ます。 
本命令は、命令実行時に CPUユニ
ットからシリアルコミュニケーシ
ョンユニットへ送信データを転送
するため、高速なデータ送信が可能
となります。 

○ ○ × × × × × ×

シリアルコミュニ
ケーションユニッ
ト シリアルポー
トダイレクト受信 

DRXDU/ 
＠DRXDU 

261 シリアルコミュニケーションユニ
ット形 CJ1W-SCU22/32/42のシリ
アル通信ポート（無手順モード）か
ら、割付 DMエリア設定の無手順モ
ード時のスタートコード／エンド
コード指定にしたがい、受信したデ
ータを指定先頭 CH番号から指定
したバイト数分出力します。 
本命令は、命令実行時にシリアルコ
ミュニケーションユニットから
CPUユニットへ受信データを転送
するため、高速なデータ取込みが可
能となります。 

○ ○ × × × × × ×

シリアルポート通
信設定変更 

STUP/ 
@STUP 

237 CPUユニット、シリアルコミュニ
ケーションユニット、またはシリア
ルコミュニケーションボードのシ
リアルポート（ペリフェラルポート
を含む）の通信設定を変更します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

プロトコルマクロ
送信 2 

PMCR2/ 
@PMCR2 

264 シリアルコミュニケーションユニ
ットに登録された送受信シーケン
ス（プロトコルデータ）を呼び出し、
実行します。 

○ ○ × × × × × ×

             
注 1： シリアルコミュニケーションボードのシリアル通信ポートを指定した送受信は、形 CS1D-CPU□□SA ユニ

ット Ver.4.0以降で可能です。 
注 2： CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットの場合、シリアルコミュニケーションボードのシリアル通信

ポートを指定した送受信は使用できません。 
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

ネットワーク送信 SEND/ 
@SEND 

090 ネットワーク上のノードにデータ
を送信します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネットワーク送信
2 

SEND2/ 
@SEND2 

491 ネットワーク上のノードにデータ
を送信します。 

○ ○ × × × × × ×

ネットワーク受信 RECV/ 
@RECV 

098 ネットワーク上のノードに対して
送信を要求し、データを受信しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネットワーク受信
2 

RECV2/ 
@RECV2 

492 ネットワーク上のノードに対して
送信を要求し、データを受信しま
す。 

○ ○ × × × × × ×

コマンド送信 CMND/ 
@CMND 

490 任意の FINSコマンドを発行し、レ
スポンスを受信します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コマンド送信 2 CMND2/ 
@CMND2 

493 任意の FINSコマンドを発行し、レ
スポンスを受信します。 

○ ○ × × × × × ×

汎用Explicitメッ
セージ送信命令 

EXPLT 720 任意の ServiceCodeの Explicitメ
ッセージを、送信します。 
（DeviceNetネットワークのみ）

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

Explicit読出命令 EGATR 721 Explicitメッセージによって、情報
／ステータス読出（Get Attribute 
single、ServiceCode：0EHex）を
行います。 
（DeviceNetネットワークのみ）

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

Explicit書込命令 ESATR 722 Explicitメッセージによって、情報
書込（Set Attribute single、Service 
Code：10Hex）を行います。 
（DeviceNetネットワークのみ）

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

Explicit CPUユ
ニットデータ読出
命令 

ECHRD 723 Explicitメッセージ対応のネット
ワーク上の CPUユニットのデータ
を、自 CPUユニットへ読み出しま
す。 
（DeviceNetネットワークのみ）

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

ネットワー
ク通信用命
令 

Explicit CPUユ
ニットデータ書込
命令 

ECHWR 724 自 CPUユニットから、Explicitメ
ッセージ対応のネットワーク上の
CPUユニットへ、データを書き込
みます。.（DeviceNetネットワー
クのみ） 

○ ○ Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

Ver 
2.0 
以降 

× ×

データファイル読
出 

FREAD/ 
@FREAD 

700 ファイルメモリ内の指定データフ
ァイル（I/Oメモリファイル）の指
定データまたはデータ数を CPUユ
ニット内の指定 I/Oメモリエリアに
読み出します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データファイル書
込 

FWRIT/ 
@FWRIT 

701 指定 I/Oメモリエリアのデータを指
定データファイル（I/Oメモリファ
イル）に書込みます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファイルメ
モリ用命令 

テキストファイル
書込 

TWRIT/ 
@TWRIT 

704 I/Oメモリエリア上にある ASCII
データを、メモリカード内のテキス
トファイルとして保存します。 

○ ○ Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

表示機能用
命令 

メッセージ表示 MSG/ 
@MSG 

046 指定 CHから 16チャネル（ワード）
分のメッセージ（ASCIIコード）を
読み出し、プロコンに表示します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カレンダ加算 CADD/ 
@CADD 

730 時刻データに時間データを加算し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カレンダ減算 CSUB/ 
@CSUB 

731 時刻データから時間データを減算
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時分秒→秒変換 SEC/ 
@SEC 

065 時分秒データを秒データに変換し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

秒→時分秒変換 HMS/ 
@HMS 

066 秒データを時分秒データに変換し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時計機能用
命令 

時計補正 DATE/ 
@DATE 

735 指定した時計データにしたがって
内部時計の値を変更します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

デバッグ処
理命令 

トレースメモリサ
ンプリング 

TRSM 045 本命令実行時に、接点またはチャネ
ルデータをサンプリングし、トレー
スメモリへ格納します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運転継続故障診断 FAL/ 
@FAL 

006 ユーザ定義の運転継続異常を登録
または解除します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

運転停止故障診断 FALS 007 ユーザ定義の運転停止異常を登録
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

故障診断命
令 

故障点検出 FPD 269 指定した 1回路に対して、時間監視
診断および論理診断を行います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

セットキャリー STC/ 
@STC 

040 CYフラグを ONします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クリアキャリー CLC/ 
@CLC 

041 CYフラグを OFFします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

拡張DMバンク切
替 

EMBC/ 
@EMBC 

281 EM（拡張 DM）エリアのカレント
バンクを切り替えます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サイクルタイム監
視時間設定 

WDT/ 
@WDT 

094 本命令を実行したサイクルのみ、サ
イクルタイム監視時間を延長しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コンディションフ
ラグセーブ 

CCS/ 
@CCS 

282 コンディションフラグの状態を退
避します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

コンディションフ
ラグロード 

CCL/ 
@CCL 

283 退避したコンディションフラグの
状態を読み出します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

CV→CSアドレス
変換 

FRMCV/ 
@FRMCV 

284 CVM1/CVシリーズの I/Oメモリ実
効アドレスを CS/CJシリーズの
I/Oメモリ実効アドレスに変換しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

CS→CVアドレス
変換 

TOCV/ 
@TOCV 

285 CS/CJシリーズの I/Oメモリ実効
アドレスを CVM1/CVシリーズの
I/Oメモリ実効アドレスに変換しま
す。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

周辺サービス禁止 IOSP/ 
@IOSP 

287 並列処理モード、または周辺サービ
ス優先モードにおいて、命令実行中
の周辺サービスを禁止します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

特殊命令 

周辺サービス禁止
解除 

IORS 288 並列処理モード、または周辺サービ
ス優先モードにおいて、IOSP（周
辺サービス実行禁止）命令によって
指定されている周辺サービスの実
行禁止を解除します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

ブロックプログラ
ム 

BPRG 096 指定番号のブロックプログラム領
域の先頭を示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロックプログラ
ムエンド 

BEND 801 ブロックプログラム領域の終了を
示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロックプログラ
ム一時停止 

BPPS 811 実行中の指定ブロックプログラム
を一時停止させます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロックプログラ
ム再起動 

BPRS 812 停止中の指定したブロックプログ
ラム番号のブロックプログラムを
再起動させて実行します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条件付エンド EXIT 806 入力条件が ONのとき、EXIT命令
から BEND命令までのプログラム
を実行せず、ブロックプログラムを
終了します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロック 
プログラム
命令 

条件付エンド（否
定） 

EXIT NOT 806 指定接点が OFFのとき、EXIT命
令から BEND命令までのプログラ
ムを実行せず、ブロックプログラム
を終了します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 条件分岐ブロック IF 802 入力条件が OFFならば、次命令以
降を実行し、ONならば、ELSE命
令までの命令を無視します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 条件分岐ブロック
（否定） 

IF NOT 802 指定した接点が ONならば、次命令
以降を実行し、OFFならば、ELSE
命令までの命令を無視します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 条件分岐偽ブロッ
ク 

ELSE 803 IF条件が偽のときに実行されるブ
ロックの先頭を示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 条件分岐ブロック
エンド 

IEND 804 条件分岐ブロック領域の終了を示
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 1スキャン条件待
ち 

WAIT 805 入力条件が ONになるまでの間、
WAIT命令から BEND命令までの
プログラムを実行しません。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 1スキャン条件待
ち（否定） 

WAIT NOT 805 指定接点が OFFになるまでの間、
WAIT命令から BEND命令までの
プログラムを実行しません。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 TIMW 813 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 
タイマ待ち 

TIMWX 816 
指定したタイマがタイムアップす
るまで、次命令から BEND命令ま
でのプログラムを実行しません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 CNTW 814 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 
カウンタ待ち 

CNTWX 818 
指定したカウンタがカウントアッ
プするまで、次命令から BEND命
令までのプログラムを実行しませ
ん。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/ 
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

ブロック 
プログラム
命令 

TMHW 815 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

高速タイマ待ち 

TMHWX 817 

指定したタイマがタイムアップす
るまで、次命令から BEND命令ま
でのプログラムを実行しません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 繰り返しブロック LOOP 809 繰り返しブロック領域（LOOP～
LEND）の先頭を示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 繰り返しブロック
エンド 

LEND 810 繰り返しブロック領域（LOOP～
LEND）の終了を示します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 繰り返しブロック
エンド（否定） 

LEND 
NOT 

810 繰り返しブロック領域（LOOP～
LEND NOT）の終了を示します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・転送 MOV$/ 
@MOV$ 

664 文字列を転送します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・連結 +$/ 
@+$ 

656 文字列と文字列を連結します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・左からの
取り出し 

LEFT$/ 
@LEFT$ 

652 文字列の左（先頭）から指定文字数
分取り出します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・右からの
取り出し 

RGHT$/ 
@RGHT$ 

653 文字列の右（末尾）から指定文字数
分取り出します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・任意位置
からの取り出し 

MID$/ 
@MID$ 

654 文字列の任意位置から指定数取り
出します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・検索 FIND$/ 
@FIND$ 

660 文字列の中の指定文字列を検索し、
その位置を出力します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・長さ検出 LEN$/ 
@LEN$ 

650 文字列の長さを計算します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・置換 RPLC$/ 
@RPLC$ 

661 文字列を指定位置から指定文字で
置換します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・削除 DEL$/ 
@DEL$ 

658 文字列の中から指定文字列を削除
します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・交換 XCHG$/ 
@XCHG$ 

665 文字列と文字列を交換します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・クリア CLR$/ 
@CLR$ 

666 文字列をすべて NUL（00Hex）で
クリアします。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列・挿入 INS$/ 
@INS$ 

657 文字列の指定位置に指定文字列を
挿入します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LD, AND,  
OR+=$ 

670 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LD, AND,  
OR+<>$ 

671 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列比較 

  

LD, AND,  
OR+<$ 

672 

2つの文字列データを ASCIIコー
ドの大小で先頭文字から比較（＝、
＜＞、＜、＜=、＞、＞=のいずれか）
し、比較結果が真のとき、次段以降
に接続します。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LD, AND,  
OR+>$ 

674 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文字列処理
命令 

文字列比較 

LD, AND,  
OR+>=$ 

675 

2つの文字列データを ASCIIコー
ドの大小で先頭文字から比較（＝、
＜＞、＜、＜=、＞、＞=のいずれか）
し、比較結果が真のとき、次段以降
に接続します。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タスク実行起動 TKON/ 
@TKON 

820 タスクを実行可能状態にします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○タスク制御
命令 

タスク実行待機 TKOF/ 
@TKOF 

821 タスクを待機状態にします。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロック転送 XFERC/ 
@XFERC 

565 連続する複数の CHデータを一括
して転送します。 

○ ○ Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

× × ×

データ分配 DISTC/ 
@DISTC 

566 転送データを転送先を基準として
オフセットしたチャネルへ転送し
ます。 

○ ○ Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

× × ×

データ抽出 COLLC/ 
@COLLC 

567 転送元を基準としてオフセットし
たチャネルの内容を指定チャネル
へ転送します。 

○ ○ Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

× × ×

ビット転送 MOVBC/ 
@MOVBC 

568 指定ビットを転送します。 ○ ○ Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

× × ×

機種変換用
命令 

ビットカウンタ BCNTC/ 
@BCNTC 

621 CHデータ内の“1”のビットの総
数をカウントします。 

○ ○ Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

× × ×

ファンクシ
ョンブロッ
ク用特殊命
令 

変数種別取得 GETID/ 
@GETID 

286 指定した変数（またはアドレス）の、
FINSコマンドの変数種別（I/Oメ
モリエリア種別）コードおよび CH
番号を出力します。 

○ ○ Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

Ver 
3.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×
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CJ1M CS1D 
命令種別 命令名称 ニモニック 

FUN 
No. 

機能説明 CJ2H CJ2M
CJ1-H/
CS1-H -CPU 

1□ 
-CPU 
2□ 

-SA/S -HA/H
CJ1/
CS1

ステップ活性化命
令 

SA/ 
@SA 

784 指定のステップ・サブチャートを活
性化状態にし、アクションの実行を
開始させます。 

○ ○ Ver
4.0 
以降

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

ステップ非活性化
命令 

SE/ 
@SE 

785 指定のステップ・サブチャートを非
活性状態にし、アクションの実行を
停止させます。 

○ ○ Ver
4.0 
以降

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

ステップタイマ現
在値読出命令 

TSR/ 
@TSR 

780 Sで指定したステップのステップ
タイマ現在値を Dに格納します。

○ ○ Ver
4.0 
以降

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

ステップタイマ現
在値変更命令 

TSW/ 
@TSW 

781 Dで指定したステップのステップ
タイマ値を Sで指定した値に変更
します。 

○ ○ Ver
4.0 
以降

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

SFCタスク実行
命令 

SFCON 789 SFCタスク制御命令によって終了
あるいは一時停止されている SFC
タスクの実行を再開します。 

○ ○ Ver
4.0 
以降

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

SFCタスク終了
命令 

SFCOFF 790 SFCプログラムが実行している状
態を終了させます。このとき、出力
はすべて保持された状態で終了し
ます。終了した SFCタスクの実行
を開始するとイニシャルステップ
から処理が開始されます｡ 

○ ○ Ver
4.0 
以降

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

SFCタスク停止
命令（リセットあ
り） 

SFCPR 793 N で指定した SFC タスクを一時停

止します。 
このとき、停止した SFC タスクの出

力はすべてリセットされます。 

○ ○ Ver
4.0 
以降

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×

SFC関連
命令 

SFCタスク停止
命令（リセットな
し） 

SFCPRN 791 Nで指定した SFCタスクを一時停
止します。 
このとき、停止した SFCタスクの
出力はすべて保持されます。 

○ ○ Ver
4.0 
以降

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver 
4.0 
以降 

Ver
4.0
以降

×
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 4－1 タスクの概要 
 

4－1－1 概要 
CS/CJシリーズでは、プログラムを、機能、制御対象、工程、開発者などで分け、「タ
スク」とよぶ実行単位に分割し、ユーザプログラムを構造化することができます。こ
れにより、次のようなメリットがあります。 
 

1．複数の人間に分かれてプログラムを開発することができます。 

分割設計した個々のプログラムを１つのユーザプログラムに組み上げることが容易で
す。 
 

2．プログラムをモジュールとして標準化することができます。 

とくに、周辺ツールの下記の機能との組み合わせにより、プログラムが、特定のシス
テム（機械・装置）に依存せず、標準プログラム（モジュール）として独立性が高く
なります。その結果、他のシステムへの流用が容易となります。または、複数人で開
発したプログラムの結合が、容易となります。 
・名称によるプログラミング 
・名称のグローバル（プログラム共通）／ローカル（プログラム固有）の指定 
・「ローカル変数」のアドレスへの自動割付 
 

3．全体の応答性能が向上します。 

システムを、全体管理するプログラムと、個々の制御プログラムに分け、必要に応じ、
ある制御プログラムだけを動作させることができるため、全体の応答性能が向上しま
す。 
 

4．修正・デバッグが容易となります。 

・複数人に分かれて、タスク（プログラム）ごとの修正・デバッグすることができる
ため、デバッグ効率が向上します。 
・仕様変更などがあったときでも、変更部分のタスク（プログラム）だけ修正すれば
よいため、メンテナンスが容易になります。 
・CX-Programmerによる、名称のグローバル／ローカル指定、および「ローカル変
数」のアドレス自動割付機能により、デバッグ時に、あるアドレスがプログラム固
有か共通かを容易に識別でき、またプログラム間のアドレスの重複チェックが不要
のため、デバッグ効率が向上します。 

 
5．プログラムの段取り替えが容易となります。 

品種ごとにプログラムを変更する場合などに、プログラム上のタスク制御命令によっ
て、品種ごとに、実行するタスク（プログラム）を切り替えることができます。 
 

6．ユーザプログラムが理解しやすくなります。 

ユーザプログラムを構造的に作成することにより、従来ジャンプ命令などを使用して
プログラムをブロック化していた部分が、わかりやすくなります。 
 



4－1 タスクの概要 
4－1－2 タスクとプログラム 

4-3 

タ
ス
ク
動
作
の
詳
細 

4 

 

 

タスク B 

タスクＡ 

タスクＡ起動 

タスク B起動 

（プログラムＡ）

（プログラム B）

タスク C 

END 

END

 
 

4－1－2 タスクとプログラム 
最大 288個のプログラムを管理することができます。個々のプログラムは、実行単位
であるタスクに、1：1で割り付けます。タスクには、大きく分けて、次の２種類があ
ります。 
1．サイクル実行タスク 
2．割込タスク 

 

注 1： タスクは、最大 288個作成可能。サイクル実行タスクが 32個、割込タスクが 256個作成
可能です。各々No.をもち、サイクル実行タスクが 0～31のサイクル実行タスク No.を持
ち、割込タスクが 0～255の割込タスク No.を持ちます。 

 

注 2： 割込タスク（割込タスク No.0～255）を TKON命令で起動することによって、割込タス
クをサイクル実行タスクと同様にサイクリックに（1サイクルに 1回）実行させることが
可能です（「追加タスク」と呼びます）。その場合、サイクリックに実行できるタスク数
は、サイクル実行タスクと追加タスクの合計で、最大 288となります。 
ただし、CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 

 

注 3： CJ1G-CPU□□ CPUユニットでは、I/O割込タスク、外部割込タスクをサポートしてい
ないため、タスク合計は最大 35個（サイクル実行タスク 32個＋割込タスク 3個）とな
ります。また、作成・管理できるプログラム数も 35個となります。 

 
タスクに割り付けられる各プログラムの最終には END命令が必要です。I/Oリフレッ
シュは、サイクル内の全タスクのプログラムを実行後、実行されます。 
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4－1－3 CPUユニットの基本的な動作 
CPUユニットは、サイクル実行タスクまたは追加タスク（＊1）をその番号の若い順
に実行します。割込要因が発生すると、そのタスクの実行を中断し、割込タスクを実
行します。その後、中断したタスクの実行を再開します。  
＊1：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 

 

END

サイクル実行タスク 0 

サイクル実行タスク 1 

I/O リフレッシュ 

周辺処理 

No.の若い順 
に実行 

END割込要因発生

割込タスク 5

サイクル実行タスク n 

END

 
 

注：タスク実行の先頭で、すべてのコンディションフラグ（ERフラグ、CYフラグ、=フラグ、
AERフラグなど）とコンディション（IL中など）がクリアされます。したがって、タスク
をまたいで、コンディションフラグを読んだり、インターロック／インターロッククリア
（IL／ILC）命令、ジャンプ／ジャンプエンド（JMP／JME）命令、サブルーチンコール
／サブルーチンエントリ（SBS／SBN）命令を配置することはできません。 

 
サイクル実行タスクと同様、割込タスクをサイクリックに実行させることが可能です
（「追加タスク」と呼びます）。 
「追加タスク」は、サイクル実行タスク（サイクル実行タスク No.0～31）を実行後、
割込タスク No.（割込タスク No.0～255）の若い順に実行されます。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
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END

サイクル実行タスク 0

I/O リフレッシュ

周辺処理

サイクル実行タスク

割込タスク No.の若い
順に実行

サイクル実行タスク
No.の若い順に実行

追加タスク

追加タスク（割込タスク）No.m

サイクル実行タスク n

END

追加タスク（割込タスク）No.0

END

END
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4－1－4 タスクの種類 
タスクには、サイクル実行タスクと割込タスクの 2種類があります。また、割込タス
クには、電断割込、定時割込、I/O割込、および外部割込の 4種類があります。また、
割込タスクは、追加タスクとして使用することもできます。 
 

1．サイクル実行タスク 

1サイクルに 1回（先頭から END命令まで）、タスクの状態が実行可能状態と呼ばれ
る状態になれば、タスク No.の若い順に順次実行されます。最大 32タスク可能です（サ
イクル実行タスク No.：0～31）。CX-Programmerにてプログラムのプロパティを「運
転開始時に起動する」に設定するか、TKON命令によって起動可能です。 
追加タスクを使用すると、最大 288個のタスクを扱うことができます。 
 

2．割込タスク 

割込要因が発生すると、上記サイクル実行タスク／追加タスクが実行中であっても、
強制的に割り込んで実行されます。命令実行中、I/Oリフレッシュ、周辺サービスの
サイクル内の任意のタイミングで、条件成立時に実行されます。 
次の 4種類があります。  
注 1：CS1D CPUユニット（CPU二重化システム用）には、割込タスクを使用することができ

ません。 
注 2： CJ1M CPUユニット（内蔵入出力搭載機種）には、内蔵入力（割込入力、高速カウンタ）

による割込タスクの起動を行うことができます。 
詳細は、「CJシリーズ ユーザーズマニュアル 内蔵入出力機能編」を参照してくださ
い。 

 
1）電断割込 

CPUユニットの電源断時に、実行されます。最大 1タスク（割込タスク No.：1のみ） 
 

注：電断割込タスクの実行時間は、次の時間より短くなければなりません。もし、オーバーした
ときは、その時点で強制的に終了されます。 

 10ms－（電断検知延長時間）＊ 
＊：PLCシステム設定による 

 
2）定時割込 

CPUユニットの内部タイマにより、一定時間間隔で、実行されます。最大 2タスク（割
込タスク No.：2、3のみ） 

 

注：定時割込タスクの割込時間はMSKS（割込マスクセット）命令で設定します。割込時間の
単位は、PLCシステム設定により 10msと 1.0msを設定可能です。 
CJ1-H-R/CJ1M CPUユニットは 0.1ms単位で設定可能です。 

 
3）I/O割込 
割込入力ユニット（ただし、CPU装置上が条件、さらに CJ1-H CPUユニットに対し
てはスロット No.0～4、CJ1M CPUユニットに対してはスロット No.0～2が有効）の
接点の立ち上がり時に、実行されます。最大 32タスク（割込タスク No.：100～131） 
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4）外部割込 
高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニット（ただし、いずれも CPU装置上が条件、
さらに CJ1-H CPUユニットに対してはスロット No.0～4、CJ1M CPUユニットに対
してはスロット No.0～2が有効）、INNERボード（CSシリーズのみ）のユーザプロ
グラムによる要求があった時に、実行されます。最大 256タスク（割込タスク No.：0
～255）。外部割込タスクの No.が、電断割込、定時割込、I/O割込、と同一 No.のと
き、どちらの条件でも動作します（OR条件で動作します）。したがって、基本的に
No.が重複しないようにしてください。 

 

注 1： 1）の電断割込タスクは、要因発生（電源断）時に、他の割込タスクが実行中であっても、
優先して実行されます。 
2）～4）は、要因発生時に、他の割込タスクが実行中であった場合、その割込タスクの
実行終了を待ってから実行します。このとき、複数の割込要因が同時に発生していた場合、
割込タスク No.の若い順に実行されます。 

注 2：CJ1G- CPU□□では、I/O割込タスク、外部割込タスクを使用できません。 
 

3．追加タスク 

サイクリック実行させる割込タスクを、追加タスクと呼びます。 
割込タスクを TKON命令で起動することによって、割込タスクは追加タスクとして、
サイクル実行タスクと同様にサイクリック実行します。 
追加タスクは、1サイクルに 1回、サイクル実行タスク（サイクル実行タスク No.0～
31）の実行後、タスクの状態が実行可能であれば、割込タスク No（割込タスク No.0
～255）の若い順に実行されます。 
最大 256タスク（割込タスク No.0～255）。 
サイクル実行タスクと異なり、「運転開始時に起動する」はもちません。 
追加タスクの割込タスク No.が、電断割込、定時割込、I/O割込、と同一 No.のとき、
どちらの条件でも動作します（OR条件で動作します）。したがって、割込タスクと
して使用するタスク No.を追加タスクとして使用しないでください。  
注 1：追加タスク内に TKON命令／TKOF命令を記述し、実行することも可能です。 

ただし、このタスクが割込タスクとして動作した場合は、TKON命令／TKOF命令は実
行されません。  

注 2：追加タスクは、サイクル実行タスクと、以下の点で異なります。  
項目 追加タスク サイクル実行タスク 

プログラムのプロパティ「運
転開始時に起動する」 

なし CX-Programmerによって設
定可能 

タスクフラグ なし あり（TK00～TK31が、サ
イクル実行タスクのタスク
No.0～31に対応） 

タスク初回起動フラグ
（A20015）、タスク立上り
フラグ（A20014） 

なし あり 

IR（インデックスレジス
タ）／DR（データレジスタ）
の値 

割込タスクと同様、起動時は
不定です。 
各サイクルの値は不定です。
必ず値をセットしてから使用
してください。次のサイクル
で、前のサイクルでセットし
た値を読み出すことができま
せん。 

運転開始時は不定。次のサイ
クルでは前のサイクルでセ
ットした値を読み出すこと
が可能。 

 
注 3：CS1G/H-CPU□□(-V1)および CJ1G-CPU□□には、追加タスク機能はありません。 

CS1D CPUユニット（CPU二重化システム用）には、割込タスクを使用することはでき
ませんが、追加タスクとしての使用は可能です。 
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4－1－5 タスクの実行条件と関連設定 
ここでは、タスクの実行条件と関連設定、およびタスクの状態について説明します。 
 

■ タスクの実行条件と関連設定 
タスク種類 タスク名称 タスク No. 実行条件 関連設定 

サイクル実行タスク 0～31 実行可能状態（プログ
ラムのプロパティ「運
転開始時に起動す
る」または TKON命
令による）で、実行権
取得時、毎サイクル

なし（つねに有効） 

割込タスク 電断割込タスク 割込 1 CPUユニットの電源
断時 

・PLCシステム設定の電断割込
有効設定 

 定時割込タスク
0、1 

割込 2、3 CPUユニットの内部
タイマによる、一定時
間経過時毎 

・割込マスクセット命令（MSKS
命令）による定時割込時間の設
定（0～9999） 

・PLCシステム設定の「定時割
込時間単位設定」(10ms／
1.0ms） ＊3 

 I/O割込タスク 
00～31 

割込 100～131 CPU装置上の割込入
力ユニットの入力接
点立ち上がり時 

・割込マスクセット命令（MSKS
命令）による、指定接点の割込
マスクの解除 

 外部割込タスク
0～255 

割込 0～255 CPU装置上の高機能
I/Oユニット/CPU高
機能ユニット、
INNERボード（CS
シリーズのみ）のユー
ザプログラムによる
要求時 

なし（つねに有効） 

追加タスク 0～255 割込 0～255 実行可能状態（TKON
命令によるのみ）で、
実行権取得時、毎サイ
クル 

なし（つねに有効） 

 
＊1： 割込入力ユニットは、CPU装置上（さらに、CJ1-H CPUユニットに対してはスロット

No.0～4、CJ1M CPUユニットに対してはスロット No.0～2）に装着してください。そ
れ以外の位置に装着した場合、CPUユニットに対して I/O割込タスクの実行を要求する
ことはできません。 

＊2： 高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニットからの割込要求により外部割込タスクを実行
する場合、高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニットは、CPU装置上（さらに、CJ1-H 
CPU ユニットに対してはスロット No.0～4、CJ1M CPUユニットに対してはスロット
No.0～2）に装着してください。それ以外の位置に装着した場合、CPUユニットに対し
て外部割込タスクの実行を要求することはできません。 

＊3：CJ1-H-R/CJ1M CPUユニットのみ、0.1msの単位時間設定が可能です。 
 

お願い 

 

プロコンでメモリオールクリア操作を行う場合、タスクの新規作成時に以下の制限が

ありますのでご注意ください。 

・サイクル実行タスク ：No.0のみ新規作成可（No.1～31は新規作成不可） 

・割込タスク ：No.1、2、3、および 100～131のみ新規作成可 

（No.0、4～99、および 132～255は新規作成不可、ただし

CJ1M CPUユニット（内蔵入出力搭載機種）では No.140～

143も新規作成可） 

なお、プロコンで新規作成不可のタスクでも、いったん CX-Programmerで新規作成

した後、プロコンで「編集」することは可能です。 
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4－1－6 サイクル実行タスク／追加タスクの状態 
サイクル実行タスク／追加タスクは、次の 4つの状態を持ち、条件に応じて、この 4
つの状態を遷移します。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、追加タスク機能はありません。 
 

1．未実行状態（INI） 

1度も実行されていない状態。プログラムモードのとき、すべてのサイクル実行タス
クがこの状態です。一度他の状態に遷移したサイクル実行タスクは、プログラムモー
ドへ移行しない限り、この状態に戻すことはできません。 
 

2．実行可能状態（READY） 
1）命令実行によって起動するタスク： 
タスク起動（TKON）命令の実行により、未実行状態または待機状態から、この状態
に遷移します。 
 

2）運転開始時に起動するタスク（サイクル実行タスクのみ）： 
「プログラム」モードから「運転」または「モニタ」モードへ移行時、未実行状態（INI）
からこの状態に遷移します。 

 

注：運転開始時に目的別に起動するタスクは、サイクル実行タスクのみ可能です。追加タスクで
は、不可です。 
CX-Programmerの「プログラムのプロパティ」機能によって、サイクル実行タスク No.0
～31の内、複数のタスクに対して運転開始時に起動させることができます。 

 
3．実行状態（RUN） 

実行可能状態のサイクル実行タスクに、実行権がまわってきて、実際に実行されてい
る状態。（従来のプログラムの実行状態を指します。）実行権は、そのサイクル内で
実行可能状態となっているタスクの No.が若い順にまわります。 
 

4．待機状態（WAIT） 

タスク実行待機（TKOF）命令により、実行可能状態（RUN）からこの状態に遷移し
ます。 
 

参 考 

 

オンラインにて、CS/CJシリーズの各タスク（プログラム）の以下の意味での、「実

行中」／「停止中」の状態をモニタすることができます。 
・「実行中」（CX-Programmerでの表示）： 「実行可能状態（READY）」または「実
行状態（RUN）」を指します（そのどちらの状態かの識別はできません）。 

・「停止中」（CX-Programmerでの表示）：「未実行状態（INI）」または「待機状
態（WAIT）」を指します（そのどちらの状態かの識別はできません）。 

 注：CX-Programmer Ver.4.0以降を使用した場合 
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4－1－7 状態の遷移 

 

INI 
未実行状態 

READY 
実行可能状態

WAIT 
待機状態 

運転開始時
に起動（*1）
または 
TKON命令 

TKON命令 TKOF命令 

RUN 
実行状態 

実行権がまわ
ってきて 

実行終了 

 
 

＊1：プログラムのプロパティ「運転開始時に起動する」は、サイクル実行タスクのみ設定可能
（追加タスクは不可）。 

 

注：実行状態のタスクに、TKOF命令が実行されると（自タスクを TKOF命令で待機状態にし
た場合）、待機状態に遷移します。 

 
参 考 

 

待機状態は、ジャンプ（JMP-JME）命令と同一の働きです。待機状態のタスクの出力

状態は、保持されます。 

 タスク 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

：待機状態 ＝ 

A 
JMP

B 

JME
Ｃ 

ジャンプ 

 
 
待機状態では、命令は実行されません。そのため、命令の実行時間は計測されません。
したがって、実行しないプログラム領域をタスク分割し、適切に待機状態にすること
で、サイクルタイムを短縮することができます。 

サイクルタイム短縮
従来のプログラム

A

B

C

D

ある条件で実行

ある条件で実行

ジャンプ命令等
を使用しなけれ
ば、全命令を内
部的には実行

A

B

C

Ｄ

タスク

 
 

注： 待機状態は、プログラムの実行がスキップされるだけで、この状態に遷移することによっ
て、プログラム内に記述された出力が OFFされることはありません。 
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 4－2 タスクの使い方 
 

4－2－1 タスク起動（TKON）／待機（TKOF）命令 
サイクル実行タスク／追加タスク（＊1）をプログラム上から起動／待機にする場合、
タスク起動（TKON）／待機（TKOF）命令を使用します。  
＊1：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、追加タスク機能はありません。  

TKON

N

Ｎ：タスク No.
入力条件が ONのとき、タスクを実行可能
状態にします。
サイクル実行タスクの場合は、同時に、対
応するタスクフラグが ONとなります。

TKOF

N

Ｎ：タスク No.
入力条件が ONのとき、タスクを待機状態
にします。
サイクル実行タスクの場合は、同時に、対
応するタスクフラグが OFFとなります。

 
 
上記命令により、どのタスクが、どのサイクル実行タスク／追加タスクに対して、ど
んなときに、実行可能／待機を指示してもかまいません。 
一度、実行可能状態になったサイクル実行タスク／追加タスクは、次のサイクルでも
実行可能状態のままです。一度、待機状態になったサイクル実行タスク／追加タスク
は、次のサイクルでも待機状態のままです。 
ただし、上記命令は、サイクル実行タスク内でのみ、使用可能です。追加タスクおよ
び割込タスク内では、使用できません。  
注：各サイクルで、実行可能状態のサイクル実行タスク／追加タスクは、必ず 1つ以上必要で

す。もし、実行可能状態のサイクル実行タスク／追加タスクが 1つも存在しないと、タス
クエラーフラグ（A29512）が ONとなり、CPUユニットの運転は停止します。 

例： 
 

サイクル実行
タスク No.０ 
（運転開始時起動）

サイクル実行
タスク No.１ 

サイクル実行
タスク No.２ 

A 

TKON 1 

TKON 3 

TKON 2 
B 

C 

サイクル実行タスク No. 

サイクル実行
タスク No.３ 

TKOF ０ 
D 

 
 

 １）運転開始時、 

タスク No.０が起動（実
行可能状態に） 

 
他のタスクは未実行状
態のまま 

サイクル実行

タスクNo.０

サイクル実行

タスクNo.１

サイクル実行

タスクNo.２

サイクル実行

タスクNo.３

２）A が ON で、タス
ク No.１が起動（実行可
能状態に） 

他のタスク２、３は未
実行状態のまま 

サイクル実行

タスクNo.０

サイクル実行

タスクNo.１

サイクル実行

タスクNo.２

サイクル実行

タスクNo.３

３）D が ON で、タス
ク No.０自身が待機（待
機状態に） 

 
他のタスクはそのまま 

サイクル実行

タスクNo.０ 

（運転開始時

サイクル実行

タスクNo.１ 

サイクル実行

タスクNo.２ 

サイクル実行

タスクNo.３ 

：実行可能状態 

：待機状態／未実行状態  
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■ サイクルタイムとの関連 

一度実行可能（RUN）状態となったサイクル実行タスク／追加タスクは、次のサイク
ルでも実行可能状態となります。 

 

サイクル実行タスク

サイクル実行タスク

サイクル実行タスク運転開始時
起動 

実行可能状
態 

サイクル実行タスク 実行可能状
態 

実行可能状
態

TKON 

 

 
一度待機状態（WAIT）となったサイクル実行タスク／追加タスクは、次のサイクル
でも待機状態となります。待機状態から実行可能（RUN）状態となるためには、TKON
命令によって起動される必要があります。 

 

TKON 

サイクル実行タスク 1

サイクル実行タスク

サイクル実行タスク待機 

TKOF 

待機 

実行状態 サイクル実行タスク 実行状態 

 

 
自タスクに対して TKOF命令を実行した場合、その時点で実行を停止し、自タスクを
待機状態（WAIT）に遷移させます。 

TKOF　2

以下自タスク内のプ
ログラムは実行され
ず、待機となる

タスク　2
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■ サイクル実行タスク／追加タスクのタスク No.とサイクルタイムとの関係 

・タスクｍがタスクｎ（ｍ＞ｎ）を起動した場合、次のサイクルでタスクｎは起動し
ます。 
例：タスク No.5がタスク No.2を起動した場合、タスク No.2は次のサイクルで起

動します。 
・タスクｍがタスクｎ（ｍ＜ｎ）を起動した場合、そのサイクル内でタスクｎは起動
します。 
例：タスク No.2がタスク No.5を起動した場合、タスク No.5はそのサイクルで起

動します。 
・タスクｍがタスクｎ（ｍ＞ｎ）を待機させた場合、次のサイクルでタスクｎは待機
になります（タスク nは、そのサイクルではすでに実行済です）。 
例：タスク No.5がタスク No.2を待機させた場合、タスク No.2は次のサイクルで

待機になります。 
・タスクｍがタスクｎ（ｍ＜ｎ）を待機させた場合、そのサイクル内でタスクｎは待
機になります。 
例：タスク No.2がタスク No.5を待機させた場合、タスク No.5はそのサイクルで

待機になります。 
 

■ タスクと I/Oメモリの関係 

・インデックスレジスタ（IR）およびデータレジスタ（DR）には、2種類の使用方法
があります。 
①各タスク毎に個別（独立）に使用する方法 
②各タスク共通で使用する方法（CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットのみ） 
 
①の方法では、サイクル実行タスク 1で使用している IR0と、サイクル実行タスク
2で使用している IR0は異なります。 
②の方法では、サイクル実行タスク 1で使用している IR0と、サイクル実行タスク
2で使用している IR0は同じになります。 
インデックスレジスタ（IR）およびデータレジスタ（DR）を、①の方法で使用する
か②の方法で使用するかを設定するには、CX-Programmerを使用します。 

 
・他のエリアは、タスク共通で使用します。例えば、サイクル実行タスク 1で使用し
ている接点 001000とサイクル実行タスク 2で使用している接点 001000は同一の
ものを指します。したがって、IR、DR以外の I/Oメモリエリアをタスク間で共通
で使用する場合、あるタスクで変更した値を他のタスクで使用するときは、プログ
ラム上で十分注意してください。  

I/Oメモリ  タスクのと関係 

CIO、内部補助リレー、データメモリなどインデックスレジスタ（IR）、 
データレジスタ（DR）以外のすべて（注 1） 

タスク共通で使用 

インデックスレジスタ（IR）、 
データレジスタ（DR）のみ（注 2） 

設定による 

 
注 1： EMカレントバンクも、タスク共通で使用します。したがって、例えばサイクル実行タス

ク 1で EMカレントバンク番号を変更した場合、サイクル実行タスク 2でもその変更さ
れたカレントバンクが有効となります。 

注 2： 割込タスク／追加タスク起動時、IR、DRの値は不定です。したがって、割込タスク／追
加タスク内で IR、DRを使用する場合、必ずMOVR／MOVRW（インデックスレジスタ
設定）命令によって、値を設定してから使用してください。割込タスク終了後は、自動的
に割込発生前の IR、DRの値に戻ります。 
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参 考 

 

・タスクとタイマ動作の関係 
TIM/TIMX、TIMH/TIMHX、TMHH/TMHHX、TIMU/TIMUX （＊1）、TMUH/TMUHX
（＊1）、TIMW/TIMWX、TMHW/TMHWXは、タイマ番号が 0000～2047の場合、
現在値の更新は、タスク切り替え時も継続されます。また、タイマを起動したタス
クが待機状態になっても、また再起動されても、そのまま継続されます。 
したがって、例えば、TIMを起動したタスクがいったん待機になり、しばらくして
そのタスクが再起動された場合、もし現在値が 0になっていたら、TIM命令実行時
に、タイムアップフラグが ONとなります（タイマのアップフラグの更新はすべて
命令実行時のみのため）。現在値が更新中であれば、そのまま更新を継続します。

 ＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
・タイマ番号が 2048～4095の場合は、タスクが待機状態のとき現在値を保持します。
・タスクとコンディションフラグの関係 
コンディションフラグは、各タスクを実行する直前に、すべてクリアされます。 
したがって、例えば、タスク No.1の最後でのコンディションフラグの状態を、タ
スク No.2で読むことはできません。読む場合は、CCS/CCL命令を使用してくださ
い。 

 注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、CCS/CCL命令機能はありませ
ん。 

・プロコンでコンディションフラグをモニタした場合、そのサイクル内の最後のタス
クの最後の状態をモニタします。 
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4－2－2 タスクによる命令の使用制限 
■ タスクを越えて使用できない命令 

セットで使用する下記の命令は、同一タスク内に配置しなければなりません。  
ニモニック 命令語 

JMP／JME ジャンプ／ジャンプエンド 
CJP／JME 条件ジャンプ／ジャンプエンド 
CJPN／JME 条件否定ジャンプ／ジャンプエンド 
JMP0／JME0 複数ジャンプ／複数ジャンプエンド 
FOR／NEXT 繰返開始／終了 
IL／ILC インターロック／インターロッククリア 
SBS／SBN／RET サブルーチンコール／サブルーチンエントリ／サブルーチンリターン 

注：グローバルサブルーチン命令(GSBS/GSBN/GRET)を使用すれ
ば、他タスクからも呼び出すことができます。 

MCRO／SBN／RET マクロ／サブルーチンエントリ／サブルーチンリターン 
BPRG／BEND ブロックプログラム／ブロックプログラムエンド 
STEP／STEP ステップラダー領域命令 

 

■ 割込タスク内では、使用できない命令 

下記の命令は、割込タスク内では、実行できません。割込タスク内で実行した場合、
エラーフラグ（P_ER）が ONとなり、命令は実行されません。 
ただし、割込タスクを追加タスクとして使用する場合は、下記命令を使用することが
できます。 

 

ニモニック 命令語 

TKON タスク実行起動 
TKOF タスク実行待機 
STEP ステップラダー領域 
SNXT ステップラダー歩進 
STUP シリアルポート通信設定変更 
DI 割込タスク実行禁止 
EI 割込タスク実行禁止解除 

 

割込タスク内では、つぎの命令の動作は保証できません。 
100msタイマ（TIM/TIMX）、10msタイマ（TIMH/TIMHX）、1msタイマ
（TMHH/TMHHX）、0.1msタイマ（TIMU/TIMUX）＊1、0.01msタイマ
（TMUH/TMUHX）＊1、積算タイマ（TTIM/TTIMX）、マルチ出力タイマ
（MTIM/MTIMX）、長時間タイマ（TIML/TIMLX）、ブロックプログラムのタイ
マ待ち（TIMW/TIMWX）、高速タイマ待ち（TMHW/TMHWX） 
PID制御（PID/PIDAT）命令、故障点検出（FPD）命令、シリアル通信（STUP）
命令 

 ＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
 

電断割込タスク内では、つぎの命令は使用できません。電断割込タスク内で使用した
場合、エラーフラグ(P_ER)は ONしません。また、命令は実行されません。 
データファイル読出（FREAD）、データファイル書込（FWRIT）、テキストファ
イル書込（TWRIT）、ネットワーク送信（SEND）、ネットワーク受信（RECV）、
コマンド送信（CMND）、プロトコルマクロ（PMCR）、汎用 Explicitメッセージ
送信命令（EXPLT）、Explicit読出命令（EGATR）、Explicit書込命令（ESATR）、
Explicit CPUユニットデータ読出命令（ECHRD）、Explicit CPUユニットデータ
書込命令（ECHWR）、シリアルコミュニケーションユニット シリアルポート出力
（TXDU）、シリアルコミュニケーションユニット シリアルポート入力（RXDU） 
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4－2－3 タスクの関連フラグ 
■ サイクル実行タスク関連のフラグ 

以下のフラグは、サイクル実行タスク関連のフラグです。追加タスクとは無関係です。 
 

● タスクフラグ（TK00～TK31） 
このフラグは、現在タスクが実行されているかどうかを確認するときに使用します。
サイクル実行タスクが実行可能状態（READY）のとき、1（ON）、未実行状態（INI）
または待機状態（WAIT）のとき、0（OFF）となります。タスク No.00～31が、TK00
～31に対応します。  
 

タスクNo.3 未実行状態 実行可能状態
サイクル

タスク No.3
のタスクフ
ラグ TK03 

サイクル サイクル 
待機状態実行可能状態

〜 〜

  
注：本フラグは、サイクル実行タスクに対応します。割込タスクには対応しません。割込タスク
の場合、運転開始後はじめて割込タスクが実行されたとき、A44115が 1（ON）となりま
す。あとは、最大の処理時間を要した割込タスク No.が A44100～A44107に 16進 2桁で格
納されます。 

 
● タスク初回起動フラグ（A20015） 
運転中に一度だけイニシャル処理を行う場合に、使用します。 
サイクル実行タスクが、未実行状態（INI）から実行可能状態（READY）へ遷移し、
かつ実行権がまわってきて実際に実行（RUN）したとき ONとなります。実際に実行
を終了したとき OFFとなります。  
 

未実行状態 

実行可能状態

タスク初回
起動フラグ

タスク n

実行可能状態

未実行状態

 
 
このフラグによって、サイクル実行タスクは自身の実行が初回か否かを判断します。
初回の場合、イニシャル処理などを組みます。  
 

イニシャル
処理 

タスク初回起
動フラグ 
A20015 

  
注：・一度待機状態になったサイクル実行タスクを再び TKON命令によって実行可能状態にし

ても、そのときは、初回起動として認識されないため、タスク初回起動フラグ（A20015）
は ONとなりません。 

・未実行状態から実行状態になって、実際に実行権がまわってくる前に、他のタスクから
TKOF命令によって待機とされた場合も、タスク初回起動フラグ（A20015）は ONとな
りません。 
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● タスク立上りフラグ（A20014） 
タスク起動のたびに、イニシャル処理を行う場合に、使用します。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本フラグはありません。 
サイクル実行タスクが、待機状態（WAIT）または未実行状態（INI）から、実行状態
（RUN）になったとき、ONとなります。 
従来のタスク初回起動フラグ（A20015）が、未実行状態（INI）から実行状態（RUN）
になったとき ONとなるのに対して、このフラグは、待機状態（WAIT）から実行状
態（RUN）になったときも ONとなります。  
 

未実行状態 

実行可能状態

タスク立上り 

フラグ 

タスク n 

実行可能状態

未実行状態

 
 

このフラグを入力条件とすることによって、タスクの起動時（一度待機状態となった
サイクル実行タスクを TKON命令で実行可能状態としたとき）のイニシャル処理を組
むことができます。  
 

 
イニシャル処理

タスク立上り 
フラグ 
A20014 

 
 

■ タスク関連の共通フラグ 
● タスクエラーフラグ（A29512） 
タスクエラー発生時に、1（ON）となります。タスクエラーは、以下の内容を指しま
す。 
・実行可能状態（READY）のサイクル実行タスク／追加タスクが、そのサイクル内に
１つも存在しない。 
・サイクル実行タスクに割り当てられたプログラムが存在しない。 
（この状態は、周辺ツール CX-Programmerまたはプロコンを使用した場合は発生
しません） 
・起動された割込タスク（追加タスクを含む）に割り当てられたプログラムが存在し
ない。 

 
● プログラム停止時タスク No.（A294CH） 
プログラムエラーにより実行停止した場合、停止位置のタスク種類／タスク No.が以
下の値で格納されます。  

タスク種類 A294CH 

サイクル実行タスク 0000～001FHex（タスク No.0～31に対応） 
割込タスク（追加タスクを含む） 8000～80FFHex（割込タスク No.0～255に対応） 
これにより、運転停止異常がどのタスクにおいて発生したかを確認することができま
す。運転停止異常の解除時にクリアされます。 
なお、そのタスクのプログラムのどのプログラムアドレスで停止したかは、A298CH
（プログラムアドレス下位）、A299CH（プログラムアドレス上位）に格納されます。 
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4－2－4 タスク例 
基本的には、以下のように、管理タスク（運転開始時起動のサイクル実行タスク）に
よって、各サイクル実行タスク／追加タスクの実行／待機を制御します。 
もちろん、各サイクル実行タスク／追加タスクが、各サイクル実行タスク／追加タス
クを実行／待機に制御することも任意に可能です。 

A 
プログラムモードから運転またはモニタモードへ 

運転開始時に起動する 
サイクル実行タスク No.0 
（全体管理タスク） 

サイクル実行タス
ク No.１ 

サイクル実行タ
スク No.２ 

サイクル実行タス
ク No.３ 

TKON １ 

TKON ３ 

TKON ２ 

A B Ｃ 

B 

C 

TKOF １ 

TKOF ２ 

E 

D 

ｱﾅﾛｸﾞ処理系タスク

全体管理タスク 

搬送系制御タスク

異常系監視タスク

MMI系タスク 

通信系タスク 

機能によるタスク分割例 

全体管理タスク 
品種Ａタスク 

品種 Bタスク 

品種 Cタスク 

品種によるタスク分割（段取り替え） 

全体管理タスク 
加工工程タスク 

組立工程タスク 

搬出工程タスク 

工程によるタスク分割 

Ａ部制御タスク 

B部制御タスク 

C部制御タスク 

全体管理タスク 

制御対象によるタスク分割 

開発者名Ａのタスク 

開発者名 Bのタスク 

開発者名 Cのタスク 

全体管理タスク

開発者によるタスク分割 

 
 
もちろん上記分類の組み合わせも可能です。（例：機能と工程別の分類） 
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4－2－5 タスク設計の指針 
以下のような指針をもとに、タスクを設計することを推奨します。 
1. タスク分割は次の基準で検討してください。 

1) 実行／非実行の条件を明確にしてまとめる。 
2) 外部入出力の有無でまとめる。 
3) 機能でまとめる 
シーケンス制御、アナログ制御、マンマシン系処理、異常処理など、できるだけ
タスク間のデータ交換を少なくする（独立性を高める）。 

4) 実行優先順でまとめる 
通常タスク／割込タスクに分ける 

 
割り込み 

入力処理 全
体
管
理
（
場
合

に
よ
り
、
異
常
処

理
含
む
） 

シーケンス制御 

アナログ制御 

マンマシン系処理 

出力処理 
外
部
入
力 

外
部
出
力 

異常処理 

機能による分割 

優
先
順
位

実行／非実行条件による分割 
 

 

2. タスクは基本的に独立性を高くし、タスク（プログラム）間のデータのやりとりが
できるだけ少なくなるようにプログラムを分割設計してください。 

 
少なく

 
 

3. 基本的には、全体管理（タスク制御）用タスクによって、各タスクの実行／待機を
制御するようにしてください。 

 

4. サイクル実行タスク／追加タスクの中で優先順位の高いタスクには、小さいタスク
No.を割り当ててください。 
例：管理用のタスクは、各処理用のタスクより、小さいタスク No.を割り当ててく
ださい。 

 

5. 優先順位の高い割込タスクには、小さい割り込みタスクNo.を割り当ててください。 
 

6. タスクは一度起動すると、自身または他のタスクによって待機にされない限り、次
のサイクル以降実行可能状態になります。条件によるタスク分岐処理を行うとき、
他のタスクに対する TKOF（タスク待機）命令を忘れずに挿入してください。 

 

7． タスクの実行時のイニシャル処理を行うときは、以下を使用してください。 
・運転中に一度だけイニシャル処理を行う場合：タスク初回起動フラグ（A20015） 
・タスク起動のたびにイニシャル処理を行う場合：タスク立上りフラグ（A20014） 
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8. タスク（プログラム）共通で使用する I/Oメモリと、各タスク（プログラム）内の
みで使用する I/Oメモリを仕分けし、各タスク（プログラム）内のみで使用する I/O
メモリの範囲を、各タスク（プログラム）ごとにまとめて確保しておきます。 

 
参 考  

タスクとブロックプログラムの関係 

CS/CJシリーズでは、「ブロックプログラム」と呼ぶ領域をユーザプログラム全体（全
タスク共通）で最大 128個作成可能です。全体を 1つのブロックとして、その起動を
ラダーで行い、その中の命令の記述は、ニモニックで行います。したがって、ブロッ
クプログラムは、ラダーとニモニックを組み合わせた形のプログラム領域となります。 
ブロックプログラムにより、ラダーでは記述しにくい、条件分岐や工程歩進などの論
理フローを容易に作成することが可能です。 
ブロックプログラムはタスクの下位に位置づけられ、タスクによって分割した大きな
単位のプログラムを、さらに同一の入力条件（ON条件）で動作する小さな単位のブ
ロックに分け、実行を制御するときに使用します。 

 

 

タスク 0 

タスク 1 

タスク n 

プログラム

ブロックプログラム 000

ブロックプログラム n 

 

BPRG

000

BPRG

001

000000 

000001 

ブロックプログラム
領域 No.000 

ブロックプログラム
領域 No.001 

ブロックプログラム 001
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4－2－6 複数タスクからの呼び出しが可能なグローバルサブルーチン
機能 
サブルーチン命令の場合、あるタスクから、他のタスクに存在するサブルーチンを呼
び出すことができません。 
グローバルサブルーチン命令を使用した場合、ある 1つまたは複数のタスク（サイク
ル実行タスクまたは追加タスク）から特定タスク（割込タスク No.0のみ）内のサブル
ーチンを呼び出すことができます。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
 
グローバルサブルーチンの呼び出しは、GSBS命令によります。 
指定可能なサブルーチン番号は、0～1023です。 
グローバルサブルーチンは、割込タスク No.0のプログラムの最後（END命令の直前）
に、GSBN命令～GRET命令で定義します。 
 
これにより共通に呼び出すサブルーチンを、標準回路としてライブラリ化することが
可能です。 

複数タスク 

n＝0～1023 

呼び出し

呼び出し

リターン

標準回路 ＝ 

実行 グローバル 

サブルーチン領域 

（共通サブルーチン）

GSBN 
n 

GSBS
n 

GSBS
n 

リターン

 割込タスク No.0 
タスク（サイクル実行タスク 

または追加タスク） 

GRET 

END 

タスク（サイクル実行タスク 

または追加タスク） 
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 4－3 割込タスクの詳細 
 

4－3－1 割込タスクの種類 
つぎのいずれかの条件成立時（サイクル内の任意のタイミング）に、割込タスクを実
行することができます。 
なお、CJ1M CPUユニット（内蔵入出力搭載機種）では、内蔵入力（割込入力、高速
カウンタ）による割込タスクの起動を行うことも可能です。詳細は「CJシリーズ ユ
ーザーズマニュアル 内蔵入出力機能編」を参照してください。  
注：CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットでは、割込タスクは使用不可です。 
 

● I/O割込 
割込入力ユニットへの入力の立ち上がり時に、タスクを実行します。 

 CPU ユニット割込入力 
ユニット 

割込 
プログラム 

 

 
● 定時割込 
一定時間間隔でタスクを実行します。 

C P U ユニット

一定時間間隔

割込
プログラム

 

 
● 電断割込 
電源 OFF（電断）時に、タスクを実行します。  
注：ただし、電断割込タスクの実行時間は、10ms－（電断延長検知時間）以下であることが必
要です。 

CPUユニット

電源断

割込 プログラム

 



4－3 割込タスクの詳細 
4－3－1 割込タスクの種類 

4-23 

タ
ス
ク
動
作
の
詳
細 

4 

● 外部割込 
高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニット、INNERボード（CSシリーズのみ）か
らの割込要求時に、タスクを実行します。 

CPU ユニット高機能ユニット
または INNER ボード

割込

プログラム

 
 

■ 割込タスクの一覧 
割込種類 割込タス

ク No. 
割込条件 設定方法 最大点数 用途例 

I/O割込 
00～31 

100～131 CPU装置上の割込入
力ユニット＊1からの
割込入力の立ち上り
時 

MSKS（割込マスクセッ
ト）命令で、どの割込入
力ユニットのどの入力
番号を割込有効とする
かを指定します。 

32点 特定の入力接
点に対する応
答を高速化し
たいときなど

定時割込
0、1 

2,3 定時（一定時間間隔） MSKS（割込マスクセッ
ト）命令で、定時割込時
間を指定します。 
PLCシステム設定の
「定時割込時間単位設
定」 

2点 一定間隔で稼
動状況をモニ
タするときな
ど 

電断割込 1 電断確定時（デフォル
トの電断検知時間＋
電断検知延長時間後）

PLCシステム設定の
「電断割込タスク有無
設定」、および「電断検
知延長時間設定」 

1点 電源が落ちた
ときの緊急処
理プログラム
を実行する 

外部割込
0～255 

0～255 CPU装置上の高機能
I/Oユニット＊2、 
CPU装置上の CPU
高機能ユニット＊2、
INNERボード（CS
シリーズのみ）からの
割込要求時 

なし（つねに有効） 256点 高機能ユニッ
ト/INNER 
ボードの機能
を使用した各
種の条件での
割込 

 

＊1： 割込入力ユニットは、CPU装置上（さらに、CJ1-H CPU ユニットに対してはスロット
No.0～4、CJ1M CPUユニットに対してはスロット No.0～2）に装着してください。そ
れ以外の位置に装着した場合、CPUユニットに対して I/O割込タスクの実行を要求する
ことはできません。 

＊2： 高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニットからの割込要求により外部割込タスクを実行
する場合、高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニットは、CPU装置上（さらに、CJ1-H 
CPU ユニットに対してはスロット No.0～4、CJ1M CPUユニットに対してはスロット
No.0～2）に装着してください。増設装置上では、CPUユニットに対して外部割込タス
クの実行を要求することはできません。 

 

注 1：CJ1G -CPU□□では、I/O割込タスクと外部割込タスクは使用できません。 
注 2： CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットでは、すべての割込タスクを使用するこ

とはできません。 
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■ I/O割込タスク（タスク No.100～131） 

CPUユニットが運転を開始し、サイクル実行タスクの実行を開始したとき、デフォル
トでは、I/O割込タスクは「受付禁止」になっています。 
I/O割込タスクを受付可能にするには、サイクル実行タスクのプログラム上で、MSKS
（割込マスクセット）命令を実行し、指定した割込入力ユニットの指定した割込番号
からの割込を、「受付可能」に設定します。 

 

お願い 

 

不要な No.の I/O割込タスクを受付可能にしないでください。ノイズ等で割込入力が

入った場合、対応するプログラムが存在しないため、プログラム停止異常（タスクエ

ラー）を引き起こすことがあります。 

 
例：割込入力ユニットのユニット番号 0（左側より装着順に 0～1の最も左側）の割込
入力番号 3の立ち上がり時に、I/O割込タスク No.103を実行します。 

MSKS

0 
＃FFF7

END 

サイクル実行タスク 

 

END 

サイクル実行タスク 

END

I/O割込タスク No.103

割込

割込入力ユニット 
ユニット番号 0 

MSKS命令実行で、指定
の I/O割込を可能に 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

I/O割込で、割込入力ユニット番号 0

割込入力番号：3のみを受付

 

 

 

8 

9 

10 

 

 

11 

12 

 

 

 

13 

14 

15 

 
 

・ 割込力ユニット／入力番号と、I/O割込タスク No.の対応  
割込入力ユニット番号（注） 割込入力番号 I/O割込タスク No.

0 0～15 100～115 
1 0～15 116～131  

注：割込入力ユニット番号は、CSシリーズでは、CPUユニットに最も遠い側から、CJシリー
ズでは CPUユニットに最も近い側から順に 0→1です。  
・CSシリーズの場合 ・CJシリーズの場合 

1

割込入力ユニット

CPUユニット0ユニット番号→

 

 

1

割込入力ユニット 

CPUユニット 0 ←ユニット番号 
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MSKS命令のオペランド S（第 2オペランド）：FFF7Hexの内容 
各ビットが、割込入力ユニット番号内の割込入力番号に対応。割込入力番号の 0～15
が、ビット 0～15に対応します。 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1

F Hex F Hex F Hex 7 Hex 
 

 

■ 定時割込タスク（タスク No.2、3） 

CPUユニットが運転を開始し、サイクル実行タスクの実行を開始したとき、デフォル
トでは、定時割込タスクは「受付禁止」になっています。 
定時割込タスクを受付可能にするには、 
1）サイクル実行タスク／追加タスクのプログラム上で、MSKS（割込マスクセット）
命令を実行し、指定した定時割込の定時割込時間（周期）を設定します。 

2）PLCシステム設定で、定時割込の単位時間を設定します。 
 

お願い 

 

割込時間の設定が短く、定時割込タスクの実行頻度が高いと、サイクルタイムが長く

なり、サイクル実行タスク／追加タスクに影響を与えますので、ご注意ください。 
 

例：1秒おきに、定時割込タスク No.2を実行 

MSKS

4 

&100

END 

サイクル実行タスク

 

END 

サイクル実行タスク

 

END 

定時割込タスク No.2

割込

1秒おき 

PLCシステム設定 

定時割込単位時間＝
10ms（0.01秒） 

割込番号 4を 

割込周期（100×10ms）で実行

 

・ 割込番号と、定時割込タスク No.の対応  
割込番号 定時割込タスク No.

4 2 
5 3 

 

● PLCシステム設定  
プロコン 
アドレス 

名称 内容 設定内容 初期値

＋195 
ビット 0～3 

定時割込単
位時間設定

一定時間間隔で、割込タスクプロ
グラムを実行する定時割込の場
合の、単位時間を設定します。 

00Hex：10ms 
01Hex：1.0ms 
02Hex：0.1ms
（CJ1-H-R/CJ1M 
CPUユニットのみ） 

00Hex
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■ 電断割込タスク（タスク No.1） 

CPUユニットが運転を開始し、サイクル実行タスクの実行を開始したとき、PLCシ
ステム設定のデフォルトでは、電断割込タスクは「受付禁止（電断割込なし）」に設
定されています。 
電断割込タスクを受付可能にするには、PLCシステム設定で、電断割込タスク有無設
定を「電断割込あり」に設定します。 
ただし、PLCシステム設定のデフォルトでは、電断割込タスクは、10ms後に強制的
に終了させられます。したがって、その場合、電断割込タスクの実行時間は 10ms以
下でなければなりません。 
PLCシステム設定の電断検知延長時間を設定した場合は、電断割込タスクは、10ms
－（PLCシステム設定の電断検知延長時間）後に強制的に終了させられます。したが
って、その実行時間は 10ms－（PLCシステム設定の電断検知延長時間）以下でなけ
ればなりません。（例：PLCシステム設定の電断検知延長時間を 4msに設定した場
合、10ー4msの 6ms以下である必要があります。） 

 

 

END 

電断割込タスク 

10ms－（PLCシステム設定の電断検
知延長時間）以下 
 
デフォルトでは、10ms以下 

 
 
注：なお、電源電圧が定格の 85％以下、DC電源は 80%以下になってから、「電断」と判断し
実際に電断割込タスクが実行されるまでの時間は、デフォルトの電断検知時間（AC電源：
10～25ms不確定、DC電源：2～5ms不確定）に、PLCシステム設定で設定した電断検知
延長時間（0～10ms）プラスした時間経過後です。それまでは、サイクル実行タスク／追加
タスクが実行されます。  

  

デフォルトの電断
検知時間
+電断検知延長時間

電源電圧＜定格 85％
(DC電源は 80％以下) 「電断」と判断

サイクル実行タスク 電断割込タスク

10ms－電断検知延長
時間

▼▽▽

CPUリセット
（強制終了）

停止
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お願い 

 

電断割込タスクの実行時間は、必ず、10ms－（PLCシステム設定の電断検知延長時

間）以下にしてください。これ以上の時間経過後は、それ以降の命令は実行されませ

ん。 

オンラインエディット実行中のときに電断が発生した場合、電断割込タスクは実行さ

れませんので、ご注意ください。また、電断割込タスクでは、割込タスクで実行不可

としている命令（コマンドリファレンス参照）に加えて以下の命令は使用できません。

データファイル読出（FREAD）、データファイル書込（FWRIT）、 

テキストファイル書込（TWRIT）、 

ネットワーク送信（SEND）、ネットワーク受信（RECV）、コマンド送信（CMND）、

プロトコルマクロ（PMCR）、 

汎用 Explicitメッセージ送信命令（EXPLT）、 

Explicit読出命令（EGATR）、Explicit書込命令（ESATR）、 

Explicit CPUユニットデータ読出命令（ECHRD）、 

Explicit CPUユニットデータ書込命令（ECHWR）、 

シリアルコミュニケーションユニット シリアルポート出力（TXDU）、 

シリアルコミュニケーションユニット シリアルポート入力（RXDU） 
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● 電断割込タスクの実行 

 

END 

サイクル実行タスク 

END

電断割込タスク No.1 PLCシステム設定 

電断割込タスク有無設
定：あり 

電源断 

CPUリセット 

 
 

● 電断割込タスク No.  
電断割込タスク No. 

1 

 
● PLCシステム設定 

CX-Programmerの場合は、「タイマ/割込み」タブにて設定します。 
 

  
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコン 
アドレス 

名称 内容 設定内容 初期値

＋225 
ビット 15 

電断割込タス
ク有無設定 

電断割込タスクを 1:有効と設定して
いる場合、電源断が発生時に、電断割
込タスクが起動します。 

0:無効 
1:有効 

0 

＋225 
ビット 0～7 

電断検知延長
時間設定 

デフォルトの電断検知時間（AC電
源：10～25ms不確定、DC電源：2
～5ms不確定）にこの値をプラスし
た時間経過後、電断と判断します。 

00～0AHex：0
～10ms（1ms
単位） 

00Hex
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■ 外部割込タスク（タスク No.0～255） 

外部割込タスクは、常に受付け可能です。 
装着している INNERボード（CSシリーズのみ）、高機能 I/Oユニット、CPU高機
能ユニットがもつ CPUユニットに対する割込機能により割込処置が実行されます。 
このとき、CPUユニット側では、とくにこのための設定項目はありません。ただし、
指定される No.の外部割込タスクをユーザプログラム内に格納しておくことが必要で
す。 
例：シリアルコミュニケーションボード形 CS1W-SCB□1からの外部割込の場合 

 
シリアルコミュニケーションボード 

CPUユニット 

割込 
 

 
シリアルコミュニケーションボード内の送受信シーケンスのレスポンス通知方法を
「割込通知方式（固定 No.）または割込通知方式（受信ケース No.）」に指定した場合、
シリアルコミュニケーションボードは、自身のシリアルポートからデータを受信し即
時にそれを I/Oメモリに書込んだ後、CPUユニットに対して、外部割込タスクの実行
を要求します（注）。 

 

データ

I/Oメモリ

サイクル実行タスク 外部割込タスク
No.を指定して
割込処理

外部割込タスク

CPUユニット シリアルコミュニケーションボード

 
 

注： 
・割込通知方式（固定 No.）の場合、設定した割込タスク No.の実行を CPUユニットに対し
て要求します。 

・受信ケース No.の場合、指定した計算方法にしたがって、外部割込タスク No.を算出し、
CPUユニットに対して、その No.の割込タスクの実行を要求します。 

 
お願い 

 

外部割込タスク No.0～255と、電断割込タスク No.1、定時割込タスク No.2、3、I/O

割込タスク No.100～131が重複した場合、外部割込の条件とその他の割込の条件のど

ちらでも動作します。したがって、基本的に No.が重複しないようにしてください。
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4－3－2 割込タスクの優先順 
電断割込タスクは、他の割込タスクが実行中であっても、その割込タスクの実行を強
制的に中断し、実行されます。電断割込タスク実行後、中断された割込タスクは実行
されず、CPUはリセットされます。 
その他の割込タスクの優先順は、以下のようになります。 
 

■ 割込タスク実行中に、他の割込要因が発生した場合 

ある割込タスク実行中に、他の割込タスクの割込要因が発生した場合、その実行中の
割込タスクの実行終了を待ってから、他の割込タスクを実行します。  

END

サイクル実行タスク

END

割込タスク A

END

割込タスク B

割込タスクAは最後ま
で実行する

実行中に割込
要因が発生

 
 

参 考 

 

指定 No.の I/O割込タスクに関しては、他の割込タスク実行中に割込要因が発生して

も、割込要因を記憶せず実行したくない場合は、その（他の）割込タスク内で CLI（割

込解除）命令を実行して、内部に記憶された指定番号の割込要因を解除（無効に）し

ます。なお、定時割込および外部割込の割込要因を解除することはできません。 
 

 

END 

サイクル実行タスク 

END

割込タスク A

END 

I/O割込タスク

割込タスク No.101 は
実行されない 

実行中に割込
要因が発生 

CLI

0
＃0002

割込タスク A実行中に、割込タスク No.101の割込
要因が発生しても、それは無視します。 

 
 

■ 複数の割込要因が同時に発生した場合 

電断割込タスク以外の割込要因が同時に発生したときの割込タスクの実行順は、 
  I/O割込タスク＞外部割込タスク＞定時割込タスク 
となります。 
さらに、I/O割込タスク、外部割込タスク、定時割込タスクのそれぞれにおいて複数
要因が同時に発生した場合は、タスク No.の若い順に実行されます。 
 

参 考 

 

同一の割込要因は、1つだけ記憶されます。また、前の割込タスクと同一の割込要因

は記憶されません（記憶された割込要因が消去されるのは、その要因による割込タス

クの実行先頭です）。したがって、複数の割込要因が存在する場合、優先順位の低い

定時割込タスクは最後に実行されることになります。その結果、次の割込要因を取り

こぼす可能性があります。 
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4－3－3 割込タスクの関連フラグ 
■ 割込タスク最大値処理時間（A440CH） 

割込タスクの最大処理時間が、0.1ms単位のBINデータで格納されます。運転開始時、
クリアされます。 
 

■ 最大処理時間割込タスク No.（A441CH） 

最大処理時間の割込タスク No.が BINデータで格納されます。タスク No.00～FFHex
に対応して、8000Hex～80FFHex。 
運転開始後はじめて割込が発生したとき、A441CHのビット 15が 1（ON）となりま
す。その後、発生した割込タスクの内、最大の処理時間が、16進下位 2桁に格納され
ます。運転開始時、クリアされます。 
 

■ 割込タスク異常フラグ（運転継続異常）（A40213） 

PLCシステム設定の「割込タスク異常検出の有無設定」にて「検出する」を設定して
いる場合、割込タスク異常が発生すると、1（ON）となります。 
 

■ 割込タスク異常要因フラグ（A42615）／割込タスク異常発生タスク番号
（A42600～42611） 

A40213が 1（ON）のとき、A42615および A42600～42611に以下の情報が格納され
ます。  

A40213 割込タスク異常内容 A42615 A42600～42611 

C200H高機能 I/Oユニット/SYSBUS
リモート I/Oのリフレッシュ中に割込
タスクを 10ms以上実行した場合（CS
シリーズのみ） 

0（OFF） 割込タスク No.が、
BIN12ビットで格
納されます（割込タ
スク No.0～255：
000～0FFHex）。

割込タスク異常発生 
（PLCシステム設定
の「割込タスク異常検
出の有無設定」にて
「検出する」を設定し
ている場合） PLCシステム設定の「割込タスク異常

検出の有無設定」を「検出する」に設
定している場合、同一の高機能 I/Oユ
ニットに対して、以下の状態となった
とき。 
・割込タスクで実行した IORF/FIORF
（＊1）/IORD/IOWR命令と、サイ
クル実行タスクで実行した IORF/ 
FIORF（＊1）/IORD/IOWR命令が
競合したとき。 

・割込タスクで実行した、IORF/ 
FIORF（＊1）/IORD/IOWR命令と
I/Oリフレッシュ（ENDリフレッシ
ュ）が競合したとき。 

注：PLCシステム設定で、「高機能 I/O
ユニットとのサイクリックリフレ
ッシュをする」に設定している状態
で、割込タスクの中で同一の高機能
I/Oユニットに対して、
IORF/FIORF（＊1）/IORD/IOWR
命令を実行すると、多重リフレッシ
ュ状態となり、割込タスク異常とな
ります。 

＊CJ1-H-R CPUユニットのみ 

1（ON） 多重リフレッシュ
対象の高機能 I/Oユ
ニットの号機 No.が 
BIN12ビットで格
納されます。（号機
No.0～95：000～
05FHex） 
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■ プログラム停止時タスク No.（A294CH） 

プログラムエラーにより実行停止した場合、停止位置のタスク種類およびタスク No.
が以下の値で格納されます。  

タスク種類 A294CH 

割込タスク 8000～80FFHex（割込タスク No.0～255に対応） 
サイクル実行タスク 0000～001FHex（タスク No.0～31に対応） 

 
4－3－4 割込タスクの使用上のお願い 

■ C200H高機能 I/Oユニットまたは SYSBUSリモート I/Oを使用している場合
の割込タスクの実行時間（CS1Dを除く CSシリーズのみ） 

C200H高機能 I/Oユニットまたは SYSBUSリモート I/Oを使用している場合、割込
タスク（I/O割込、定時割込、電断割込、外部割込のすべての種類が対象）の実行時
間は、10ms未満にしてください。 
C200H高機能 I/Oユニットまたは SYSBUSリモート I/Oのリフレッシュ中に、割込
タスクを 10ms以上実行した場合、「割込タスク異常」となります。 
ただし、CPUユニットの運転は継続されます。 
PLCシステム設定の「割込タスク異常検出の有無設定」を「検出する」に設定してい
る場合は、割込タスク異常が発生すると、特殊補助リレーの A40213（割込タスク異
常フラグ）が ONとなり、同時に、原因となった割込タスク No.が A426CH（割込タ
スク異常発生タスク番号）に格納されます。 

 

 
C200H高機能 I/Oユニット 

END

割込タスク

10ms以上

 

END 

割込タスク 

10ms未満

SYSBUSリモート I/O名称 

または SYSBUSリモート I/O 
親局ユニット 
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■ 高機能 I/Oユニットに対して IORF/FIORF（＊1）/IORD/IOWR命令を実行す
る場合 

高機能 I/Oユニット使用時に、割込タスクから IORF/FIORF(＊1)/IORD/IOWR命令
を実行したい場合は、PLCシステム設定の高機能 I/Oユニットサイクリックリフレッ
シュ有無指定で、指定号機 No.とのサイクリックリフレッシュを「無し」に設定して
ください。 
高機能 I/Oユニットを I/O関連命令によるリフレッシュやサイクリックリフレッシュ
中に、割込タスク内で、同一ユニットに対して IORF/FIORF（＊1）命令で I/Oリフ
レッシュを実行、または、同一ユニットに対して IORD/IOWR命令で読出し/書込みを
しようとすると、「割込タスク異常」となります。このとき、そのユニットに対する
IORF/FIORF(＊1)/IORD/IOWR命令は実行されません（エラーフラグ(P_ER)は ON
となりません）。ただし、サイクリック I/Oリフレッシュは通常通り実行されます。 
割込タスク異常が発生すると、PLCシステム設定の「割込タスク異常検出の有無設定」
を「検出する」に設定している場合は、特殊補助リレーの A40213（割込タスク異常
フラグ）が ONとなり、同時に、多重リフレッシュ対象の高機能 I/Oユニットの号機
No.が A426CH（割込タスク異常発生タスク番号）に格納されます。 
＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
  
・IORF命令 

 

PLC システム設定の高
機能 I/O ユニットサイク
リックリフレッシュ有
無指定で、サイクリック
リフレッシュ無しに設
定の上、その高機能 I/O
ユニットに対して、IORF
命令を実行 

PLC システム設定の高
機能 I/O ユニットサイク
リックリフレッシュ有
無指定で、サイクリック
リフレッシュあり（デフ
ォルト）に設定の上、そ
の高機能 I/O ユニットに
対して、IORF 命令を実
行 

高機能 I/Oユニット 

IORF

END

割込タスク 

D1 

D2

I/Oリフレッシュ 

 
 

・FIORF命令（＊1） 
 

PLC システム設定の高
機能 I/O ユニットサイク
リックリフレッシュ有
無指定で、サイクリック
リフレッシュ無しに設
定の上、その高機能 I/O
ユニットに対して、
FIORF 命令（＊1）を実
行 

PLC システム設定の高
機能 I/O ユニットサイク
リックリフレッシュ有
無指定で、サイクリック
リフレッシュあり（デフ
ォルト）に設定の上、そ
の高機能 I/O ユニットに
対して、FIORF命令（＊
1）を実行 

高機能 I/Oユニット 

FIORF

END

割込タスク 

N 

I/Oリフレッシュ 

 
 

＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
注：上記割込タスク異常のいずれが発生したか否かは、A426CH（割込タスク異常発生タスク番
号）の最上位ビットで判断可能です。（ビット 15：0なら 10ms以上実行異常、1なら多重
リフレッシュ異常） 
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・IORD命令 

PLCシステム設定の高機
能 I/O ユニットサイクリ
ックリフレッシュ有無指
定で、サイクリックリフ
レッシュ無しに設定の
上、その高機能 I/O ユニ
ットに対して、IORD 命
令を実行 

PLCシステム設定の高機
能 I/O ユニットサイクリ
ックリフレッシュ有無指
定で、サイクリックリフ
レッシュあり（デフォル
ト）に設定の上、その高
機能 I/O ユニットに対し
て、IORD命令を実行 

高機能 I/Oユニット 

IORD

END

割込タスク 

C

W

メモリエリアの読出し 

D

 
 
・IOWR命令 

PLCシステム設定の高機
能 I/O ユニットサイクリ
ックリフレッシュ有無指
定で、サイクリックリフ
レッシュ無しに設定の
上、その高機能 I/O ユニ
ットに対して、IOWR 命
令を実行 

PLCシステム設定の高機
能 I/O ユニットサイクリ
ックリフレッシュ有無指
定で、サイクリックリフ
レッシュあり（デフォル
ト）に設定の上、その高
機能 I/O ユニットに対し
て、IOWR命令を実行 

高機能 I/Oユニット 

IOWR

END

割込タスク 

C 

S

メモリエリアへの書込み 

W
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● PLCシステム設定 
CX-Programmerの場合は、「CPUユニット設定」タブにて設定します。 

  
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコン 
アドレス 

名称 内容 設定内容 初期値

＋128 
ビット 14 

割込タスク異常
検出の有無設定

割込タスク異常を検出するか否かを
指定します。検出時、「割込タスク
異常フラグ」（A40213）に反映され
ます。 

0:検出する 
1:検出しない

0 

 
● 関連特殊補助リレー  

名称 アドレス 内容 

割込タスク異常
フラグ 

A40213 C200H高機能 I/Oユニット、SYSBUSリモート I/Oの I/Oリフレ
ッシュ中に、割込みタスクを 10ms以上実行した場合、1(ON)とな
ります。CPUユニットの運転は継続します。前面 ERR／ALM 
LEDが点滅します。（CSシリーズのみ） 
 
または、PLCシステム設定の「割込タスク異常検出の有無設定」を
「検出する」に設定している場合、同一の高機能 I/Oユニットに対
して、以下の状態となったとき。 
・割込タスクで実行した IORF/FIORF（＊1）/IORD/IOWR命令と、
サイクル実行タスクで実行した IORF/FIORF（＊1）/IORD/ 
IOWR命令が競合したとき。 

・割込タスクで実行した、IORF/FIORF（＊1）/IORD/IOWR命令
と I/Oリフレッシュ（ENDリフレッシュ）が競合したとき。 

注：PLCシステム設定で、「高機能 I/Oユニットとのサイクリック
リフレッシュをする」に設定している状態で、割込タスクの中
で同一の高機能 I/Oユニットに対して、IORF/FIORF（＊1）
/IORD/IOWR命令を実行すると、多重リフレッシュ状態とな
り、割込タスク異常となります。 

＊CJ1-H-R CPUユニットのみ 
割込タスク異常
発生タスク番号 

A426CH 割込タスク No. 
または多重リフレッシュ対象の高機能 I/Oユニットの号機 No. 
ビット 15：0（10ms以上割込タスク実行）、1（多重リフレッシュ）
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■ サイクル実行タスク／追加タスクで特定処理中に割込を禁止したい場合 

CS/CJシリーズでは、以下のときにも処理を強制的に中断し、割込タスクを実行しま
す。（SYSMACαシリーズでの「高速応答モード」と同様です。） 
・1命令の実行中 
・基本 I/Oユニット、SYSBUSリモート I/O（CSシリーズのみ）、高機能 I/Oユニッ
ト、INNERバス（CSシリーズのみ）のリフレッシュ中 
・周辺サービス中 
 

● サイクル実行タスク／追加タスクと割込タスク間で、データの同時性確保が必要
なとき 
したがって、サイクル実行タスク／追加タスクと割込タスクが、同一の I/Oメモリの
アドレスに対してアクセスする場合、サイクル実行タスク／追加タスク内の命令によ
る読み出しまたは書き込み中に、割込タスク内の命令による書き込みまたは読み出し
処理が実行されると、互いのデータの同時性が保証されません。 
そのため、以下の方法で、サイクル実行タスク／追加タスクの命令によるアクセス中
には、割込が入らないようにしてください。 
・サイクル実行タスク／追加タスク内の命令による読み出しまたは書き込み処理直前
に、DI（割込タスク実行禁止）命令により、割込タスクの実行を禁止します。 
・その処理直後に、EI（割込タスク実行禁止解除）命令により、割込タスクの実行を
禁止を解除します。  

 

DI

 
割込タスクと共用する I/O メモ
リに対する読み書き処理 

EI

サイクル実行タスク

割込タスク
受付禁止

割込タスク
受付可能

 
割込タスクを受付可能な処理
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ただし、サイクル実行タスク／追加タスク内の特定命令（ネットワーク通信命令、シ
リアル通信命令などの、レスポンス受信処理が必要な命令）の実行中に割込を受付け
ないようにしたい場合に、上記と同様にしても、データの同時性は保証できませんの
でご注意ください。 
 

参 考 

 

BCNT（ビットカウント）命令、BSET（ブロック設定）、および XFER（ブロック転

送）命令に関しては、BCNT／BSET／XFER命令実行中に割込タスクの実行条件が成

立した場合、その命令の実行完了を待って、割込タスクが起動します。そのため、こ

れらの命令実行中には、割込の応答性が低下します。これを防止するためには、これ

らの命令が 1命令で処理するデータ範囲を分割して、いくつかの命令で処理するよう

にしてください。 

 

XFER 
&50 

D00050 
D30050 

 

処理を分割 XFER 
&50 

D00000 
D30000 

 

XFER 
&100 

D00000 
D30000 

 
XFER命令実行終了後 
すぐに割込 

XFER命令実行中
は割込めない 
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 4－4 タスクに関する周辺ツールによる
操作 

 
お願い 

 

複数のサイクル実行タスク／追加タスクを使用する場合 

複数のサイクル実行タスク／追加タスクを新規に作成する場合、周辺ツールの

CX-Programmerを使用してください。プロコン（プログラミングコンソール）では、

複数のサイクル実行タスク／追加タスクを新規に作成することはできません。必ず周

辺ツールの CX-Programmerを使用して、作成したプログラムのプロパティに、タス

ク種類とタスク No.を割付けることが必要です。 

 
参 考 

 

・CX-Programmerによっていったん作成され、CPUユニットに転送された複数のサ
イクル実行タスク／追加タスクを、プロコンによってモニタ／編集することは可能
です。 

・１つのサイクル実行タスク（タスク No.0）と、特定の割込タスクを、新規にプロコ
ンで作成することは可能です（プロコンのメモリオールクリアの「割込タスク：あ
り」による。）ただし、割込タスク No.1（電断割込）、2・3（定時割込）、100～
131（I/O割込）のみ作成可能です。なお、CJ1M CPU1ユニット（内蔵入出力搭載
機種）では、割込タスク No.140～143（内蔵入力割込）も作成されます。 
このとき、サイクル実行タスク No.0は、運転時に起動します。 

 
4－4－1 周辺ツールでの操作 

■ CX-Programmerの場合 

各プログラムの「プロパティ」として、タスク種類およびタスク No.を指定します。 
プログラムのタスクへの割付方法は、以下のとおりです。 

 

1 タスクを割り付けるプログラムをアクティブ表示している状態で、[表示]－[プロパ
ティ]を選択、または右クリックしてポップアップメニューから[プロパティ]を選択
します。 

 

2 [一般]のタブを選択し、[タスク種別]（タスク種類とタスク No.）を選択します。サ
イクル実行タスクの場合、必要に応じて、「運転時にタスクを起動」のチェックボ
ックスを ON（チェック）します。 

 



4－4 タスクに関する周辺ツールによる操作 
4－4－1 周辺ツールでの操作 

4-39 

タ
ス
ク
動
作
の
詳
細 

4 

■ プロコンの場合 

タスク＝プログラムです（一体で扱います）。CT00～31（サイクル実行タスク）と
IT000～255（割込タスク）を指定して、プログラムを呼び出し編集します。  

００００００　ＣＴ００�
クリア�

変更�FUN
０：サイクルシ゛ッコウタスク�

１：ワリコミタスク�

サイクルシ゛ッコウタスクＮｏ．？�

　　　　　　　　　　　　　　００�
0

００００００　ＣＴ□□�
書込�

00～31を入力�

ワリコミタスクＮｏ．？�

　　　　　　　　　　　　　０００�
１�

００００００　ＩＴ□□□�
書込�

000～255を入力�
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 5－1 ファイルメモリの概要 
 
CS/CJシリーズでは、ファイルメモリを使用できます。ファイルメモリとは、ファイ
ル格納用のメモリのことです。ファイルメモリとして、以下の 3つがあります。 
①メモリカード 
②EMファイルメモリ（EMエリアの指定範囲）＊1 
③コメントメモリ（CPUユニット内蔵フラッシュメモリ内）＊2  
＊1： EMエリアの存在しない CJ1M CPUユニットでは、EMファイルメモリは使用できませ

ん。 
＊2： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0

以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降の CPUユニットで使用可能です。 
 
ファイルメモリの選択は「5－1－4 用途（5-21ページ）」を参照してください。  
 CPUユニット 

メモリカード 

EMエリア 

EMファイルメモリ

内蔵フラッシュメモリ 

コメントメモリ 

ファイル 

ファイル 

ファイル 

 
 

5－1－1 ファイルメモリの種類 
ファイルメモリの種類 メモリの媒体 格納できるファイル種類 

メモリカード 

  

フラッシュメモリ ①プログラムファイル 
②パラメータファイル 
③データファイル 
④変数テーブルファイル 
⑤コメントファイル 
⑥プログラムインデックスファイル 
⑦ユニット／ボードバックアップファイル 

EMファイルメモリ 

 

EMエリア

EMファイ
ルメモリ

バンク0
バンク1

バンク～

バンクC  

EMエリア（RAM） ①プログラムファイル 
②パラメータファイル 
③データファイル 
④変数テーブルファイル 
⑤コメントファイル 
⑥プログラムインデックスファイル 
⑧お客さまのファイル 

コメントメモリ CPUユニット内蔵フラ
ッシュメモリ 

④変数テーブルファイル 
⑤コメントファイル 
⑥プログラムインデックスファイル  

注 1： メモリカードおよび EMファイルメモリは、初期化してはじめて使用可能です。初期化
の方法は、本マニュアルの「5－3－1 媒体の初期化の方法」（5-55ページ）を参照してく
ださい。 

注 2：メモリカードの装着、取り外し方法は、セットアップ編 3－2項「ファイルメモリ」を
参照してください。 

注 3： メモリカードは、メモリカードアダプタ形HMC-AP001を介してパソコンの PCカード
スロットへ装着してパソコンの記憶装置として使用することが可能です。 
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お願い 

 
メモリカードを使用するときの留意事項 

メモリカードを使用する前に、以下の点をご確認ください。 
1) フォーマット 
メモリカードはすでにフォーマット(初期化)して出荷されていますので、購入時に
フォーマットを行う必要はありません。 
ご使用後にフォーマットを行う場合は、必ず CX-Programmerまたはプロコンを用
いて CPUユニットでフォーマットしてください。 
ノートパソコン等でメモリカードを直接フォーマットした場合、CPUユニットがメ
モリカードを認識できない場合があります。その場合、再度 CPUユニットを用い
てそのメモリカードをフォーマットしても、使用することができませんので、ご注
意ください。 

2) ルートディレクトリに格納できるファイル数 
ハードディスクと同様、メモリカードのルートディレクトリに格納できるファイル
数には制限があります。メモリカードの種類/フォーマットによって異なりますが、
128～512個までとなっています。 
したがって、時間ごとに LOGファイルを作成するようなアプリケーションの場合
は、ルートディレクトリではなく、サブディレクトリ上にファイルを置くようにし
てください。 
サブディレクトリの作成は、あらかじめパソコン上で作成するか、または CMND命
令を用いて作成してください。 
CMND命令を用いた具体的なプログラムは、「CS/CJコマンドリファレンス」
(No.SBCA-351)を参考にしてください。 

3) 書込み回数 
一般にフラッシュメモリには書込み回数の制限があります。 
メモリカードについても、10万回が保証上の制限とさせていただいています。 
仮に 10分間隔で絶えず書込みを実施すると、2年以内で 10万回に到達する計算に
なります。  

4) 1ファイルの最低サイズ 
DMエリアの数 CH分のデータなど小さいファイルを多数格納すると、カードの容
量の上限までは格納できません。 
例えば、アロケーションユニットサイズが 4096バイトになっているメモリカード
の場合、1ファイルのデータ量がどんなに少なくても 4096バイトのサイズを内部構
造の関係で確保してしまいます。 
したがって、例えば DMエリアの 10CH分のデータをメモリカードに保存した場
合、ファイルのサイズは 68バイトになりますが、アロケーションユニットサイズ
が 4096バイトのメモリカードでは、68バイトのファイルは実質 4096バイトの容
量を確保します。 
このように 1ファイルのサイズが小さい場合は、カードの使用効率が悪くなります。
ただし、アロケーションユニットサイズが大きいと、カードの使用効率は悪化しま
すが、カードのアクセス速度は良くなります。 
なお、使用しているメモリカードのアロケーションユニットサイズは、パソコンの
DOSプロンプトからメモリカードに対して CHKDSKを行うことにより確認できま
す。 
本書では、その具体的な方法は記載しません。 
アロケーションユニットサイズに関しての詳細はパソコン関連の一般書をご参照く
ださい。 
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お願い 5)メモリカードアクセス中の留意事項 

PLC本体がメモリカードにアクセスしているとき、BUSY LED（メモリカードアク
セス中 LED）が点灯します。 
①BUSY LED点灯中に、絶対に PLC本体の電源を OFFにしないでください。 
②BUSY LED点灯中に、絶対にそのままメモリカードを抜かないでください。いっ
たん、メモリカード給電停止押ボタンを押し、BUSY LED（メモリカードアクセス
中 LED）が消えた後、メモリカードを抜いてください。 
万一、上記①または②を行うと、最悪の場合、そのメモリカードが使用できなくな
ります。 

③メモリカードは、カードのラベル面を右側にして挿入してください。異なる方向で
無理に挿入すると PLC本体およびメモリカードが故障する可能性があります。 
④メモリカードを装着してから CPUユニットが認識を完了するまで、数秒かかりま
す。したがって、電源 ON時やメモリカード装着後、すぐにメモリカードに対して
アクセスする場合には、以下のように、メモリカード認識完了フラグ（A34315）
を a接点の入力条件としてください。 

  

FREAD 

C 

S1 

S2 

D

A34315 A34313

メモリカード 
認識完了   
フラグ　　 

ファイル　　 
メモリ操作　 
実行中フラグ 

実行条件 
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5－1－2 ファイルメモリ用のファイル 
ファイルメモリに格納できるファイルとして、次のような種類のファイルがあります 
①プログラムファイル 
②パラメータファイル 
③データファイル 
④変数テーブル 
⑤コメントファイル 
⑥プログラムインデックスファイル 
⑦ユニット／ボードバックアップファイル 
 

■ ファイル種類 
①プログラムファイル 
プログラムファイルは、CPUユニットのユーザプログラム（サイクル実行タスクと割
込みタスク内のプログラム）を記録したファイルです。また、各プログラムのプロパ
ティ情報も含まれます。 

         

 

全てのプログラム 

 
 

②パラメータファイル 
パラメータファイルは、CPUユニット内部のパラメータエリアのデータを記録したフ
ァイルです。パラメータエリアには、PLCシステム設定、登録 I/Oテーブル、CPU高
機能ユニットシステム設定（データリンクパラメータ含む）、ルーチングテーブルと
いったデータが含まれます。 
 

   
 

  

ルーチングテーブル 

PLCシステム設定 登録 I/Oテーブル 

CPU高機能ユニットシステム設定
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③データファイル 
データファイルは、I/Oメモリ上の 1エリア種別データを、チャネル（16ビット）単
位で記録したファイルです。1エリア種別内の指定範囲または全範囲のデータが記録
できます。エリア種別として、CIO、HR（保持リレー）、WR（内部補助リレー）、 
AR（特殊補リレー）、DM（データメモリ）、EM（拡張データメモリ）の６エリア
があります。 

     
  

または 

エリア種別 

指定範囲 

全範囲 

 
 

④変数テーブルファイル 
変数テーブルファイルは、CX-Programmerで使用する変数テーブルの情報、PLCア
ドレス自動割付のデータを記録したファイルです。 
 
 

   
    

グローバル変数 I/Oテーブル

ローカル変数 I/Oテーブル 

変数 アドレス データ型 I/Oコメント

 
 

⑤コメントファイル 
コメントファイルは、CX-Programmerで使用するコメント用の情報を記録したファ
イルです。 
 

 

行コメント 

注釈文 
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⑥プログラムインデックスファイル 
プログラムインデックスファイルは、CX-Programmerで使用するセクション用の情
報を記録したファイルです。 
 
 
 
 

 

[セクション名] 
セクションコメント

 
 

⑦ユニット／ボードバックアップファイル 
ユニット／ボードバックアップファイルは、簡易バックアップ機能に対応したユニッ
ト／ボードの内部データを記録したファイルです。簡易バックアップ操作を行ったと
きに作成されます。内部データの内容は、個々のユニットに依存します。 
例： 
  DeviceNetユニット：デバイスパラメータ 
  シリアルコミュニケーションユニット：プロトコルマクロデータ 
 

● ファイル種類とファイル操作  
ファイル種類 関連するファイルメモリ操作 

①プログラムファイル 
②データファイル 
③パラメータファイル 

・周辺ツール（CX-Programmer／プロコン） 
・FINSコマンド 
・ファイル操作命令、 
・簡易バックアップ操作 
・特殊補助リレー 

④変数テーブル 
⑤コメントファイル 
⑥プログラムインデックスファイル 

・CX-Programmer 
・簡易バックアップ操作 

⑦ユニット／ボードバックアップファイル ・簡易バックアップ操作  
 

CPUユニット

EMファイル
メモリ 

メモリ
カード

・ユーザプログラム 
・I/Oメモリなど 

CX-Programmer

・プログラムファイル
・データファイル 
・パラメータファイル

・変数テーブル 
・コメントファイル 
・プログラムインデックス
ファイル 

CX-Programmerからの転
送操作 

周辺ツール、FINSコマン
ド、命令、または特殊補助
リレー 

CPUユニットで 
操作可能なファイル 

CX-Programmer でのみ
転送可能なファイル 

周辺ツール、
FINSコマンド、
命令、または特
殊補助リレー 

・プログラムファイル 
・データファイル 
・パラメータファイル 

コメント 
メモリ 

内蔵フラッ
シュメモリ 
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■ ファイルの使用制限 

ファイルメモリに使用するファイルフォーマットは、MS-DOSフォーマットです。 
したがって、Windowsパソコンで、通常のファイルとして扱うことが可能です。 
 

● ファイル名 
ファイルにはファイル名と拡張子を付けることによって、識別します。 
ファイル名には、以下の文字を使用できます。 
a～z、A～Zの英文字、0～9の数字、!、&、$、#、’、{、}、-、^、(、)、_ 
ファイル名には、以下の文字（英数記号）は使用できません。 
,、.、/、¥、？，＊、”、:、;、<、>、＝、+、空白、漢字などの全角文字 
拡張子は、次の「ファイル分類」の表に示すとおり、ファイルの種類によってあらか
じめ決まっています。 
 

● ディレクトリ 
CS/CJシリーズは、サブディレクトリ上のファイルに対してアクセスできます。ファ
イルメモリ内のファイルの格納位置にディレクトリを指定して、ディレクトリを最大
（ルートディレクトリを含めて）5階層まで作成することが可能です。 
ただし、プロコンではルートディレクトリに対してしかアクセスできませんのでご注
意ください。また、ディレクトリ全体の長さは最大 65文字までです。 
Windows等でメモリカードのサブディレクトリを作成する場合、サブディレクトリの
深さに注意してください。 
 

■ ファイルの分類 

CPUユニットで取り扱うファイルは、ファイルメモリ操作に応じて、以下の 4つに分
類されます。  

ファイル分類 ファイル種類      ○：対象 ―：非対象 

 プログラム 
ファイル 

データ 
ファイル 

パラメータ
ファイル 

変数テーブル
ファイル 

コメント
ファイル

プログラム 
インデック
スファイル 

ユニット／ボ
ードバックア
ップファイル

汎用ファイル ○ ○ ○ ― ― ― ― 

電源ON時自動転
送用ファイル 

○ ○ ○ ― ― ― ― 

簡易バックアップ
用ファイル＊1 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

CX-Programmer
専用ファイル 

― ― ― ○ ○ ○  

 
＊１：CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不可 
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● 汎用ファイル 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）、FINSコマンド、命令、または特殊補助リ
レーによって操作（読み書きなど）が可能なファイルです。 
ファイル名はユーザが任意に定義できます。  

ファイル種類 ファイル名 拡張子 内容 説明 

プログラムファイル ＊＊＊＊＊
＊＊＊ 

.OBJ ユーザプログラム CPUユニットのサイクル実行タスクと割込
タスク内のプログラムです。 

パラメータファイル ＊＊＊＊＊
＊＊＊ 

.STD ・PLCシステム設
定 

・登録 I/Oテーブル
・ルーチングテーブ
ル 
・CPU高機能ユニ
ットシステム設
定エリアなど 

・CPUユニット内部のパラメータエリアの
データです。 

・ユーザは、ファイル内の各情報種類別のデ
ータを識別する必要はありません。 

.IOM BINデータ形式 

.TXT TXT形式（区切りな
し、またはタブ区切
り）＊1 

データファイル ＊＊＊＊＊
＊＊＊ 

.CSV 

I/Oメモリの指定範
囲 

・1エリア種別内の、開
始CH～最終CHまで
の CH（16ビット）
単位のデータです。 
・エリア種別は、CIO、

HR（保持リレー）、
WR（内部補助リレ
ー）、AR（特殊補助
リレー）、DM（デー
タメモリ）、EM（拡
張データメモリ）のい
ずれかが可能です。 

CSV形式（カンマ
区切り）＊1 

 
＊1：CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしでは対応していません。 
注：＊＊＊＊＊＊＊＊は、8文字以内の文字（ASCIIコード）で設定します。 
 

● 電源 ON時自動転送用ファイル 
電源 ON時にメモリカードから CPUユニットに自動転送されるファイルです。 
電源 ON時自動転送には、パラメータファイル付きで転送する場合とパラメータファ
イルなしで転送する場合の 2つのタイプがあります。  
電源 ON時自動転送の
タイプ 

ファイル名 用途 

パラメータファイル付
きで転送 

AUTOEXECまたは ATEXEC□□と
固定 

プログラムの変更による差し替
え 

パラメータファイルな
しで転送＊1 

REPLACEまたはREPLC□□と固定 プログラムおよびネットワーク
設定の変更による差し替え  

＊1： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU単
独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降から対応 
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下表右端のファイル欄の○印のファイルは、電源 ON時自動転送機能を実行する場合
に、必ずメモリカード内に存在しなければなりません。 
・パラメータファイル付きで電源 ON時自動転送を行う場合のファイル  
ファイル種類 ファイル名 拡張子 内容 説明 必須
プログラムフ
ァイル 

AUTOEXEC .OBJ ユーザプログラム ・CPUユニットのサイクル実行タスクと割
込タスク内のプログラムです。 

・電源 ON時自動転送機能を実行する場合、
メモリカードの中に必ず存在しなければ
なりません。 
・メモリカードの中には、パラメータファ
イル（AUTOEXEC.STD）が共に存在し
ないと転送されません。 

○ 

パラメータフ
ァイル 

AUTOEXEC .STD ・PLCシステム設定
・登録 I/Oテーブル
・ルーチングテーブ
ル 

・CPU高機能ユニッ
トシステム設定エ
リアなど 

・CPUユニット内部のパラメータエリアの
データです。 

・電源 ON時に、CPUユニットの所定の位
置に初期設定データが自動的に格納され
ます。 
・ユーザは、ファイル内の各情報種類別の
データを識別する必要はありません。 
・電源 ON時自動転送機能を実行する場合
でかつプログラムファイルが
AUTOEXEC.OBJの場合、メモリカード
の中に必ず存在しなければなりません。
（プログラムファイルが REPLACE.OBJ
の場合は、メモリカードの中にあって
も、転送されません。） 

○ 

AUTOEXEC .IOM I/Oメモリのデータ
メモリ（D20000を
先頭とした指定 CH
数のデータを格納）

・ファイル名 AUTOEXECおよび拡張
子.IOMのファイルには、D20000を先頭
とした DMエリアのデータを格納してく
ださい。 
・電源 ON時、ファイル内の先頭からのす
べてのデータが、D20000以降に、データ
数だけ転送されます。 

・電源 ON時自動転送機能を実行する場合、
メモリカードの中に存在しなくてもかま
いません。 

－ 

ATEXECDM .IOM I/Oメモリのデータ
メモリ（D00000を
先頭とした指定 CH
数のデータを格納）
注：CSシリーズ 

CS1 CPUユニ
ット –V□なし
は不可。 

・ファイル名 ATEXECDMおよび拡張
子.IOMのファイルには、D00000を先頭
とした DMエリアのデータを格納してく
ださい。 
・電源 ON時、ファイル内の先頭からのす
べてのデータが、D00000以降に、データ
数だけ転送されます。 

・電源 ON時自動転送機能を実行する場合、
メモリカードの中に存在しなくてもかま
いません。 
注：AUTOEXEC.IOMファイルと DMのエ
リアが重複した場合は、本ファイルが
優先されます。 

－ 

データファイ
ル 

ATEXECE□ .IOM I/Oメモリの、バン
ク No.□の拡張デー
タメモリ（E□
_00000を先頭とし
た指定 CH数のデー
タを格納） 
注：CSシリーズ 

CS1 CPUユニ
ット -V□なし
は不可。 

・ファイル名 ATEXECE□および拡張
子.IOMのファイルには、E□_00000を先
頭としたバンク No.□の EMエリアのデ
ータを格納してください。（□：バンク
No.0～C、最大バンク No.は CPUユニッ
ト形式による。） 
・電源 ON時、ファイル内の先頭からのす
べてのデータが、E□_00000以降に、デ
ータ数だけ転送されます。 

・電源 ON時自動転送機能を実行する場合、
メモリカードの中に存在しなくてもかま
いません。 

－ 

 AUTOEM□□ 
（□□は、0D～
18(Hex)） 

.IOM I/Oメモリの、バン
ク No.□の拡張デー
タメモリ（E□
_00000を先頭とし
た指定 CH数のデー
タを格納） 
注：形 CS1D- 

CPU68HAの
み。 

・E□_00000を先頭としたバンク No.□の
EMエリアのデータを格納してくださ
い。（□：バンク No.D～18(Hex)、 
形 CS1D-CPU68HAのみ。） 
・電源 ON時、ファイル内の先頭からのす
べてのデータが、E□_00000以降に、デ
ータ数だけ転送されます。 

・電源 ON時自動転送機能を実行する場合、
メモリカードの中に存在しなくてもかま
いません。 

－ 
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・パラメータファイルなしで電源 ON時自動転送を行う場合のファイル  
ファイル種類 ファイル名 拡張子 内容 説明 必須
プログラムフ
ァイル 

REPLACE .OBJ ユーザプログラム ・AUTOEXEC.OBJと内容は同一です。
・メモリカードの中に、パラメータファイ
ル（AUTOEXEC.STD）がなくとも、
電源 ON時に、転送されます。 

○ 

パラメータフ
ァイル 

不要   ・メモリカード内にいずれのファイル名で
あっても、転送されません。 

－ 

REPLACE .IOM I/Oメモリのデータメ
モリ（D20000を先頭
とした指定CH数のデ
ータを格納） 

・AUTOEXEC.IOMと内容は同一です。
・メモリカードの中に、プログラムファイ
ル（REPLACE.OBJ）があれば、電源
ON時に、転送されます。 

－ 

REPLCDM .IOM I/Oメモリのデータメ
モリ（D00000を先頭
とした指定CH数のデ
ータを格納） 

・ATEXECDM.IOMと内容は同一です。
・メモリカードの中に、プログラムファイ
ル（REPLACE.OBJ）があれば、電源
ON時に、転送されます。 

－ 

データファイ
ル 

REPLCE□ .IOM I/Oメモリの、バンク
No.□の拡張データメ
モリ（E□_00000を先
頭とした指定CH数の
データを格納） 

・ATEXECE□.IOMと内容は同一です。
・メモリカードの中に、プログラムファイ
ル（REPLACE.OBJ）があれば、電源
ON時に、転送されます。 

－ 

 
注：上記の電源 ON時自動転送のパラメータファイルなしで転送するファイルは、CS/CJシリ

ーズ ユニット Ver.表記なしでは不可。 
 

● 簡易バックアップ用ファイル 
簡易バックアップ操作で、メモリカードと CPUユニット間で転送されるファイルで
す。ファイル名は、BACKUP□□と固定です。 
下表右端のファイル欄の○印のファイルは、簡易バックアップの読み出し（メモリカ
ードから CPUへ書き込み）を実行する場合に、必ずメモリカード内に存在しなけれ
ばなりません。  
ファイル種類 ファイル名 内容 説明 必須
プログラムフ
ァイル 

BACKUP.OBJ ユーザプログラム ・CPUユニットのサイクル実行タスク
と割込タスク内のプログラムです。 

○ 

パラメータフ
ァイル 

BACKUP.STD ・PLCシステム設定 
・登録 I/Oテーブル 
・ルーチングテーブル 
・CPU高機能ユニットシス
テム設定エリア ＊2 

・1CPUユニット内の初期設定データす
べてを含みます。 

・ユーザは、ファイル内の各情報種類別
のデータを識別する必要はありませ
ん。 

○ 

データファイ
ル 

BACKUP.IOM 高機能 I/Oユニット／CPU
高機能ユニット／INNERボ
ード（CSシリーズのみ）の
割付 DMエリア 

・I/Oメモリの D20000～D32767の全デ
ータです。 

○

 BACKUPIO.IOR I/Oメモリのリレーエリア I/Oメモリの、CIO、WR、HR、AR、タ
イマ/カウンタアップフラグ・現在値の全
データです。 
注：CIO、WR、タイマアップフラグ・
現在値および強制セット／リセッ
ト状態は、電源 ON時のメモリカー
ドからの読み出し時にクリアされ
ます。ただし、PLCシステム設定の
電源 ON時の I/Oメモリ保持フラ
グ、強制セット／リセット保持フラ
グの電源ON時保持設定で保持する
ことが可能です。 

○

 BACKUPDM.IOM 汎用 DMエリア ・I/Oメモリの D00000～D19999の全デ
ータです。 

○

 BACKUPE□.IOM 汎用 EMエリア ・I/Oメモリの E□_00000～E□_32767
の全データです。（□：バンク No.0
～C、最大バンク No.は CPUユニット
形式による。） 

・簡易バックアップによるメモリカード
への書き込み操作時に、全バンク No.
の EMエリアデータが、バンクごとに
ファイルに分かれて自動的に作成さ
れます。 

－
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ファイル種類 ファイル名 内容 説明 必須
データファイル BKUPEM□□ 

.IOM 
（□□は、0D～
18(Hex)） 

汎用 EMエリア ・I/Oメモリの E□_00000～E□_32767
の全データです。（□：バンク No.D
～18(Hex)、形 CS1D-CPU68HAの
み。） 

・簡易バックアップによるメモリカード
への書き込み操作時に、全バンク No.
の EMエリアデータが、バンクごとに
ファイルに分かれて自動的に作成さ
れます。 

－

ユニット／ボー
ドバックアップ
ファイル 

BACKUP□□ 
.PRM 
（□□は、ユニッ
ト／ボードの号
機アドレス） 

高機能ユニット／ボードの
データ 

・特定ユニット／ボードのデータです。
詳細は、本マニュアル「5－2－6 簡
易バックアップ操作」を参照してくだ
さい。 

○

変数テーブルフ
ァイル ＊1 

BKUPSYM.SYM ・グローバル変数テーブル 
・ローカル変数テーブル 
・自動割付エリア設定データ

CX-Programmerのグローバル／ローカ
ル変数テーブル内の以下の情報を含み
ます。 
変数、アドレス、データ型、I/Oコメン
ト 
CX-Programmerの［PCアドレス自動
割付］で設定したデータも含まれます。

－

コメントファイ
ル ＊1 

BKUPCMT.CMT ・行コメント 
・注釈文 

CX-Programmerの行コメント、注釈文
の情報 

－

プログラムイン
デックスファイ
ル ＊1 

BKUPPRG.IDX CX-Programmerのセクシ
ョン名、セクションコメント

CX-Programmerのセクション区切りの
情報（ただし、区切り位置はプログラム
内のセクション区切り命令による） 

－

 
上記の簡易バックアップ用ファイルは、CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしでは不可で
す。 
＊1： 変数テーブルファイル、コメントファイル、プログラムインデックスファイルの簡易バッ

クアップ用ファイルは、CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニ
ット ユニット Ver.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降でのみ作成可
能です。 
メモリカード、EMファイルメモリ、またはコメントメモリのいずれかに存在するファイ
ルから自動的に作成されます。 

＊2： パラメータファイル内のCPU高機能ユニットシステム設定エリアの代表的なものとして
は、データリンクテーブルがあります。その他の設定データについては、該当ユニットの
マニュアルを参照してください。 
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● CX-Programmer専用ファイル 
CX-Programmerにより、作成されるファイルです。ファイルメモリに作成されるフ
ァイル名は固定です。プロジェクトの転送操作時に、これらの専用ファイルの転送先
を以下の中から選択できます。 
・メモリカード 
・EMファイルメモリ 
・コメントメモリ（CPUユニット内蔵ファイルメモリ内）  
注 1： CX-Programmer Ver.5.0以降で、かつ CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、

CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以
降の場合のみコメントメモリへ転送できます。 

注 2： CX-Programmer Ver.4.0以前では、CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M 
CPUユニット ユニット Ver.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降であ
っても、これらのファイルをコメントメモリへ格納することはできませんので、ご注意く
ださい。  

ファイル種類 ファイル名 内容 説明 

変数テーブルファイル SYMBOLS.SYM グローバル変数テー
ブルおよびローカル
変数テーブル 

・CX-Programmerのグローバル／ローカル変
数テーブル内の変数、アドレス、データ型、
I/Oコメントの情報を含みます。 

・CX-Programmerの［PCアドレス自動割付］
で設定したデータも含まれます。 

コメントファイル COMMENTS.CMT 行コメント、注釈文
（付箋紙） 

・CX-Programmerの行コメント、注釈文の情
報 

プログラムインデック
スファイル 

PROGRAM.IDX セクション名、セク
ションコメント 

・CX-Programmerのセクション区切りの情報
（ただし、区切り位置はプログラム内のセク
ション区切り命令による） 
注：CX-Programmer Ver.2.0以降でのみ可能 

注： CX-Programmer Ver.1.2以降では、オフラインで、上記変数テーブルファイルおよびコ
メントファイルを CX-Programmer←→パソコンの RAM←→記憶装置間で転送することも
できます。 

 
■ ファイルのサイズ 

ファイルのサイズ（バイト）は、以下のように計算できます。  
ファイル種類 サイズ 

データファイル（.IOM） （CH数×2＋48）バイト 
例）DM全範囲（D00000～32767）の場合、32768×2+48＝65584
バイト。 

データファイル（.TXTまた
は.CSV） 

区切の形式、改行位置によって、ファイルサイズが異なります。
注：区切コードは 1バイト、改行コードは２バイトです。 
例 1）区切りなしワード、改行なしの場合 

12345689ABCDEF012345678 のとき、24バイト 
例 2）区切ありワード、改行 2フィールドごとの場合 

1234,5678  
9ABC,DEF0  
1234,5678  のとき、33バイト 

例 3）区切ありロングワード、改行 2フィールドの場合 
56781234,DEF01234  
56781234  のとき、29バイト 

プログラムファイル（.OBJ） （使用ステップ数＊1×4＋48）バイト 
パラメータファイル（.STD） 16048バイト  
＊1： プログラムファイルの使用ステップ数は、CX-Programmerのクロスリファレンスレポー

ト画面で表示される「UM合計ステップ数」から「UM空きステップ数」を引くことで求
められます（クロスリファレンスレポート画面は、[表示]－[クロスリファレンスレポート]
－[レポート作成]で表示されます）。 
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■ データファイルについて 
● 汎用のデータファイルについて 

1. 汎用のデータファイルには、3種類のデータファイル（拡張子が.IOM、.TXT、.CSV）
があります。 
（.TXD、.CSVは CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不可）。  
拡張子 内容 用途 

.IOM BIN形式 
CS/CJシリーズ独自のデータ形式 

I/Oメモリのバックアップ 

.TXT 
（注）
.CSV 

I/Oメモリ上の 1CHまたは２CHがフィールド（項目）
として、ASCIIコードに変換されたデータ形式 
レコード間を改行コードで区切ることが可能 

表計算ソフトとデータ交換 

 
注：・TXT、CSV形式のデータファイルの読み書き方法について 

FREAD／FWRIT命令によってのみ可能です。 
 

TXT、CSVのデータ形式には、以下の 6種類があります。  
拡張子 データ形式 内容 

  １フィールド（区切り要素）
当たりの I/Oメモリサイズ 

区切りコード 

区切りなしワード 1CH なし .TXT 
（注） 区切りなしロングワード 2CH なし 
 タブ区切りワード 1CH タブコード 
 タブ区切りロングワード 2CH タブコード 

カンマ区切りワード 1CH カンマ .CSV 
（注） カンマ区切りロングワード 2CH カンマ 

 

注：・TXT、CSV形式の文字コードの制限について 
データファイル内に、半角の 16進数値（0～9、A～F、a～f）以外の文字が含まれている
場合、読み出し時に正しく I/Oメモリ上に読み出されません。 

 

・フィールドサイズの制限について 
データファイル内のフィールドのサイズは、ワード形式の場合、16進数値で半角の４桁
（4バイト）でなければなりません。 
ロングワード形式の場合、16進数値で半角の 8桁（8バイト）でなければなりません。
それ以外のとき、読み出し時に正しく I/Oメモリ上に読み出されません。 

 

・格納順序について 
ワード形式の場合、I/Oメモリ上のデータを、I/Oメモリ上の下位 CH→上位 CHの順に、
1CHごとを（フィールドとして）区切って、ASCIIコードに変換して格納します。 
ロングワード形式の場合、I/Oメモリ上の下位 CH→上位 CHの順に、2CHごと（2CH
内は上位 CH→下位 CHの順）を（フィールドとして）区切って、ASCIIコードに変換し
て格納します。 

 

・区切りコードについて 
区切なしの場合、フィールド間を詰めて連続で格納します。 
カンマ区切りの場合、フィールド間にカンマコードを挿入して格納します。 
タブ区切りの場合、フィールド間にタブコードを挿入して格納します。 
ただし、読み出し時には、FREAD命令上で区切りあり（カンマまたはタブ）指定の場合、
1バイトのコード（カンマ／タブに限らず）で区切られたデータとして読み出します。 

 
・改行指定について 
改行ありの場合、指定フィールド数ごとに、改行コードを挿入して格納します。 
なお、改行ありのファイルの場合、FREAD／FWRIT命令において、読出開始位置／書
込開始位置（ファイルメモリ先頭からのオフセット位置）を指定することはできません。 
改行なしの場合、連続で格納します。 

 

・格納サイズについて 
1ファイル当たりの格納サイズについては、FWRIT命令のオペランドによって、指定し
ます。サイズは、フィールド数で指定します。 
ワード形式の場合、I/Oメモリ上の 1CH＝1フィールドに相当します。 
ロングワード形式の場合、I/Oメモリ上の 2CH＝1フィールドに相当します。 
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2. ファイル内には、どのエリア種別のどのデータが格納されているかを示す情報をも
ちません。したがって、ファイル名に以下のように識別用の文字（先頭アドレスな
ど）を入れるなどをして、ユーザ側で管理をしてください。 
例：D00100.IOM、CIO0020.TXT 
もし、転送元のデータファイル（.IOM／.TXT／.CSV）内のエリア種別と、転送先
の CPUユニットのエリア種別が異なっていた場合でも、周辺ツール
（CX-Programmer／プロコン）からのファイル→CPUユニットへの転送操作にお
いて、とくに識別されることなくファイルの先頭からの CHデータが、I/Oメモリ
の指定アドレス以降に読み出されます。 （例：ファイル内の CIOのデータを DM
エリアに読み出す操作を周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）でした場合、
CPUユニットの DMエリアに読み出されます。） 

 
参 考 

 

TXT、CSV形式のデータファイルは、I/Oメモリ上の 16進数値（0～9、A～F）を表

計算ソフトとデータ交換するためのデータです。 

 
参 考 

 

データファイル内のデータの構造は、以下のとおりです。 
・BIN形式（.IOM）の場合 
例：I/Oメモリの 4チャネルのデータが、1234Hex、5678Hex、9ABCHex、DEF0Hex
を ABC.IOMというファイルに保存した場合 
ただし、通常の操作においては、ユーザはこのデータ形式を意識する必要はありま
せん。 

 

 
1234
5678
9ABC
DEF0 12

34

78
56

9A
BC

F0
DE

I/Oメモリ 

8バイト 

XX
XX

〜

XX

ABC.IOMのファイルの内容 

48バイト（システム予約） 

 
 

・ワード CSV形式（.CSV）の場合 
例：I/Oメモリの 4チャネルのデータが、1234Hex、5678Hex、9ABCHex、DEF0Hex
を ABC.CSVというファイルに保存した場合 

 

1234
5678
9ABC
DEF0

32
33

2C
34

35
36
37

I/Oメモリ
4バイト

31

ABC.CSVのファイルの内容

ASCII変換

2
3

,
4

5
6

8
7

1

,

4バイト

区切り

区切り

1234,5678,9ABC,DEF0

ファイルをテキストで表示
したとき38

2C

〜
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 ワード TXT形式（.TXT）の場合も同様です。 
・ロングワード CSV形式（.CSV）の場合 
例：I/Oメモリの 4チャネルのデータが、1234Hex、5678Hex、9ABCHex、DEF0Hex
を ABC.CSVというファイルに保存した場合  

 

1234
5678
9ABC
DEF0

36
37

31
38

32
33
34

I/Oメモリ
8バイト

35

ABC.CSVのファイルの内容

ASCII変換
（フィールド内
上位→下位の順）

6
7

1
8

2
3

,
4

5

区切り

56781234, DEF09ABC

ファイルをテキストで表示
したとき

2C

〜

 
 ロングワード TXT形式（.TXT）の場合も同様です。 
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参 考 

 

表計算ソフトによるデータファイル（TXT、CSV形式）の作成方法 

CSV、TXT形式のデータファイルを表計算ソフト（例：Microsoft Excel）を使用して
作成する方法を以下に示します。 
・セルの表示形式：文字列 
・セル内の文字数：ワード形式の場合、必ず、半角 4文字としてください。ロングワ
ード形式の場合、必ず、半角８文字としてください 
例）ワード形式の場合、000Aを、Aとのみ入力しないでください。 

・セル内の文字種類：必ず、16進数値（0～9、A～F、a～f）の文字としてください。
カタカナ、英文字、ひらがな、漢字、記号は使用できません。 

 
参考：I/Oメモリ上に 16進数の数値を格納したい場合、表計算ソフト上で 10進入力を 16進に

変換すると便利です。その方法を以下に示します。  
1 [ツール]メニューから[アドインの登録と管理]を選択します。 
2 [アドインの登録と管理]ダイアログボックスにて、「分析ツール」をチェックします。
3 関数を組み込むセル位置で、[挿入]メニューから[関数]を選択します。 
4 [分類]フィールドの「エンジニアリング」内の DEC2HEX（数値,桁数）を選択します。
5 16進 4桁に変換する場合は、数値の位置で IF(0<=参照セル位置,参照セル位置,65535+
参照セル位置)を入力します。 
16進 8桁に変換する場合は、数値の位置で IF(0<=参照セル位置,参照セル位
置,4294967296+参照セル位置)の条件を入力します。 

 
例 
・0または正の 10進数値を入力する場合 
 

 16進 4桁に変換する場合 16進 8桁に変換する場合 
使用関数 DEC2HEX(参照セル位置,4) DEC2HEX(参照セル位置,8) 
例 10進で 10を入力し、16進 4桁の

000AHexに変換 
10進で 10を入力し、16進 8桁の
0000000AHexに変換 

 
 
・符号付き 10進数値を入力する場合 
 

 16進 4桁に変換する場合 16進 8桁に変換する場合 
使用関数 DEC2HEX(IF(0<=参照セル位置,参照

セル位置,65536+参照セル位置),4) 
DEC2HEX(IF(0<=参照セル位置,参照セ
ル位置,4294967296+参照セル位置),8) 

例 10進で-10を入力し、16進 4桁の
FFF6Hexに変換 

 

10進で-10を入力し、16進 8桁の
FFFFFFF6Hexに変換 
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● 電源 ON時自動転送用のデータファイルについて 
電源 ON時自動転送用のデータファイルには、以下の 6種類があります。  

データファイル パラメータファイル付き
で転送する場合 

パラメータファイルなし
で転送する場合 

D20000先頭のデータファイル＊1 AUTOEXEC.IOM REPLACE.IOM 
D00000先頭のデータファイル ATEXECDM.IOM REPLCDM.IOM 
E□_00000先頭のデータファイル ATEXECDM.IOM REPLCDM.IOM  
＊1：高機能ユニット／INENRボードの割付 DMエリア用です。 
 
各電源 ON時自動転送用データファイルを作成する場合、必ず、各々上記のエリア種
別・開始アドレスを先頭としてください。格納サイズは、そのエリア種別の最終アド
レスまでのサイズ以下としてください。 
電源 ON時に、メモリカード内にあるデータファイル内の全データが、各々、D20000
以降、D00000以降、E□_00000以降に、データ数分だけ転送されます。 
 

お願い 

 

周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）によって、AUTOEXEC.IOMまたは

REPLACE.IOM、ATEXECDM.IOMまたは REPLCDM.IOM、ATEXECE□.IOM（また

は形 CS1D-CPU68HAの場合、AUTOEM□□.IOM）または REPLCE□.IOM（電源 ON

時自動転送用データファイル）を作成する際には、必ず、書き込み開始アドレスに

各々、D20000、D00000、E□_00000を指定し、かつ書き込みサイズに DMまたは

EM該当バンク No.のエリア範囲内のサイズを指定してください。 

万一、各々、D20000、D00000、E□_00000以外を指定して AUTOEXEC.IOMまたは

REPLACE.IOM、ATEXECDM.IOMまたは REPLCDM.IOM、ATEXECE□.IOM（また

は形 CS1D-CPU68HAの場合、AUTOEM□□.IOM）または REPLCE□.IOMファイル

を作成した場合であっても、ファイル内のデータは電源 ON時に、メモリカードから

読み出され CPUユニットの D20000、D00000、E□_00000を先頭としたアドレスに

各々転送されます。その場合、各々D20000、D00000、E□_00000以降に誤ったデー

タが上書きされてしまいますので、ご注意ください。また、サイズが DMまたは EM

該当バンク No.エリア範囲を超えている場合、超過分は、DMエリアの場合、EMエリ

アのバンク No.0に、EMエリアの場合、指定バンク No.+1のバンク No.に上書きされ

ますので、ご注意ください。 

さらに、超過分が EM最終バンクを超えている場合、「メモリ異常」となりますので、

ご注意ください。 
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・格納サイズについては、DMエリアの場合、最終アドレス D32767、EMエリアの場
合 E□_32767を超えるサイズを指定することも可能です。DMエリアの場合、デー
タメモリ（DM）エリアを超えたサイズを指定して AUTOEXEC.IOMまたは
REPLACE.IOMファイルを作成した場合、D32767の次は、E0_00000以降の EM
エリア（バンク No.順で、最大サイズは最終バンクまで）が書き込まれます。それ
を電源 ON時に自動転送すると、D20000を先頭とした DM+EMのエリア（バンク
No.順）に転送されます。EMエリアの場合も、同様に、超過分は次のバンク No.に
書き込まれます。 

・高機能 I/Oユニット用割付 DMエリア（D20000～29599）、CPU高機能ユニット用
割付DMエリア（D30000～31599）、および INNERボード用割付DMエリア（D32000
～32099）のデータを、AUTOEXEC.IOMファイルとしてメモリカードに格納して
おくことにより、メモリカードの差し替えで、各高機能 I/Oユニット／CPU高機能
ユニット／INNERボード（CSシリーズのみ）のシステム設定データを電源 ON時
に読み込むことができます。これにより、メモリカードを使用して、装置・マシン
ごとの高機能 I/Oユニット／CPU高機能ユニット／INNERボード（CSシリーズの
み）のシステムデータをライブラリとして管理することができます。 

 
● 簡易バックアップ用のデータファイルについて 
簡易バックアップ操作によって作成されるデータファイルは、4種類（形 CS1D- 
CPU68HAの場合は、5種類）です。 
CPUユニット前面ディップスイッチ SW7が ONの状態で、メモリカードを装着し、
メモリカード給電停止ボタンを 3秒間押すことによって、以下の 4種類（形 CS1D- 
CPU68HAの場合は、5種類）のファイルが一括で自動的に作成され、メモリカード
に書き込まれます。 
BACKUP.IOM、BACKUPIO.IOR、BACKUPDM.IOM、BACKUPE□.IOM
（BKUPEM□□.IOM：形 CS1D-CPU68HAの場合のみ） 
これらのファイルは、簡易バックアップ操作専用のファイルです。ただし、
BACKUPIO.IORを除くファイルは、周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）で操
作することも可能です（BACKUPIO.IORは操作することができません）。 
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5－1－3 ファイル操作の方法と内容 
ファイルの読み書きなどの操作方法には、以下の 6つの方法が可能です。 
読出：ファイルメモリ→CPUユニットへのファイルの転送 
書込：CPUユニット→ファイルメモリへのファイルの転送を指します。 

○：操作可能、－：操作不可  
操作方法 媒体 内容 プログラム

ファイル 
データ 
ファイル
（注 3）

パラメータ
ファイル 

変数テーブル、コメ
ントファイル、プロ
グラムインデックス
ファイル（注 6） 

ユニット／ボ
ードバックア
ップファイル

読出 ○ ○ ○ － － 
書込 ○ ○ ○ － － 

CX-Programmer 
または 
プロコン 

メモリカード、 
EMファイルメ
モリ その他の操作 

（注 2） 
○ ○ ○ － － 

読出 － － － ○ － 
書込 － － － ○（注 6） － 

1)周辺ツール
による 

CX-Programmer
のみ 

メモリカード、 
EMファイルメ
モリ、コメント
メモリ 

その他の操作 
（注 2） 

－ － － － － 

読出 ○ ○ ○ － － 
書込 ○ ○ ○ － － 

2)FINSコマンドによる 
（注 1） 

メモリカード、 
EMファイルメ
モリ その他の操作 

（注 2） 
○ 

（注 4）
○ ○ － － 

1ファイル内のデー
タ読出 

－ ○ － － － 3)FREAD／FWRIT（データファ
イル読み／書き）命令による 

メモリカード、 
EMファイルメ
モリ 1ファイル内のデー

タ書込 
－ ○ － － － 

4)特殊補助リレーによる運転中
のユーザプログラム全体の差
し替え（CSシリーズ CS1 
CPUユニット -V□なしは不
可） 

メモリカード
のみ 

読出 ○ － － － － 

読出 ○ ○ ○ － － 5)電源 ON時の自動転送による メモリカード
のみ 書込 － － － － － 

読出 ○ ○ ○ ○ ○ 6)簡易バックアップ操作による
（CSシリーズ CS1 CPUユニ
ット -V□なしは不可） 

メモリカード
のみ 書込 ○ ○ ○ ○（注 6） ○ 

 
注 1： ファイルメモリ操作の FINSコマンドは、上位リンク接続の上位コンピュータから、またはネットワーク上の

他の PLCの CMND命令から、または自身のユーザプログラム上の CMND命令から、発行します。（CSシ
リーズ CS1 CPUユニット -V□なしは、自身のユーザープログラム上の CMND命令によって自身のファイル
メモリ操作を行うことはできません） 

注 2： その他の操作の内容：ファイルメモリのフォーマット、1ファイル内のデータ読出、1ファイル内のデータ書
込、ファイル名変更、ファイルメモリ情報の読出、ファイル削除、ファイルコピー、サブディレクトリ作成、
ファイル名の変更 

注 3： データファイルの内、TXT形式、CSV形式のファイルは、FREAD／FWRIT命令によってのみ、読み書き可
能です。周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）によっては読み書きできません。 

注 4： CX-Programmer Ver.1.2以降の場合、オフラインで、プログラムファイル（.OBJ）をパソコンの RAM←→
記憶装置間で転送することができます。 

注 5： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU単独システム用）CPU
ユニット ユニット Ver.2.0以降の場合、プログラムファイルを REPLACE.OBJとすることで、メモリカード
内にパラメータファイルがなくても、電源 ON時にプログラムを CPUユニットに転送することができます。
なお、その場合、データファイルも同時に転送したいときは、データファイルのファイル名も REPLACE 
REPLCDM、REPLCE□とします。 

注 6： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0以降、CS1D CPUユ
ニット ユニット Ver.4.0以降の場合、CX-Programmer Ver.5.0以降からの CPUユニットへのプロジェクト
転送時に、変数テーブル、コメントファイル、プログラムインデックスファイルを、CPUユニット内蔵フラッ
シュメモリ内コメントメモリに格納することができます（ただし、メモリカードおよび EMファイルメモリが
存在しないまたは空きエリアがない場合のみ）。 
また、簡易バックアップ操作時に、メモリカード、EMファイルメモリ、またはコメントメモリのいずれかに
格納されている、変数テーブル、コメントファイル、プログラムインデックスファイルが、各々バックアップ
ファイルとして、自動的に作成され、メモリカードに格納されます。 
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5－1－4 用途 
ファイル処理は、次のような用途に使用できます。 
 

● データファイルの場合 
・高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニットや INNERボード（CSシリーズのみ）
の割付 DMエリアの設定データ等を、メモリカードに格納しておきます。  

 
割付 DMエリア
のデータ 

メモリカード 

例：ABC.IOM 
  

 なお、AUTOEXEC.IOM（または REPLACE.IOM）ファイルの場合、高機能 I/O
ユニット／CPU高機能ユニット／INNERボードの割付DMエリアのデータを格納
しておき、電源 ON時に自動転送することができます。 

 
・プログラム実行中に、稼動データ（トレンドデータ・品質データなど）を、データ
ファイル書込み命令により EMファイルメモリに保存します。 

 

EMファイルメモリ

FWRIT 
など 

トレンド 

 
 

参 考 

 

トレンドデータ等アクセス頻度の高いものは、メモリカードではなく EMファイルメ

モリに保存することをお薦めします。 
 

・FWRIT命令でメモリカードに TXTまたは CSV形式で生産結果データなどを保存。
メモリカードアダプタを介してそれをパソコンの表計算ソフトで読み込んで編集す
ることができます（CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不可）。 

 

 

メモリカード 

FWRIT 

I/Oメモリデータを 
TXT、CSV形式で保存 

表計算ソフト 
メモリカードアダプタ 
を介す 

 
 
・逆に表計算ソフトで作成した設定データなどを TXTまたは CSV形式でメモリカー
ドに格納し、CPUユニットに FREAD命令で読み出すことができます（CSシリー
ズ CS1 CPUユニット -V□なしは不可）。 
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● プログラムファイル（.OBJ）の場合 
・段取り替え用のプログラムを、各メモリカードに格納しておき、電源 ON自動転送
機能で電源 ON時にプログラムを差し替えます。  

 AUTOEXEC
.OBJ 

AUTOEXEC
.OBJ 

AUTOEXEC 
.OBJ 

 
 

・運転中に、ラダープログラムから（周辺ツールなしで）プログラム全体を差し替え
ることも可能です（特殊補助リレーによる運転中のプログラム差し替え）。（CSシ
リーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不可）  

.OBJ 

差し替え 

運転中 

 
 

● パラメータファイル（.STD）の場合 
装置・マシンごとの PLCシステム設定、ルーチングテーブルデータ、登録 I/Oテーブ
ルなどをメモリカードに格納しておき、他の装置・マシンに使用します。  

 

A B C

A.OBJ B.OBJ C.OBJ 

‘A 
A.STDを使用  

 
● データファイル／プログラムファイル／パラメータファイルすべて 
不具合が発生したとき、そのときの CPUユニット内の全データ（I/Oメモリ全体、プ
ログラム、パラメータエリア）を周辺ツールなしでメモリカードに記録することもで
きます（簡易バックアップ機能）。（CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不
可） 
 

● 変数テーブルファイル（SYMBOLS.SYM）の場合 
CX-Programmerを使用する場合は、作成したプログラムの名称、I/Oコメントをメモ
リカードまたは EMファイルメモリに保存しておくことができます。 
なお、CX-Programmer Ver.5.0以降で、かつ CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユ
ニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニッ
ト Ver.4.0以降の場合、CPUユニットの内蔵フラッシュメモリであるコメントメモリ
を選択することができます。 
 

● コメントファイル（COMMENTS.CMT）の場合 
CX-Programmerを使用する場合は、作成したプログラムの行コメントを、メモリカ
ードまたは EMファイルメモリに保存しておくことができます。 
なお、CX-Programmer Ver.5.0以降で、かつ CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユ
ニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニッ
ト Ver.4.0以降の場合、CPUユニットの内蔵フラッシュメモリであるコメントメモリ
を選択することができます。 
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 5－2 ファイル操作の方法 
 
ファイルの読み書き等の操作方法には、次の 6つの方法があります。 
 
1）周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）による 
2）FINSコマンドによる 
3）ユーザプログラム上の命令（FREAD／FWRIT／CMND）による（CMND命令は

CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不可） 
4）特殊補助リレーによるユーザプログラム全体の差し替え 
5）電源 ON時の自動転送による 
6）簡易バックアップによる（CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不可） 
 

5－2－1 周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）によるファイル操作 
周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）によって、以下の操作が可能です。 

○：可、×：不可   
ファイル操作 CX-Programmer プロコン 

ファイルの読出（ファイルメモリ→CPUユニットへの
転送） 

○ ○ 

ファイルの書込（ CPUユニット→ファイルメモリへ
の転送） 

○＊1 ○＊1 

ファイルの照合（ CPUユニット←→ファイルメモリ
間の照合） 

× ○ 

ファイルメモリのフォーマット ○ ○ 
ファイル名変更 ○ × 
ファイルメモリ情報の読出 ○ × 
ファイル削除 ○ ○ 
ファイルコピー ○ × 
ディレクトリ作成／削除 ○ ×  
＊1： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU

単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降では、パスワード読出プロテ
クトにて、プログラムファイルのファイルメモリ（メモリカード/EMファイルメモ
リ）への書込を禁止に設定可能。 

 

 

CPUユニット 

ユ ー ザ
プ ロ グ
ラム 

EMファイル
メモリ 

ユーザプ
ログラム 

メモリカード
ユーザ 

プログラム

ユーザプログラムファイルの操作 プロコン周辺ツール

 

 プロコン
周辺ツール 

CPUユニット

I/Oメモリ 

EM ファイ
ルメモリ 

I/Oメモリ 

メモリカード

I/Oメモリ

I/Oメモリファイルの操作 
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プロコン 周辺ツール

CPUユニット 

パラメータ
エリア 

EM ファイル
メモリ 

パラメータ
エリア 

メモリカード

パラメータ
エリア 

パラメータファイルの操作 

 

 

参 考 

 

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU単

独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降の場合、CX-Programmer Ver.4.0

以降を使用すれば、ユーザプログラム全体または複数タスクに対するパスワード登録

時に、オプションとして同時に、プログラムファイル（.OBJ）の作成（バックアップ）

の許可/禁止を設定することができます。 

詳細は、CSまたは CJシリーズのセットアップ編の 1－6－2項「パスワードによる読

出プロテクトの機能強化」の「■プログラムの上書き禁止／許可設定（オプション）」

を参照してください。 

 
参 考 

 

ファイルの書込（CPUユニット→ファイルメモリへの転送）によって作成されるファ

イルの日付は、CPUユニットに内蔵される時計に従います。 

 

参 考 

 

メモリカードアダプタ形 HMC-AP001（別売）を使用して、パソコンの PCカード用

スロットへメモリカードを装着することが可能です。 

これにより、Windowsの Explorer等を使用してカード内のファイルを読み書きするこ

とができます。 
メモリカードアダプタ
形HMC-AP001

メモリカード

パソコンの
PCカード用スロット

 

 

 
 



5－2 ファイル操作の方法 
5－2－1 周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）によるファイル操作 

5-25 

5 

フ
ァ
イ
ル
メ
モ
リ
機
能 

● CX-Programmerの場合 
1 オンラインの状態で、プロジェクトウィンドウの[メモリカード]アイコンをダブル
クリックして、メモリカードウィンドウを表示させます。 

 

2 1）CPUユニットからファイルメモリへの転送時 
プロジェクトワークスペース内で、プログラムエリア、I/Oメモリエリア、パラ
メータエリアのいずれかを選択した後、[ファイル]メニューから[転送]を選択し、
[メモリカードへ]または[EMファイルメモリへ]を選択します。 

2）ファイルメモリから CPUユニットへの転送時 
ファイルメモリ内のファイルを選択し、プロジェクトワークスペース内のプロ
グラムエリア、I/Oメモリエリア、パラメータエリアのいずれかへドラッグ&ド
ロップします。 

 
参 考 

 

CX-Programmer独自の「変数テーブルファイル（SYMBOLS.SYM）」および「コメ

ントファイル（COMMENTS.CMT）」の作成および読み出しは、上記操作ではなく、

プロジェクトの転送操作によって行います。 

 
● プロコンの場合  

００００００　ＣＴ００�
クリア�

シフト�FUN

↓�

接点�
#定数�

０：テンソウ�

１：ショウコ゛ウ�

０：ショキカ�

１：サクシ゛ョ�
 

 
以下各操作を実行します。  
項目 1 項目 2 項目 3 項目 4 項目 5 

0: PLC→メ
モリカー
ド 

テンソウシュベツ： 
OBJ、CIO、HR、WR、AR、DM、
EM、STDから選択 

転送開始アドレスと転
送終了アドレスを設定 

媒体種類、
ファイル名

0: テンソウ
を選択
時： 

1: メモリカ
ード→
PLC 

テンソウシュベツ： 
OBJ、CIO、HR、WR、AR、DM、
EM、STDから選択 

転送開始アドレスと転
送終了アドレスを設定 

媒体種類、
ファイル名

1:ショウゴウを選択時： ショウゴウシュベツ：OBJ、CIO、
HR、WR、AR、DM、EM、STDか
ら選択 

照合開始アドレスと照
合終了アドレスを設定 

媒体種類、
ファイル名

2:ショキカを選択時： 9713（メモリカード）、または 8426
（EMファイルメモリ）を入力 

  

3:サクジョを選択時： サクジョシュベツ： 
OBJ、CIO、HR、WR、AR、DM、
EM、STDから選択 

媒体種類、 
ファイル名 

 

 
注：シュベツ：  
記号 ファイル種類 

OBJ プログラムファイル（.OBJ） 
CIO  CIOエリア 
HR  HR（保持リレー）エリア 
WR データファイル WR（内部補助リレー）エリア 
AR （.IOM） AR（特殊補助リレー）エリア 
DM  DM（データメモリ）エリア 
EM0_  EM（拡張データメモリ）エリア 
STD パラメータファイル（.STD） 
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注：ユーザ操作によるパラメータファイル転送後の、照合操作時の留意事項 
ユニット Ver．表記なしまたはユニット Ver.2.0の CJシリーズ CPUユニットと、ユニッ
ト Ver.3.0の CPUユニットの組み合わせで、パラメータファイル（＊.STD）を作成し、そ
れをメモリカードに保存し、別の CJシリーズ CPUユニットにて、メモリカードからのパ
ラメータファイル転送操作時を行った後、プロコンで転送元ファイルと転送後データ間の照
合操作を実行すると、パラメータデータが照合不一致となるケースがありますので、ご注意
ください。 
照合不一致となるケースは、以下のとおりです。  

TO   
パラメータファイル転送先の、CPUユニ
ットのユニットバージョン 

  
元の I/O割付
ステータス ユニット

Ver．表記な
しタイプへ

ユニット
Ver.2.0へ 

ユニット
Ver.3.0以降
へ 

自動割付 照合可能 ユニット
Ver．表記な
しタイプか
ら 

ユーザ操作 
照合可能 

自動割付 照合可能 ユニット
Ver.2.0から

ユーザ操作 

照合可能 

照合可能 

自動割付 照合不一致
となる 

FROM 

パラメータ
ファイル作
成元の、CPU
ユニットの
ユニットバ
ージョン 

ユニット
Ver.3.0以降
から ユーザ操作 

照合可能 

照合可能 
照合可能 

 
5－2－2 FINSコマンドによるファイル操作 

CS/CJシリーズは、つぎのいずれかにより、CPUユニット宛ての FINSコマンドを受
けることで、（周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）と同様な機能の）ファイル
メモリの操作を行うことができます。 
 

● 上位リンクによる上位コンピュータからの FINSコマンドの発行 
上位コンピュータから、上位リンクのヘッダやターミネータで FINSコマンドを包ん
で発行します。 

 上位コンピュータ

CPUユニット 

 

EM ファイ
ルメモリ 

 

メモリカード
I/Oメモリ、 
 
ユーザプロ 
グラム、 
 
パラメータ 
エリア 

FINSコマンド
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● 他ネットワーク上の PLCからの FINSコマンドの発行 
他ネットワーク上の PLCから、CMND命令により、FINSコマンドを発行します。  

CPUユニット

EMファイルメモリ

メモリカード

I/O メモリ、

ユーザプロ
グラム、

パラメータ
エリア

ネットワーク上
の他の PLC CMND命令

FINSコマンド  
 

参 考 

 

イーサネットユニットを使用すると、Ethernet上の他のコンピュータから、CPUユニ

ットのファイルメモリ（メモリカード、または EMファイルメモリ）内のファイルを

読み書きできます。つまり、上位コンピュータが FTPクライアント、CS/CJシリーズ

が FTPサーバとなった、ファイル単位のデータ交換が可能です。 

 上位コンピュータ
（FTPクライアント）

Ethernet 
イーサネットユニット 

メモリカードまたは
EMファイルメモリ FTPコマンド 

 
 

 

メモリカードまたは
EMファイルメモリ ファイル 

上位コンピュータ→メモリカード 

 

 

メモリカードまたは
EMファイルメモリ ファイル 

メモリカード→上位コンピュータ 

 
 
つぎの FINSコマンドにより、ファイルの読み／書きなどの各種操作が可能です。 
詳細は「CS/CJシリーズ 通信コマンド リファレンスマニュアル」（No.SBCA-304）
を参照してください。  
コマンド 名称 内容 

2201Hex ファイル名読出 ファイルメモリの情報を読み出す 
2202Hex 1ファイル読出 ファイルの指定位置から指定データ長を読出す 
2203Hex 1ファイル書込 ファイルの指定位置から指定データ長を書込む 
2204Hex ファイルメモリのフォーマット ファイルメモリのフォーマット（初期化）を行う 
2205Hex ファイルの削除 ファイルメモリ内の指定複数ファイルを削除する 
2207Hex ファイルのコピー ファイルメモリ間またはファイルメモリ内のファイル

のコピーをする 
2208Hex ファイル名の変更 ファイル名を変更する 
220AHex I/Oメモリエリア←→ファイル

メモリ転送 
CPUユニットの I/Oメモリエリアと、ファイルメモリ
内のデータファイル間のデータ転送／照合を行う 

220BHex パラメータエリア←→ファイル
メモリ転送 

CPUユニットのパラメータエリアと、ファイルメモリ
内のパラメータファイル間のデータ転送／照合を行う

220CHex プログラムエリア←→ファイル
メモリ転送 

CPUユニットのプログラムエリアと、ファイルメモリ
内のプログラムファイル間のデータ転送／照合を行う

2215Hex ディレクトリの作成／削除 ディレクトリの作成／削除をする 
 

参 考 

 

コマンド 220A/220B/220C/2203Hexによって、ファイルメモリ上に作成されるファイ

ルの日付は CPUユニットに内蔵されている時計に従います。 
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5－2－3 ユーザプログラム上の命令によるファイル操作 
FWRIT／TWRIT命令によって、I/Oメモリの指定データをメモリカードまたは EM
ファイルメモリに 1ファイル（データファイル）として作成することができます。 
また、すでにあるファイルに対して、追加や任意の位置からの上書きが可能です。 
FREAD命令によって、メモリカードまたは EMファイルメモリに存在するデータフ
ァイルを読み出し、指定の I/Oメモリに反映することができます。 
また、ファイルに対して、任意の位置から読み出すことができます。  
注：この場合、ファイル単位の転送（読み書き）ではなく、ファイル内の指定開始位置からの指
定データ数を読み書きします。 

 
また、CMND命令によって、CPUユニットが自身に対してメモリカード操作の FINS
コマンドを発行することにより、メモリカードまたは EMファイルメモリに対してフ
ァイルフォーマット、削除、コピー、ファイル名の変更などの各種操作をすることが
できます（CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不可）。 
 

I/Oメモリとファイルメモリ間の読み書き 
：FREAD／FWRIT命令による 

FREAD/FWRIT 
命令による 

 CPUユニット 

I/Oメモリ

EM ファイル
メモリ I/Oメモリ 

メモリカード

Ｉ/Ｏメモリ 

ファイルメモリに対する操作 
：CMND命令による（CSシリーズ CS1 CPUユニッ
ト-V□なしは不可） 

 CPUユニット 

CMND命令 

による 

EM ファイル
メモリ 

メモリカード

Ｉ/Ｏメモリ

操作 操作 

操作 
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■命令 
● 命令  

命令名 命令語 内容 

データファイル読出 FREAD命令 指定データファイルのデータまたはデータの要素
数を指定 I/Oメモリに読み出します。 

データファイル書込 FWRIT命令 指定 I/Oメモリエリアのデータを指定データファ
イルとして作成します。 

テキストファイル書込＊1 TWRIT命令 指定 I/Oメモリエリアにある ASCII文字列をテキ
ストファイルとして作成します。  

＊1：本命令は、CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D CPU
ユニット ユニット Ver.4.0以降で使用可能です。 

 
データファイルのデータ形式は、BINデータ（.IOM）、区切りなしまたはタブ区切り
のテキスト（.TXT）、カンマ区切りのテキスト（.CSV）を、FREAD/FWRIT命令の
オペランドによって選択できます。具体的には、以下のとおりです。 
 

● FREAD／FWRIT命令のオペランド  
コントロール 
データ 

内容 CX-Programmer 
V1.1以前の定数
指定での入力可
能範囲（下記の制
約事項を参照） 

CX-Programmer 
V1.2以降および
プロコンでの入
力可能範囲 

ビット 12～15 データ形式([ ]内は拡張子名) 
0Hex：BIN[.IOM」 
1Hex：区切りなしワード[.TXT] 
2Hex：区切りなしロングワード.TXT] 
3Hex：カンマ区切りワード[.CSV] 
4Hex：カンマ区切りロングワード[.CSV]
5Hex：タブ区切りワード[.TXT] 
6Hex：タブ区切りロングワード[.TXT] 

0Hex 0～6Hex 

ビット 08～11 改行の有無／改行位置 
0Hex：改行なし 
8Hex：10フィールドごとに改行 
9Hex：1フィールドごとに改行 
AHex：2フィールドごとに改行 
BHex：4フィールドごとに改行 
CHex：5フィールドごとに改行 
DHex：16フィールドごとに改行 

0Hex 0Hex、8～DHex
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参 考 

 

CX-Programmer Ver.1.1以前使用時の FREAD/FWRIT命令の制約事項 

CX-Programmer Ver.1.1以前を使用する場合、以下の制約があります。 
・FREAD/FWRIT命令のコントロールデータ（C）を定数で指定する場合：データ形
式に、TXT形式、CSV形式を指定することはできません（BIN形式、ビット 12～
15：0Hexのみを指定可能です）。 

・FREAD/FWRIT命令のコントロールデータ（C）をチャネルで間接指定する場合：
データ形式に、TXT形式および CSV形式（ビット 12～15：1～6Hex）を指定する
ことが可能です。 
したがって、CX-Programmer Ver.1.1以前の場合は、以下のように、コントロール
データ（C）の内容をMOV命令などでいったんチャネルに格納し、そのチャネルを、
FREAD/FWRIT命令のコントロールデータ（C）として指定するようにしてくださ
い。 

 

MOV

#1800

W000 注：CX-Programmer Ver.1.2以降および
　　プロコンの場合

←いったんW000CH
　に#1800を格納

FWRIT

W000

D01000

D02000

D03000

←チャネルで間接指定 ←定数で指定可

FWRIT

#1800

D01000

D02000

D03000

↑
A34313

実行条件 ファイルメモリ     
操作実行中フラグ

↑
A34313

実行条件 ファイルメモリ     
操作実行中フラグ

 
 

参 考 

 

ファイルメモリ用命令（書き込み）によって、ファイルメモリ上に作成されるファイ

ルの日付は CPUユニットに内蔵されている時計に従います。 

このFREAD/FWRIT命令は、他のFREAD/FWRIT命令、自CPUユニット宛てCMND
命令、特殊補助リレーによるプログラム入替え、簡易バックアップ操作とは、同時に
実行することができません。したがって、プログラム上で下記の「ファイルメモリ操
作実行中フラグ」によって排他制御することが必要です。 
なお、FREAD命令実行時、途中でエラーとなるデータ（16進数値以外のデータ、ま
たは 4桁／8桁以外のデータ）があった場合、読み出しは途中で終了しますが、それ
以前のデータは読み出されます。このとき、「ファイル読み出し異常フラグ」
（A34310）が 1（ON）となります（エラーフラグ(P_ER)は ONとなりません）。 
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● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

メモリカード種別 A34300～34302 装着されているメモリカードの種類 
EMファイルメモリ化エリアのフ
ォーマット異常フラグ 

A34306 EMファイルメモリ化開始のバンク No.のエリアが、フォーマット
異常のとき、１(ON)となります。 
注：フォーマット正常終了時に 0(OFF)に戻ります。 

メモリカードフォーマット異常フ
ラグ 

A34307 メモリカード装着時、メモリカードがフォーマットされていないと
き、またはフォーマット異常のとき、1(ON)となります。 

ファイル書込異常フラグ A34308 ファイルの書込み時に、異常が発生したとき、1(ON)となります。
ファイル書込不可フラグ A34309 ファイルの書込み時に、書込み保護されているかまたは容量オーバ

ーのため、書込み不可の場合、1(ON)となります。 
ファイル読出異常フラグ A34310 ファイル読み出し時に、異常が発生したとき（ファイルが壊れたと

き、またはファイル読み出し時に不正なデータがあったとき）に、
1(ON) 

ファイルなしフラグ A34311 ファイルの読み出し時に、読み出しファイルが存在しないとき、ま
たはファイル書込み時に、指定ディレクトリが存在しないとき、
1(ON) 

ファイルメモリ操作実行中フラグ A34313 以下のいずれかのファイルメモリ関連の操作を実行中に、1(ON)。
いずれも実行していないとき、0(OFF)。 
・メモリカード認識開始時 
・自 CPUユニット宛て CMND命令実行中 
・FREAD/FWRIT命令実行 
・特殊補助リレーによるプログラム入替え中 
・簡易バックアップ操作実行中 

ファイルアクセス中フラグ A34314 ファイルデータをアクセス中に、1(ON)となります。 
メモリカード認識完了フラグ 
（CSシリーズ CS1 CPUユニッ
ト -V□なしは不可） 

A34315 メモリカードの認識ができると、1(ON)となります。 
メモリカードを認識できないと、0(OFF)となります。 

データファイル転送残データ数 A346～347CH データファイル転送状況を知らせるための倍長チャネル(32ビッ
ト)です。 
BIN形式（.IOM）のファイルの場合、1CH読み出されるごとに、
減算されます。 
TXT形式（.TXT）および CSV形式（.CSV）のファイルの場合、1
フィールド（区切り要素）読み出されることに、減算されます。

 
■ CMND命令 

● 命令  
命令名 命令語 内容 

コマンド送信 CMND命令 CPUユニットが自身に対して、ファイルメモリ関連の FINS
コマンドを発行することで、自身のファイルメモリに対し
て、フォーマット、削除などの各種操作が可能です。  

注：コントロールデータ（C）は、以下のように設定します。 
送信先ネットワークアドレス：00Hex（自ネットワーク）、シリアルポート No.：0Hex（使
用しない）、送信先号機アドレス：00Hex（CPUユニット）、送信先ノードアドレス：00Hex
（自ノード内）、再送回数：0Hex（再送回数の指定は無効のため、0回に設定） 

 
● ファイルメモリ関連の FINSコマンド 
「5－2－2 FINSコマンドによるファイル操作（5-26ページ）」を参照してください。 

 

注：これらのファイルメモリ関連以外の FINSコマンドも、発行可能です。 
FINSコマンドの詳細は「SYSMAC CS/CJシリーズ 通信コマンドリファンレス」
（SBCA-304）を参照してください。 

 
この自 CPUユニット宛て CMND命令は、他の自 CPUユニット宛て CMND命令、
ファイルメモリ用命令、特殊補助リレーによるプログラム差し替え、簡易バックアッ
プ操作とは、同時に実行することができません。したがって、プログラム上で下記の
「ファイルメモリ操作実行中フラグ」によって排他制御することが必要です。 
なお、自 CPUユニット宛て CMND命令が実行できなかった場合、ERフラグが ON
となります。 
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● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

ファイルメモリ操作実行中
フラグ 

A34313 以下のいずれかのファイルメモリ関連の操作を実行中
に、1(ON)。いずれも実行していないとき、0(OFF)。 
・メモリカード認識開始時 
・自 CPUユニット宛て CMND命令実行中 
・FREAD/FWRIT命令実行 
・特殊補助リレーによるプログラム入替え中 
・簡易バックアップ操作実行中 

メモリカード認識完了フラグ
（CSシリーズ CS1 CPUユ
ニット -V□なしは不可） 

A34315 メモリカードを認識すると、1(ON)となります。 
メモリカードを認識できないと、0(OFF)となります。 

 
● プログラム例 
（例）メモリカード内にディレクトリを作成する 

 @CMND

D00006

D00100

D00000

S

D

C

ネットワーク通信 
命令実行可フラグ 
( 通信ポート No.7 用 )

ファイルメモリ 
操作実行中フラグ 

000000 A20207 A34313 000000および A20207（通信ポート
No.7用ネットワーク通信命令実行可フ
ラグ）が ON、かつ A34313（ファイル
メモリ操作実行中フラグ）が OFFのと
き、自 CPUユニット宛てに FINSコマ
ンド 2215Hex（ディレクトリの作成／
削除）を発行し、そのレスポンスを
D00100～D00101に格納します。 
FINSコマンドは、CPUユニットに装
着されているメモリカード内の、例えば
‘¥OMRON’ディレクトリの下に‘CS1’と
いうディレクトリを作成します。レスポ
ンスとして、コマンドコード 2215 Hex
の2バイトと終了コードの2バイトが返
ります。 

  15 8 7 0  

S: D00006 2 2 1 5 コマンドコード=2215 Hex (ディレクトリの作成／削除) 

S+1: D00007 8 0 0 0 ディスク No.=8000Hex (メモリカード) 

S+2: D00008 0 0 0 0 パラメータ=0000Hex (ディレクトリの作成) 

S+3: D00009 4 3 5 3  
S+4: D00010 3 1 2 0  
S+5: D00011 2 0 2 0  
S+6: D00012 2 0 2 0 サブディレクトリ名=‘CS1□□□□□.□□□’ 

S+7: D00013 2 E 2 0    (□：スペースコード) 

S+8: D00014 2 0 2 0  
S+9: D00015 0 0 0 6 ディレクトリ長=0006 Hex (6文字) 

S+10: D00016 5 C 4 F  
S+11: D00017 4 D 5 2 ディレクトリ絶対パス=‘¥OMRON’ 

S+12: D00018 4 F 4 E  

  15 8 7 0  

C: D00000 0 0 1 A コマンドデータバイト数=001A Hex (26バイト) 

C+1: D00001 0 0 0 4 レスポンスデータバイト数=0004 Hex (4バイト) 

C+2: D00002 0 0 0 0 送信先アドレス=0000 Hex (自ネットワーク) 

C+3: D00003 0 0 0 0  00 Hex (自ノード)／00 Hex (CPUユニット) 

C+4: D00004 0 7 0 0 レスポンス要／通信ポート No.7／再送回数=0回 

C+5: D00005 0 0 0 0 レスポンス監視時間=0000 Hex (6553.5秒) 

 
 

参 考 

 

自 CPUユニット宛て CMND命令は、上記のファイルメモリ関連の FINSコマンド以

外の他の FINSコマンドを自身に対して発行することも可能です。ただし、その場合

も、上記ファイルメモリ操作実行中フラグで排他制御して使用することが必要です。
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5－2－4 特殊補助リレーによる運転中のユーザプログラム全体の差し
替え 
ユーザプログラム実行中（「運転」モードまたは「モニタ」モード時）に、特殊補助
リレー「プログラム入替え開始フラグ」（A65015）を 0(OFF)→1(ON)にすることに
より、あらかじめ特殊補助リレーで指定しておいたファイル名のプログラムファイル
（.OBJ）を、メモリカード（注）から読み出し、そのサイクルの最後で、そのユーザ
プログラムに実行プログラムを差し替えます。  
注：CS1-CPUユニット V□なしには本機能はありません。 

 
CPUユニット�

指定�

ユーザ�
プログラム�
�

差し替え�
�

メモリカード�

特殊補助リレー�

OFFから →�
ONへ�
�

プログラム入替え�
開始フラグ�

プログラム入替え�
元ファイル名�
�

 

END

ユーザプログラム全体

プログラム
入替開始フラグ プログラム入替

開始フラグOFF

→ON以降の命
令もそのサイク
ルでは実行する
ことにご注意くだ
さい。

ユーザプログラム
全体の差し替え

A65015

最終タスクの

通常時の処理

通常時の処理

↑
実行条件

 
 

なお、ユーザプログラムの停止中（「プログラム」モード時）にも差し替えが可能で
す（その場合、「プログラム入替え開始フラグ」を周辺ツール（CX-Programmer／プ
ロコン）で操作します）。  
注：EMファイルメモリからは読み出すことはできません。 

 

ユーザプログラム上で「プログラム入替え開始フラグ」（A65015）を 0(OFF)→1(ON)
にする位置は、任意の位置（プログラムアドレス）で可能です。 
「プログラム入替え開始フラグ」を 0(OFF)→1(ON)にした後、そのサイクルでの以降
の命令は実行されます。 
プログラムの入替え中には、プログラムは実行されません。プログラムの入替え終了
後、通常の「プログラム」モードから「運転」または「モニタ」モードへの移行と同
様な動作で、運転が開始されます。 
 
プログラムの入替えのタイミングは、「プログラム入替え開始フラグ」を 0(OFF)→
1(ON)にしたサイクルの最後（最終タスクの END命令実行後）です。 
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参 考 

 

プログラムの入替えの前後で、I/Oメモリを保持したい場合は、I/Oメモリ保持フラグ

（A50012）を 1(ON)にします。 

プログラムの入替えの前後で、強制セット／リセット状態を保持したい場合は、 強制

セット／リセット保持フラグ（A50013）を 1(ON)にします。 

 
お願い 

 

プログラムの入替えの前に、I/Oメモリ保持フラグ（A50012）が 1(ON)となっている

場合、プログラムの入替え後も、I/Oメモリが保持されますので、外部負荷の状態に

注意してください。 

同様に、プログラムの入替えの前に、強制セット／リセット保持フラグ（A50013）が

1(ON)となっている場合、プログラムの入替え後も、強制セット／リセット状態が保

持されますので、外部負荷の状態に注意してください。 

 
お願い 

 

拡張型パスワード付きのプログラムファイルを、拡張型パスワード未対応の CPUユニ

ットに対して、運転中のユーザプログラム全体の差し替え操作をすることはできませ

ん。 

●拡張型パスワード未対応の CPUユニット 

 ・CS1-H CPUユニット ユニット Ver.4.0以前 

 ・CJ1-H CPUユニット ユニット Ver.4.0以前 

 ・CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニット、CS1Dプロセス CPUユニット 

  ユニット Ver.1.3以前 

 ・CS1D（CPU単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以前 

保存

拡張型パスワード未対応の
CPU ユニット 

メモリカード

運転中のユーザプロ
グラム全体の差し替
え不可 

CX-Programmer Ver.9.6 以降で作

成された拡張型パスワード付きファイ

ル 

拡張型パスワード

付き 
 

 
● 入替え対象ファイル 
次のプログラムファイルを、メモリカードから読み出します。  
ファイル ファイル名／拡張子 特殊補助リレー「プログラム

入替え開始フラグ」
（A65015）を OFF→ON時 

メモリカード内のプ
ログラムファイル名 
＊＊＊＊＊＊＊＊の
指定 

プログラムフ
ァイル 

＊＊＊＊＊＊＊＊.OBJ CPUユニットの全ユーザプ
ログラムを差し替えます。 

特殊補助リレー「プロ
グラム入替え元ファ
イル名」（A654～
A657CH）による 
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● プログラムの入替えが可能な条件 
プログラムの入替えが可能な条件は、以下のとおりです。 
・メモリカード内に、特殊補助リレー「プログラム入替え元ファイル名」（A654～

A657CH）で指定したプログラムファイルが、ルートディレクトリに存在している
こと 
・メモリカードが認識されていること（A34315が ON） 
・運転停止異常が発生していないこと 
・ファイルメモリ関連の操作が実行されていないこと（A34313が OFF） 
・プログラムエリアへの書込みが行われていないこと 
・アクセス権が解放されていること（例：CX-Programmerによる PLCへの転送が実
行されていない）  
注：CPUユニットの動作モードは、いずれのモードでも可能です。 

 
● プログラムの入替え中の動作 
プログラムの入替え中に、CPUユニットの動作は以下のようになります。 
・プログラムの実行：停止します。 
・サイクルタイムの監視：監視されません。 
 

● プログラムの入替え中および入替え後も継続する動作 
・I/Oメモリ保持フラグ（A50012）が 1(ON)の場合、以下の I/Oメモリエリアが保持
されます。ただし、I/Oメモリ保持フラグを 1（ON）にしていた場合、入替前に出
力していた負荷を、入替後のプログラムで OFFにする処理がない場合、負荷は出力
されたままとなりますのでご注意ください。 
保持されるエリア：CIO、内部補助リレー（WR）、タイマアップフラグ、インデッ
クスレジスタ（IR）、データレジスタ（DR）、EMカレントバンク No.  
注：タイマ現在値はクリアされます。 

 
・強制セット/リセット保持フラグ（A50013）が 1(ON)の場合、強制セット/リセット
状態は保持されます。 
・割込の許可中の場合：割込は禁止となります。 
・データトレースの実行：トレースを中断します。 
・命令コンディション（IL中、BREAK中、ブロックプログラム実行中）：初期化さ
れます。 

・微分条件フラグ：初期化されます（I/Oメモリの保持、非保持のいずれにおいても）。 
 

● プログラムの入替え後の動作 
・サイクル実行タスクの状態：プログラムのプロパティ内「運転時にタスクを起動」
によります（「プログラム」モードから「運転」または「モニタ」モードへの移行
時と同様）。 

・運転開始時 1サイクル ONフラグ（A20011）の状態：入替え後のプログラム実行 1
サイクル目のみ ONとなります（「プログラム」モードから「運転」または「モニ
タ」モードへの移行時と同様）。 

 
● プログラムの入替えに要する時間の目安  

ユーザプログラム全体のサイズ PLCシステム設定の周辺サービス一律設定 入替えに要する時間
60Kステップ デフォルト（サイクルタイムの 4%）の場合 6秒 
250Kステップ  25秒 
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● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

ファイルメモリ操作実行中フラグ A34313 以下のいずれかのファイルメモリ関連の操作を実行中に、1(ON)。いずれ
も実行していないとき、0(OFF)。 
・メモリカード認識開始時 
・自 CPUユニット宛て CMND命令実行中 
・FREAD/FWRIT命令実行 
・特殊補助リレーによるプログラム入替え中 
・簡易バックアップ操作実行中 

メモリカード認識完了フラグ 
（CSシリーズ CS1 CPUユニッ
ト -V□なしは不可） 

A34315 メモリカードの認識ができると、1(ON)となります。 
メモリカードを認識できないと、0(OFF)となります。 

I/Oメモリ保持フラグ A50012 CPUユニットの動作モード切替時(プログラム←→運転/モニタ)、または
電源 ON時に、I/Oメモリエリアを保持するか否かを指定します。 
1：運転モード変更（プログラム←→モニタまたは運転モード）時、I/O
メモリ保持 

0：運転モード変更時、I/Oメモリクリア 
強制セット/リセット保持フラグ A50013 CPUユニットの動作モード切替時(プログラム←→モニタ)、または電源

ON時に、強制セット／リセット状態を保持するか否かを指定します 
プログラム入替え終了コード（CS
シリーズ CS1 CPUユニット -V
□なしは不可） 

A65000～
A65007 

・正常終了時(A65014が 0(OFF)の時) 
01Hex：プログラムファイル（.OBJ）を入れ替えました。 
・異常終了時(A65014が 1(ON)の時) 

00Hex：停止異常が発生しています。 
01Hex：メモリ異常が発生しています。 
11Hex：書込みプロテクトされています。 
12Hex：プログラム入替えパスワードが異常です。 
21Hex：メモリカードが存在しません。 
22Hex：指定ファイルが存在しません。 
23Hex：指定ファイルのサイズが機種の容量を超えています(メモリ異

常)。 
31Hex：以下のいずれかの他の処理を実行中です 

・ファイルメモリ関連の処理を実行中 
・ユーザプログラムの書き込み中 
・動作モードを変更中 

プログラム入替え異常終了フラグ
（CSシリーズ CS1 CPUユニッ
ト -V□なしは不可） 

A65014 プログラム入替え開始フラグ（A65015）を 0(OFF)→1(ON)にして、プロ
グラムを入れ替えようとしたが、異常終了した場合、1(ON)となります。
再度プログラム入替え開始フラグが 0(OFF)→1(ON)すると、0(OFF)とな
ります。 

プログラム入替え開始フラグ 
（CSシリーズ CS1 CPUユニッ
ト -V□なしは不可） 

A65015 プログラム入替えパスワード（A651CH）が有効な状態（A5A5Hex）で、
本フラグを 0(OFF)→1(ON)にすると、プログラムの入替えを開始します。
プログラムの入替え中に 0(OFF)→1(ON)にしないでください。 
電源 ON時またはプログラム入替え終了時に、正常終了/異常終了にかか
わらず、0(OFF)となります。 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）、PT、上位パソコンなどで、
この本フラグを読み出すことにより、プログラムの入替え中であるか否か
がわかります。 

プログラム入替えパスワード 
（CSシリーズ CS1 CPUユニッ
ト -V□なしは不可） 

A651CH プログラム入替えを行うためのパスワードを入力します。 
A5A5Hex：プログラム入替え開始フラグ(A65015)が有効 
上記以外：プログラム入替え開始フラグ(A65015)が無効 
電源 ON時またはプログラム入替え終了時に、正常終了/異常終了にかか
わらず、0(OFF)となります。 

プログラム入替え元ファイル名 
（CSシリーズ CS1 CPUユニッ
ト -V□なしは不可） 

A654～
A657CH

プログラム入替え開始時、入替え元のファイル名を ASCIIコードで格納
しておきます。 
ファイル名は拡張子を除いて英数 8文字以内で指定します。 
A654CHから A657CHの順（下位 CH→上位 CH）に、上位バイト→下位
バイトの順に格納します。 
8文字に達しない場合は、残りの下位バイト、および上位 CHを 20Hex(ス
ペース)で埋めます。 
ファイル名の途中に NULやスペースを挿入することはできません。 

例)ファイル名が ABC.OBJ の場合 

 15 0 

A654 41 42 

A655 43 20 

A656 20 20 

A657 20 20 
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● プログラム例 

・ プログラム例 1 

メモリカード内に、プログラムファイル ABC.OBJと XYZ.OBJを格納しておき、実
行条件が OFF→ONで、D00000内の値に応じてプログラムを選択して、差し替えま
す。 
D00000内には、プログラムファイル ABC.OBJを選択する場合は、#1234を格納し
ておきます。プログラムファイル XYZ.OBJを選択する場合は、#5678を格納してお
きます。 
また、プログラム入替え前に必要な処理、および入替え中に必要な出力の保持処理を、
別のタスクを起動して実行します。  

SET

a

a

ファイルメモリ
操作実行中フラグ

A34313

END

A20011

メインタスク（サイクル実行タスクNo.0）

運転開始時
1サイクルONフラグ

MOV

プログラムVer.

Ver.管理用エリア

メモリカード
認識完了フラグ

A34315
プログラム
入替開始フラグ

A65015

↑
実行条件

MOV

#A5A5

A651

=

D00000

#1234

=

D00000

#5678

A654～A657CHにフ

ァイル名 "XYZ" をセ

ット

TKON

31

通常時のメイン処理

A654～A657CHにフ

ァイル名 "ABC" をセ

ット

END

ON

プログラム入替用データ退避タスク（サイクル実行タスクNo.31）＜運転開始時起動しない＞

常時ON
フラグ

プログラム入替中に必

要な負荷の出力

I/Oメモリ

保持フラグ

A50012

プログラム入替前に必

要なデータの退避処理
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・ プログラム例 2 

1枚のメモリカード内に複数の装置分のプログラムファイル（.OBJ）および電源 ON
時自動転送プログラムファイル（AUTOEXEC.OBJまたは REPLACE.OBJ ＊1）を
格納しておきます。電源 OFF→ON時に、まず電源 ON時自動転送プログラムを読み
出し、そのプログラム内から、装置種類に応じたプログラムファイル（.OBJ）を選択
して差し替えます。  
＊1： REPLACE.OBJは、CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニッ

ト、CS1D（CPU単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降のみ。 

END

AUTOEXEC.OBJ

プログラム
入替開始フラグ

A65015

メモリカード
認識完了フラグ

装置の種類を判断し、ファイル名

を格納する処理。

例えば、A654～A657CHに、ファ

イル名を "ABC" をセットする。

A20011

A34315

ABC.OBJ

運転開始時
1サイクルONフラグ

MOV

#A5A5

A651

入替

 
 

5－2－5 電源 ON時自動転送（ユーザプログラム、パラメータデータ、
I/Oメモリ） 
電源 ON時に、ユーザプログラム、パラメータデータ、I/Oメモリを一括で、メモリ
カードから CPUユニットに読み込みます。  
注：EMファイルメモリからは、読み込めません。  
パラメータファイル（AUTOEXEC.STD）を転送したい場合と、転送したくない場合
の 2つの場合に応じて、作成するべきファイル名が異なります。 

 

お願い 

 

拡張型パスワード付きのプログラムファイルを、拡張型パスワード未対応の CPUユニ
ットに対して、電源 ON時自動転送することはできません。 
●拡張型パスワード未対応の CPUユニット 
 ・CS1-H CPUユニット ユニット Ver.4.0以前 
 ・CJ1-H CPUユニット ユニット Ver.4.0以前 
 ・CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニット、CS1Dプロセス CPUユニット 
  ユニット Ver.1.3以前 
 ・CS1D（CPU単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以前 

保存

拡張型パスワード未対応の
CPU ユニット 

メモリカード

電源 ON 時自動転送

不可 

CX-Programmer Ver.9.6 以降で作

成された拡張型パスワード付きファイ

ル 

拡張型パスワード

付き 
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■ パラメータファイルも転送したい場合 
以下のファイル名とします。 
プログラムファイル：AUTOEXEC.OBJ 
パラメータファイル：AUTOEXEC.STD 
データファイル：AUTOEXEC.IOM、ATEXECDM.IOM、ATEXECE□.IOM（また
は形 CS1D-CPU68HAの場合、AUTOEM□□.IOM） 

 CPU ユニット 

必ず必要 
・ユーザプログラムファイル（AUTOEXEC.OBJ） 
・パラメータエリアファイル（AUTOEXEC.STD） 
 
必要に応じて 
I/Oメモリファイル（AUTOEXEC.IOM、
ATEXECDM.IOM、ATEXECE□.IOM、AUTOEM□
□.IOM） 

メモリカード 

前面ディップスイッチ
SW2を ON 

電源 ON 時
に読み込み

I/Oメモリ 

パラメータデ
ータ 

ユーザプロ
グラム 

 
  

ファイル ファイル名／拡張子 電源 ON時 メモリカード内の
要／不要 

プログラムファイル AUTOEXEC.OBJ CPUユニットのプログラムのプロパティ情報を
含めた全ユーザプログラムに、自動的に上書きで
転送されます。 

メモリカード内に
必ず必要 

パラメータファイル AUTOEXEC.STD CPUユニットの初期設定データすべてに、自動的
に上書きで転送されます。 

プログラムファイ
ルが
AUTOEXEC.OBJ
の場合、メモリカ
ード内に必ず必
要。 

データファイル AUTOEXEC.IOM 高機能 I/Oユニット／CPU高機能ユニット／
INENRボード（CSシリーズのみ）の割付 DMエ
リア用です。CPUユニットの D20000以降に自動
的に上書きで転送されます。（注） 

メモリカード内に
なくともよい 
ともに存在してい
てもよい 

 ATEXECDM.IOM 汎用です。CPUユニットの D00000以降に自動的
に上書きで転送されます。（CSシリーズ CS1 
CPUユニット -V□なしは不可）（注） 

 

 ATEXECE□.IOM 汎用です。CPUユニットの E□_00000以降に自
動的に上書きで転送されます。□はバンク No.0
～C。（CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□な
しは不可） 

 

 AUTOEM□□.IOM
（□□は、0D～18 
(Hex)） 

汎用です。CPUユニットの E□_00000以降に自
動的に上書きで転送されます。□はバンク No.D
～18(Hex)。（形 CS1D-CPU68HAのみ） 

メモリカード内に
なくともよい 
ともに存在してい
てもよい  

注：AUTOEXEC.IOMファイルと ATEXECDM.IOMファイルのエリアが重なった場合は（フ
ァイルの読み出し順が AUTOEXEC.IOMファイル→ATEXECDM.IOMファイルの順のた
め）、ATEXECDM.IOMファイルの方が優先（上書き）されます。 
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お願い 

 

・プログラムファイル（AUTOEXEC.OBJ）およびパラメータファイル
（AUTOEXEC.STD）は、メモリカード内に必ず存在していなければなりません。
もし存在していない場合、自動転送は失敗し、メモリ異常となり、A40115（メモリ
異常フラグ：運転停止異常）が 1（ON）となりますので、ご注意ください。（I/O
メモリファイル（AUTOEXEC.IOM）は必ずしもメモリカード内に存在しなくても
かまいません。 

・AUTOEXEC.IOM、ATEXECDM.IOM、ATEXECE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HA
の場合、AUTOEM□□.IOM）ファイルを作成する際には、必ず各々、開始アドレス
に D20000、D00000、E□_00000を指定してください。 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）では、D20000、D00000、E□_00000以
外であっても、 AUTOEXEC.IOM、ATEXECDM.IOM、AUTOEXECEM□.IOMファ
イルとして作成することが可能です。しかし、実際に、電源 ON時にメモリカード
から転送される先は、D20000、D00000、E□_00000を先頭としたアドレス（固定）
です。したがって、エリア種別・開始アドレスに D20000、D00000、E□_00000
以外を指定しないでください。 

・簡易バックアップ操作（後述 6）をするために、前面ディップスイッチ SW7を ON
に設定している場合、もし同時に SW2を ONに設定していても、電源 ON時に簡
易バックアップ機能の方が優先されます。その場合、メモリカード内の BACKUP□
□ファイルが CPUユニットに転送され、電源 ON時自動転送用ファイルは転送さ
れませんので、ご注意ください。（CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不
可） 

 
参 考 

 

電源 ON時時自動転送機能と、特殊補助リレーによるプログラム全体の差し替え機能

は、組み合わせて使用可能です。電源 ON時時自動転送で読み出したプログラム内か

ら、特殊補助リレーの操作によって、他のプログラムに差し替えることができます。
 
 

■ パラメータファイルなしで転送したい場合 
（CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D
（CPU単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降のみ可能） 

以下のファイル名とします。 
プログラムファイル：REPLACE.OBJ 
パラメータファイル：不要（いずれのファイル名でメモリカード内にあっても、転送
されません）。 
データファイル：REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、REPLCE□.IOM 
CPUユニット

必ず必要
・ユーザプログラムファイル（REPLACE.OBJ）

必要に応じて
REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、
または REPLCE□.IOM

メモリカード

前面ディップスイッチ
SW2を ON

電源 ON 時
に読み込み

I/Oメモリ

パラメータデ
ータ

ユーザプロ
グラム
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ファイル ファイル名／拡張子 電源 ON時 メモリカード

内の要／不要
プログラムファイル REPLACE.OBJ 

注：CS1-H CPUユニット、CJ1-H 
CPUユニット、CJ1M CPUユ
ニット、CS1D（CPU単独シス
テム用）CPUユニット ユニッ
ト Ver.2.0以降のみ 

CPUユニットのプログラムのプロパテ
ィ情報を含めた全ユーザプログラム
に、自動的に上書きで転送されます。 

メモリカード
内に必ず必要

パラメータファイル  いずれのファイル名であっても、転送さ
れません。 

不要 

データファイル REPLACE.IOM 
注：CS1-H CPUユニット、CJ1-H 

CPUユニット、CJ1M CPUユ
ニット、CS1D（CPU単独シス
テム用）CPUユニット ユニッ
ト Ver.2.0以降のみ 

高機能 I/Oユニット／CPU高機能ユニ
ット／INENRボード（CSシリーズの
み）の割付 DMエリア用です。CPUユ
ニットの D20000以降に自動的に上書
きで転送されます。 

メモリカード
内になくとも
よい 
ともに存在し
ていてもよい

 REPLCDM.IOM 
注：CS1-H CPUユニット、CJ1-H 

CPUユニット、CJ1M CPUユ
ニット、CS1D（CPU単独シス
テム用）CPUユニット ユニッ
ト Ver.2.0以降のみ 

汎用です。CPUユニットの D00000以
降に自動的に上書きで転送されます。 

 

 REPLCE□.IOM 
注：CS1-H CPUユニット、CJ1-H 

CPUユニット、CJ1M CPUユ
ニット、CS1D（CPU単独シス
テム用）CPUユニット ユニッ
ト Ver.2.0以降のみ 

汎用です。CPUユニットの E□_00000
以降に自動的に上書きで転送されま
す。□はバンク No.0～C。 

 

 
お願い 

 

・プログラムファイルが REPLACE.OBJの場合は、パラメータファイル
（AUTOEXEC.STD）がいずれのファイル名でメモリカード内に存在しても転送さ
れませんので、ご注意ください（CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M 
CPUユニット、CS1D（CPU単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以
降のみ可能）。 

・REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、REPLCE□.IOMファイルを作成する際には、必
ず各々、開始アドレスに D20000、D00000、E□_00000を指定してください。 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）では、D20000、D00000、E□_00000以
外であっても、 REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、REPLCE□.IOMファイルとし
て作成することが可能です。しかし、実際に、電源 ON時にメモリカードから転送
される先は、D20000、D00000、E□_00000を先頭としたアドレス（固定）です。
したがって、エリア種別・開始アドレスに D20000、D00000、E□_00000以外を指
定しないでください。 

・簡易バックアップ操作（後述 6）をするために、前面ディップスイッチ SW7を ON
に設定している場合、もし同時に SW2を ONに設定していても、電源 ON時に簡
易バックアップ機能の方が優先されます。その場合、メモリカード内の BACKUP□
□ファイルが CPUユニットに転送され、電源 ON時自動転送用ファイルは転送さ
れませんので、ご注意ください。 
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■ 用途例 
● パラメータファイルなしで転送したい場合 
オフラインで（実機なしで）作成したプログラムファイル（.OBJ）のみがあって、パ
ラメータファイル（.STD）がないとき 
例えば、事務所ではプログラムファイル（.OBJ）のみを、添付メールによって現地に
送信して、現地では周辺ツールなしで、メモリカードにプログラムファイルを格納し、
CPUユニットにそのプログラムを転送します。  

REPLACE.OBJ

パソコン

メール
プログラムを転送可能 ※CPUユニット

事務所では、CX-Programmer
上でオフラインでプログラ
ムファイル作成後、ファイル
名を REPLACE.OBJ に変更
してメール添付送信

現地（周辺ツールがない）

インターネット ※パラメータファイル
（AUTOEXEC.STD）が
なくても転送可能

現地では、プログラムファイル（REPLACE.OBJ）
をメールで受信。
パソコンからメモリカードへプログラムファイル
を格納した後、そのメモリカードを CPUユニット
に装着する  

 
■ ファイルの組み合わせによる転送可否の一覧 

メモリカード内のファイルの組み合わせによって、ファイルが CPUユニットへ転送
されるか否かは、以下のとおりです。 

・ プログラムファイルが AUTOEXEC.OBJの場合  
プログラムファイル パラメータファイル データファイル 

メモリカード内のフ
ァイルの転送/非転送

AUTOEXEC.IOM、ATEXECDM.IOM、
ATEXECE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HA
の場合、AUTOEM□□.IOM）のいずれか、ま
たはいずれも存在 

AUTOEXEC.STD 

なし 

転送される 

AUTOEXEC.IOM、ATEXECDM.IOM、
ATEXECE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HA
の場合、AUTOEM□□.IOM）のいずれか、ま
たはいずれも存在 

AUTOEXEC.OBJ 

なし 

なし 

転送されない 

 

・ プログラムファイルが REPLACE.OBJの場合  
プログラムファイル パラメータファイル データファイル 転送 

REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、
REPLCE□.IOMのいずれか、またはいずれ
も存在 存在している 

なし 

転送される 
（ただし、パラメータ
ファイルは転送され
ない） 

REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、
REPLCE□.IOMのいずれか、またはいずれ
も存在 

REPLACE.OBJ 

なし 

なし 

転送される 
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・ プログラムファイルがない場合  

プログラムファイル パラメータファイル データファイル 
メモリカード
内のファイル
の転送/非転送

AUTOEXEC.IOM、ATEXECDM.IOM、ATEXECE□ 
.IOM（または形 CS1D-CPU68HAの場合、AUTOEM□
□.IOM）のいずれか、またはいずれも存在 
REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、REPLCE□.IOM
のいずれか、またはいずれも存在 

AUTOEXEC.STD

なし 
AUTOEXEC.IOM、ATEXECDM.IOM、ATEXECE□ 
.IOM（または形 CS1D-CPU68HAの場合、AUTOEM□
□.IOM）のいずれか、またはいずれも存在 

なし 

なし 
REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、REPLCE□.IOM
のいずれか、またはいずれも存在 

転送されない 

 

・ ファイル名 AUTOEXEC.と REPLACEの両方のファイルが存在している場合 

・プログラムファイルの重複時：  

プログラムファイル パラメータファイル データファイル 
メモリカード
内のファイル
の転送/非転送

AUTOEXEC.IOM、ATEXECDM.IOM、
ATEXECE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HA
の場合、AUTOEM□□.IOM）のいずれか、また
はいずれも存在 
REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、REPLCE□ 
.IOMのいずれか、またはいずれも存在 

AUTOEXEC.STD

なし 
AUTOEXEC.IOM、ATEXECDM.IOM、 
ATEXECE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HA
の場合、AUTOEM□□.IOM）のいずれか、また
はいずれも存在 

AUTOEXEC 
.OBJ 

REPLACE. 
OBJ 

なし 

REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、REPLCE□ 
.IOMのいずれか、またはいずれも存在 

転送されない 

 

・データファイルの重複時：  
プログラムファイル パラメータファイル データファイル 

メモリカード内のファイ
ルの転送/非転送 

AUTOEXEC.STD 

データファイルは、
AUTOEXEC.IOM、
ATEXECDM.IOM、
ATEXECE□.IOM（また
は形 CS1D-CPU68HA
の場合、AUTOEM□
□.IOM）が転送される

AUTOEXEC.OBJ 

なし 転送されない 

REPLACE.OBJ 無関係 

AUTOEXEC.IOM、
ATEXECDM.IOM、
ATEXECE□.IOM（また
は形 CS1D-CPU68HA
の場合、AUTOEM□□
.IOM）のいずれか、また
はいずれも存在 

REPLACE.IOM、
REPLCDM.IOM、
REPLCE□.IOM 
のいずれか、または
いずれも存在 データファイルは、

REPLACE.IOM、
REPLCDM.IOM、
REPLCE□.IOMが転送
される 
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■ 手順 

1 PLC本体の電源を OFFにします。 
 

2 CPUユニット前面ディップスイッチの SW2を ONにする。同時に、SW7OFFに
します。  
注：簡易バックアップ機能と電源 ON時自動転送機能では、簡易バックアップ機能が優先さ
れるため、必ず、SW7は OFFにしてください。 

 

3 a）パラメータファイルも転送したい場合： 
ユーザプログラムファイル（AUTOEXEC.OBJ）＊1、パラメータファイル
（AUTOEXEC.STD）＊1、（必要に応じ）I/Oメモリファイル（AUTOEXEC.IOM、
ATEXECDM.IOM、ATEXECE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HAの場合、
AUTOEM□□.IOM））を格納したメモリカードを装着します。  
＊１：必ず必要です。存在しない場合、メモリ異常となります。 

 
 b）パラメータファイルなしで転送したい場合： 
ユーザプログラムファイル（REPLACE.OBJ）、（必要に応じ）I/Oメモリファイ
ル（REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、REPLCE□.IOM）を格納したメモリカ
ードを装着します。 

 

4 PLC本体の電源を ONにします。  
注：電源 ON時自動転送に失敗した場合 
メモリ異常となり、A40115が 1（ON）となります。CPUユニットの運転は停止しま
す。 
異常発生時、電源 OFFによって、異常が解除されます（電源 ON中は異常解除できま
せん）。 

 
● CPUユニット前面ディップスイッチ  

スイッチ No. 名称 設定 
SW2 電源 ON時自動転送の

実行／非実行 
ON：電源 ON時自動転送実行 
OFF：実行せず 

SW7 簡易バックアップ用 OFFにします。 
SW8 － OFF固定 

 
● 関連特殊補助リレー  

名称 アドレス 内容 

メモリ異常フラグ 
（運転停止異常） 

A40115 メモリカードからの電源 ON時自動転送に失敗したときまたは
メモリに異常が発生したとき、1(ON)となります。 
CPUユニットの運転は停止します。このとき、CPUユニット
の前面 ERR/ALM LEDは点灯します。 
 
注：電源 ON時自動転送に失敗した場合は、A40309が 1(ON)

となります。 
 電源 ON時自動転送異常の場合は、異常解除できません。 

電源 ON時メモリ
カード転送異常フ
ラグ 

A40309 電源 ON時に転送異常が発生したとき、またはファイルが存在
しないとき、またはメモリカードが装着されていないとき、
1(ON)となります。 
 
注：異常発生時、電源 OFFによって、異常が解除されます（電

源 ON中は異常解除できません）。  
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● 電源 ON自動転送操作時の、「I/O割付ステータス」の変化についての留意事項 
1つの CJシリーズ CPUユニットにて、電源 ON時自動転送用パラメータファイル
（AUTOEXEC.STD）を作成し、それをメモリカードに保存し、別の CJシリーズ CPU
ユニットにて電源ON時自動転送操作を行った場合、作成元と転送先の各ユニットVer.
の組み合わせによって、I/O割付ステータスが、以下のようになります。  

TO   
電源 ON自動転送用ファイル転送先の、CPUユニットのユニッ
トバージョン 

  

元の I/O割
付ステータ
ス ユニット Ver．表記

なしタイプへ 
ユニット Ver.2.0
へ 

ユニット Ver.3.0
以降へ 

自動割付 ユーザ操作へ切り
替わる 自動割付のまま ユーザ操作へ切り

替わる 
ユニット
Ver．表記なし
タイプから 

ユーザ操作 ユーザ操作のまま 自動割付へ切り替
わる ＊1 ユーザ操作のまま 

自動割付 ユーザ操作へ切り
替わる 自動割付のまま ユーザ操作へ切り

替わる ＊2 
ユニット
Ver.2.0から 

ユーザ操作 ユーザ操作のまま ユーザ操作のまま ユーザ操作のまま 

自動割付 ユーザ操作へ切り
替わる 自動割付のまま 自動割付のまま 

FROM 

電源 ON自
動転送用フ
ァイル作成
元の、CPU
ユニットの
ユニットバ
ージョン 

ユニット
Ver.3.0以降
から ユーザ操作 ユーザ操作のまま ユーザ操作のまま ユーザ操作のまま 

 
＊1： CJシリーズ CPUユニット「ユニット Ver．表記なしタイプ」にて、「ユーザ操作によ

る I/O割付方式」の状態で電源 ON自動転送用パラメータファイル（AUTOEXEC.STD）
を作成しメモリカードに保存し、CJシリーズ CPUユニット「ユニット Ver.2.0」にて、
そのメモリカードから電源 ON自動転送を実行すると、「I/O割付ステータス」が、「電
源 ON時 I/O自動割付方式」に自動的に切り替わりますので、ご注意ください。 

＊2： CJシリーズ CPUユニット「ユニット Ver．2.0」にて、「電源 ON時自動生成方式」の
状態で電源 ON自動転送用パラメータファイル（AUTOEXEC.STD）を作成しメモリカ
ードに保存し、CJシリーズ CPUユニット「ユニット Ver.3.0以降」にて、そのメモリ
カードから電源 ON自動転送を実行すると、「I/O割付ステータス」が、「ユーザ操作に
よる I/O割付方式」に自動的に切り替わりますので、ご注意ください。 

 
● 電源 ON自動転送用パラメータファイルの、照合操作時の留意事項 
ユニット Ver．表記なしまたはユニット Ver.2.0の CJシリーズ CPUユニットと、ユ
ニット Ver.3.0の CPUユニットの組み合わせで、電源 ON自動転送用パラメータファ
イル（AUTOEXEC.STD）の作成と電源 ON自動転送を行った後、プロコンで転送元
ファイルと転送後データ間の照合操作を実行すると、パラメータデータが照合不一致
となるケースがありますので、ご注意ください。 
以下のとおりです。  

TO   

電源 ON自動転送用ファイル転送先の、CPUユニットのユニ
ットバージョン 

  

元の I/O割
付ステータ
ス ユニット Ver．表記

なしタイプへ 
ユニット Ver.2.0
へ 

ユニットVer.3.0以
降へ 

自動割付 照合可能 ユニット
Ver．表記なし
タイプから ユーザ操作 照合可能 

自動割付 照合可能 ユニット
Ver.2.0から 

ユーザ操作

照合可能 

照合可能 

自動割付 照合不一致となる 

FROM 

電源 ON自
動転送用フ
ァイル作成
元の、CPU
ユニットの
ユニットバ
ージョン ユニット

Ver.3.0以降
から ユーザ操作

照合可能 

照合可能 
照合可能 
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5－2－6 簡易バックアップ操作（CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□
なしは不可） 

■ CPUユニットからメモリカードへの書き込み 

CPUユニット前面のディップスイッチ SW7が ONの状態で、メモリカード給電停止
ボタンを 3秒間押し下げることによって、ユーザプログラム、パラメータエリア、I/O
メモリエリア、変数テーブル＊1、コメントファイル＊1、プログラムインデックスフ
ァイル＊1が固定のファイル名および拡張子で自動的に作成され、メモリカードに格
納されます。CPUユニットの動作モードにかかわらず、実行可能です。  
＊1： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0

以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降のみ可能。メモリカード、EMファイ
ルメモリ、またはコメントメモリのいずれかに存在するファイルから自動的に作成されま
す。 

メモリカード
給電停止押ボタンを
3秒間押し下げる

SW7：ON

メモリカード
  

（上記図は CSシリーズを例としています） 
 

■ メモリカードから CPUユニットへの読み出し 

CPUユニット前面のディップスイッチ SW7がONの状態で、PLC本体の電源をOFF
→ONにすると、メモリカード内のユーザプログラム、パラメータエリア、I/Oメモリ
エリア、変数テーブル＊1、コメントファイル＊1、プログラムインデックスファイル
＊1の簡易バックアップ用ファイルが、一括でメモリカードから CPUユニット内に読
み出されます。  
＊1： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0

以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降のみ可能。メモリカード、EMファイ
ルメモリ、またはコメントメモリのいずれかに読み出されます。  

注 1： CPUユニット前面のディップスイッチ SW2が ON（電源 ON時自動転送）の場合でも、
簡易バックアップが優先され、電源 OFF→ON時にメモリカードから CPUユニットへの
簡易バックアップ用ファイルの読み出しが実行されます。 

注 2： CPUユニット前面のディップスイッチ SW1が ON（ユーザメモリ（UM）書き込みが不
可）の場合は、メモリカードから CPUユニットへは読み出されません。 
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お願い 

 

・簡易バックアップ操作によるメモリカードからの読み出し時に I/Oメモリおよび強
制セット／リセット状態はクリアされます。 
したがって、メモリカードからの読み出し時に I/Oメモリを保持したい場合、I/Oメ
モリ保持フラグ（A50012）を 1(ON)、かつ PLCシステム設定の I/Oメモリ保持フ
ラグの電源 ON時に保持設定した状態で、メモリカードへの書き込み操作を行って
簡易バックアップをしてください。 
同様に、メモリカードからの読み出し時に強制セット／リセット状態を保持したい
場合、強制セット／リセット保持フラグ（A50013）を 1(ON)、かつ PLCシステム
設定の強制セット／リセット保持フラグの電源 ON時保持に設定した状態で、メモ
リカードへの書き込み操作を行って簡易バックアップをしてください。 

・CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットでは、簡易バックアップ操作により、メ
モリカードから CPUユニットへの読み出しを実行した場合、その後 PLC本体の電
源を OFFにするまで、動作モードは「プログラム」モード固定となります（「プロ
グラム」モードから「運転」または「モニタ」モードへ切り替えることはできませ
ん）。そのため、簡易バックアップによる読み出し後は、いったん、電源を OFF
にして、ディップスイッチ SW7を他に再設定して、再度電源を投入してください。
・ファイルのバックアップには、数秒から数分かかかります。実行時間については、

5-62ページを参照してください。 
・簡易バックアップは、全く同じ形式で構成されているシステム構成間でデータ移行
することを前提としています。形式が異なる場合、簡易バックアップではデータ移
行できない場合があります。 

 
 

■ メモリカードと CPUユニットの照合 

CPUユニット前面のディップスイッチ SW7が OFFの状態で、メモリカード給電停
止ボタンを 3秒間押し下げることによって、メモリカード内のユーザプログラム、パ
ラメータエリア、I/Oメモリエリア、変数テーブル＊1、コメントファイル＊1、プログ
ラムインデックスファイル＊1の簡易バックアップ用ファイルとCPUユニット内のデ
ータを照合します。CPUユニットの動作モードにかかわらず、実行可能です。  
＊1： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0

以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降のみ可能。 
 

参 考 

 

プログラミングコンソールにより、ユーザプログラムエリア、パラメータエリア、I/O

メモリエリアの個々の照合をすることができます。詳細は、プログラミングコンソー

ルのオペレーションマニュアル（No.SBCA-303）を参照してください。 
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■ まとめ 
CPUユニット前面
ディップスイッチ 

簡易バックアップの種類 

SW7 

必要な操作 

CPUユニットからメモリカードへの書き込み 

 

CPUユニット

条件：SW7=ON

メモリカード
給電停止
ボタン

ユーザ
プログラム

メモリカード

I/Oメモリ

パラメータ
エリア

  

ON メモリカード給電停止ボ
タンを 3秒間押し下げ 

メモリカードから CPUユニットへの読み出し 

  

CPUユニット

条件：SW7=ON

電源ON
ユーザ
プログラム

メモリカード

I/Oメモリ

パラメータ
エリア

  

ON PLC本体の電源 OFF→
ON 
注：電源 ON時の自動転
送より優先されま
す。 

メモリカードと CPUユニットの照合 

 

CPUユニット

照合

条件：SW7=OFF

メモリカード
給電停止
ボタン

ユーザ
プログラム

メモリカード

I/Oメモリ

パラメータ
エリア

  

OFF メモリカード給電停止ボ
タンを 3秒間押し下げ 

 
注 1： 書き込み、読み出し、照合の各処理の実施結果については、後述の「簡易バックアップ操

作結果（正常／異常）と LEDによる確認」（5-51ページ）を参照してください。  
注 2： 簡易バックアップ操作実行時に、メモリカードへの書込み／読出し／照合にかかる時間の

目安については、「使用手順」の「●簡易バックアップ操作をするとき」（5-61ページ）
を参照してください。 
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■ 簡易バックアップ用ファイル 
● データファイル 
簡易バックアップ操作によって、メモリカードへの書き込み（作成）／メモリカード
からの読み出し／照合されるデータファイルは、以下のとおりです。  

I／Oメモリ CPU→メモ
リカードの
書き込み
（作成） 

メモリカー
ド→CPUへ
の読み出し

メモリカード←→
CPU間の照合 

ファイル名 拡張子 

エリア種別 アドレス ○：対象、－：非対象 

メモリカード→
CPUへの読み出し
時のメモリカード
内の要／不要 

CPUユニットタイプ CS/CJシリーズ 
CPUユニット共通 

CS1/CJ1 
CPUユニ
ット 

CS1-H 
CPUユニ
ット 

 

BACKUP .IOM DM(データメモリ) D20000～D32767 ○ ○ ○ － メモリカード内に
必ず必要 

CIO(チャネル I/O) 0000～6143CH 
注：強制セット/リセット
されたエリアを含む

○ － 
（注 3） 

○ － 

WR(内部補助リレー) W000～W511CH 
注：強制セット/リセット
されたエリアを含む

○ － 
（注 3） 

○ － 

HR(保持リレー) H000～H511CH ○ ○ ○ － 
A000～447CH ○ － － － AR(特殊補助リレー) 
A448～959CH ○ ○ ○ － 

タイムアップフラグ／
タイマ現在値 

T0000～T4095 ○ ○ 
（注 3） 

○ － 

BACKUPIO .IOR 

カウントアップフラグ
／カウンタ現在値 

C0000～C4095 ○ ○ ○ － 

メモリカード内に
必ず必要 

BACKUPDM .IOM DM(データメモリ) D00000～D19999 ○ ○ ○ － メモリカード内に
必ず必要 

BACKUPE□ .IOM EM(拡張データメモリ) 
（注 1、2） 

E□_00000～E□_32767
(□：バンク No.0～C、最
大バンク No.は CPUユ
ニット形式による。) 

○ ○ ○ － メモリカード内に
CPUユニットの形
式に応じたファイ
ルが必要 

BKUPEM□□ 
（□□は、0D～
18(Hex)） 

.IOM EM(拡張データメモリ) 
（注 1、2） 

E□_00000～E□_32767
(□：バンク No.D～
18(Hex)、形 CS1D- 
CPU68HAのみ) 

－ － － － メモリカード内に
必ず必要 

 
注 1： メモリカードに格納された BACKUPE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HAの場合、BKUPEM□□.IOM）フ

ァイルを CPUユニットに読み出す場合、BACKUPE□.IOMの□が 0から連続している最大値が、読み出し
先の CPUユニットの最大 EMバンク数を超える場合、超えた分のバンク No.の BACKUPE□.IOMファイル
は読み出されません。逆に、BACKUPE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HAの場合、BKUPEM□□.IOM）
の□が 0から連続している最大値が、読み出し先の CPUユニットの最大 EMバンク数に満たない場合、不足
分のバンク No.の EMエリアには、読み出し前のデータが残ります。 
なお、BACKUPE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HAの場合、BKUPEM□□.IOM）ファイルの□が連続せ
ず、中抜けしている場合（例：0,2など）、0から連続している No.のバンクまでのファイル（例：0のみ）が
CPUユニットに読み出されます。  

注 2： CPUユニット I/Oメモリ内の EMエリアがファイルメモリ化されている場合でも、そのファイル内容にかか
わりなく、ファイルメモリ化されていないエリアとともに、BINデータの BACKUPE□.IOM（または形
CS1D-CPU68HAの場合、BKUPEM□□.IOM）ファイルとしてメモリカードに格納されます。 
ただし、いったんメモリカードに格納されたBACKUPE□.IOM（または形CS1D-CPU68HAの場合、BKUPEM
□□.IOM）ファイルを CPUユニットに読み出す場合、BACKUPE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HAの場
合、BKUPEM□□.IOM）の□が 0から連続している最大値が、読み出し先の CPUユニットの最大 EMバン
ク数と一致している場合にのみ、EMファイルメモリおよび他の EMエリアを簡易バックアップ用ファイルの
内容で復旧します（読み出されます）。 
BACKUPE□.IOM（または形 CS1D-CPU68HAの場合、BKUPEM□□.IOM）の□が 0から連続している最
大値が、読み出し先の CPUユニットの最大 EMバンク数と一致していない場合は、EMファイルメモリはフ
ォーマット前の状態に戻り、ファイルメモリ化はされず、EMファイルメモリ内のファイルはすべて無効とな
ります（他の EMエリアは、正常に読み出されます）。  

注 3：BACKUPIO.IORファイル内の CIO、WR、タイムアップフラグ・現在値および強制セット／リセット状態は、
電源 ON時のメモリカードからの読み出し時にクリアされます。 
ただし、I/Oメモリ保持フラグ（A50012）を 1(ON)、かつ PLCシステム設定の I/Oメモリ保持フラグの電源
ON時保持設定とした状態で、メモリカードに書き込みことによって、電源 ON時のメモリカードからの読み
出し時に、クリアされず、CIO、WR、タイムアップフラグ・現在値は、保持されます。また、強制セット／
リセット保持フラグ（A50013）を 1(ON)にし、かつ PLCシステム設定の強制セット／リセット保持フラグの
電源 ON時保持設定とした状態で、メモリカードに書き込みことによって、電源 ON時のメモリカードからの
読み出し時に、クリアされず、強制セット／リセット状態は、保持されます。 



5－2 ファイル操作の方法 
5－2－6 簡易バックアップ操作（CSシリーズ CS1 CPUユニット -V□なしは不可） 

5-50 

5 

フ
ァ
イ
ル
メ
モ
リ
機
能 

● プログラムファイル 
ファイル名 拡張子 内容 CPU→メモ

リカードの
書き込み（作
成） 

メモリカー
ド→CPUへ
の読み出し

メモリカー
ド←→CPU
間の照合 

メモリカード→
CPUへの読み出し
時のメモリカード
内の要／不要 

CPUユニットタイプ CS/CJシリーズ CPUユニット共通 

BACKUP .OBJ 全ユーザプログラム ○ ○ ○ メモリカード内に
必ず必要 

 
● パラメータファイル  

ファイル名 拡張子 内容 CPU→メモ
リカードの
書き込み（作
成） 

メモリカー
ド→CPUへ
の読み出し

メモリカー
ド←→CPU
間の照合 

メモリカード→
CPUへの読み出し
時のメモリカード
内の要／不要 

CPUユニットタイプ CS/CJシリーズ CPUユニット共通 

BACKUP .STD ・PLCシステム設定 
・登録 I/Oテーブル 
・ルーチングテーブル 
・CPU高機能ユニットシス
テム設定エリアなど 

○ ○ ○ メモリカード内に
必ず必要 

 
● ユニット／ボードバックアップファイル  

ファイル名 拡張子 内容 CPU→メモ
リカードの
書き込み（作
成） 

メモリカー
ド→CPUへ
の読み出し

メモリカー
ド←→CPU
間の照合 

メモリカード→
CPUへの読み出し
時のメモリカード
内の要／不要 

CPUユニットタイプ CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットのみ 

BACKUP□□ 
（□□は、対象ユ
ニット/ボードの号
機アドレス） 

.PRM 号機アドレス□□（注 1）
のユニット／ボード内のデ
ータ 
（内容は、ユニット／ボー
ドに依存） 

○ ○ ○ ○ 
メモリカード内に
必要 

（注 2） 

 
注 1： 号機アドレスは、以下の値です。 

・CPU高機能ユニットの場合：ユニット番号+10Hex 
・高機能 I/Oユニットの場合：号機 No.+20Hex 
・INNERボードの場合：E1Hex  

注 2： 本ファイルがなくとも、CPUユニットでは、メモリカード→I/Oメモリへの読み出し時
の異常は発生しませんが、ユニット／ボードに対してデータの読み出し（リストア）が実
行されず、ユニット／ボード側で異常が発生します。なお、ユニット／ボード側で発生す
る異常については、各ユニット／ボードのマニュアルを参照してください。 

注 3： CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□は、ユニット／ボードのバックアップ
機能はありません。 

 
● 変数テーブル／コメント／プログラムインデックスファイル 
（CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット 
 Ver.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降のみ）  
ファイル名 拡張子 内容 CPU（注）→メ

モリカードの書
き込み（作成）

メモリカード
→CPU（注）
への読み出し

メモリカード
←→CPU（注）
間の照合 

メモリカード→
CPU（注）への読み
出し時のメモリカ
ード内の要／不要

CPUユニットタイプ CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユ
ニット Ver.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降のみ

BKUPSYM .SYM 変数テーブルファイル 
BKUPCMT .CMT コメントファイル 
BKUPPRG .IDX プログラムインデックス

ファイル 

○ 
（CPUユニット
コメントメモリ
内にファイルが
あれば、書き込
む。） 

○ 
（メモリカー
ド内にファイ
ルがあれば、
CPU ユニッ
トコメントメ
モリに読み出
す。） 

○ 
（CPU ユニッ
トコメントメ
モリ内にファ
イ ル が あ れ
ば、それと照合
する。なければ
照合しない） 

メモリカード内に
必ずしも存在する
必要はない。 

 
注：コメントメモリ内に存在するファイルのみが対象となります。 
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■ 簡易バックアップ操作結果（正常／異常）と LEDによる確認 

簡易バックアップ操作は、以下のように、メモリカード給電中 LED（MCPWR）の変
化によって、操作結果の正常／異常を判断します。  

OPEN

PERIPHERAL

BUSYMCPWR

メモリカード給電中LED（MCPWR）

 
（上記図は CSシリーズを例としています） 

 
正常時 ＊1 異常時 簡易バック 

アップ操作 MCPWR LEDの変化 MCPWR LEDの変化 異常内容 

CPUユニットか
らメモリカード
への書き込み 

点灯→給電停止ボタ
ン押下げ時点灯のま
ま→１回点滅→書込
中点灯→書込後消灯 

点灯→給電停止ボタ
ン押下げ時点灯のま
ま→点滅のまま 

以下のいずれか 
・メモリカードの容量が不足している（＊2） 
・CPUユニットで「メモリ異常」が発生している
・データ書込みを行う対象ユニット/ボードがあり、
かつ I/Oバス異常が発生しているとき
（CS1-H/CJ1-H CPUユニットのみ） 
上記の場合、すべてのファイルを作成しません。 

メモリカードか
ら CPUユニット
への読み出し 

電源 ON時点灯→１
回点滅→読出中点灯
→読出後消灯 

電源ON時点灯→5回
点滅→消灯 

以下のいずれか 
・CPUユニットのプログラム容量より読み出すプ
ログラム容量が大きい 

・メモリカード内に読み出すファイルが存在しない
・前面ディップスイッチ SW1が ONでユーザメモ
リ書き込み不可のとき 
上記の場合、読み出しは実行されません。 

  電源 ON時点灯→１
回点滅→読出中点灯
→→3回点滅→消灯 

警告：EMファイル（連続した□の最大値）と CPU
ユニット EMバンク数が不一致時 
上記の場合、読み出しは実行されます。 

メモリカードと
CPUユニットの
照合 

点灯→給電停止ボタ
ン押下げ時点灯のま
ま→１回点滅→照合
中点灯→照合後消灯 

点灯→給電停止ボタ
ン押下げ時点灯のま
ま→点滅のまま 

以下の照合異常が発生 ＊3 
・照合結果が不一致（メモリカード内簡易バックア
ップファイルと CPUユニット内のデータが不一
致） 

・メモリカード内に照合対象のファイルが存在しな
い ＊3 
・EMファイル（連続した□の最大値）と CPUユ
ニット EMバンク数が不一致 
または CPUユニットで「メモリ異常」が発生し
ているとき 

・照合対象のユニット/ボードがあり、かつ I/Oバス
異常が発生しているとき（CS1-H/CJ1-H CPUユ
ニットのみ） 

書き込み、読み出
し、照合に、共通 

－ 読み出し時：5回点滅
→消灯のまま 
書き込み、照合時：点
滅のまま 

メモリカードへのアクセス異常（フォーマット異
常、または読み書き異常）発生時 

 
＊1： 正常終了時には、MCPWR LEDが消灯し、メモリカードへの給電が停止します。したが

って、再びメモリカードを使用する場合には、給電停止ボタンを押し下げ、メモリカード
への給電を開始した後に、メモリカードへのアクセスを実行してください。 

＊2： 簡易バックアップによる書き込みを実行したとき、メモリカードの容量不足によって異常
となったか否かは、特殊補助リレーA397CH（簡易バックアップ書き込み容量）を確認す
ることで可能です（書き込みを実行した後、A397CHが 0000Hex以外の値のとき、その
値のメモリカード容量（Kバイト単位）が必要であったことを示します）。 

＊3： バックアップ対象となるユニット／ボード用のバックアップファイルも照合対象となり
ます。 

注： CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□は、ユニット／ボードのバックアップ機
能はありません。 
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■ 関連特殊補助リレー 
 

名称 アドレス 内容 

ファイルメモリ操作
実行中フラグ 

A34313 以下のいずれかのファイルメモリ関連の操作を実行中に、
1(ON)。いずれも実行していないとき、0(OFF)。 
・メモリカード認識開始時 
・自 CPUユニット宛て CMND命令実行中 
・FREAD/FWRIT命令実行 
・特殊補助リレーによるプログラム入替え中 
・簡易バックアップ操作実行中 
本フラグが 1(ON)であれば、メモリカードへの書き込みま
たは照合を実行しません。 

EMファイルメモリ化
開始バンク No. 

A344CH そのときの実際の EMファイルメモリエリアの開始バンク
No.（フォーマットされているバンク No.）が、格納されま
す。 
メモリカードからの読み出し開始時に参照し、簡易バックア
ップ用 EMファイル BACKUPE□.IOM（または形
CS1D-CPU68HAの場合、BKUPEM□□.IOM）の最大バ
ンク No.（□が 0から連続している最大値）と CPUユニッ
ト形式がもつ最大バンク No.が一致していれば、本 CH内の
値をもとに、EMエリアをフォーマットしファイル化しま
す。一致していなければ、EMエリアをフォーマット前の状
態に戻します（ファイル化しません）。 

ネットワーク通信命
令実行可フラグ 
（注 1） 

A20200～
A20207 

・メモリカードへの書き込みまたは照合実行時に、0（OFF）
となります。 
・メモリカードへの書き込みまたは照合実行終了時に 1
（ON）となります。 

注：メモリカードへの書き込みまたは照合実行時に、すべて
のネットワーク通信命令実行可フラグが 0（OFF）の場
合、ユニット／ボードへの書き込みまたは照合は、実行
されません（異常となります）。 

ネットワーク通信終
了コード 
（注 1） 

A203CH～
A210CH 

・メモリカードへの書き込みまたは照合時に、ユニット／ボ
ードとの通信結果が格納されます。 

ネットワーク通信実
行エラーフラグ 
（注 1） 

A21900～
A21907 

・メモリカードへの書き込みまたは照合時に、ユニット／ボ
ードとの通信結果が異常の場合、1（ON）となります。

・メモリカードへの書き込みまたは照合時に、ユニット／ボ
ードとの通信結果が正常の場合、0（OFF）となります。

簡易バックアップ書
込容量 
（注 1） 

A397CH ・簡易バックアップによる書き込みを実行しようとして、書
き込み異常となったとき、書き込みに必要であったメモリ
カードのデータ容量が、格納されます（Kバイト単位）（そ
の値のメモリカード容量がなかったため、書き込み異常と
なったことを示します。） 

0001～FFFFHex：書き込み異常終了、そのときに必要であ
ったメモリカード容量（1～65535Kバイト） 
簡易バックアップによる書き込みが正常終了したとき、
0000Hexにクリアされます。 
0000Hex：書き込み正常終了 

 

注 1：簡易バックアップ操作による、メモリカードへの書き込みまたは照合操作を実行するとき、
CPUユニットは空いている通信ポート No.を自動的に使用するため、これらのネットワ
ーク通信関連の特殊補助リレーが関連します。 
CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□は、ユニット／ボードのバックアップ
機能がなく、これらの特殊補助リレーは使用しません。 
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■ 高機能ユニット／ボード内データのメモリカードへのバックアップ機能 

簡易バックアップ操作によるバックアップ対象データは、CPUユニット内の、ユーザ
プログラム、パラメータエリア、I/Oメモリ全エリアおよび簡易バックアップ機能を
対象とした高機能ユニット／ボードが CPUユニットに装着されている場合、そのユ
ニット／ボード内のデータも、簡易バックアップの対象となります。 
なお、各ユニット／ボード内のデータは、ユニット／ボードごとに、個別にバックア
ップされます。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、ユニット／ボード内データのバッ

クアップ機能はありません。 

 

簡易バックアッ
プ対象データ ・書き込み 

・読み出し 
・照合 

DeviceNetユニット 
などの特定ユニット
／ボード 

メモリカード給電停止ボタン 

メモリカード 

CS1-H/CJ1-H CPUユニット 

全データ

 

 
● 用途 

CPUユニット、DeviceNetユニット、シリアルコミュニケーションユニット／ボード、
MCユニット、NCユニットなどを含めた PLC全体のバックアップデータの作成時ま
たは全体のユニット交換時に、この機能を使用します。 
 

● ユニット／ボードバックアップファイル 
各特定ユニット／ボード内のデータは、メモリカード内に、以下のファイル名で保存
されます。 

 

 

注：号機アドレスは、以下の値です。 
・CPU高機能ユニットの場合：ユニット番号+10Hex 
・高機能 I/Oユニットの場合：号機 No.+20Hex 
・INNERボードの場合：E1Hex 

 

ファイル名：BACKUP□□.PRM 

ユニット／ボードの号機アドレス（16進） 
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● 対象ユニット／ボード 
特定ユニット／ボードの内部データをバックアップするためには、そのユニット／ボ
ード側も、このバックアップ機能に対応している必要があります。対応の有無につい
ては、各ユニット／ボードのマニュアルを参照してください。  

対象ユニット／
ボード 

形式 
CS1-H/CJ1-H CPUユニットに装着時、
簡易バックアップ対象となるデータ 

簡易バック時
にメモリカー
ド内に作成さ
れる最大容量

シリアルコミュ
ニケーションユ
ニット 

形 CS1W-SCU21-V1 
形 CS1W-SCU31-V1 
形 CJ1W-SCU21 
形 CJ1W-SCU41 
形 CJ1W-SCU21-V1 
形 CJ1W-SCU31-V1 
形 CJ1W-SCU41-V1 

129Kバイト 

シリアルコミュ
ニケーションボ
ード 

形 CS1W-SCB21-V1 
形 CS1W-SCB41-V1 

プロトコルマクロデータ 
（シリアルコミュニケーションユニッ
ト／ボード内フラッシュメモリ内のプ
ロトコルマクロデータ：内蔵標準システ
ムプロトコルおよびユーザ作成のプロ
トコルのデータ） 

129Kバイト 

FL-netユニット 形 CS1W-FLN22 
形 CJ1W-FLN22 データリンクテーブル 1.3Kバイト 

DeviceNetユニ
ット 

形 CS1W-DRM21-V1 
形 CJ1W-DRM21 

デバイスパラメータ 
（DeviceNetユニット内 EEPROM内の
全設定データ） 
注：DeviceNetユニット自身のメモリカ

ードバックアップ機能によってバ
ックアップ／リストアされる設定
データと同一の内容ですが、ファイ
ルとしての互換性はありません。ま
た、同様に、DeviceNetコンフィグ
レータVer.2.□で作成するデバイス
パラメータファイルとも、同一の内
容ですが、ファイルとしての互換性
はありません。 

7Kバイト 

CompoNetユニ
ット 

形 CS1W-CRM21 
形 CJ1W-CRM21 

・登録テーブル 
・ソフト設定 
・ネットワークパラメータ 
・スレーブパラメータ 

3.5Kバイト 

カスタマイザブ
ルカウンタユニ
ット 

形 CS1W-HIO01-V1 
形 CS1W-HCP22-V1 
形 CS1W-HCA22-V1 
形 CS1W-HCA12-V1 

・ユーザプログラム 
・汎用 READのみ DM 
・ユニット機能設定エリア 
・拡張応用命令に関する情報 
・ラダーライブラリ 

64Kバイト 

形 CS1W-MCH71 
形 CJ1W-MCH71 8192Kバイトモーションコン

トロールユニッ
ト 形 CS1W-MC221-V1、形

CS1W-MC421-V1 

・位置データ 
・システムパラメータ 
・G言語プログラム 142Kバイト 

位置制御ユニッ
ト 形 CJ1W-NCF71 ・共通パラメータ 

・各軸パラメータ 64Kバイト 

位置制御ユニッ
ト 

形 CS1W-NC113/133/ 
213/233/413/433 
ユニット Ver.2.0以降 
形 CJ1W-NC113/133/ 
213/233/413/433 
ユニット Ver.2.0以降 

・各軸パラメータ 
・シーケンスデータ 
・速度データ 
・加減速時間データ 
・ドウェルタイマデータ 
・ゾーンデータ 

7Kバイト 

ループコントロ
ーラボード 

形 CS1W-LCB01 
形 CS1W-LCB05 

・計器ブロックデータ 
・ブロック結線データ 1563Kバイト
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参 考 

 

装着されているユニット／ボードが、上記対象ユニット／ボードの場合、自動的に、

その内部データが、簡易バックアップの対象となります（簡易バックアップの対象と

する／しないの選択はありません）。ただし、プログラミングコンソールを使用すれ

ば、ユーザプログラムエリア、パラメータエリア、I/Oメモリエリア個々の操作をす

ることができます。詳細は、プログラミングコンソールのオペレーションマニュアル

（No.SBCA-303）を参照してください。 

 
参 考 

 

例えば、形 CS1W-SCU21-V1が存在しない場合に比べ、形 CS1W-SCU21-V1が存在

する場合は、簡易バックアップ操作の実行時間は、以下の時間だけ延びます。 

例）メモリカード内にできる高機能ユニットの設定ファイル（BACKUP□□.PRMフ
ァイル）の容量が 60Kバイトの場合  
動作モード メモリカードへの書込

時の延び時間 
メモリカードとの
照合時の延び時間 

メモリカードからの
読出時の延び時間 

「プログラム」モード 約 25秒 約 10秒 約 4秒 
「運転」モード 約 1分 30秒 約 30秒 約 4秒  

例）メモリカード内にできる高機能ユニットの設定ファイル（BACKUP□□.PRMフ
ァイル）の容量が 128Kバイトの場合  
動作モード メモリカードへの書込

時の延び時間 
メモリカードとの
照合時の延び時間 

メモリカードからの
読出時の延び時間 

「プログラム」モード 約 40秒 約 14秒 約 8秒 
「運転」モード 約 2分 30秒 約 1分 約 8秒 

 
お願い 

 

簡易バックアップ対象ユニット／ボード内データを含む簡易バックアップ操作を行
う場合は、 

1）「プログラム」モードにするか、または 
2）通信ポート No.を使用する命令（ネットワーク通信用命令/プロトコルマクロ命令/
バックグラウンド処理命令）の実行に影響がないことを確認してから実行してく
ださい。 

簡易バックアップ対象ユニット／ボード内データを含む簡易バックアップ操作で
は、その実行時点で空いている通信ポート No.を「0」から検索して自動的に使用しま

す。 

そのため、例えば、簡易バックアップ操作によって自動的に使用する通信ポート No.

が、ネットワーク通信用命令で指定した通信ポート No.と重複した場合は、特定ユニ

ット／ボードとの簡易バックアップ処理が終了するまで、そのネットワーク通信用命

令は実行不可となりますので、ご注意ください。 
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● 簡易バックアップリストア操作時の、「I/O割付ステータス」の変化についての留
意事項 
1つの CJシリーズ CPUユニットにて、簡易バックアップ用パラメータファイル
（BKUP.STD）を作成し、それをメモリカードに保存し、別の CJシリーズ CPUユ
ニットにて簡易バックアップリストア操作を行った場合、作成元とリストア先の各ユ
ニット Ver.の組み合わせによって、I/O割付ステータスが、以下のようになります。  

TO   
簡易バックアップリストア先の、CPUユニットのユニ
ットバージョン 

  

元の I/O割付
ステータス 

ユニット Ver．表記
なしタイプへ 

ユニット
Ver.2.0へ 

ユニット
Ver.3.0以降へ

自動割付 自動割付のまま ユニット Ver．表
記なしタイプから 

ユーザ操作 ユーザ操作のまま 自動割付に切
り替わる 

ユーザ操作の
まま 

自動割付 自動割付のまま ユニット Ver.2.0
から 

ユーザ操作 ユーザ操作のまま 

自動割付 自動割付のまま 

FROM 

簡易バック
アップ作成
元の、CPU
ユニットの
ユニットバ
ージョン 

ユニット Ver.3.0
以降から 

ユーザ操作 ユーザ操作のまま 

 
● 簡易バックアップによる照合時の、照合不一致についての留意事項 
ユニット Ver．表記なしまたはユニット Ver.2.0の CJシリーズ CPUユニットと、ユ
ニット Ver.3.0の CPUユニットの組み合わせで、簡易バックアップファイルの作成と
簡易バックアップのリストアを行った後、簡易バックアップによる照合操作を実行す
ると、パラメータデータが照合不一致となるケースがありますので、ご注意ください。
以下のとおりです。  

TO   
簡易バックアップリストア先の、CPUユニットのユニ
ットバージョン 

  

元の I/O割付
ステータス 

ユニット Ver．表記
なしタイプへ 

ユニット
Ver.2.0へ 

ユニット
Ver.3.0以降へ

自動割付 ユニット Ver．表
記なしタイプから 

ユーザ操作 
照合可能 照合可能 

自動割付 ユニット Ver.2.0
から 

ユーザ操作 
照合可能 

照合可能 

照合可能 

自動割付 
照合不一致となる 照合不一致と

なる 

FROM 

簡易バック
アップ作成
元の、CPU
ユニットの
ユニットバ
ージョン 

ユニット Ver.3.0
以降から 

ユーザ操作 照合可能 照合可能 
照合可能 
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 5－3 ファイルメモリの使用手順 
 

5－3－1 媒体の初期化の方法 
■メモリカードの場合 

メモリカード形HMC-EF□□□は、工場出荷時にすでに初期化（フォーマット）され
ています。したがって、はじめて使用するときには、以下の操作は不要です。 
1） 周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）を使用して、メモリカードを初期化し
ます。  

メモリカード 

7 8 9

6

PRO27
PROGRAMMING CONSOLEPROGRAMMING CONSOLE

EAR   MIC

ORAND

LD OUT TIM DM CH
間接＊

接点
定数＃

検索変更EXT

5F4E

1B 2C 3D

0A クリア

再生
セット 削除 モニタ

挿入録音
リセット

照合 書込

HRLRTRCNT

FUN SFT NOT シフト

RUN
MONITOR

PROGRAM

プロコンCX-Prpgrammer

または
NEC

PC-9801BX

 
 

■EMファイルメモリの場合 

EMファイルメモリは、必ず、以下の操作によって、初期化（フォーマット）するこ
とが必要です。 
1）周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）を使用して、PLCシステム設定の EM
ファイルメモリ化設定を「1：EMファイルメモリ化あり」とし、かつ EMファイ
ルメモリ化指定バンク番号を 0～CHexで指定します。  

EMファイルメモリ 
開始バンクNo.指定 

7 8 9

6

PRO27PRO27
PROGRAMMING CONSOLEPROGRAMMING CONSOLE

EAR   MIC

ORAND

LD OUT TIM DM CH
間接＊

接点
定数＃

検索変更EXT

5F4E

1B 2C 3D

0A クリア

再生
セット 削除 モニタ

挿入録音
リセット

照合 書込

HRLRTRCNT

FUN SFT NOT シフト

RUN
MONITOR

PROGRAM

プロコンCX-Prpgrammer

または
NEC

PC-9801BX

 
 

2）EMファイルメモリを初期化します。 
 

EMファイルメモリ 
初期化 

7 8 9

6

PRO27PRO27
PROGRAMMING CONSOLEPROGRAMMING CONSOLE

EAR   MIC

ORAND

LD OUT TIM DM CH
間接＊

接点
定数＃

検索変更EXT

5F4E

1B 2C 3D

0A クリア

再生
セット 削除 モニタ

挿入録音
リセット

照合 書込

HRLRTRCNT

FUN SFT NOT シフト

RUN
MONITOR

PROGRAM

プロコンCX-Prpgrammer

または
NEC

PC-9801BX

 
 

● EMファイルの初期化の各ケース 
通常の EM状態から、指定 EMバンク以降をファイルメモリ化する場合 

 

 バンク 0 

バンク n 

 

バンク C 

バンク 0 

バンク n 

バンク C 

ファイルメモリ化

1．PLCシステム設定で、nを指定 

2．周辺ツール（または FINSコマンド）に
より、n以降をフォーマット 

3．特殊補助リレーA344CHに nが格納 
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ファイルメモリ化された EMを通常の EM状態に戻す場合 
 

 1. PLC システム設定で、ファイルメモリ
なしを指定 

2. 周辺ツール（または FINSコマンド）に
より、フォーマットすると、n 以降を
0000Hexにクリア 

3. 特殊補助リレーA344CH にファイルメ
モリなし FFFFHexが格納 

 
注： このとき、すでに存在しているファ

イルは、削除されます。 

バンク 0 

バンク n 

 

バンク C 

バンク 0 

バンク n 

 

バンク C 

ファイルメモリ化 クリア

 
 

ファイルメモリの開始バンク No.を変更する場合 
 

 バンク 0 

バンク n 

バンクm 

 
ファイルメモリ化

1. PLC システム設定で、n を m に変
更 

2. 周辺ツール（または FINSコマンド）
により、 m 以降をファイルメモリ
化 

  注 1：n～m-1が 0000Hexにクリア 
されます。 

3. 特殊補助リレーA344CH に m が格
納される。 

注 2：このとき、すでに存在している
ファイルは、削除されます。 

バンク C 

バンク 0 

バンク n 

バンクm 

バンク C 

ファイル
メモリ化

クリア 

 
 

・ PLCシステム設定 

CX-Programmerの場合は、「CPUユニット設定」タブにて設定します。 

  
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコン
アドレス 

名称 内容 初期値 

＋136 EMファイルメモリ化設定 0000Hex：なし、 
0080Hex：バンク No.0～ 
008CHex：バンク No.C 
008DHex：バンク No.D～ 
0098Hex：バンク No.18(Hex) 
（形 CS1D-CPU68HAのみ） 
EMエリアの指定バンク No.以降をファイ
ルメモリ化します。 

0000Hex

 

・ 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

EMファイルメモリ
化開始バンク No. 

A344CH そのときの実際のEMファイルメモリエリアの開始バンクNo.
が、格納されます。 
なお、EMファイルは、開始バンク No.以降最終バンク No.ま
でが、ファイルメモリ化されます。ファイルメモリ化されてい
ない場合は、FFFFHexとなっています。 
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5－3－2 使用手順 
■ メモリカードの場合 

● 周辺ツールを使用して、メモリカード内のファイルを読み書きするとき 

・ 手順 

1. CPUユニットにメモリカードを装着  

メモリカード  
 

2. 周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）でメモリカードを初期化  

EMファイルメモリ 
開始バンクNo.指定 

7 8 9

6

PRO27PRO27
PROGRAMMING CONSOLEPROGRAMMING CONSOLE

EAR   MIC

ORAND

LD OUT TIM DM CH
間接＊

接点
定数＃

検索変更EXT

5F4E

1B 2C 3D

0A クリア

再生
セット 削除 モニタ

挿入録音
リセット

照合 書込

HRLRTRCNT

FUN SFT NOT シフト

RUN
MONITOR

PROGRAM

プロコンCX-Prpgrammer

または
NEC

PC-9801BX

 
 

3. 周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）で CPUユニット内のデータ（ユーザ
プログラム、I/Oメモリ、パラメータエリア）にファイル名を付けてメモリカード
に保存 

 

4.  周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）でメモリカード内のファイルを CPU
ユニットに読み出し 

 
● 電源 ON時にメモリカード内のファイルを CPUユニットに自動転送するとき 

・ パラメータファイルがある場合の手順 

1. CPUユニットにメモリカードを装着（フォーマット済みとします） 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）で CPUユニット内のプログラムファイ
ル（AUTOEXEC.OBJ）、パラメータファイル（AUTOEXEC.STD）、I/Oメモリ
ファイル（AUTOEXEC.IOMまたは ATEXEC□□.IOM）を電源 ON時自動転送
ファイルとして、メモリカードに保存  
注：プログラムファイル、パラメータファイルは、必ずメモリカード内に存在していなけれ
ばなりません。 

 

2. PLC本体の電源を OFF 
 

3. ディップスイッチ SW2（電源 ON時自動転送の実行／非実行）を ON（実行）  
ディップスイッチ 

 
 

注：ディップスイッチ SW7が ONの場合は、簡易バックアップによるメモリカードからの
読み出し操作が優先されます。 
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4. CPUユニットにメモリカードを装着  

メモリカード  
 

5. PLC本体の電源 ONで読み出し 
 

・ パラメータファイルがない場合の手順 

1. CPUユニットにメモリカードを装着（フォーマット済みとします） 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）で CPUユニット内のプログラムファイ
ル（REPLACE.OBJ）、I/Oメモリファイル（REPLACE.IOM、REPLCDM.IOM、
または REPLCE□.IOM）を電源 ON時自動転送ファイルとして、メモリカードに
保存  
注：パラメータファイル（.STD）は、いずれのファイル名でメモリカード内にあっても、転
送されません。 

 

2. PLC本体の電源を OFF 
 

3. ディップスイッチ SW2（電源 ON時自動転送の実行／非実行）を ON（実行）  
ディップスイッチ 

  
注：ディップスイッチ SW7が ONの場合は、簡易バックアップによるメモリカードからの

読み出し操作が優先されます。 
 

4. CPUユニットにメモリカードを装着  

メモリカード  
 

5. PLC本体の電源 ONで読み出し 
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● データファイル読み／書き（FREAD／FWRIT）命令または自 CPUユニット宛コ
マンド送信（CMND）命令で、メモリカード内のデータファイルを読み書き、ま
たはファイルの操作をするとき 

・ 手順 

1. CPUユニットにメモリカードを装着（フォーマット済みとします） 
 

2. データファイル書込（FWRIT）命令で、I/Oメモリの指定エリアにファイル名を付
けて、メモリカードに保存  
注：メモリカードに書き込んだ TXTまたは CSV形式のデータを、表計算ソフトを使用して
読み出す場合は、パソコンの PCカード用スロットにメモリカードアダプタ形HMC 
AP001を介してメモリカードを装着して、Windows機能を使用して読み出すことが可
能です。 

 
データファイル読出命令で、メモリカードからデータファイルを CPUユニット内
の I/Oメモリに読み出し 
自 CPUユニット宛コマンド送信（CMND）命令で、 メモリカード内のファイル
を操作 
 

● 運転中に、メモリカード内のプログラムファイルを CPUユニットに読み出して、
プログラムを差し替えるとき 

・ 手順 

1. CPUユニットにメモリカードを装着（フォーマット済みとします） 
 

2. 特殊補助リレー「プログラム入替え元ファイル名」（A654～657CH）、「プログ
ラム入替えパスワード」（A651CH）をセットし、「入替え開始フラグ」（A65015）
をプログラム上から OFF→ON 

 
● 簡易バックアップ操作をするとき 

・ CPUユニット内の全データを、メモリカードにバックアップ（書き込む）するとき 

手順 
1. CPUユニットにメモリカードを装着（フォーマット済みとします） 

 

2. ディップスイッチ SW7を ON 
 

3. メモリカード給電停止ボタンを 3秒間押し下げ 
 

4. MCPWR LEDの 1回点滅後→消灯で正常終了を確認 
 

・ メモリカードにバックアップした全データを CPUユニットに読み出すとき 

手順 
1. CPUユニットにメモリカードを装着（フォーマット済みとします） 

 

2. ディップスイッチ SW7を ON 
 

3． PLC本体の電源 ONで読み出し 
 

4． MCPWR LEDの 1回点滅後→消灯で正常終了を確認 
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・ メモリカードにバックアップした全データと CPUユニット内の全データを照合する
とき 

手順 
1. CPUユニットにメモリカードを装着（フォーマット済みとします） 

 

2. ディップスイッチ SW7を OFF 
 

3. メモリカード給電停止ボタンを３秒間押し下げ 
 

4. MCPWR LEDの 1回点滅後→消灯で正常終了を確認 
 

注： 書込または照合時に、異常が発生した場合は、MCPWR LEDが点滅します。この点滅は
メモリカード給電停止ボタンを押すことで終了し、MCPWR LEDは ON状態となります。 

 
参 考 

 

簡易バックアップ操作の実行時間の目安は、次のとおりです。 

以下の条件で、PLCのユニット構成だけが異なるもので測定しています。 

CS1-H CPUユニット ユニット Ver.4.0 

ユーザプログラム：20Kステップ 

「運転」モード時のサイクルタイム：10ms  
・構成が CPUユニット単体の場合  
動作モード メモリカードへの書込 メモリカードとの照合 メモリカードからの読出

「プログラム」 
モード 

約 20秒 約 15秒 約 10秒 

「運転」モード 約 1分 約 30秒 約 10秒 
 

・構成が CPUユニット＋シリアルコミュニケーションユニット 1台の場合＊1  
動作モード メモリカードへの書込 メモリカードとの照合 メモリカードからの読出

「プログラム」 
モード 

約 50秒 約 25秒 約 20秒 

「運転」モード 約 1分 40秒 約 1分 30秒 約 20秒  
＊1：シリアルコミュニケーションユニットの内部パラメータが最大容量のとき 
 

・構成が CPUユニット＋モーションコントロールユニット 1台の場合＊2  
動作モード メモリカードへの書込 メモリカードとの照合 メモリカードからの読出

「プログラム」 
モード 

約 8分 約 10分 約 5分 

「運転」モード 約 30分 約 40分 約 5分  
＊2： モーションコントロールユニットの内部プログラムは以下の規模のとき 

・8タスク、20軸 
・メインプログラム：2790ブロック 
・サブプログラム：990ブロック 
・カムテーブル：800点 
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● CX-Programmerで作成した変数テーブル、コメントをメモリカードまたは EMフ
ァイルメモリに読み書きするとき 

・ 手順 

1. CPUユニットに初期化済みのメモリカードを装着、または EMファイルメモリを
初期化 

 

2. CX-Programmerをオンライン接続 
 

3. [PC]メニューから[転送]－[転送[パソコン→PC]]または[転送[PC→パソコン]]を選
択 

 

4. 転送するデータとして、[変数]または[コメント]を選択  
注：ただし、CPUユニットにメモリカードが装着されている場合は、メモリカードとのみ転

送可能（EMファイルメモリは不可）。 
 

■ EMファイルメモリの場合 
● 周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）を使用して、EMファイルメモリ内のフ
ァイルを読み書きするとき 

・ 手順 

1. PLCシステム設定で、EMエリアの指定バンク以降をファイルメモリ化 
 

2. 周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）で EMファイルメモリを初期化 
 

3. 周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）で CPUユニット内のデータ（ユーザプ
ログラム、I/Oメモリ、パラメータエリア）にファイル名を付けて EMファイルメ
モリに保存 

 

4. 周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）で EMファイルメモリ内のファイルを
CPUユニットに読み出し 

 
● データファイル読み／書き（FREAD／FWRIT）命令または自 CPUユニット宛コ
マンド送信（CMND）命令で、EMファイルメモリ内のデータファイルを読み書き、
またはファイルの操作をするとき 

・ 手順 

1. PLCシステム設定で、EMエリアの指定バンク以降をファイルメモリ化 
 

2. 周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）で EMファイルメモリを初期化 
 

3. データファイル書込命令で、I/Oメモリの指定エリアにファイル名を付けて、EM
ファイルメモリに保存 
データファイル読出命令で、EMファイルメモリからデータファイルを CPUユニ
ット内の I/Oメモリに読み出し 
自 CPUユニット宛コマンド送信（CMND）命令で、EMファイルメモリ内のファ
イルを操作 
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5－3－3 ファイルメモリへアクセス中に電断が発生した場合 
ファイルメモリ（メモリカードまたは EMファイルメモリ）へアクセス中に電断（電
源の OFF）が発生した場合、メモリカードの内容は保証されず、更新途中のファイル
が正しく書き換わらなかったり、場合によっては、カード自体が壊れることがありま
す。 
この場合、当該ファイルは、次回電源 ON時に、システムにより自動的に削除されま
す。 
その削除と同時に、CPUユニットの特殊補助リレーのファイル削除通知フラグ（メモ
リカード上のファイルの場合：A39507、EMファイルメモリ上のファイルの場合： 
A39506）が自動的に１(ON)となります。（ファイル削除通知フラグは、次回電源 OFF
時に 0(OFF)となります。） 
また同時に、削除ログファイル（ファイル名：DEL_FILE.IOM）が、メモリカードま
たは EMファイルメモリのルートディレクトリ（¥）に自動的に作成されます。 
ユーザは、周辺ツール（CX-Programmer）またはファイルメモリ読出（FREAD）命
令を使用して、その削除ログファイル（ファイル名： DEL_FILE.IOM）を読み出し、
以下の情報を確認できます。 
削除したファイルの、削除日付、存在していたファイルメモリ（媒体）種類、サブデ
ィレクトリ、ファイル名、拡張子 
必要に応じ、削除したファイルを作成し直してください。 
 

参 考 

 

削除ログファイル（¥DEL_FILE.IOM） 
ファイルサイズ86バイト�

削除日付�
（6バイト）�

削除ファイル�
の拡張子�
（4バイト）�

削除ファイルの�
サブディレクトリ名、�
ファイル名�
（73バイト）�

媒体種類（2バイト）�
0000Hex：メモリカード�
0001Hex：EMファイルメモリ�

年� 月� 日� 媒体� 00拡張子�
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 6－1 サイクルタイム関連／高速処理機能 
 
ここでは、次の項目について説明します。 
・サイクルタイム一定化機能 
・サイクルタイム監視機能 
・サイクルタイムモニタ機能 
・パルスキャッチ機能 
・割込機能 
・I/Oリフレッシュ機能 
・データバックグラウンド処理 
 

6－1－1 サイクルタイム一定化機能 
CS/CJシリーズでは、サイクルタイム（＊1）を一定にすることができます。これによ
り、一定間隔でプログラムを繰り返し実行させることで、入出力応答のバラツキをな
くすことができます。  
＊1：並列処理モード使用時は、命令実行系のサイクルタイムを指します。 
 
PLCシステム設定の「サイクルタイム一定時間」を、設定することで実現できます（1
～32,000msの範囲、1ms単位）。  

一定ｻｲｸﾙﾀｲﾑ(有効)

実際の時間 実際の時間 実際の時間

一定ｻｲｸﾙﾀｲﾑ(有効) 一定ｻｲｸﾙﾀｲﾑ(有効)

 
 
実際のサイクルタイムが、設定したサイクルタイムより大きい場合、サイクルタイム
一定化機能は無視され、実際のサイクルタイムで動作します。  

一定サイクルタイム 一定サイクルタイム 一定サイクルタイム（有効）

実際の時間 実際の時間実際の時間
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● PLCシステム設定 
CX-Programmerの場合は、「タイマ/割込み」タブにて設定します。 

  
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコンアドレス 名称 内容 初期値 

＋208 
ビット 0～15 

サイクルタイ
ム一定時間 

0000～7D00Hex： 
1～32,000ms、1ms単位 

0000Hex：サイクルタイム
一定にせず 

 
6－1－2 サイクルタイム監視機能 

設定したサイクルタイム監視時間より実際のサイクルタイム（＊1）が長い場合、CPU
ユニットは運転を停止します。このとき、特殊補助リレーのサイクルタイムオーバー
フラグ（A40108）が 1(ON)となります。  
＊1：並列処理モード使用時は、命令実行系のサイクルタイムを指します。 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerの場合は、「タイマ/割込み」にて設定します。 

  
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコン 
アドレス 

名称 内容 初期値 

＋209 
ビット 15 

サイクルタイム監視時間任意 
設定の有無 

0：初期値（1秒） 
1：任意時間設定 

＋209 
ビット 0～14 

サイクルタイム監視時間設定値 
（ビット 15が 1：任意時間設定
 のときのみ有効） 

001～FA0Hex：10～
40000ms、10ms単位 

0000Hex：監視時間 1s
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● 関連特殊補助リレー   
名称 アドレス 内容 

サイクルタイムオーバーフラグ A40108 サイクルタイム（並列処理モード時は、命令実行系
のサイクルタイム）現在値が、PLCシステム設定の
「サイクルタイム監視時間」を超えたとき、1(ON)
となります。 

 
参 考 

 

並列処理モードの場合、周辺処理系のサイクルタイムが 2.0sを超えると、周辺処理系

のサイクルタイムオーバーとなり、CPUユニットは運転を停止します。このとき、特

殊補助リレーA40515（周辺処理系サイクルタイムオーバー）が 1（ON）となります。 
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）、CJ1G-CPU□□および CS1D（CPU二重化システム用）CPU

ユニットには、並列処理モード機能はありません。 
 

6－1－3 サイクルタイムモニタ機能 
特殊補助リレーのサイクルタイム（＊1）最大値(A262～263CH)、現在値(A264～
265CH)が特殊補助リレーに毎サイクル格納されます。  
＊1：並列処理モード使用時は、命令実行系のサイクルタイムを指します。 
 

● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

サイクルタイム最大値 A262～263CH サイクルタイム（並列処理モード時は、命令実行系サイ
クルタイム）の最大値が、BIN32ビットで、毎サイク
ル格納されます。範囲は以下のとおりです。 
0～429496729.5ms（0～FFFFFFFFms），0.1ms単位
なお、A262CH：下位データ、A263CH：上位データが
格納されます。 

サイクルタイム現在値 A264～265CH サイクルタイム（並列処理モード時は、命令実行系サイ
クルタイム）の最大値が、BIN32ビットで、毎サイク
ル格納されます。範囲は以下のとおりです。 
0～429496729.5ms（0～FFFFFFFFms），0.1ms単位
なお、A264CH：下位データ、A265CH：上位データが
格納されます。0～429496729.5ms，0.1ms単位 
（0～FFFFFFFFms）  

また、周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）から、過去 8スキャン分のサイクル
タイムの平均値を読み出すことができます。 
 

参 考 

 

CS/CJシリーズでは、サイクルタイムを短縮するために、つぎの方法が有効です。 
 1)実行しないタスクを待機にする。 
 2)実行しないプログラム領域を JMP-JME命令によってジャンプする。 

 
参 考 

 

通信の応答性を向上させるためには、並列処理モードを使用することが有効です。 

CS1-H/CJ1-H/CS1D（CPU単独システム用）CPUユニットで使用することができま

す。並列処理モードの場合、周辺処理系のサイクルタイムの現在値は、特殊補助リレ

ーA268（周辺処理系サイクルタイム表示）に、周辺処理系のサイクルごとに格納され

ます。 
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6－1－4 パルスキャッチ機能 
サイクルタイムより短いパルスを受け付けたいときは、パルスキャッチ入力ユニット
（CSシリーズ：形 CS1W-IDP01、CJシリーズ：形 CJ1W-IDP01）、または多点入
力ユニット（C200H高機能 I/Oユニット形 C200H-ID501/215、形
C200H-MD501/115/215）のパルスキャッチ機能を使用します。 
パルスキャッチ機能で取り込めるパルス幅（ON時間）は、形CS1W-IDP01では 0.1ms、
形 CJ1W-IDP01では 0.05ms、C200H多点入力ユニットでは 1msまたは 4msです。  
 パルスキャッチ入力ユニット 

多点入力ユニット 

形 CS1W-IDP01：0.1ms 

形 CJ1W-IDP01：0.05ms 

形 C200H-ID501/215、-MD501/115/215：4ms

 
 

6－1－5 割込機能 
つぎのいずれかの条件成立時に、割込タスクを実行することができます。  
注：CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットでは、割込機能（割込タスク）は使用不可。 
 

● I/O割込（割込タスク No.100～131） 
割込入力ユニットへの入力の立ち上がり／立ち下がり（CS/CJシリーズ割込入力ユニ
ットのみ）時に、割込タスクを実行します。 
 

● 定時割込（割込タスク No.2～3） 
一定時間間隔でタスクを実行します。 
 

● 電断割込（割込タスク No.1 ） 
電源 OFF（電断）時に、タスクを実行します。 
 

● 外部割込（割込タスク No.0～255） 
高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニット、INNERボードからの割込要求時に、割
込タスクを実行します。 
割込タスクの機能の詳細については、4－3項「割込タスクの詳細」を参照してくださ
い。 
 

参 考 

 

CJ1M CPUユニット（内蔵入出力搭載機種）では、上記に加えて内蔵入力（割込入力、

高速カウンタ）から割込タスクを起動させることが可能です。詳細は、「CJシリーズ 

ユーザーズマニュアル 内蔵入出力機能編」を参照してください。 
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6－1－6 I/Oリフレッシュ機能 
実 I/Oのリフレッシュタイミングによって、サイクリックリフレッシュと都度リフレ
ッシュの 2つの方式があります。それぞれの方式として、以下のような方法がありま
す。  

対象ユニット
I/O 
リフレッシュ 
方式 

 
 

基本 I/Oユニット

 
 

高機能 I/Oユニット 

 
 

CPU高機能ユニット

サイクリックリフレッシュ リフレッシュ可 リフレッシュ可 リフレッシュ可 

オプション(!)
指定の命令 

リフレッシュ可 リフレッシュ不可 リフレッシュ不可 

IORF命令 リフレッシュ可 リフレッシュ可 リフレッシュ不可 

FIORF命令 
＊1 

リフレッシュ不可 リフレッシュ可 リフレッシュ不可 

都度リフレッ
シュ 

DLNK命令 リフレッシュ不可 リフレッシュ不可 リフレッシュ可 

＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
 

■ サイクリックリフレッシュ 

実行可能タスク内の全命令を実行した後、I/Oリフレッシュを行います。  
注：高機能 I/Oユニットとのサイクリックリフレッシュを行わない場合、PLCシステム設定で
号機 No.ごとに禁止設定を行います。  

I/Oリフレッシュ

END

実 I/O
データ

END

END

タスク

タスク

タスク
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■ 都度リフレッシュ 
● 都度リフレッシュオプション指定の命令 
都度リフレッシュオプション指定の命令において、オペランドとして、入出力リレー
エリアを指定している場合、命令実行時（サイクルの途中）でリフレッシュします。 
都度リフレッシュでリフレッシュできる対象ユニットは、基本 I/Oユニットのみです。
ただし、CJ1M CPUユニット（内蔵入出力搭載機種）では、内蔵入出力の各接点／コ
イルに対しても都度リフレッシュを実行することが可能です。 

 

 実 I/Oデータ 
都度リフレッシュ 15 0 

0001CH!LD  000101 

0 15 
0002CH!OUT 000209 

0 15 

0004CH

0003CH!MOV 0003 0004

 
 

オペランド指定
 
オペランド 
分類 

ビットアドレス指定 チャネルアドレス指定方式 

入力または S（ソース） そのビットが含まれるチャネル（16
ビット）を、命令実行直前に INリフ
レッシュします。 

指定チャネル（16ビット）を、
命令実行直前に INリフレッシ
ュします。 

出力またはＤ（ディステ
ィネーション） 

そのビットが含まれるチャネル（16
ビット）を、命令実行直後に OUTリ
フレッシュします。 

指定チャネル（16ビット）を、
命令実行直後にOUTリフレッ
シュします。  

注：都度リフレッシュは、CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットでは実行できません。 
 

お願い 

 

都度リフレッシュを実行すると、命令実行処理時間が長いため、サイクルタイムが長

くなることがありますので、ご注意ください。詳細は、セットアップ編 「10－5 命

令処理時間／ステップ数一覧」を参照してください。 
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● IORF（I/Oリフレッシュ）命令 
IORF（I/Oリフレッシュ）命令によって、実 I/Oの全データまたは指定範囲のデータ
をサイクルの途中でリフレッシュすることができます。 
IORF命令でリフレッシュする対象ユニットは、基本 I/Oユニットと高機能 I/Oユニッ
トです。  

IORF

D1

D2

D1：開始 CH番号

D2：終了 CH番号

D1 から D2 の範囲の I/O チャネルデータをリフレッシュ

します。

IORF

0010

0016

0010CH～0016CHの 7CHを I/Oリフレッシュします。
例

 
 

用途：基本 I/Oユニットに対して、入力から出力まで、高速応答が要求される演算処
理を行いたい場合、演算前と演算後にこの IORF命令を実行します。 

 
お願い 

 

ただし、この IORF命令は、比較的実行時間が長く、また I/Oリフレッシュするチャ

ネル数が多ければ多いほど、実行時間が長くなり、全体のサイクルタイムを長くしま

すので、ご注意ください。詳細は、セットアップ編「10－4 命令処理時間／ステッ

プ数一覧」を参照してください。 

 
● FIORF（高機能 I/Oユニット都度リフレッシュ）命令（CJ1-H-R CPUユニットの
み） 
FIORF（高機能 I/Oユニット都度リフレッシュ）命令によって、指定号機 No.の高機
能 I/Oユニットの以下のデータを、必要時のみリフレッシュすることができます。 
・割付リレーエリア 
・割付 DMエリア 

 

FIORF 

N 
N：高機能 I/Oユニットの号機 No. 

FIORF 

&20 
号機 No.&20 の高機能 I/O ユニットとの割付リレー、割
付 DMのリフレッシュを実行します。 

例 

 
 

用途：PLCシステム設定で、その号機 No.の高機能 I/Oユニットのサイクリックリフ
レッシュ有無指定を「なし」に設定した上で、この FIORF命令を実行すること
によって必要時のみ、その号機 No.の高機能 I/Oユニットと I/Oリフレッシュ
が行われます。 
これによって、高機能 I/Oユニット装着時のサイクルタイムの増加を抑えるこ
とが可能です。  

 

参 考 

 

IORF命令が、基本 I/Oユニット、高機能 I/Oユニット（割付リレーエリアの指定エリ

アのみ）に対する I/Oリフレッシュを実行するのに対して、FIORF命令は、高機能 I/O

ユニットに対する I/Oリフレッシュ（高機能 I/Oユニット割付リレーエリアすべて、

割付 DMエリアすべてのリフレッシュ）を実行します。 
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● DLNK（CPU高機能ユニット都度 I/Oリフレッシュ）命令 
DLNK（CPU高機能ユニット都度 I/Oリフレッシュ）命令によって、指定ユニット番
号の CPU高機能ユニットの以下のデータのリフレッシュタイミングを増やすことが
できます。 
・割付リレーエリア 
・割付 DMエリア 
・CPU高機能ユニット固有のリフレッシュ（＊1）  
＊1：CPU高機能ユニット固有のリフレッシュは、以下のサービスを指します。 

 

例：Controller Linkまたは SYSMAC LINKのデータリンク、DeviceNetリモート I/O通信  
DLNK 

N 
N：CPU高機能ユニットのユニット番号 

DLNK 

#1 

ユニット番号#1のCPU高機能ユニットとの割付リレー、
割付 DMのリフレッシュ、および固有リフレッシュ（＊1）
を実行します。 
＊1：ユニット番号 1の CPU高機能ユニットがController 

Linkユニットの場合は、データリンクリフレッシュ
をします。 

例 

 
 

用途：サイクルタイムが長いため、Controller Linkデータリンクのリフレッシュ間隔
が長くなってしまっている場合などに、Controller Linkユニットに対して
DLNK命令を実行することで、データリンク実行タイミングを増やし、データ
リンク実行間隔を短くできます。  

注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
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参 考 

 

サイクルタイムが長い場合（例：100ms）、データリンクリフレッシュ間隔が長くな

ります。このようなとき、DLNK命令を使用してください。 

例）データリンクの場合  

END

DLNK
M

I/O リフレッシュ

周辺処理

この時点でも Controller Link ユニ
ットまたは SYSMAC　LINKユニッ
トとのデータリンクリフレッシュ
が実行されます。

サイクル実行タスク n

この時点で、ユニット番号 M の
Controller Link ユニットまたは
SYSMAC　LINKユニットとのデー
タリンクリフレッシュが実行され
ます。（注）

DLNK
N

この時点で、ユニット番号 N の
Controller Link ユニットまたは
SYSMAC　LINKユニットとのデー
タリンクリフレッシュが実行され
ます。（注）

 
 

注：なお、DLNK命令で指定したユニット番号の CPU高機能ユニットが、もしデータ更新中
でビジー状態の場合は、都度 I/Oリフレッシュは実行されず、＝フラグが 0(OFF）となり
ます。したがって、DLNK命令は、基本的に、以下のように、＝フラグによって、実行完
了を確認するようにしてください。 

 

DLNK
&0

a＝フラグ

実行条件

aが 1（ON）で、サイクリックリ
フレッシュ実行失敗を確認可能
です。

ユニット番号 0の CPU高機能ユ
ニットとのサイクリックリフレ
ッシュを実行します。

 
 

参 考 

 

IORF命令が、基本 I/Oユニット、高機能 I/Oユニットに対する I/Oリフレッシュを実

行するのに対して、DLNK命令は、CPU高機能ユニットに対する I/Oリフレッシュ

（CPU高機能ユニット割付リレーエリア、割付 DMエリアのリフレッシュ、高機能

ユニット固有のリフレッシュ）を実行します。 
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■ 高機能 I/Oユニットのサイクリックリフレッシュ有無指定 

高機能 I/Oユニットは、高機能 I/Oユニットリレーエリア（2000～2959CH）に、10CH
／ユニットでユニット前面の号機 No.にしたがって割り付けられます。この割付エリ
アの CPUユニットとのリフレッシュは、実行可能状態のタスク内のすべての命令を実
行後の I/Oリフレッシュ（サイクリックリフレッシュ）時に行われます。 
しかし、 高機能 I/Oユニットを多数使用すると、I/Oリフレッシュ時間がその装着台
数分だけ加算されるため、サイクルタイムが長くなります。これを軽減するため、 PLC
システム設定によって、指定した高機能 I/Oユニットとのサイクリックリフレッシュ
をやめる（無しと指定する）ことができます。  
注：また、高機能 I/Oユニットは、リフレッシュ間隔が短すぎると、自身の内部処理が追随でき

ず、高機能 I/Oユニット異常フラグ(A40206）が ONとなる、または高機能 I/Oユニットが
正常動作しないことがあります。その場合、サイクルタイム一定化機能でサイクルタイムを
延ばすか、またはこの PLCシステム設定によって、高機能 I/Oユニットとのサイクリック
リフレッシュを無しと指定します。 

 
サイクリックリフレッシュを行わない場合、ラダープログラム上の IORF/FIORF（＊
1）（I/Oリフレッシュ）命令が実行されないと、高機能 I/Oユニットとのリフレッシ
ュを行いません。 
 

お願い 

 

割込タスク内で、ある高機能 I/Oユニットに対する IORF/FIORF（＊1）/IORD/IOWR

命令を実行した場合、必ずその高機能 I/Oユニットのサイクリックリフレッシュを無

しに設定してください。同一の高機能 I/Oユニットに対し、サイクリックリフレッシ

ュと IORF/FIORF（＊1）/IORD/IOWR命令を実行すると、多重リフレッシュによる割

込タスク異常が発生し、割込タスク異常フラグ（A40213）が１(ON)となります。 

 
参 考 

 

特定の高機能 I/Oユニットとのサイクリックリフレッシュをやめた上で、必要時のみ

その高機能 I/Oユニットとの I/Oリフレッシュをしたい場合、FIORF（高機能 I/Oユニ

ット都度リフレッシュ）命令（＊1）を実行してください。 

＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerの場合は、「高機能 I/Oリフレッシュ」タブにて設定します。 
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プロコンで設定する場合は、以下となります。  
名称 プロコン 

アドレス 
内容 設定 初期値 

高機能 I/Oユニット 0号機
サイクリックリフレッシュ

1：無し 
0：有り 

0（有り） 

 

〜 

 
〜 

 

〜 

高機能 I/Oユニット
サイクリックリフ
レッシュ有無指定 

＋226～231 
ビット 0～15 

高機能 I/Oユニット 95号機
サイクリックリフレッシュ

1：無し 
0：有り 

0（有り） 

 
 

■ CPU高機能ユニット固有のリフレッシュ応答性能に関する設定 

データリンクなどの高機能ユニット固有のリフレッシュは、命令実行後の I/Oリフレ
ッシュ時に、CPU高機能ユニットの割付リレーエリア（25CH）／割付 DMエリア
（100CH）のリフレッシュとともに、実行されます。 
高機能ユニット固有のリフレッシュの例  

CPU高機能ユニット種類 高機能ユニット固有のリフレッシュ 

Controller Linkユニット 
または SYSMAC LINKユニット 

Controller Link、SYSMAC LINKのデータリンクリフレッ
シュ処理（自動設定、任意設定とも） 

CS/CJシリーズ用 DeviceNetユニ
ット 

CS/CJシリーズ用 DeviceNetユニットによる、DeviceNetリ
モート I/O通信処理（固定割付、自由割付とも） 

 
以下の 2つの機能によって、上記 CPU高機能ユニット固有のリフレッシュの応答性が
向上します。 
①並列処理モード／高速命令などによるサイクルタイムの短縮（ただし、並列処理モ
ードは CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットでは使用不可） 

②DLNK命令（CPU高機能ユニットサイクリックサービス都度実行命令）によって、
命令実行サイクル内での、指定（ユニット番号を指定）CPU高機能ユニットとの
固有リフレッシュの実行（DLNK命令は複数配置可能）  

注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
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● データリンク入出力最大応答時間について 

例：DLNK命令を使用しない、通常の場合 

1サイクルタイム 

 

×

×

× 

①サイクルタイム×約 2遅れ 

データリンク入出力最大応答時間 

ON応答時間（出力） 

ON応答時間（入力） 

出力ユニット 

：CPU高機能ユニット I/Oリフレッシュ 

（データリンクリフレッシュ処理を含む）

：基本 I/Oユニットの I/Oリフレッシュ 

入力ユニット
入力 

  

データリンク伝送 

②通信サイクルタイム×2遅れ 

1 通信サイ
クルタイム

  

③サイクルタイム×約 2遅れ 

CPUユニット（#1）の処理 

CPUユニット（#2）の処理 

1サイクルタイム

命令処理 
▽ 

命令処理 
▽ 

Controller Linkユニットへの 
データ送信 

Controller Linkユニットからのデータ受信 

 
上図①、②、③で、次のような遅延が発生します。 
①入力が、CPUユニット（#1）の I/Oリフレッシュに間に合わず、次の I/Oリフレッ
シュまで、約 1サイクルタイム分、処理が遅れます。命令実行後、1サイクルタイ
ム後に、CPU高機能ユニットの I/Oリフレッシュを実行します。（したがって、サ
イクルタイム×約 2遅れます。） 
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②CPU高機能ユニットの I/Oリフレッシュが、送信権の移行直後に行われたため、次
の送信権獲得まで約 1通信サイクルタイム分、処理が遅れます。送信権獲得後に、
最大 1通信サイクルタイム遅れます。（したがって、通信サイクルタイム×2遅れ
ます。） 
③CPUユニット（#2）の CPU高機能ユニットの I/Oリフレッシュに間に合わず、次
の CPU高機能ユニットの I/Oリフレッシュまで、約 1サイクルタイム分、処理が遅
れます。 
命令実行後、1サイクルタイム後に、 基本ユニットの I/Oリフレッシュを実行しま
す。 
（したがって、サイクルタイム×約 2遅れます。） 
したがって、データリンクの入出力最大応答時間は、次のようになります。 
例）  

ON応答時間（入力） 1.5ms 
CPUユニット#1のサイクルタイム×2 25ms×2
通信サイクルタイム 10ms×2
CPUユニット#2のサイクルタイム×2 20ms×2
ON応答時間（出力） 15ms 
合計（データリンク入出力応答時間） 126.5ms 
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例：DLNK命令を使用した場合 

DLNK命令を実行することで、以下の時間の短縮になります。 
・データ送信時に、Controller Linkユニットのデータを送信する遅れ時間を、1サイ
クルタイム以下にすることができます。 

・データ受信時に、Controller Linkユニットからデータを受信するまでの遅れ時間を、
1サイクルタイム以下にすることができます。 

 
データリンク最大入出力応答時間は、DLNK命令を使用しない通常の場合に比べ、
CPUユニット#1のサイクルタイム×0.5＋CPUユニット#2のサイクルタイム分、高
速になります（サイクルタイムの 1/2のタイミングで DLNK命令を実行した場合）。 

 

1サイクルタイム以下 

 

×

×

× 

Controller Linkユニットへの 
データ送信 

①サイクルタイム×約 1.5遅れ 

データリンク入出力最大応答時間 

ON応答時間（出力）

ON応答時間（入力） 

出力ユニット

：CPU高機能ユニット I/Oリフレッシュ 

（データリンクリフレッシュ処理を含む）

：基本 I/Oユニットの I/Oリフレッシュ 

DLNK 

命令処理 
▽ 

▼ 

入力 

  

データリンク伝送 

②通信サイクルタイム×2遅れ 

1 通信サイク
ルタイム 

  

③サイクルタイム×約 1遅れ 

CPUユニット（#1）の処理 

CPUユニット（#2）の処理 

1サイクルタイム以下 

：DLNK命令の実行 

DLNK 
▼ 

DLNK 
▼ 

DLNK 
▼ 

DLNK 
▼ 

DLNK 
▼ 

DLNK 
▼ 

命令処理 
▽ 

Controller Linkユニットからの
データ受信 

入力ユニット

 
上図①、②、③で、次のような遅延が発生します。  
注：送信側 CPUユニット（#1）では、命令処理の後に、DLNK命令を配置します。受信側 CPU
ユニット（#2）では、DLNK命令の後に、命令処理を配置した場合で示します。 

 
①入力が、CPUユニット（#1）の I/Oリフレッシュに間に合わず、次の I/Oリフレッ
シュまで、約 1サイクルタイム分、処理が遅れます。命令処理後、1サイクルタイ
ムを待たずに、DLNK命令を実行し、CPU高機能ユニットの I/Oリフレッシュを実
行します。 
（したがって、サイクルタイム×約 1.5遅れます。） 
②CPU高機能ユニットの I/Oリフレッシュが、送信権の移行直後に行われたため、次
の送信権獲得まで約 1通信サイクルタイム分、処理が遅れます。送信権獲得後に、
最大 1通信サイクルタイム遅れます。（したがって、通信サイクルタイム×2遅れ
ます。） 
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③CPUユニット（#2）の CPU高機能ユニットの I/Oリフレッシュに間に合わなくと
も、1サイクルタイムを待たずに、 DLNK命令を実行し、CPU高機能ユニットの
I/Oリフレッシュを実行します。命令処理後、基本ユニットの I/Oリフレッシュを実
行します。（したがって、サイクルタイム×約 1遅れます。） 
したがって、データリンクの入出力最大応答時間は、次のようになります。 
CPUユニット#1のサイクルタイム×0.5＋ CPUユニット#2のサイクルタイム分、
高速になります。 
例）  

ON応答時間（入力） 1.5ms  
CPUユニット#1のサイクルタイム×2 25ms×1.5 12.5ms（25ms×0.5）高速化 
通信サイクルタイム 10ms×2  
CPUユニット#2のサイクルタイム×2 20ms×1 20ms（20ms×1）高速化 
ON応答時間（出力） 15ms  
合計（データリンク入出力応答時間） 94ms 32.5ms高速化（約 74%） 
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6－1－7 データバックグラウンド処理実行によるサイクルタイムのバ
ラツキ防止 
データ検索などのテーブルデータ処理、文字列検索などの文字列処理を行う場合、そ
れらの命令を実行すると、命令実行時間がかかるためサイクルタイムが一時的に延び
てしまい、その結果、サイクルタイムのバラツキが発生してしまいます。 
以下の命令種類において、その命令実行を複数サイクルにわたって、タイムスライス
処理（バックグラウンド処理）を行い、サイクルタイムのバラツキを抑えることがで
きます。命令種類ごとに、バックグラウンド処理を実行する/しないを PLCシステム
設定で指定します。 
・テーブルデータ処理命令 
・文字列処理命令 
・データシフト命令（非同期シフトレジスタ命令のみ） 
これにより、これらの命令を実行したときに一時的にサイクルタイムが延びることを、
防止することができます。  
 処理の開始 

のみ指定 

何サイクルかにわたっ

て、タイムスライスで実
行します。 

バックグラウンド処理 

実行時間が長い 

↓ 

実行時、サイクルタイムが一時
的にのびる 

従来（CS1 CPUユニット） 

MAX 
 
 
 

CS1 -H CPUユニット 

MAX 
 
 
 

  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）、CJ1G-CPU□□および CS1D（CPU二重化システム用）CPU

ユニットには、本機能はありません。 
 

● 用途 
特定のタイミング（1日 1回など）で比較的大容量のデータの集計／加工を行うアプ
リケーションにおいて、データ集計／加工の開始から終了までの時間を短縮するより
も、サイクルタイムへの影響時間を少なくすることが優先される場合に、この機能を
使用します。 
 

● 操作手順 
1． 命令種類ごとに、バックグラウンド処理を実行する/しないを、PLCシステム設定
で指定します。 

2． バックグラウンド処理を実行するために使用する通信ポート No.（内部論理ポー
ト No.）を、PLCシステム設定で指定します。各命令種類共通です。  
注：バックグラウンド処理として、1つの通信ポートを共通で使用します。したがって、あ
る命令で指定通信ポートを使用してバックグラウンド処理実行中は、他の命令でのバッ
クグラウンド処理は実行できません。使用する通信ポート No.に対応する通信命令実行
可フラグを入力条件として、複数のバックグラウンド処理の命令間で、排他制御を行う
ことが必要となります。  

3．「バックグラウンド処理を実行する」に設定している場合、命令実行条件が成立し
たとき、バックグラウンド処理の命令は、（そのサイクル内で処理を完了せず）
処理の開始のみを指示します。 

4． 処理が開始されると、使用する通信ポート No.に対応する通信命令実行可フラグ
が 0（OFF）となります。 

5． 数サイクルにわたって（バックグラウンドで）処理が実行されます。 
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6． 処理が終了すると、使用する通信ポート No.に対応する通信命令実行可フラグが 1
（ON）となります。これにより、別のバックグラウンド処理の命令を実行するこ
とが可能となります。 

 
● 対象命令 
本機能はファンクションブロック定義内では動作せず、通常の命令として動作します。 

・ テーブルデータ処理命令  
命令名称 ニモニック

データ検索 SRCH 
バイトスワップ SWAP 
最大値検索 MAX 
最小値検索 MIN 
サム値算出 SUM 
FCS値算出 FCS 

 

・ 文字列処理命令  
命令名称 ニモニック

文字列・転送 MOV$ 
文字列・連結 ＋$ 
文字列・左からの取り出し LEFT$ 
文字列・右からの取り出し RGHT$ 
文字列・任意位置からの取り出し MID$ 
文字列・検索 FIND$ 
文字列・長さ検出 LEN$ 
文字列・置換 RPLC$ 
文字列・削除 DEL$ 
文字列・交換 XCHG$ 
文字列・クリア CLR$ 
文字列・挿入 INS$ 

 

・ データシフト命令  
命令名称 ニモニック 

非同期シフトレジスタ ASFT 
 

● バックグラウンド実行時の通常命令との相違点 
バックグラウンド実行をする場合、通常の命令と以下の点で異なります。 

・ インデックスレジスタ（IR）出力指定をする場合 

MAX（最大値検索）命令またはMIN（最小値検索）命令において、インデックスレ
ジスタ（IR）に最大値または最小値のある CH番号の I/Oメモリ実効アドレスを出力
指定した場合、その CH番号の I/Oメモリ実効アドレスをインデックスレジスタ（IR）
には出力をせず、代りに、特殊補助リレーA595CH／A596CHに出力します。 
したがって、従来と同様にインデックスレジスタ（IR）に CH番号を格納したい場合
は、いったん A595CH／A596CHに格納された CH番号を、MOVL命令などを使用
してインデックスレジスタ（IR）に転送する処理が必要となります。 

・ コンディションフラグ 

命令の実行完了時に、コンディションフラグは更新されません。コンディションフラ
グを参照したい場合、コンディションフラグの動作が同一の他の命令があるとき、そ
の命令を使用してコンディションフラグを操作し、その結果のコンディションフラグ
を参照してください。 
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・ インデックスレジスタ（IR00）に出力する場合 

SRCH（データ検索）命令において、一致するデータが存在した場合、データが存在
する CH（複数ある場合は下位 CH）の I/Oメモリ実効アドレスをインデックスレジス
タ（IR00）には出力せず、代わりに特殊補助リレーA595/596CHに出力します。 

・ データレジスタ（DR）出力指定をする場合 

SRCH（データ検索）命令において、データレジスタ（DR）に一致個数データを出力
指定した場合、一致個数データをデータレジスタ（DR）には出力をせず、代りに、特
殊補助リレーA597CHに出力します。 

・ 一致データが存在する場合 

SRCH（データ検索）命令において、一致データが存在する場合、＝フラグを 1（ON）
とせず、代りに特殊補助リレーA598CHビット 01を 1（ON）とします。 

・ バックグラウンド処理中の命令エラー発生時の動作 

バックグラウンド処理中に命令処理エラーまたは不当領域アクセスエラーが発生した
場合は、ER／AERフラグが 1（ON）とならず、代りに特殊補助リレーA395CHビッ
ト 10が 1（ON）となります。次のバックグラウンド処理実行開始まで 1（ON）のま
ま保持されます。 

・ 出力先 CH番号にデータレジスタ（DR0～15）を指定した場合 

MAX命令（最大値検索）命令またはMIN（最小値命令）において、最大値または最
小値出力 CH番号にデータレジスタ（DR0～15）を指定することはできません。指定
した場合、命令処理エラーとなり、ERフラグが 1（ON）となります。 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerの場合は、「CPUユニット設定」にて設定します。 

  
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコンアドレス 

チャネル ビット 

名称 設定データ 初期値 CPUユニット 
反映タイミング

＋198 15 テーブルデータ処
理命令のバックグ
ラウンド処理有無

0：バックグラウンド処理しない
1：バックグラウンド処理する 

0：バックグラウン
ド処理しない 

運転開始時 

 14 文字列処理命令の
バックグラウンド
処理有無 

0：バックグラウンド処理しない
1：バックグラウンド処理する 

0：バックグラウン
ド処理しない 

運転開始時 

 13 データシフト命令
のバックグラウン
ド処理有無 

0：バックグラウンド処理しない
1：バックグラウンド処理する 

0：バックグラウン
ド処理しない 

運転開始時 

 00～03 バックグラウンド
処理で使用する通
信ポート No. 

0～7Hex：通信ポート（内部論理
ポート）No.0～7 

0Hex：No.0 運転開始時 
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● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

ネットワーク通信命
令実行可フラグ 

A20200～A20207 ネットワーク通信命令またはデータバックグラウンド処理によって、該当
通信ポート No.を使用可能であるとき、1(ON)とされます。各ビットが通
信ポート No.に対応します。ビット 00～07：通信ポート No.0～7。 
注：簡易バックアップ操作によるメモリカードへの書き込みまたは照合時
に、空いている通信ポート No.が自動的に使用され、本フラグの対応
したビットが、実行時 0（OFF）、終了時 1（ON）となります。 

ネットワーク通信命
令実行エラーフラグ 

A21900～A21907 ネットワーク通信命令の実行でエラーが発生したとき、1(ON)となります。
正常終了時に、0（OFF）に戻ります。各ビットがポートNo.に対応します。
ビット 00～07：通信ポート No.0～7。ビット 00～07が、通信ポート No.0
～7に対応します。 
注：簡易バックアップ操作によるメモリカードへの書き込みまたは照合時
に、空いている通信ポート No.が自動的に使用され、対応したビット
が異常終了時 1（ON）、正常終了時 0（OFF）となります。 

ネットワーク通信終
了コード 

A203～A210CH ネットワーク通信命令が実行されたときに、レスポンスコードが格納され
ます。バックグラウンド処理終了時にはクリア（0000Hex格納）されます
（CS1-H/CJ1-H/CS1D（CPU単独システム用）CPUユニットのみ）。各
CHがポート No.に対応します。A203～210CH：通信ポート No.0～7。 
注：簡易バックアップ操作によるメモリカードへの書き込みまたは照合時
に、空いている通信ポート No.が自動的に使用され、対応した CHに
レスポンスコードが格納されます。 

バックグラウンド処
理中 ER／AERフラ
グ 

A39510 バックグラウンド処理中に命令エラーまたは不当領域アクセスエラーが発
生した場合、本フラグが 1（ON）となります。 
電源 ON時または運転開始時に 0（OFF）に戻ります。 

バックグラウンド処
理時 IR00出力 

A595～A596CH インデックレジスタ出力指定した命令をバックグラウンド処理で実行した
場合、結果を本エリアに出力し、IR00には出力しません。 
00000000～FFFFFFFFHex 
下位４桁：A595CH、上位 4桁：A596CH 

バックグラウンド処
理時 DR00出力 

A597CH データレジスタ出力指定した命令をバックグラウンド処理で実行した場
合、結果を本エリアに出力し、DR00には出力しません。 
0000～FFFFHex 

バックグラウンド処
理時＝フラグ出力 

A59801 SRCH命令をバックグラウンド処理で実行した場合、データ検索の結果、
一致データが存在するとき、本フラグを 1（ON）とします。  

注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
 

参 考 

 

このバックグラウンド処理は、以下の命令においても使用する CPUユニット内の通

信ポート（内部論理ポート）を使用します。 

・ネットワーク通信命令(SEND／RECV／CMND命令など)および 

・プロトコルマクロ命令（PMCR命令など）および 

・シリアルコミュニケーションユニットを使用した無手順命令（TXDU／RXDU 
命令） 

したがって、バックグラウンド処理で使用する通信ポート No.が、これらの命令で指

定する通信ポート No.と重複した場合、バックグラウンド処理の命令とこれらの命令

は、同時には動作することができません。したがって、ネットワーク通信命令実行可

フラグを使用して、排他制御することが必要となります。  
注：ネットワーク通信命令実行可フラグが 0（OFF）のときにバックグラウンド処理の命令を実
行しようとすると、ERフラグが、1（ON）となります。このとき、NOP処理となり、そ
の命令は実行されません。 
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● ネットワーク通信命令実行可フラグの動き 
ネットワーク通信命令実行可フラグは、通常（処理を実行していないとき）は、1（ON）、
処理を実行中は、0（OFF）となります。  
 

サイクルタイム 

バックグラウンド処理実行中 

：I/Oリフレッシュ 

命令実行
△ 

0

1

ユーザプログラム内 

バックグラウンド処理命令 

ネットワーク通信命令実行可フラグ 

サイクルタイム サイクルタイム 
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■ ラダープログラム例 1 
● 従来（バックグラウンド処理なし）の場合 
命令実行時に処理を完結します。  
 

MAX 
D00000 
D00100 
D00200 

 

a 
実行条件 aが ONで、MAX命令
の処理を実行します。 

実行条件 

SUM 
D00002 
D00100 
D00201 

MAX命令の処理完了後、SUM命
令の処理を実行します。 

 
 

● バックグラウンド処理ありの場合 
使用通信ポート No.に対応したネットワーク通信実行可フラグが ONのとき（他のバ
ックグラウンド処理およびネットワーク関連処理が実行されていないとき）、バック
グラウンド処理を開始するようにします。 
また、バックグラウンド処理の命令間の実行順序を保証するために、入力条件を
SET/RSET命令などで制御します。 
（バックグランド処理で使用する通信ポート No.を 0とした場合）  
 

RSET 
a 
 

SET 
b 
 

MAX 
D00000 
D00100 
D00200 

 

a 

次のサイクルで再度MAX命令の実行開
始を指示しないように、 
aを OFFにリセットします。 

同時に、次のバックグラウンド処理の命
令（この場合、SUM 命令）を開始可能
にするために、実行条件 bを ONにセッ
トします。 

実行条件 aが ONで、かつネットワーク
通信命令実行可フラグが ONであれば、
MAX命令の処理を開始します。 

実行条件

ネットワーク通信
命令実行可フラグ 

A20200 

RSET 
b 
 

SUM 
D00002 
D00100 
D00201 

 

b 

同時に、次のサイクルで再度実行開始を
指示しないように、 
bを OFFにリセットします。 

実行条件 bが ONで、かつネットワーク
通信命令実行可フラグが ON（MAX 命
令の処理完了）であれば、SUM 命令の
処理を開始します。 

実行条件 
ネットワーク通信
命令実行可フラグ 

A20200 

SET 
c 
 

SUM 命令の処理完了を確認できるよう
に、実行条件 cを ONにします。 

c 

実行条件
A20200 

バックグラウンド
処理完了確認 

実行条件 cが ONで、かつネットワーク
通信命令実行可フラグが ONであれば、
SUM命令処理完了です。 
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■ ラダープログラム例 2 

とくに、インデックスレジスタ出力指定をしている場合（MAX、MINまたは SRCH
命令のみ） 
 

● 従来（バックグラウンド処理なし）の場合 
以下のように、インデックスレジスタ（IR）に、最大値または最小値がある CH番号
の I/Oメモリ実効アドレスを格納します。  

MAX
D00000
D00100
D00200

a
実行条件 aが ONで、MAX命令
の処理を実行します。最大値があ
る CH番号の I/Oメモリ実効アド
レスを IR0に出力します。

実行条件

MOV
,IR0

D00300

同時に、 IR0内の I/Oメモリ実効
アドレスが間接指定する I/Oメモ
リアドレスの内容を D00300に
転送します。

 
 

● バックグラウンド処理ありの場合 
特殊補助リレーA595CH／596CHに、最大値または最小値がある CH番号の I/Oメモ
リ実効アドレスを格納します。いったんA595CH／A596CHに格納されたCH番号を、
MOVL命令などを使用してインデックスレジスタ（IR）に転送する処理が必要となり
ます。  
 

RSET 
a 
 

SET 
b 
 

MAX 
D00000 
D00100 
D00200 

 

a 

次のサイクルで再度MAX命令の
実行開 OFFにリセットします。 

同時に、次の MOVL命令を実行
するために、実行条件 bを ONに
セットします。 

実行条件 aが ONで、かつネット
ワーク通信命令実行可フラグが
ONであれば、MAX命令の処理を
開始します。最大値がある CH番
号の I/Oメモリ実効アドレスを
A595CH／596CHに出力します。 

実行条件 
ネットワーク通信命
令実行可フラグ 

A20200 

MOV 
,IR0 

D00300 

MOVL 
A595 
IR0 

 

b 

同時に、 IR0内の I/Oメモリ実効
アドレスが間接指定する I/Oメモ
リアドレスの内容をD00300に転
送します。 

この転送処
理が必要。 

実行条件 bが ONで、かつネット
ワーク通信命令実行可フラグが
ONであれば、MOVL命令によっ
て、A595CH／596CH内に格納さ
れた最大値のある CH番号の I/O
メモリ実行アドレスを IR0に転送
します。 

実行条件 
ネットワーク通信命
令実行可フラグ 

A20200 

RSET 
b 
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■ ラダープログラム例 3 

とくに、コンディションフラグを参照している場合 
 

● 従来（バックグラウンド処理なし）の場合 
MIN命令により検索した最小値が 0であるかどうか調べたい場合、以下のように、
MIN命令の直後に、=フラグを参照します。  

 
MIN 

D01000 
D02000 
D00000 

 

a 
実行条件 a が ON で、MIN 命令
の処理を実行します。最小値が
D00000 に格納されます。 

実行条件 

最小値(D00000)が 0 のとき、=フ
ラグが ON のとなり、W00000 が
ON となります。 

P_EQ W00000

=フラグ

 
 

● バックグラウンド処理ありの場合 
=フラグを使って、MIN命令により検索した最小値が0であるかどうか調べたい場合、 
MIN命令の＝フラグ（最小値が 0のとき ON）と同一動作する、MOV命令（転送デ
ータ Sが 0のとき=フラグが ON）を使います。 
MIN命令により検索した最小値を、MOV命令で同一アドレスに転送処理します。そ
の直後に＝フラグを参照することで、MIN命令による＝フラグを参照することができ
ます。 

 
MIN 

D01000 
D02000 
D00000 

 

a 
実行条件 aが ONで、MIN命令の
処理を実行します。最小値が
D00000に格納されます。 

実行条件 

同時に、コンディションフラグ参
照処理を実行可能にするために、
実行条件bをONにセットします。

SET 
b 

P_EQ W00000

MOV 
D00000 
D00000 

 

D00000が 0000Hexのとき、＝フ
ラグが ONとなり、W00000が
ONとなります。 

MIN命令の実行完了後、D00000
を D00000に転送して、コンディ
ションフラグを操作します。 

A20200 b 
実行条件 

RSET 
b 

同時に、コンディションフラグを
再度参照しないように、実行条件
bを OFFにリセットします。 

=フラグ
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6－1－8 IR／DRのタスク間共通化 
IR（インデックスレジスタ）および DR（データレジスタ）をタスク間で共通にする
ことが可能です。なお、通常はタスクごとに独立しています。 
どの設定で現在動作しているかは、特殊補助リレー（A09914）で確認することができ
ます。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G□-CPU□□には、本機能はありません。 
 

参 考 

 

IR／DRをタスク間で共通にすることにより、タスク間で IR／DRの値を共有したい

場合に、ラダープログラムによる退避処理（＊1）を組むことが不要となります。 

＊1：退避処理とは、タスク終了時に IR／DRの値をあるエリアに退避し、タスク起動時にその
退避エリアから取り込む処理を指します。ラダープログラムによる退避処理については、
ユーザーズマニュアル セットアップ編 CSシリーズは 9－22項、CJシリーズは 9－17項
「インデックスレジスタ」の「インデックスレジスタの使用上の留意点」を参照）。 

 
参 考 

 

IR／DRをタスク間で共通にした場合、タスクの切り替え時間が若干高速化されます。

IR／DRを使用しない場合、または IR／DRをタスクごとに独立させる必要がない場

合、本設定を利用することをお奨めします。 

 
● 設定方法 

CX-Programmerを使用して、設定します。プロコンでは設定できません。設定方法
は、次のとおりです。 
1. CX-Programmerのプロジェクトツリーにて、PLCを選択し、右クリックします。  

 
 

2. ［プロパティ］を選択します。 
以下のダイアログボックスが表示されます。  

 
 

IR/DRをタスクごとに独立にする場合、「タスク毎に IR/DRを独立に使用する」
のチェックを付けたままとします（デフォルトはチェックあり）。 
IR/DRをタスク間共通にする場合、「タスク毎に IR/DRを独立に使用する」のチ
ェックをはずします。 
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● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

IR／DRのタスク間動
作表示 

A09914 IR（インデックスレジスタ）および DR（データレジス
タ）がタスク間で共通か否かを表示します。 
0：タスクごとに独立（初期値） 
1：タスク間共通 
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 6－2 インデックスレジスタ機能 
 

6－2－1 インデックスレジスタとは 
インデックスレジスタは、I/Oメモリのアドレスを指定するためのポインタとして機能
します。 
このインデックスレジスタに I/Oメモリ実効アドレスを専用命令（MOVR命令など）
によって格納した上で、一般の命令でインデックスレジスタを間接参照することによ
り、I/Oメモリを指定します。 
インデックスレジスタは、接点、タイマ／カウンタなどの I/Oメモリの全領域を指定
できる点が特徴です。 

 

 

インデックスレジスタ

I/Oメモリ 

全領域 

IR□ 

ポインタ 

MOVR命令 

 
 

6－2－2 インデックスレジスタの使い方 
インデックスレジスタによる間接指定と、繰り返し処理（FOR－NEXT命令など）を
組み合わせることにより、テーブルデータなどの連続アドレスなどに対する複数の（同
一）命令の処理を 1つの命令にまとめることができ、プログラムを簡素化することが
可能です。 

 

 テーブルデータなど 
 

IR0

命令 

,IR0 

 

IR0を+1して繰り
返し、命令実行

間接指定

 
 
基本的につぎのような手順で行います。 
1. MOVR命令によって、インデックスレジスタにあるアドレスの I/Oメモリ実効ア
ドレスを格納します。 

 

2. その上で、ある命令 Aのオペランドにインデックスレジスタ間接指定を使用して、
実行します。 

 

3. インデックスレジスタを加算／減算／インクリメント／デクリメントなどの処理
（注）をして、アドレスを動かします。 
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4. 条件成立まで、2.、3.の処理を繰り返します。 
 

注：インデックスレジスタの加算／減算／インクリメント／デクリメントは、つぎのいず
れかによって行います。 

 

・インデックスレジスタ間接指定の各種類： 
インデックスレジスタのオートインクリメント（,IR□+または,IR□++）、オート
デクリメント（,-IR□または,--IR□）、定数オフセット（定数,IR□）、DRオフセ
ット（DR□,IR□） 
・インデックスレジスタ直接指定の命令： 

BIN倍長加算（+L）、BIN倍長減算（-L）、BIN倍長インクリメント（++L）、
BIN倍長デクリメント（--L）  

例） 
 

命令 A   m 

命令 A   m+1 

命令 A   m+n 

MOVR m IR0
IR0 にアドレス m
の I/Oメモリ実効ア
ドレスを格納 

FOR～NEXT
命令などで
繰り返す 命令 A ,IR0+ 

 
 
例えば、上記命令 Aが比較命令であれば、テーブルデータの下位から上位へ順にデー
タを読み出し、何かの値と比較するなどの処理が可能です。 
 
このように、インデックスレジスタは、その応用方法によって、ユーザ定義の命令処
理のかたまりを、自在に作成することが可能です。 
 

■ インデックスレジスタの使用例 

例：D00000～D00099までのデータ（被加算データ）と、D00100～D00199のデータ
（加算データ）を加算させ、各々の演算結果を D00200～D00299へ出力します。
この動作を、１つの加算命令のオペランドにインデックスレジスタで指定し、か
つそれをインクリメントしながら繰り返すことで、実現できます。  

  

 

100回繰り返す 

MOVR命令によって、インデックスレジスタ IR0、IR1、IR2に、各々
D00000、D00100、D00200の I/Oメモリ実効アドレスをセット 

・IR0+が間接指定する被加算データと IR+が間接指定す加算データ
で BIN加算命令を実行し、IR2+が間接指定する CHへ出力。 

・IR0+、IR1+、IR2+は、間接指定で参照された後、その内容を自動
的にインクリメントする。 
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MOVR 
D00000 

IR0 

a 
実行条件 a（立ち上がり微分）が
ONならば、IR0、IR1,IR1に、各々
D00000、D00100、D00200の I/O
メモリ実効アドレスをセット 
実行条件 a（立ち上がり微分が非
成立時は、以下の FOR～NEXTル
ープを実行しない 

MOVR 
D00100 

IR1 

MOVR 
D00200 

IR2 

FOR 
&100 

実行条件 

+ 
,IR0+ 
,IR1+ 
,IR2+ 

a 
実行条件 

繰り返しスタート 

NEXT FORにもどり繰り返し 

実行条件 aが ONならば、IR0の
間接指定（オートインクリメン
ト）と IR1の間接指定（オートイ
ンクリメント）を符号付 16進 4
桁で加算し、IR2の間接指定（オ
ートインクリメント）へ出力 

JME 
&1000 

条件非成立時のジャンプ先 

JMP 
&1000 

 

 
 

参 考 

 

インデックスレジスタ間接指定の一般の命令と、下記のインデックスレジスタ直接指
定の命令を組み合わせて、使用します。 

 

● インデックスレジスタ直接指定の命令  
命令種類 命令語 ニモニック おもな用途 

インデックスレジスタ設定 MOVR データ転送 
インデックスレジスタ設定（タイ
マ／カウンタ現在値用） 

MOVRW 

レコード位置設定 SETR 

インデックスレジスタに、
あるアドレスの I/Oメモリ
実効アドレスを格納する 

テーブルデータ処理命
令 レコード位置読出 GETR インデックスレジスタ内

の I/Oメモリ実効アドレス
をもとに出力 

倍長転送 MOVL データ転送 
データ倍長交換 XCGL 
倍長・一致 ＝L 
倍長・不一致 ＜＞L 
倍長・未満 ＜L 
倍長・以下 ＜＝L 
倍長・超過 ＞L 
倍長・以上 ＞＝L 

データ比較命令 

符号なし倍長比較 CMPL 

インデックスレジスタ間
の転送。交換、比較に使用

BIN倍長インクリメント ＋＋L インクリメント・デク
リメント命令 BIN倍長デクリメント －－L 

符号付・CYなし BIN倍長加算 ＋L 四則演算命令 
符号付・CYなし BIN倍長減算 －L 

インデックスレジスタを
加算／インクリメントな
どの処理をして、アドレス
を動かす。 

CV→CSアドレス変換 FRMCV 特殊命令 
CS→CVアドレス変換 TOCV 

CVM1/CVシリーズの I/O
メモリ実効アドレスと
CS/CJシリーズの I/Oメモ
リ実効アドレス間の変換
をする。 
（CS1G/H-CPU□□（-V1）
および CJ1G-CPU□□に
は、本機能なし）  

注：インデックスレジスタ IR0～15、1レジスタあたり 2CHのサイズのため、上記のように倍
長命令（L付き）を使用します。 
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使用上の注意 

 

・インデックスレジスタによる間接指定時の留意事項 

 I/Oメモリの領域以外およびシステム予約エリアに対して、レジスタ間接指定によ
るアクセスをしないでください。 

 アクセスを実行すると、「不当領域アクセスエラー」となりますのでご注意くださ
い。 

 

・以下の命令は、入力条件が OFFの場合でも実行されます。 
そのため、これらの命令のオペランドに、オートインクリメントまたはオートデク
リメント付きレジスタ間接指定（,IR+または,IR－）を指定すると、インデックス
レジスタ（IR）の値が、入力条件にかかわらず常に更新（サイクルごとに増加また
は減少）されるため、プログラム作成時、十分ご注意ください。  

分類 命令 

シーケンス入力命令 LD、LD NOT、AND、AND NOT、OR、OR NOT、LD TST、
LD TSTN、AND TST、AND TSTN、OR TST、OR TSTN 

シーケンス出力命令 OUT、OUT NOT、DIFU、DIFD 
シーケンス制御命令 JMP、FOR 
タイマ／カウンタ命令 TIM/TIMX、TIMH/TIMHX、TMHH/TMHHX、TIMU/TIMUX、

TMUH/TMUHX、TTIM/TTIMX、TIML/TIMLX、 
MTIM/MTIMX、CNT/CNTX、CNTR/CNTRX 

比較命令 シンボル比較命令（LD、AND、OR= など） 
単精度浮動小数点変換・演
算命令 

単精度浮動小数点データ比較（LD、AND、OR=F など） 

倍精度浮動小数点変換・演
算命令 

倍精度浮動小数点データ比較（LD、AND、OR=D など） 

ブロックプログラム命令 BPPS、BPRS、EXIT、EXIT NOT、IF、IF NOT、WAIT、 
WAIT NOT、TIMW/TIMWX, CNTW/CNTWX、 
TMHW/TMHWX、LEND、LEND NOT 

文字列処理命令 文字列比較（LD、AND、OR=$ など）  
例えば、以下のようになります。 
 例 1 例 2 
ラダープロ 
グラム： 

LD P_Off 
OUT ,IR0+ 

LD P_Off 
SET ,IR0+ 

動作： この時点で、もし、IR0 に 0.13 の I/O メモリ
実効アドレスが格納されている場合： 
入力条件が OFF（P_Offは常時 OFFフラグ）
のため、OUT命令は IR0が間接指定する 0.13
を OFFにします。このとき、OUT命令は実行
されるため、IR0はインクリメントされます。
その結果、IR0には+1された 0.14の I/Oメモ
リ実効アドレスが格納されます。したがって、
次のサイクルで、OUT命令は 0.14を OFFに
します。 

この時点で、もし、IR0 に 0.13
の I/O メモリ実効アドレスが格
納されている場合： 
入力条件が OFF（P_Off は常時
OFFフラグ）のため、SET命令
は実行されません。そのため、
IR0 はインクリメントされず、
0.13 の I/O メモリ実効アドレス
が格納されたままです。 

 

・以下の命令は、インターロック中の場合でも実行されます。 
そのため、これらの命令のオペランドに、オートインクリメントまたはオートデク
リメント付きレジスタ間接指定（,IR+または,IR－）を指定すると、インデックス
レジスタ（IR）の値が、入力条件にかかわらず常に更新（サイクルごとに増加また
は減少）されるため、プログラム作成時、十分ご注意ください。  

分類 命令 

シーケンス入力命令 OUT、OUTB、OUT、NOT 
タイマ／カウンタ命令 TIM/TIMX、TIMH/TIMHX、TMHH/TMHHX、TIMU/TIMUX、

TMUH/TMUHX、TIML/TIMLX  
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6－2－3 インデックスレジスタと関連する処理 
CS/CJシリーズでは、インデックスレジスタと関連する処理として、テーブルデータ
処理があります。 
テーブルデータ処理には大きく分けて、スタック処理とテーブル処理があります。  

処理 用途 使用命令 

1）スタック処理 先入れ先出し、後入れ先
出し、読出（参照）、変
更（更新）、挿入、削除、
カウントなどの処理 

SSET、PUSH、FIFO、LIFO、
SREAD、SWRIT、SINS、SDEL、
SNUM命令 

基本的な
処理 

最大値、最小値検索や、
SUM計算などの処理 

MIN、MAX、SRCH、SUM、FCS
命令 

1レコード
が 1ワード
のテーブ
ル処理 

応用的な
処理 

テーブルデータ内のそ
の他の各種の処理（比
較、並び替えなど） 

MIN、MAX、SRCH命令や比較命
令などと、インデックスレジスタ
との組み合わせ 

2）テーブ
ル処理 

1レコードが複数ワー
ドのテーブル処理 

レコード単位でのデー
タ処理 

DIM、SETR、GETR命令と、比
較命令などと、インデックスレジ
スタとの組み合わせ 

 
■ スタック処理 

データをスタック領域に格納し、出し入れをする処理が可能です。 
SSET命令を使用して、I/Oメモリの特定領域をスタック領域として定義します。スタ
ック領域先頭部には、ポインタ用のアドレスが格納され、データを格納するごとに、
ポインタアドレスが＋１され、つぎに格納すべきアドレスを指し示します。 

 

 ポインタアドレス 
 

スタック領域 

 
 

ポインタアドレス
A

A

ポインタアドレス
A

B

B

ポインタアドレス
A

C

B

C

注：上図のポインタは、データを追加する前の状態を
示しています。

  
注：正確には、ポインタアドレスの前に、スタック領域の最終チャネルのアドレスが格納されま
す。 
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データ格納後、つぎのいずれかの処理を行うことができます。 
 

● 先入れ先出し（FIFO：First IN First OUT）処理  
 ポインタアドレス 

 

A 

AB 

C 

X 
-1 

先に入れたデータから順に取り出します。 

データを取り出すたびに、ポインタアドレス

が－1され、次に格納するべきアドレスが指

定されます。 

 
 

● 後入れ先出し（LIFO：Last IN First OUT）処理  
 ポインタアドレス 

 
 
 
 
 

A 

X

B 

W 

X 

V 

-1 

後に入れたデータから順に読み出します。 

データを読み出すたびに、ポインタアドレスが－1さ

れ、次に格納するべきアドレスが指定されます。読み

出した位置のデータはそのまま変化しません。 

 
 

● 途中データの読出、変更、挿入、削除処理 
例）途中データの読出  

 ポインタアドレス  

 
 
 
 
 

A 

V

B 

W 

 

X 

V 

ポインタ位置から－n の
位置のデータを指定  

－n

読出

スタックされている途中データを読出（参照）、
変更（更新）、挿入、削除します。  
ポインタアドレスから－n した位置のデータに対
して各処理をします。  
用途：コンベア上を流れる物の追跡をする場合、
スタックされているデータ＝物として扱い、物の
投入、排出、変更などを管理する。  

 
 

● スタックデータ数のカウント  
 ポインタアドレス 

 
 
 
 
 

A 

N

B 

W 

 

X 

V 

ポインタ位置の 1つ前から、 

先頭までのデータ数 N 

スタックされているデータの数をカウントします。

ポインタアドレスから先頭領域までのデータ数をカ

ウントします。 

用途：コンベア上を流れる物の数を管理する。 

 
 

処理 命令 

スタック領域設定（定義） SSET命令 
データ格納 PUSH命令 
FIFO処理 FIFO命令 
LIFO処理 LIFO命令 
スタックデータ参照 SREAD命令 
スタックデータ更新 SWRIT命令 
スタックデータ挿入 SINS命令 
スタックデータ削除 SDEL命令 
スタックデータ数出力 SNUM命令  
用途：自動倉庫の棚情報のデータ処理、稼動実績（ロギング）データの処理、コンベ

ア上のワークのデータ管理など 
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例 1： D00000～D00014にスタック領域（10CH分のデータが格納可能なスタック）
を定義し、スタックにデータを格納、スタックからデータを取り出す。（最後
に入れられたデータを取り出す） 

 

SSET 
D00000 
＆14 

P_First_Cycle 

運転開始時に、D00000～D00014
にスタック領域を定義 

運転開始時 
1サイクル ONフラグ

@LIFO 
D00000 
D00101 

b 
実行条件 

実行条件 bが ONならば、スタッ
クに格納されているデータの中
で、最後に格納されたデータを
D00101に取り出す 

@PUSH 
D00000 
D00100 

実行条件aがONならば、D00100
のデータをスタックに格納 

a 
実行条件 

 
 
例 2： D00000～D00014のスタック領域（10CH分のデータが格納可能なスタック）

を定義し、その中に格納されているデータの中から、あるデータと一致してい
るデータを全て削除する。 

 

SSET 
D00000 

&14 

P_First_Cycle 

運転開始時に、D00000～D00014
にスタック領域を定義 

運転開始時 
1サイクル ONフラグ

SNUM 
D00000 
W100 

・実行条件 a（立ち上がり微分）
が ONならば、スタックに格納
されているデータの数をW100
に格納 
・スタックのデータを検索するの
に使用するオフセット値の初期
値(&1)をW101に格納 
・実行条件 a（立ち上がり微分が
非成立時は、以下の FOR～
NEXTループを実行しない 

a 
実行条件 

MOV 
&1 

W101 

FOR 
W100 

SREAD 
D00000 
W101 

D00100 

a 
実行条件 

繰り返しスタート 

NEXT 繰り返しスタート 

・実行条件 aが ONならば、スタ
ックポインタが指す位置から
W101(オフセット値)分マイナス
した位置のデータを D00100に
読み出す 
・読み出した値が&0の場合、スタ
ックからデータを削除する 
・読み出した値が&0でない場合、

W101（オフセット値）をインク
リメント 

SDEL 
D00000 
W101 

D00100 

= 
&0 

D00100 

++ 
W101 

<> 
&0 

D00100 

JMP 
&1000 

JME 
&1000 

条件非成立時のジャンプ先 
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■ テーブル処理 

テーブル処理には、1レコードが 1ワードのテーブル処理と、1レコードが複数ワード
のテーブル処理があります。 
 

● 1レコードが 1ワードのテーブル処理 

・ 基本的な処理 

基本的な処理動作として、MAX（最大値）、MIN（最小値）、SRCH（検索）命令を
用意しています。 
これらの命令では、命令ごとに指定した領域をテーブル領域とみなして、最大値検索、
最小値検索、指定データ検索を行い、最大値、最小値、一致データの I/Oメモリ実効
アドレスをインデックスレジスタ IR0に格納します。MOV命令などで IR0を間接指
定し、そのデータを読み出すなどの各種処理を行うことできます。 

 

 

各命令 

指定範囲 

最大値
最小値

 

検索
SUM値算出
 
FCS値算出

 

・ 関連命令  
処理 命令 内容 

最大値検索 MAX命令 指定範囲内の最大値を検索し、その値を出力、かつそのアド
レスをインデックスレジスタに格納 

最小値検索 MIN命令 指定範囲内の最小値を検索し、その値を出力、かつそのアド
レスをインデックスレジスタに格納 

データ検索 SRCH命令 指定範囲内で指定データを検索し、その最下位アドレスを IR
（インデックスレジスタ）に格納、および一致個数を DR（デ
ータレジスタ）に格納 

SUM値検索 SUM命令 指定範囲内のデータの SUM値を算出 
FCS値検索 FCS命令 指定範囲内のデータの FCS値を算出 

 

・ 応用的な処理 

これ以外の各種処理（並び替えなど）は IR（インデックスレジスタ）および繰り返し
処理（FOR～NEXT）命令と、比較などの命令を組み合わせることで、実現可能です。 
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● 1レコードが複数ワードのテーブル処理 
同一チャネルから成る複数レコードのテーブル領域を定義し、レコード単位での処理
を容易にするために、下記の命令を用意しています。  

処理 命令 内容 

テーブル領域宣言 DIM命令 指定領域（レコード長×レコード数）をテーブル領域として宣
言（定義）します。 

レコード位置設定 SETR命令 指定レコード番号の位置（先頭アドレスの I/Oメモリ実効アド
レス）を指定インデックスレジスタ(IR)に格納する 

レコード位置読出 GETR命令 指定インデックスレジスタ(IR)内の I/Oメモリ実効アドレスを
含むレコード番号を出力する  

注：レコード番号とチャネルアドレスは、インデックスレジスタを介して関係づけられます。レ
コード番号を指定すると、そのレコードの先頭アドレスの I/Oメモリ実効アドレスがインデ
ックスレジスタに格納されます（レコード位置設定 SETR命令による）。それをポインタ
として、指定レコードの必要位置のデータを読み書きするなどの各種処理を行うことができ
ます。 

 
これらの命令とインデックスレジスタを組み合わせることで、レコード単位のデータ
のつぎのような各種処理が可能です。 
レコードの読み書き、レコードの検索、レコード内の並び替え、レコードの比較、
レコードの演算 
用途例： 品種ごとのレシピデータ（温度設定値、圧力設定値など）を、レコー

ドとして格納しておき、品種（レコード番号）を指定するだけで、レ
シピデータを読み出す。 
 

 

 
テーブル設定値 

レコード 1 

レコード 2 

 

レコード N 

温度設定値
圧力設定値

レコード 2 

品種 A 

NO.2 

品種 A 

 
 
基本的につぎのような手順で行います。 
1. DIM命令でテーブル領域を定義し、SETR命令で指定レコードの I/Oメモリ実効ア
ドレスをインデックスレジスタに格納。 

 

2. その上で、レコード内のデータ（何ワード目か）を指定して比較などの各種処理を
行う。 

 

3. インデックスレジスタの値に加算／減算／インクリメント／デクリメントなどの
処理をして、レコード位置を動かす。 

 

4 条件成立まで、2．、3．の処理を繰り返す。 
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例： 5CH×1000レコードのテーブル領域を定義し、その5CHの各レコード内の1，3，
5CH目が、各々ある値と一致しているかを調べ、一致していれば、そのレコード
番号を格納する。 

 

 DIM命令によって、レコード数（1000）と、1レコード当たり
のワード数（5）を定義。 

SETR命令で、テーブル 1のレコード No.の先頭アドレスの I/O

メモリ実効アドレスを、インデックスレジスタ IR0に格納 

・レコード内の 1，3，5CH 目が、各々ある値を一定している
かを比較 

・ 一致していれば、GETR命令で、そのレコード番号をセット。
同時に、繰り返しを終了。 

・ 一致していなければ、IR0 に＋5 をして、比較処理を繰り返
す。 

 
 

JMP

&1000

FOR

&1000

DIM

1

&5

&1000

E0_00000

+L

IR0

&5

IR0

JME

&1000

NEXT

SETR

1

&0

IR0

000001

ON

=

,IRO

#1234

=

+2,IR0

#ABCD

=

+4,IRO

#9999

テーブル番号1として、1レコードあたり
5CH（ワード）×1000レコード分のテー
ブルデータを登録

テーブル番号1の先頭レコード（No.0）
のI/Oメモリ実効アドレスをIR0にセット

条件非成立時は、以下のFOR～NEXT
ループを実行しない

ループのくり返しスタート
（最大1000レコード分＝1000回）

レコード内1、3、5CH（ワード）目が
各々#1234、#ABCD、#9999と一致して
いれば、そのレコード番号をD00000に�
セットする�

FORにもどり、くり返す

条件非成立時のジャンプ先

IR0の値を＋5して、次のレコードの先頭
に実行

IR0（レコードの先頭）を＋5ずつ加算しながら、レコードの先頭
+0、+2、+4の各種と#1234、#ABCD、#9999と比較し、一致して
いれば、そのレコード番号をD00000に格納し、くり返しループを
終了します。

GETR

1

IR0

D00000

BREAK 同時にループを終了
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 6－3 シリアル通信機能 
 

CS/CJシリーズ CPUユニットは、下記のシリアル通信機能をサポートしています。  
シリアル通信 
ポート 

通信プロトコル 接続機器 内容 

ペリフェラ
ルポート 

RS-232C
ポート 

上位リンク 上位コンピュータ、または 
オムロン製 PT（プログラマ
ブルターミナル） 

または

上位コンピュータ
オムロン製PT（プログラ
マブルターミナル）

 

1) 上位コンピュータから、CPUユニットに対して、上
位リンクコマンド（Cモードコマンド）または FINS
コマンドを発行し、PLCの I/Oメモリの読み書き、
または動作モードの変更や強制セット／リセットな
どの各種制御を行います。 

2) CPUユニットから、上位コンピュータに対して、
FINSコマンドを発行し、PLCの I/Oメモリのデータ
を書き込む（通知する）などの、手上げ機能も可能。 
 

上位コンピュータで、PLC内の稼働実績データ、異常
監視データ、品質データをモニタしたり、生産計画デー
タ情報を PLCに対して指示するときに、使用します。 

可 可 

無手順 汎用外部機器 

 

バーコードリーダなどの RS-232Cポート付きの汎用機
器と、コマンド送信→レスポンス受信などの手順なし
で、一方的に、CPUユニットのプログラム内の TXD命
令で送信ポートからデータを送信、または RXD命令で
受信ポート内のデータを読み出します。なお、データの
送信または受信フレームにヘッダ、エンドコード指定が
可能です。 

不可 可 

NTリンク 1:N 
（1:1接続の場合
も、「NTリンク
１：N」で通信し
ます。） 

オムロン製 PT（プログラマ
ブルターミナル） 

 
 

CPUユニット側の通信用プログラムなしで、PTとのデ
ータ交換を行います。 

可 可 

ツールバス 周辺ツール 
（CX-Programmer） 

   
 

周辺ツールと高速通信します。（ただし、モデムを介し
たリモートプログラミングを行うことは不可） 

可 可 

シリアルゲート
ウェイ機能
（CompoWay/F
への変換）
（CS1-H CPU
ユニット、CJ1-H 
CPUユニット、
CJ1M CPUユニ
ット ユニット
Ver.3.0以降の
み） 

オムロン製コンポーネント
（CompoWay/F対応機器）

シリアル通信路

オムロン製コンポーネント

CompoWay/F

PLC

シリアルゲートウェイ

NSシリーズ PT

FINS

 

FINSコマンドを受信すると、CompoWay/Fコマンドに
変換して、シリアル通信路上に転送します。 

可 可 
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シリアル通信 
ポート 

通信プロトコル 接続機器 内容 

ペリフェラ
ルポート 

RS-232C
ポート 

シリアルPLCリ
ンク（CJ1M 
CPUユニットの
み） 

 

RS-422A/485

PLC
CJ1M CPUユニット
親局

PLC
CJ1M CPUユニット
子局

PLC
CJ1M CPUユニット
子局

形CJ1W-CIF11
　RS-232Cポートに接続
　（注）

NSシリーズの場合は、
形NS-AL002

最大8台
 

       

PLC
CJ1M CPUユニット
親局

PLC
CJ1M CPUユニット
子局

RS-232C

 
 

最大 9台（親局 1台、子局最大 8
台）の CPUユニット間で、1ユ
ニットあたり最大 10CHのデー
タを共有します。 
各 CPUユニットの RS-232Cポ
ートに RS422A変換器を接続し
て、RS-422A/485で通信します。
または RS-232Cで接続し、1：1
で通信します。 
なお、NTリンク（1：N）に設定
した PTを子局に配線し、回線上
の混在をすることも可能です。 

不可 可 

 
注： 形 CJ1W-CIF11は非絶縁タイプであり、伝送経路全体の総伝送距離は 50mまでとなりま
す。総伝送距離が 50mを超える場合は、絶縁タイプの形 NT-AL001をご使用いただき、伝
送経路に形 CJ1W-CIF11を使用しないでください。形 NT-AL001のみをご使用いただいた
場合の、伝送経路全体の総伝送距離は 500mまでとなります。 
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6－3－1 上位リンク通信 
上位リンク通信機能には、以下の種類があります。用途に応じて、選択してください。  
コマンドの流れ コマンド種類 通信の方法 通信対象 用途 備考 

Cモードコマン
ド（上位リンク
コマンド） 

 上位リンクコマンド  

上位コンピュータ：PLC＝1:1または
1:Nで直接接続している PLCと通信
 

 

または 
コマンド 

 
 

上位コンピュ
ータ側が主体
で、接続され
ている PLC
と通信時 

 

上位コンピュータ：PLC＝1:1または
1:Nで直接接続している PLCと通信
 

 

または 
コマンド 

 
 

上位コンピュータ
→PLC 

  
FINSコマンド
を上位リンクプ
ロトコルで（上
位リンクのヘッ
ダやターミネー
タで包んで）発
行 

  FINS  

上位リンク 
ターミネータ 

上位リンク 
ヘッダ  

上位コンピュー
タから指定フレ
ームを作成し
て、PLCに対し
て発行する。 
 PLCからレス
ポンスを受信す
る。 

上位コンピュータから、（上位リンク
→ネットワークのプロトコル変換をし
て）ネットワーク上の他の PLCと通信
可 
 

 コマンド  
 

上位コンピュ
ータ側が主体
で、ネットワ
ーク上の PLC
と通信時 

FINSコマンド
を上位リンク
のヘッダやタ
ーミネータで
包んで上位コ
ンピュータが
発行すること
が必要。 

上位コンピュータ：PLC＝1：1で直接
接続している PLCと通信 
 

 

SEND/RECV 
CMND

コマンド  
 

PLC→上位コンピ
ュータ 

  

FINSコマンド
を上位リンクプ
ロトコルで（上
位リンクのヘッ
ダやターミネー
タで包んで）発
行 

  FINS  

上位リンク 
ターミネータ 

上位リンク 
ヘッダ  

CPUユニット
の SEND／
RECV／
CMND命令に
より指定フレー
ムを発行する。
上位コンピュー
タからレスポン
スを受信する。 ネットワーク上の他の PLCから、（ネ

ットワーク→上リンクのプロトコル変
換をして）上位コンピュータに対して
通信 
 

 

SEND/RECV 
CMND

コマンド  
 

PLC側が主体
で、異常発生
時などに、上
位コンピュー
タに状態を伝
えるとき 

FINSコマンド
を上位リンク
のヘッダやタ
ーミネータで
包んで PLCが
発行する。上位
コンピュータ
側で FINSコマ
ンドを解釈し、
レスポンスを
返すプログラ
ムが必要。  
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■ 手順 
 

上位コンピュータ→PLC PLC→上位コンピュータ

C モードコマンド
を上位コンピュー
タから発行 

FINSコマンドを上位
コンピュータから発
行 

CPU ユニットのプログラム上の
SEND／RECV／CMND 命令を実
行 

上位コンピュータがレスポンスを
返す 

・ペリフェラルポート使用時：SW4を ON 

・RS-232C使用時：SW5を OFF 

電源 OFF

CPU ユニットと汎用外部機器を
RS-232Cで接続 

CPU ユニット前面ディップスイッ
チを設定 

電源 ON 

●CX-Programmerの場合 

CX-Programmerのマニュアル参照 

●プロコンの場合 

・ペリフェラルポート使用時：アドレス 144、145、147

を設定（とくに、シリアル通信モードは、上位リンクに）
・RS-232C 使用時：アドレス 160,161、163 を設定（とく
に、シリアル通信モードは、上位リンクに） 

周辺ツールから、PLC システム設
定を設定（シリアル通信モードを
「上位リンク」、通信条件等を設
定） 

 
 
以下にコマンド／レスポンスフォーマットの概要と、各コマンドの一覧を示します。 
上位リンクコマンド、FINSコマンドの詳細については、「通信コマンドリファレン
スマニュアル（SBCA-304）」を参照してください。 
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■ Cモードコマンド一覧 

Cモードコマンド（上位リンクコマンド）は、以下のとおりです。詳細は、通信コマ
ンドリファレンスマニュアを参照してください。  

種類 ヘッダ
コード

名称 機能 

RR CIOエリア読出 CIOの指定チャネルから指定チャネル分を読み出す 
RL データリンクリレーエリア読出 データリンクリレーエリアの指定チャネルから指定チャ

ネル分を読み出す 
RH HRエリア読出 HR（保持リレー）エリアの指定チャネルから指定チャネ

ル分を読み出す 
RC タイマ/カウンタ現在値エリア読出 タイマ/カウンタの現在値を指定チャネルから指定チャ

ネル分を読み出す 
RG タイマ/カウンタアップフラグ読出 タイマ/カウンタのアップフラグを指定チャネルから指

定チャネル分を読み出す 
RD DMエリア読出 DM（データメモリ）エリアの指定チャネルから指定チ

ャネル分を読み出す 
RJ ARエリア読出 AR（特殊補助リレー）エリアの指定チャネルから指定チ

ャネル分を読み出す 

I/Oメモリの読出 

RE EMエリア読出 EM（拡張データメモリ）エリアの指定チャネルから指
定チャネル分を読み出す 

WR CIOエリア書込 CIOの指定チャネルより指定書込データをチャネル単位
で書込む 

WL データリンクリレーエリア書込 データリンクリレーエリアの指定チャネルから指定書込
データをチャネル単位で書込む 

WH HRエリア書込 HR（保持リレー）エリアの指定チャネルから指定書込デ
ータをチャネル単位で書込む 

WC タイマ/カウンタ現在値エリア書込 タイマ/カウンタの現在値エリアの指定チャネルから指
定書込データをチャネル単位で書込む 

WD DMエリア書込 DM（データメモリ）エリアの指定チャネルから指定書
込データをチャネル単位で書込む 

WJ ARエリア書込 AR（特殊補助リレー）エリアの指定チャネルから指定書
込データをチャネル単位で書込む 

I/Oメモリの書込 

WE EM（拡張 DM）エリア書込 EM（拡張データメモリ）エリアの指定チャネルから指
定書込データをチャネル単位で書込む 

R＃ タイマ/カウンタ設定値読出 1 指定したタイマ/カウンタ命令のオペランド Sに書かれ
ている BCD４桁の定数設定値を読み出す。 

R＄ タイマ/カウンタ設定値読出 2 指定したプログラムアドレス以降から、指定したタイマ/
カウンタ命令を検索し、設定されている 4桁の定数設定
値、または設定値の格納チャネルを読み出す。 

タイマ/カウンタ設
定値読出 

R％ タイマ/カウンタ設定値読出 3 指定したプログラムアドレス以降から、指定したタイマ/
カウンタ命令を検索し、設定されている 10進数（BCD）
4桁の定数設定値、または設定値の格納チャネルを読み
出す。 



6－3 シリアル通信機能 
6－3－1 上位リンク通信 

6-42 

6 

各
種
の
機
能 

 
種類 ヘッダ 

コード 
名称 機能 

W＃ タイマ/カウンタ設定値変更 1 指定したタイマ/カウンタ命令の設定値（タイマ/カウンタ
番号 S）を新定数設定値に変更する。 

W＄ タイマ/カウンタ設定値変更 2 ユーザプログラム中の指定したプログラムアドレス以降
から、指定したタイマ/カウンタ命令を検索し、設定されて
いる 10進数（BCD）4桁の定数設定値、または設定値格
納チャネルを、新しく指定した定数設定値または格納チャ
ネルに変更する。 

タイマ/カウンタ
設定値変更 

W％ タイマ/カウンタ設定値変更 3 ユーザプログラム中の指定したプログラムアドレス以降
から、指定したタイマ/カウンタ命令を検索し、設定されて
いる 10進数（BCD）４桁の定数設定値、または設定値格
納チャネルを、新しく指定した定数設定値または格納チャ
ネルに変更する。 

MS CPUユニットステータスの読出 CPUユニットの運転状況（動作モード、強制セット/リセ
ット、運転停止異常）を読み出す 

SC ステータス変更 CPUユニットの動作モードを変更する 

CPUユニットス
テータス関連 

MF 異常情報読出 CPUユニットの発生中の異常情報（運転継続異常、運転
停止異常の各異常）を読み出す 

KS 強制セット 指定 1ビットを強制セットする 
KR 強制リセット 指定 1ビットを強制リセットする 
FK 多点強制セット/リセット 指定複数ビットを強制セット/リセット/解除する 

強制セット/ 
リセット 

KC 強制セット/リセット全点一斉解除 強制セット/リセット中の状態を一括解除する 
機種コード読出 MM 機種コード読出 CPUユニットの機種コードを読み出す 
テスト TS テスト 上位コンピュータから送られた 1ブロックをそのまま返

送する 
RP プログラムエリアの読出 CPUユニットのユーザプログラムの内容を機械語（オブ

ジェクト）レベルで一括で読み出す 
プログラムエリア
のアクセス 

WP プログラムエリアの書込 上位コンピュータより送信する機械語（オブジェクト）を、
CPUユニットのユーザプログラムエリアに一括で書込む

I/Oテーブル作成 MI I/Oテーブル作成 登録されている I/Oテーブルを実 I/Oテーブルの内容で作
成する 

QQMR I/Oメモリエリア複合読出登録 読み出したい I/Oメモリのチャネルまたはビットをテーブ
ルに登録する 

I/Oメモリエリア 
複合読出 

QQIR I/Oメモリエリア複合登録先読出 登録した I/Oメモリエリアを一括で読み出す 
XZ アボート（コマンドのみ） 上位リンクコマンドで処理中の作業を中断し、破棄した

後、初期状態に戻る 
＊＊ イニシャル（コマンドのみ） 全上位リンクユニット番号に対して、伝送制御手順をイニ

シャライズする 

上位リンク 
通信処理 

IC コマンド未定義エラー（レスポンス
のみ） 

コマンドのヘッダコードが解読できないときのレスポン
ス 
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■ FINSコマンド一覧 

FINSコマンドは、以下のとおりです。詳細は、通信コマンドリファレンスを参照し
てください。  

種類 
コマンド 
コード 

名称 機能 

01 01 I/Oメモリエリアの読出 連続した I/Oメモリエリアの内容の読出 
01 02 I/Oメモリエリアの書込 連続した I/Oメモリエリアの内容の書込 
01 03 I/Oメモリエリアの一括書込 I/Oメモリエリアの指定範囲を､同じデータで埋める 
01 04 I/Oメモリエリアの複合読出 不連続な I/Oメモリエリアの読出 

I/Oメモリエリ
アのアクセス 

01 05 I/Oメモリエリアの転送 連続した I/Oメモリエリアの内容を､別の I/Oメモリエリ
アにコピーする 

02 01 パラメータエリアの読出 連続したパラメータエリアの内容の読出 
02 02 パラメータエリアの書込 連続したパラメータエリアの内容の書込 

パラメータエリ
アのアクセス 

02 03 パラメータエリアの一括書込
（クリア） 

パラメータの指定範囲を､同じデータで埋める 

03 06 プログラムエリアの読出 UM（ユーザメモリ）エリアの読出を行う 
03 07 プログラムエリアの書込 UM（ユーザメモリ）エリアの書込を行う 

プログラムエリ
アのアクセス 

03 08 プログラムエリアのクリア 指定範囲のUM（ユーザメモリ）エリアのクリアを行う
04 01 動作モード変更（運転開始） CPUユニットの動作モード変更（「運転」または「モニ

タ」モードへ） 
動作モード変更 

04 02 動作モード変更（運転停止） CPUユニットの動作モード変更（「プログラム」モード
へ）を行う 

05 01 CPUユニット情報の読出 CPUユニットの情報を読み出す 機器構成の読出 
05 02 接続情報の読出 各号機アドレスに対応する機器の形式を読出す 
06 01 CPUユニットステータスの読出 CPUユニットのステータス情報を読出す ステータスの読

出 06 20 サイクルタイム読出 サイクルタイム（MAX,MIN,平均）を読出す 
07 01 時間情報の読出 現在の年/月/日/時/分/秒/曜日を読出す 時間情報のアク

セス 07 02 時間情報の書込 現在の年/月/日/時/分/秒/曜日を変更する 
メッセージ表示
関連 

09 20 メッセージの読出/解除 メッセージの読出/解除､FAL（S）メッセージ読出を行う

0C 01 アクセス権の獲得 アクセス権がフリーの場合､アクセス権を獲得する 
0C 02 アクセス権の強制獲得 他局のアクセス権獲得に関係なく､アクセス権を獲得する

アクセス権関連 

0C 03 アクセス権の解放 獲得中のアクセス権を解放し､フリーとする 
21 01 異常解除 発生中の異常､異常メッセージを解除する 
21 02 異常履歴の読出 異常履歴情報を読出す 

異常履歴関連 

21 03 異常履歴ポインタのクリア 異常履歴のポインタをゼロクリアする 
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種類 
コマンド 
コード 

名称 機能 

22 01 ファイル名読出 ファイルメモリ情報を読出す 
22 02 1ファイル読出 1ファイル内の指定位置から指定長のファイルデータ

を読出す 
22 03 1ファイル書込 1ファイル内の指定位置から指定長のデータを書込む
22 04 ファイルメモリのフォーマット ファイルメモリのフォーマット（初期化）を行う 
22 05 ファイルの削除 1ファイルメモリ内の､指定した複数ファイルの削除を

行う 
22 07 ファイルのコピー 1システム内のファイルメモリ間またはファイルメモ

リ内のファイルのコピーを行う 
22 08 ファイル名の変更 ファイル名を変更する 
22 0A I/Oメモリエリア←→ファイルメモ

リ転送 
I/Oメモリエリア､ファイルメモリ間のデータ転送/照合
を行う 

22 0B パラメータエリア←→ファイルメ
モリ転送 

パラメータエリア､ファイルメモリ間のデータ転送/照
合を行う 

22 0C プログラムエリア←→ファイルメ
モリ転送 

UM（ユーザメモリ）エリア､ファイルメモリ間のデー
タ転送/照合を行う 

ファイルメモリ
関連 

22 15 ディレクトリの作成／削除 ディレクトリの作成／削除を行う 
23 01 強制セット/リセット 複数接点の強制セット/リセットの実行/解除を行う デバッグ関連 
23 02 強制セット/リセット全点一斉解除 全接点の強制セット/リセットを解除する 

 
参 考 メッセージ通信機能 

上記の FINSコマンドは、上位リンクでなく、ネットワーク上の他の PLCからネット
ワークを介して CPUユニット宛てに送信することも可能です。その場合、自 PLCお
よび相手 PLCに通信用の CPU高機能ユニット（Controller Linkユニット、イーサネ
ットユニット等）が必要です。 
FINSコマンドは、PLC（CPUユニット）のプログラム上の CMND命令によって発
行します。 
CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU
単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降では、最大 8階層まで、それ
以前のユニットバージョンでは最大 3階層まで、同種または異種のネットワーク越え
が可能です。  
 

CMND 

 

FINSコマンド

通信ユニット 通信ユニット 

 
 
メッセージ通信機能の詳細は、各通信用の CPU高機能ユニットのマニュアルを参照し
てください。 
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6－3－2 無手順通信 
無手順通信機能には、以下の種類があります。 

フレーム形式 送受信 データの流れ 方法 最大データ長
スタートコード エンドコード 

その他の機能 

データ送信 PLC→汎用外
部機器 

プログラム上
の TXD／
TXDU命令
実行 

256バイト ・送信ディレイ時間（命
令実行から実際に指
定ポートからデータ
を送信するまでの時
間）：0～99990ms
（10ms単位） 
・RS、ER信号の

ON/OFF 
データ受信 汎用外部機器

→PLC 
プログラム上
の RXD／
RXDU命令
実行 

256バイト 

「あり」 
(00～FFHex)、 
または 
「なし」 

「あり」 
(00～FFHex)、 
または CR+LF、 
または「なし」
（「なし」のとき
は、受信データ数
を 1～256で指定） 

CS、DR信号のモニタ

 
 

■ 手順 
 

電源 OFF 

CPU ユニット内蔵 RS-232C ポー
トと汎用外部機器をRS-232Cで接
続 

CPU ユニットの前面ディップスイ
ッチを設定（SW5を OFF） 

電源 ON 

TXD命令を実行 RXD命令を実行 

●CX-Programmerの場合 

CX-Programmerのマニュアル参照 

●プロコンの場合 
アドレス 160,161、162、164、165 を設定（シリアル通
信モードを無手順とし、スタートコード、エンドコード、
受信データ数、送信ディレイ時間を設定） 

周辺ツールから、PLC システム設
定を設定（シリアル通信モードを
「無手順」、通信条件等を設定） 

シリアルコミュニケーションボー
ドと汎用外部機器をRS-232Cで接
続 

シリアルコミュニケーションユニ
ットと汎用外部機器をRS-232Cで
接続 

データ受信 

（汎用外部機器→PLC）

電源 ON 

TXDU命令を実行 RXDU命令を実行

データ受信 

（汎用外部機器→PLC）
データ送信 

（PLC→汎用外部機器） 

データ送信 

（PLC→汎用外部機器）
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■ 無手順通信時に送受信するメッセージフレーム 

データをスタートコードおよびエンドコードではさんで TXD命令で送信、またはスタ
ートコードおよびエンドコードにはさまれたデータを RXD命令で受信することがで
きます。 
TXD／TXDU命令で送信するときは、データを I/Oメモリから取り出して送信します。
RXD／RXDU命令で受信するときは、データのみを I/Oメモリの指定エリアに格納し
ます。 
1回の TXD／TXDU命令、RXD／RXDU命令で送受信できるメッセージの長さは、
スタートコード／エンドコードを含まないで最大 256バイトです。 
スタートコード／エンドコードは、PLCシステム設定によって、指定します。 
 

● 無手順通信時の送受信メッセージフレーム  
 エンドコード 

 なし あり CR+LF 

スタート
コード 

なし  
データ 

256 バイト以下  
 

 

 データ 

256 バイト以下

ED

 

 

 データ 

256 バイト以下 

CR+LF

 

 あり  

 データ ST 

256 バイト以下

 

 データ ST

256 バイト以下

ED

 

 
 データ ST CR+LF

256 バイト以下  
 

・スタートコードが複数ある場合は、最初のスタートコードが有効となります。 
・エンドコードが複数ある場合は、最初のエンドコードが有効となります。 
・エンドコードが送受信データと重複して、データの受信が途中で切れてしまうよう
な場合、エンドコードに CR＋LFを使用します。 

 
参 考 

 

TXD／TXDU命令で送信時は、以下のように、TXD／TXDU命令を実行後しばらく経

ってから（送信ディレイ時間後）、データを送信することが可能です。 
 

 送信ディレイ
時間 

TXD命令

送信

時間 

 
なお、命令の詳細については、コマンドリファレンスマニュアルを参照してください。
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6－3－3 NTリンク（1：Nモード） 
CS/CJシリーズは、PT（プログラマブルターミナル）と NTリンク（1：Nモード）
で通信可能です。  
注：NTリンク（1：1モード）では通信できませんので、ご注意ください。 
 
PTが NT31/631(C)-V2または NSシリーズの場合、高速 NTリンクを使用できます。 
PLCシステム設定および PT本体上のシステムメニューにより、設定することができ
ます。  
注：CS1G/H-CPU□□-Vなしには、本機能はありません。 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerで設定する場合、高速 NTリンク使用時は通信速度に「115200ビッ
ト/s」を、標準 NTリンク使用時は「38400ビット/s」を選択してください。 

 
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
通信ポート プロコンアドレス 名称 設定内容 初期値 他の条件 

＋144 
ビット 8～11 

シリアル通信
モード 

02Hex：NTリンク（1：N
モード） 

00Hex：上位リンク 

＋145 
ビット 0～7 

通信速度 00～09Hex：標準の NTリ
ンク 
0AHex：高速 NTリンク

00Hex：標準の NTリ
ンク 

CPUユニット前面
ディップスイッチ
SW4を ON 

ペリフェラル
ポート 

＋150 
ビット 0～3 

NTリンクモ
ード時最大号
機 No. 

0～7Hex 0Hex（最大号機No.0） － 

＋160 
ビット 8～11 

シリアル通信
モード 

02Hex：NTリンク（1：N
モード） 

00Hex：上位リンク 

＋161 
ビット 0～7 

通信速度 00～09Hex：標準の NTリ
ンク 
0AHex：高速 NTリンク

00Hex：標準の NTリ
ンク 

CPUユニット前面
ディップスイッチ
SW5を OFF 

RS-232C 
ポート 

＋166 
ビット 0～3 

NTリンクモ
ード時最大号
機 No. 

0～7Hex 0Hex（最大号機No.0） － 

 
● PT本体上のシステムメニュー 
以下の操作により、PT側の設定をします。 

 

1. PT本体のシステムメニュー内のメモリスイッチメニューの、「シリアルポート A」
または「シリアルポート B」で、「NTリンク（1：N）」を選択します。 

 

2. 「設定」ボタンを押して、「通信速度」を「高速」に設定します。 
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6－3－4 CPUユニットのシリアルゲートウェイ機能 
■ シリアルゲートウェイ機能とは 

FINSメッセージ（コマンド）を受信した場合、それを、メッセージに応じたプロト
コルに自動的に変換して、シリアル通信上に流す機能です。また、レスポンスも自動
的に変換されます。 
CPUユニット内蔵 RS-232Cポートおよびペリフェラルポートの場合、以下のプロト
コルに変換することができます。 
・CompoWay/F 
シリアル通信モードが、「シリアルゲートウェイモード」時上記機能が有効となり
ます。 

 

FINSメッセージ（ネットワークまたは CPUバス上）

CPU ユ ニ ッ ト の
RS-232C またはペ
リフェラルポート

CompoWay/Fコマンド2803FINSヘッダ CompoWay/Fコマンド

（RS-232Cまたはペリフェラルポート）

RS-232Cまたはペリフェラルポートのシリアル通信モードが、
シリアルゲートウェイモードの場合に、シリアルゲートウェイ機能有効

 
 

■ CPUユニットのシリアルゲートウェイ機能の仕様 
項目 内容 

変換元 FINSコマンド（FINSネットワーク経由、上位リンク FINS経由、ツー
ルバス経由、NTリンク経由、CPUバス経由で受信） 

変換機能 受信した FINSコマンドが CPUユニットのシリアルポート（ペリフェラ
ルポート、RS-23Cポート）宛てで、FINSコマンドコードが 2803Hex
のとき、FINSヘッダを取り除いて、CompoWay/Fコマンドに変換 

変換後 CompoWay/Fコマンド 
シリアル通信方式 1：N半二重通信 
最大接続台数 子局 31台 
有効なシリアル通信モ
ード 

シリアルゲートウェイモード 

レスポンスタイムアウ
ト監視機能 

シリアルゲートウェイ機能により、CompoWay/Fプロトコルに変換した
メッセージを送信してからレスポンスを受信するまでの時間を監視 
デフォルト：5秒、任意設定：0.1～25.5秒 
注：タイムアウト時、FINS発行元に FINS終了コード（0205Hex（レス
ポンスタイムアウト））を返します。 

送信ディレー機能 なし 
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■ FINS→CompoWay/Fへの変換 

PLC、PTまたはパソコンから、CPUユニットの RS-232Cポートまたはペリフェラル
ポートに CompoWay/Fでシリアル接続されたオムロン製コンポーネントに対して、
CompoWay/Fコマンドを記述した FINSメッセージによって、アクセスが可能。 
・発行 FINSメッセージ： FINSヘッダ＋FINSコマンドコード 2803Hex＋

CompoWay/Fコマンド 
・変換後メッセージ： CompoWay/Fコマンド  

FINSメッセージ

CPU ユニットの
RS-232C またはペ
リフェラルポート

CompoWay/Fコマンド

CompoWay/Fコマンド2803FINSヘッダ CompoWay/Fコマンド

CompoWay/Fコマンドを FINSコマンド 2803Hexで
カプセル化

CompoWay/F
対応
オムロン製コ
ンポ

CPU ユ ニ ッ ト
（CMND命令）
または
PT（プログラマブ
ルターミナル）
またはパソコン

（ネットワークまたは CPUバス上）

 
 
FINSコマンドコード 2803Hexについては、通信コマンドリファレンス
（No.SBCA-304）を参照してください。 
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■ 各システム構成パターン 
● PT（NSシリーズ）で、画面ライブラリ Smart Active Partsを実行（内部的に FINS
メッセージを発行） 
（CPUユニットが CompoWay/Fへ変換）  

PT（Ethernet上、または NTリンクによるシリアル接続上＊1）から
のアクセス 

説明 シリアル通信路をネ
ットワーク扱いする
ためのルーチングテ
ーブルの要/不要 

 

CompoWay/Fコマンド
RS-485（CompoWay/F）

CompoWay/Fコマンド2803 FINSヘッダ 

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、
CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0以降 

シリアルコミュニケーションユニット／ボード 

CompoWay/F 対応 
オムロン製コンポ

Ethernet

NSシリーズ PT 

FINSメッセージ（内部的に発行） 

プロトコル変換 

Smart Active Parts  

＊1（参考）： 
NSシリーズ PTをシリアル通信モード「NTリンク（1:Nモード）」
で PLCにシリアル接続した場合、かつ NSシリーズ PTが Smart 
Active Parts によって、NTリンクコマンドでカプセル化した
FINSコマンドを発行した場合、CPUユニットはそれを受信する
と、NTリンクのヘッダなどを取り除いて FINSコマンドに変換
して、CPUユニットのシリアルポートに転送します。CPUユニ
ットのシリアルポートは、「シリアルゲートウェイ機能」によっ
て、指定のプロトコルに変換します。これにより、NSシリーズ
PT上の Smart Active Partsから、CPUユニットのシリアルポー
トにシリアル接続されている機器に対して、アクセスすることが
可能です。 

ネットワーク接続さ
れた PT上で、画面ラ
イブラリ Smart 
Active Partsを実行し
た場合、内部的には
FINSコマンドが自動
的に発行され、シリア
ル通信上へは
CompoWay/Fによっ
てアクセスされます。 

作成が必要 

 
注 1：FINSヘッダの内容 
・相手先ネットワークアドレス（DNA）： 

a)シリアル通信路をネットワーク扱いするためのルーチングテーブルを作成している時： 
ルーチングテーブルによって、シリアル通信ポートに対応づけられたネットワークアドレ
ス 

b)シリアル通信路をネットワーク扱いするためのルーチングテーブルを作成していない時： 
実際の相手 PLCを特定するときのネットワークアドレス  

・相手先ノードアドレス（DA1）： 
a)シリアル通信路をネットワーク扱いするためのルーチングテーブルを作成している時： 

00Hex（自 PLC内通信の意味 
b)シリアル通信路をネットワーク扱いするためのルーチングテーブルを作成していない時： 
実際の相手 PLCを特定するときのノードアドレス  

・相手先号機アドレス（DA2）： 
シリアル通信ポートの号機アドレスであることが必要  

CPUユニットのシリアル通
信ポート 

シリアル通信ポートの号機ア
ドレス 

ペリフェラルポート FDHex（10進で 253） 
RS-232Cポート FCHex（10進で 252） 

CPUユニット

ペリフェラルポート

RS-232Cポート

   
注 2： 発行 FINSメッセージ内の、CompoWay/Fコマンドの内容： 

ノード No.＋サブアドレス＋SID＋コマンドテキスト（ただし、ASCIIコードで記述が必
要） 
なお、STXと、ETX＋BCCは、FINS発行時には不要です。シリアル通信上で自動的に
付加されます。 
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● CPUユニット ラダープログラム上の CMND命令で、FINSメッセージを発行 
（CPUユニットが CompoWay/Fへ変換） 

・ CPUユニット（同一 PLC上）からのアクセス  
シリアル変換 説明 シリアル通信路をネットワ

ーク扱いするためのルーチ
ングテーブルの要/不要 

 
CompoWay/F コマンド

RS-485（CompoWay/F）

FINSメッセージ

CompoWay/Fコマンド2803FINSヘッダ 

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、
CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0 以降 

CompoWay/F対応 
オムロン製コンポ 

プロトコル変換 

RS-232Cポート  
CMND命令

CPUユニットから、
CPUユニットの内
蔵 RS-232Cポート
に CompoWay/Fで
シリアル接続され
たオムロン製コン
ポに対して、アクセ
スが可能。 

作成しても/しなくてもかま
わない 

 

・ CPUユニット（ネットワーク上 PLC）からのアクセス  
FINSネットワーク→シリアル変換 説明 シリアル通信路をネットワ

ーク扱いするためのルーチ
ングテーブルの要/不要 

 

CompoWay/F コマンド
RS-485（CompoWay/F）

CompoWay/Fコマンド2803FINSヘッダ

FINSメッセージ 

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、
CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0以降

ネットワーク 
（Ethernet、Controller Link、DeviceNet）

CompoWay/F 対応 
オムロン製コンポ

プロトコル変換

CMND命令
ネットワーク接続
された PLC上の
CPUユニットから、
他の CPUユニット
の内蔵 RS-232Cポ
ートに
CompoWay/Fでシ
リアル接続された
オムロン製コンポ
に対して、アクセス
が可能。 

作成しても/しなくてもかま
わない 
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■ コマンド／レスポンスフレーム 
● コマンドフレーム 

FINSヘッダ
FINS
コマンド

相手先ネッ
トワークア
ドレス
（DNA）

相手先ノ
ードアド
レス
（DA1）

相手先
号機ア
ドレス
（DA2）

など MRC SRC CompoWay/F（注）
最大 1004バイト

シリアル通
信ポート割
付アドレス

00Hex

または自ネ
ットワーク
アドレス

または
自ネット
ワークの
ノードア
ドレス

シリア
ル通信
ポート
の号機
アドレ
ス

28 03 ノード No.
（×101）（×
102）
（ASCIIコー
ド 2バイト）

サブアドレ
ス
“00”
（ASICII
コード
3030Hex）
など

SID
“0”
（ASICI
Iコード
30Hex）

コマンド
（MRC、SRC）
（ASCIIコード 4
バイト）

テキスト
（ASCIIコード）

CompoWay/F

STX
（02Hex）

ノード No.
（×101）
（×102）
（ASCIIコ
ード 2バイ
ト）

サブアドレ
ス
“00”
（ASICII
コード
3030Hex）
など

SID
“0”
（ASICII
コード
30Hex）

コマンド
（MRC、SRC）
（ASCIIコー
ド 4バイト）

テキスト
（ASCIIコード）

ETX
（03Hex）

BCC

・変換前フレーム

・変換後フレーム

 
注：CompoWay/Fコマンドは、ASCIIコードを伝送コードとしているため、CMND命令など
で、FINSコマンドコード 2803Hexの後に（ノード No.からテキストまでの）CompoWay/F
コマンドを記述するとき、すべて ASCIIコードで記述することにご注意ください。 
例：CompoWay/Fのコマンド（MRC SRC）が“01” “02”の場合（“ ” は、ASCIIキャラクタ
であることを示します）、0、1、0、2各々を ASCII文字としてみて、“01” に対して、01Hex
でなく、3031Hex、“02” に対して、02Hexでなく、3032Hexと設定してください。 
しかも、CMND命令で CompoWay/Fコマンドをコマンド格納エリアに記載するとき、フ
レーム順に詰めて（空きバイトを作らず）設定するため、CompoWay/Fの SIDが ASICII
コードで 30Hexの 1バイトゆえ、その後（S+3以降）、すべて 1バイトずつずれて設定す
る必要がある点にもご注意ください。 

 
● レスポンスフレーム 

STX
（02Hex）

ノード No.
（×101）
（×102）
（ASCIIコ
ード 2バイ
ト）

サブアドレ
ス
“00”
（ASICII
コード
3030Hex）
など

終了コード
（ASICII
コード 2バ
イト）

コマンド
（MRC、
SRC）
（ASCIIコ
ード 4バイ
ト）

レスポンス
（MRES、
SRES）
（ASCIIコ
ード 4バイ
ト）

テキスト
（ASCII
コード）

ETX
（03Hex）

BCC

・変換前フレーム

・変換後フレーム
FINSヘッダ

FINSコマンド FINS終了コード

相手先ネ
ットワー
クアドレ
ス

（DNA）

相手先ノ
ードアド
レス
（DA1）

相手先号
機アドレ
ス（DA2）
など

MRC SRC MRES SRES CompoWay/F（注）
最大 1002バイト

シリアル
通信ポー
ト割付ア
ドレス

00Hex シリアル
通信ポー
トの号機
アドレス

28 03 任意 任意 ノード No.
（×101）（×102）
（ASCIIコード
2バイト）

サブアドレス
“00”（ASICII
コード
3030Hex）など

終了コード
（ASICIIコー
ド 2バイト）

コマンド
（MRC、SRC）
（ASCIIコー
ド 4バイト）

レスポンス
（MRES、
SRES）
（ASCIIコー
ド 4バイト）

テキスト
（ASCII
コード）
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■ レスポンスタイムアウト監視機能（シリアルゲートウェイモード時） 

シリアルゲートウェイモード時、シリアルゲートウェイ機能によって各プロトコルに
変換したメッセージを送信して、相手機器からレスポンスを受信するまでの時間を監
視します（デフォルトでは 5秒。ユーザ設定により 0.1～25.5秒に設定可能。）。 
設定した時間内にレスポンスがシリアル通信ポートに受信されなければ、FINSエラ
ーレスポンス（終了コード：0205Hex（レスポンスタイムアウト））を FINSコマン
ド発行元に返します。 
ただし、タイムアウト後にレスポンスを受信した場合は、受信した各プロトコルのレ
スポンスを破棄し、かつ FINS発行元に FINSレスポンスを返しません。 
 

CPUユニットが FINSコマンド受信

CPUユニット：
シリアルゲート
ウェイ機能

各プロトコルに
変換・送信

受信

相手機器：

時間

実際にレスポンス受信
各プロトコルで送信

受信処理

レスポンスタイムアウト
監視時間

FINSエラーレスポンス
0205Hex（レスポンスタイムアウト）

FINS発行元：

FINSコマンド

受信したレスポンスを破棄

タイムアウト後に、実際にレ
スポンスを受信した場合
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6－3－5 シリアル PLCリンク（CJ1M CPUユニットのみ） 
■ 概要 

本機能は、CJ1M CPUユニットのみで使用できます。 
内蔵 RS-232Cポートで、CJ1M CPUユニット間のデータ交換をプログラムレスで行
う機能です。シリアル PLCリンクリレー（3100～3199CH）を使用します。 
CPUユニット間は、RS-232Cポートに RS-232C-RS422A/485変換器を装着し、
RS-232Cまたは RS-422A/485で接続します。 
なお、RS-232C-RS-422A/485の変換には、RS-422A変換器（形 CJ1W-CIF11）を使
用します。 
 
また、NTリンク（1：N）に設定した PTと回線上での混在も可能です。子局の PT
はこの回線を使用して、親局の CPUユニットと NTリンク（1：N）通信します。 
ただし、PTが接続されている場合、PTの子局 No.に該当するシリアル PLCリンクリ
レーのエリアは不定となります。 
また、RS-422A/485の 2線式で接続している場合は、NTリンクに設定した PTとの
混在はできません。 
 

■ 仕様 
項目 内容 

接続方式 CPUユニットの RS-232Cポートを用いた RS-232Cまたは RS-422A/485接
続 

割付リレーエリア シリアル PLCリンクリレー： 
3100～3199CH（CPUユニット 1台あたり最大 10CH） 

最大接続数 9台（親局 1台、子局 8台） 
ただし、NTリンク（1：N）に設定した PTを回線上に混在させる場合は、
子局と PT合わせて 8台まで 

 
■ システム構成 

CPUユニット
親局

CPUユニット
子局No.0

CPUユニット
子局No.1

CPUユニット
子局No.3

PT
号機No.2

子局数最大8台
（注1）

RS422/485

RS-422A変換器
（形CJ1W-CIF11)

NSシリーズの場合は、
形NS-AL002

または  
＊：ただし、シリアル PLCリンクに設定した PTを回線上に混在
させる場合は、子局と PT合わせて 8台まで。 

 
注： 形 CJ1W-CIF11は非絶縁タイプであり、伝送経路全体の総伝送距離は 50mまでとなりま
す。総伝送距離が 50mを超える場合は、絶縁タイプの形 NT-AL001をご使用いただき、伝
送経路に形 CJ1W-CIF11を使用しないでください。形 NT-AL001のみをご使用いただいた
場合の、伝送経路全体の総伝送距離は 500mまでとなります。 

（注） 

（＊）

CPUユニット
親局 

CPUユニット
子局 No.0

RS-422A/485
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■ データの更新方式詳細 

データの更新方式として、次の 2つを選択可能です。 
・全局リンク方式 
・親局リンク方式 
 

● 全局リンク方式 
親局・子局とも、すべての他局のデータを反映する方式です。 
ただし、PTが接続された号機 No.のエリア、または回線上に存在しない子局のエリア
については、全局のデータが不定となります。 

・ 例：全局リンク方式、最大号機 No.3の場合 

下図では、子局 No.2が PTもしくは存在しないため、全局で不定となっています。  

自エリア

子局No.0

子局No.1

不定

子局No.3

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

親局 子局No.0

親局

自エリア

子局No.1

不定

子局No.3

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

親局

子局No.0

自エリア

不定

子局No.3

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

親局

子局No.0

子局No.1

不定

自エリア

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

子局No.1 子局No.3

 
 

● 親局リンク方式 
親局のみ、すべての子局のデータを反映し、子局は、親局のデータのみ反映する方式
です。 
子局のエリアのアドレスがすべて同一となるため、データを参照するラダープログラ
ムを共通化できるというメリットがあります。 
PTが接続された号機 No.のエリア、または回線上に存在しない子局のエリアについて
は、親局のみデータが不定となります。 

・ 例：親局リンク方式、最大号機 No.3の場合 

下図では、子局 No.2が PTもしくは存在しないため、親局で不定となっています。  

自エリア

子局No.0

子局No.1

不定

子局No.3

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

親局 子局No.0

親局

自エリア

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

親局

自エリア

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

親局

自エリア

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

(空き)

子局No.1 子局No.3
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■ 割付リレーエリア 
● 全局リンク方式の場合  
アドレス   リンク CH数 1CH 2CH 3CH … 10CH 

3100  親局 3100 3100～3101 3100～3102  3100～3109
 子局 No.0 3101 3102～3103 3103～3105  3110～3119
 子局 No.1 3102 3104～3105 3106～3108  3120～3129
 子局 No.2 3103 3106～3107 3109～3111  3130～3139
 子局 No.3 3104 3108～3109 3112～3114  3140～3149
 子局 No.4 3105 3110～3111 3115～3117  3150～3159
 子局 No.5 3106 3112～3113 3118～3120  3160～3169
 子局 No.6 3107 3114～3115 3121～3123  3170～3179

 

 子局 No.7 3108 3116～3117 3124～3126  3180～3189

3199 

シリアル
PLCリン
クリレー 

 空きエリア 3109
～

3199

3118～3199 3127～3199  3190～3199

 
● 親局リンク方式の場合  
アドレス   リンク CH数 1CH 2CH 3CH … 10CH 

3100  親局 3100 3100～3101 3100～3102  3100～3109
 子局 No.0 3101 3102～3103 3103～3105  3110～3119
 子局 No.1 3101 3102～3103 3103～3105  3110～3119
 子局 No.2 3101 3102～3103 3103～3105  3110～3119
 子局 No.3 3101 3102～3103 3103～3105  3110～3119
 子局 No.4 3101 3102～3103 3103～3105  3110～3119
 子局 No.5 3101 3102～3103 3103～3105  3110～3119
 子局 No.6 3101 3102～3103 3103～3105  3110～3119

 

 子局 No.7 3101 3102～3103 3103～3105  3110～3119

3199 

シリアル
PLCリン
クリレー 

 空きエリア 3102
～

3199

3104～3199 3106～3199  3120～3199

 

■ 使用手順 

シリアル PLCリンクは、親局/子局となる CPUユニットのそれぞれに対して、下記の
PLCシステム設定を行うことにより動作します。 
 

● 親局側の設定 
1. 「RS－232C通信ポート－シリアル通信モード」を「シリアル PLCリンク（親局）」
に設定します。 

 

2. 「リンク方式」を「全局リンク方式」または「親局リンク方式」に設定します。 
 

3. 「リンク CH数」を設定します。（1～10） 
 

4. 「シリアル PLCリンク最大号機 No.」を設定します。（0～7） 
 

● 子局側の設定 
1. 「RS－232C通信ポート－シリアル通信モード」を「シリアル PLCリンク（子局）」
に設定します。 

 

2. 「シリアル PLCリンク子局号機 No.」を設定します。 
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■ PLCシステム設定 
● 親局の設定 

CX-Programmerで設定する場合 
高速のシリアル PLCリンクを使用する場合は、通信設定を「ユーザ設定」に、通信速
度を「115200ビット/s」を設定してください。 
 

 
 
標準のシリアル PLCリンクを使用する場合は、通信設定を「標準」に設定してくださ
い。 

  
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  

プロコンアドレス項目 

アドレス ビット
設定値 初期値 反映タイミング

シリアル通信
モード 

＋160 11～8 8Hex：シリアル PLC
リンク親局 

0Hex 

ポート通信速
度 

＋161 7～0 00～09Hex：標準 
0AHex：高速 

00Hex 

リンク方式 15 0：全局リンク方式 
1：親局リンク方式 

0 

リンク CH数 7～4 1～AHex 0Hex＊1 

RS-232C
ポート設
定 

最大号機 No. 

＋166 

3～0 0～7Hex 0Hex 

毎サイクル 
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● 子局の設定 
高速のシリアル PLCリンクを使用する場合は、通信設定を「ユーザ設定」に、通信速
度を「115200ビット/s」を設定してください。 

 
 
標準のシリアル PLCリンクを使用する場合は、通信設定を「標準」に設定してくださ
い。 

 
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  

プロコンアドレス項目 

アドレス ビット
設定値 初期値 反映タイミング

シリアル通信
モード 

＋160 11～8 7Hex：シリアル
PLCリンク子局 

0Hex 

ポート通信速
度 

＋161 7～0 00～09Hex：標準 
0AHex：高速 

00Hex 

RS-232C
ポート設
定 

子局号機 No. ＋167 3～0 0～7Hex 0Hex 

毎サイクル 
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■ 関連特殊補助リレー 
名称 アドレス 説明 読出/書込 反映タイミング 

RS-232Cポート
通信異常フラグ 

A39204 
 

RS-232Cポートにて、通信異常が発
生したとき、1(ON)となります。 
1：異常 
0：正常 

読出 ・電源 ON時、クリア 
・RS-232Cポートにて、通信異常が発
生したとき、1（ON）となります。

・ポートリスタート時、0（OFF)とな
ります。 

・ツールバスモード時および NTリン
ク（１：N）モード時およびシリア
ル PLCリンク親局／子局モード時
は参照しないでください。 

RS-232Cポート
での PTとの通
信実行中フラグ
（＊1） 

A39300～A39307 RS-232CポートがNTリンクモード
時、通信を実行している該当ビット
が、1(ON)となります。ビット 0～7
が、号機 No.0～7に対応します。 
1：通信実行中 
0：通信非実行中 

読出 ・電源 ON時、クリア 
・RS-232Cポートが NTリンク（１：

N）モード、あるいは、シリアル PLC
リンク親局モード時に、通信を実行
している PT/子局の号機 No.の該当
ビットが 1（ON）となります。 

・ビット 0～7が、号機 No.0～7に対
応します。 

RS-232Cポート
リスタートフラ
グ 

A52600 RS-232Cポートに対してポートの
リスタートを行う場合、0→1へ立ち
上げてください。 

読出/書込 ・電源 ON時、クリア 
・RS-232Cポートに対してポートのリ
スタートを行う場合、0→1へ立ち上
げてください。（ツールバスモード
での通信時は除く） 
注：リスタート処理終了後、システム
によって、自動的に 0（OFF）と
なります。 

RS-232Cポート
エラーフラグ 

A52800～A52807 RS-232Cポートでエラーが発生し
たとき、そのエラーコードが格納さ
れます。 
ビット 0：使用しない 
ビット 1：使用しない 
ビット 2：パリティエラー 
ビット 3：フレーミングエラー 
ビット 4：オーバーランエラー 
ビット 5：タイムアウトエラー 
ビット 6：使用しない 
ビット 7：使用しない 

読出/書込 ・電源 ON時、クリア 
・RS-232Cポートでエラーが発生した
とき、そのエラーコードが格納され
ます。 

・RS-232Cポートのリスタート処理
時、システムによってクリアされま
す。 

・ツールバスモード時 

RS-232Cポート
設定変更中フラ
グ 

A61902 RS-232Cポートの通信条件の設定
を変更中に、1(ON)となります。 
1：変更中 
0：非変更中 

読出/書込 ・電源 ON時、クリア 
・RS-232Cポートの通信条件の設定を
変中に 1（ON）となります。 

・シリアルポート設定変更命令（STUP
命令）実行時に、1（ON）となりま
す。 

・設定変更完了時に 0（OFF）に戻り
ます。  

＊1：NTリンク（1：N）と同様、シリアル PLCリンク親局の CPUユニットでは、「RS-232C
ポートでの PTとの通信実行中フラグ」（A393CHビット 00～07：号機 No.0～7に対応）
を参照することで、シリアル PLCリンク上の子局／PTのステータス（通信実行中/非実行
中）を知ることができます。 
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 6－4 タイマ／カウンタの現在値更新方式の変更 
 

6－4－1 概要 
タイマ／カウンタの現在値更新方式は、「BCD方式（モード）」または「BIN方式（モ
ード）」が選択可能（注）です。 
 
「BIN方式（モード）」に設定することにより、タイマ／カウンタの設定時間を、0
～65535の範囲まで対応できます。また、他の命令で演算した BINデータをタイマ／
カウンタの設定値として使用することもできます。なお、タイマ／カウンタの設定値
をチャネル（間接）指定するときにも、このタイマ／カウンタの現在値更新方式は有
効です（間接指定先の値を BCDと見るか/BINと見るかに対しても、「BCD方式（モ
ード）」／「BIN方式（モード）」は有効です。 
 
ただし、「BCD（モード）」と「BIN（モード）」では、命令のオペランドなどに違
いがあります。タイマ／カウンタの現在値更新方式を変更する際には、「BCD（モー
ド）」と「BIN（モード）」の違いをよく理解してから使用してください。  
注 1： CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□は、「BCD方式（モード）」のみ対応

しています。  
注 2： 2002年 5月 31日以前の CS1-H/CJ1-H CPUユニットの場合、タイマ／カウンタ現在値

更新方式を「BIN方式（モード）」に設定したとき、ニモニックをプロコンでモニタす
ると、「BIN方式（モード）」のニモニックが「BCD方式（モード）」のニモニックで
表示されます（例：TIMX #0000 &16が TIM #0000 &16と表示されます）。ただし、動
作は「BIN方式（モード）」として動作します。  

注 3： 現在値更新方式の選択は、CX-Programmer Ver.3.0以降のみで可能です。Ver.2.1以前、
またはプロコンでは選択できません。  

注 4：「BIN方式（モード）」に設定されている CPUユニットのユーザプログラムを、
CX-Programmer Ver.2.1以前で読み出すことはできません。 
なお、「BCD方式（モード）」に設定されている CPUユニットのユーザプログラムは、
CX-Programmer Ver.2.1以前で読み出すことが可能です。 
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6－4－2 機能仕様 
項目 内容 

タイマ／カウンタの現在値
更新方式の設定 

CX-Programmer Ver.3.0による（Ver.2.1以前では設定不可） 
CX-ProgrammerVer.3.0「PCのプロパティ」にて設定 

対象 CPUユニット ロット No.「020601」（2002年 6月 1日製造）以降の CS1-H/CJ1-H 
CPUユニット（＊1）、および CJ1M/CS1D CPUユニット 

 BCD方式（モード） BIN方式（モード） 

ニモニック 従来から変更なし 
 
(例)TIM 

BCD型命令のニモニックに「X」を付
加 
(例)TIMX 

FUN No. 従来から変更なし 新規番号 
現在値・設定値の範囲 #0000～#9999 &0～&65536  #0000～#FFFF
周辺ツール
（CX-Programmer Ver.3.0
またはプロコン）での現在値
の表示方法 

BCD 
例: #0100 

10進数 
例: &100 

16進 
例: #64 

 
＊1： 2002年 5月 31日以前の CS1-H/CJ1-H CPUユニットの場合、タイマ／カウンタ現在値

更新方式を「BIN方式（モード）」に設定したとき、ニモニックをプロコンでモニタす
ると、「BIN方式（モード）」のニモニックが「BCD方式（モード）」のニモニックで
表示されます（例：TIMX #0000 &16が TIM #0000 &16と表示されます）。ただし、動
作は「BIN方式（モード）」として動作します。 

 

参 考 

 

CPUユニットのロット No.の確認方法 
1) ロット No.は、下図に示すように CPUユニットの前面最下部分（CSシリーズ）ま
たは上面右角の切り欠き部分（CJシリーズ）に、西暦下二桁、月、日の順で印字
されています 
例）020601…2002年 6月 1日製造 

 
020601

020601－○○○○

この左 6桁がデートコードです。
CSシリーズ

 

020601

020601

CJシリーズ 

 
 

2) CX-Programmerでオンライン接続し、I/Oテーブルウィンドウにて、［ユニット生
産情報］－［CPUユニット］を選択することで確認できます。「ロット番号」欄
に、上記と同じ形式で、西暦下二桁、月、日の順で表示されます。  
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6－4－3 BCD 方式（モード）／BIN 方式（モード）の選択方法と確認方法 
BCD方式（モード）／BIN方式（モード）の選択は、新規にユーザプログラムを作成
するときに CX-Programmerの「PLCのプロパティ設定」によって行います。  
注：上記「BCD方式（モード）」／「BIN方式（モード）」の選択は CX-Programmer Ver.3.0
以降のみ可能です。Ver.2.1以前では選択できません。  

ユーザプログラム

ニモニックは、
BCD方式の場合：例）TIM
BIN方式の場合： 例）TIMXとなります。

ユーザプログラム
転送操作

CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニット

CX-Programmer Ver.3.0
プロコン

タイマ／カウンタの
現在値更新方式設定
（＊1）

PLC のプロパティで、

BCD 方式／BIN 方式を選択

プロコンからは選択不可

＊1：タイマ／カウンタの現在値更新方式設定は、
ユーザプログラム内に格納されます。

0 0 0 0 0 1    TIMX

セッテイチ & 1 0

●BIN方式のとき

0 0 0 0 0 1    TIM

セッテイチ #0010

●BCD方式のとき
TIM

0000

#0010

●BCD方式のとき

TIMX

0000

&10

●BIN方式のとき

 
 

■ BCD方式（モード）／BIN方式（モード）の選択方法 

1. PLC名を選択し、右クリックして、［プロパティ］を選択します。  
 

このチェックで、選択します。 
 

2. 「一般」タブの、「タイマ／カウンタをバイナリモードで実行する」のチェックを
設定します。 
・チェック OFF（デフォルト）：「BCD方式（モード）」 
・チェック ON：「BIN方式（モード）」 
この PCのプロパティで設定した「タイマ／カウンタの現在値更新方式の設定値」
は、CX-Programmerから CPUユニットにユーザユーザプログラムを転送すると
きに、CPUユニット内のユーザメモリに格納されます。 

 「タイマ／カウンタをバイナリモードで実行する」のチェックを変更すると、自動
的に以下のダイアログボックスが表示されます。  
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 「OK」ボタンをクリックすると、「プログラムチェック」が実行され、アウトプ
ットウィンドウに、プログラムチェック結果が表示されます。 
例）バイナリモードに変更したにもかかわらず、TIM命令がある場合 

 

 TIM が赤表示となります

アウトプットウィンドウに、プログラムチェック結果が表示されます

例）タイマ／カウンタ動作モードが異なるため、TIM は使用できませ 
 

■ BCD方式（モード）／BIN方式（モード）の確認方法 

CPUユニットが、「BCD方式（モード）」、「BIN方式（モード）」のどちらで動
作しているかは、以下の特殊補助リレーA099CHビット 15（タイマ／カウンタ現在値
更新方式フラグ）で確認することができます。  

名称 アドレス 内容 

タイマ／カウンタ現在値更
新方式フラグ 

A09915 0：BCD方式（モード） 
1：BIN方式（モード） 
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6－4－4 BCD方式（モード）／BIN方式（モード）でのニモニック表示
とデータ表示 

■ BCD方式（モード）／BIN方式（モード）でのニモニック表示 

「BIN方式（モード）」のニモニックは、「BCD方式（モード）」のニモニックの末
尾に、「X」が付加されます。 
例）TIM命令は、 
「BCD方式（モード）」の場合、「TIM」 
「BIN方式（モード）」の場合、「TIMX」となります。 
 

■ BCD方式（モード）／BIN方式（モード）でのデータ表示 
PCのプロパティ 入力/表示記号の意味 設定値の範囲 例： 

タイマ番号：0000、
設定値：10秒 

「BCD方式（モード）」
を選択した場合 

#記号は、（命令の直値
を示し、BCD方式では）
BCDを表します。 

#0000～#9999 
または 
#00000000~99999999 

  
TIM 

0000 

#0100 

  
 

&記号は、10進数を表し
ます。 

&0～65535 
または 
&0～4294967295 

  
TIMX 

0000 

&100 

 
 

「BIN方式（モード）」
を選択した場合 

#記号は、（命令の直値
を示し、BCD方式では）
16進数を表します。 

#0000~FFFF 
または 
#0000~FFFFFFFF 

  
TIMX 

0000 

#64 

 
  

注：CX-Programmerの場合、「BCD方式（モード）」、「BIN方式（モード）」のいずれの
ときでも、定数用の入力/表示記号の#または&を付けないで、単に数値を入力すると（例：
TIM 0000 0010）とタイマ／カウンタの設定値はチャネル指定となります（例：CIOの
0010CH内の値を設定値とします）。 
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6－4－5 制限事項 
・1台の CPUユニット内で、「BCD方式（モード）」と「BIN方式（モード）」を
混在させることはできません。  
・プロコンでユーザプログラムを新規作成した場合、またはプロコンでメモリオール
クリア操作をした場合、タイマ／カウンタ現在値更新方式は、「BCD方式（モード）」
固定となります。  
・CX-Programmer Ver.3.0の場合、CX-Programmerから CPUユニットにオンライ
ン接続した時、CPUユニットのユーザメモリ内に格納されている「タイマ／カウン
タの現在値更新方式の設定値」が自動的に参照されます。 
もし、その値が CX-Programmerのプロジェクトで設定されている値と異なるとき
は、エラーとなり、オンライン接続することができません。 
その場合、以下のメッセージが表示されます。 

  
CPUユニット内の設定とCX-Programmerのプロジェクト内のプロパティ設定のど
ちらにあわせるかを選択します。  
・「BIN方式（モード）」に設定されている CPUユニットのユーザプログラムを、

CX-Programmer Ver.2.1以前で読み出すことはできません。 
なお、「BCD方式（モード）」に設定されている CPUユニットのユーザプログラ
ムは、CX-Programmer Ver.2.1以前で読み出すことが可能です。  
・タイマ／カウンタ現在値更新方式と異なる命令を入力したときの動作は、

CX-Programmerとプロコンで以下のように異なります。 
・CX-Programmerの場合 

PCのプロパティにて設定されているタイマ/カウンタ現在値更新方式と異なる命
令が入力されると、エラーとなります。 
例：プロジェクト内の PLCが「BIN方式（モード）」に設定されているときに、
ニモニックとして、TIMを入力しようとすると、エラーとなります。逆に、「BCD
方式（モード）」に設定されているときに、ニモニックとして、TIMXを入力し
ようとすると、エラーとなります。 

・プロコンの場合 
CPUユニットに設定されているタイマ/カウンタ現在値更新方式と異なる命令
の FUN No.が入力されると、CPUユニットに設定されているタイマ/カウンタ
現在値更新方式のニモニックに自動的に変換されます。 
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6－4－6 対象となる命令語と命令語のオペランド 
■ 対象となる命令語 

ニモニック 命令分類 命令名 

BCD方式（モード）
の場合 

BIN方式（モード）
の場合 

100msタイマ TIM TIMX 
10msタイマ TIMH TIMHX 
1msタイマ TMHH TMHHX 
0.1msタイマ ＊1 TIMU TIMUX 
0.01msタイマ ＊1 TMUH TMUHX 
積算タイマ(100ms) TTIM TTIMX 
長時間タイマ(100ms) TIML TIMLX 
マルチ出力タイマ(100ms) MTIM MTIMX 
カウンタ CNT CNTX 
可逆カウンタ CNTR CNTRX 

タイマ／カ
ウンタ命令 

タイマ／カウンタリセット CNR CNRX 
タイマ待ち(100ms) TIMW TIMWX 
高速タイマ待ち(10ms) TMHW TMHWX 

ブロックプ
ログラム命
令 カウンタ待ち CNTW CNTWX 

＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
 

■ 対象となる命令語のオペランド 
● タイマ／カウンタ命令 

・ 100msタイマ  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック TIM TIMX 
S（タイマ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定時間（単位：0.1秒） 0～999.9秒 0～6553.5秒 

 

・ 10msタイマ  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック TIMH TIMHX 
S（タイマ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定時間（単位：0.01秒） 0～99.99秒 0～655.35秒 

 

・ 1msタイマ  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック TMHH TMHHX 
S（タイマ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定時間（単位：0.001秒） 0～9.999秒 0～65.535秒 

 

・ 0.1msタイマ （＊1）  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック TIMU TIMUX 
S（タイマ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定時間（単位：0.0001秒） 0～0.9999秒 0～6.5535秒 
＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
 



6－4 タイマ／カウンタの現在値更新方式の変更 
6－4－6 対象となる命令語と命令語のオペランド 

6-67 

6 

各
種
の
機
能 

・ 0.01msタイマ （＊1）  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック TMUH TMUHX 
S（タイマ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定時間（単位：0.00001秒） 0～0.09999秒 0～0.65535秒 
＊1：CJ1-H-R CPUユニットのみ 
 

・ 積算タイマ(100ms)  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック TTIM TTIMX 
S（タイマ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定時間（単位：0.1秒） 0～999.9秒 0～6553.5秒 

 

・ 長時間タイマ(100ms)  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック TIML TIMLX 
S,S+1（タイマ設定値） #00000000~99999999

（BCD） 
&0～4294967295 
または#0000~FFFFFFFF 
（16進） 

設定時間（単位：0.1秒） 0～999.9秒 0～6553.5秒 
 

・ マルチ出力タイマ(100ms)  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック MTIM MTIMX 
S～S-7（各タイマ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定時間（単位：0.1秒） 0～999.9秒 0～6553.5秒 

 

・ カウンタ  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック CNT CNTX 
S（カウンタ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定 0~9999回 0～65535回 

 

・ 可逆カウンタ  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック CNTR CNTRX 
S（カウンタ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定 0~9999回 0～65535回 

 

・ タイマ／カウンタリセット  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック CNR CNRX 
 
 
 
 



6－4 タイマ／カウンタの現在値更新方式の変更 
6－4－6 対象となる命令語と命令語のオペランド 

6-68 

6 

各
種
の
機
能 

 
● ブロックプログラム命令 

・ タイマ待ち(100ms)  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック TIMW TIMWX 
S（タイマ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定時間（単位：0.1秒） 0～999.9秒 0～6553.5秒 

 

・ 高速タイマ待ち(10ms)  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック TMHW TMHWX 
S（タイマ設定値） 
単位：0.01秒 

#0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 
または#0000~FFFF（16進）

設定時間（単位：0.01秒） 0～999.9秒 0～655.35秒 
 

・ カウンタ待ち  
命令名 BCD方式（モード）の場合 BIN方式（モード）の場合 

ニモニック CNTW CNTWX 
S（カウンタ設定値） #0000~9999（BCD） &0～65535（10進） 

または#0000~FFFF（16進）
設定 0~9999回 0～65535回 
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 6－5 高精度タイマとしての定時割込
（CJ1-H-R/CJ1M CPUユニット 
のみ） 

 
CJ1-H-R/CJ1M CPUユニットにおいては、以下の機能により、定時割込を高精度の
タイマとして使用することが可能です。 
・0.1ms単位での定時割込時間設定（高精度インターバルタイマ） 
・MSKS命令によるリセットスタート（初回割込開始時間の一定化） 
・MSKR命令による内部タイマの現在値読出（インターバルタイマ現在値の読出し） 
 
これにより、例えば、以下のような「入力接点の立ち上がりをトリガとして、出力接
点を ONとし、一定時間経過後に出力接点を OFFにする」高精度のワンショットタイ
マ機能などのアプリケーションに利用できます。 

例） 

1.内蔵入力接点の立ち上がりで、入力割込タスクを起動。 

2.その入力割込タスク内で出力接点 Aを ON、かつ MSKS命令で定時割込リセットスタート。 

3.一定時間後、定時割込タスクが起動し、その定時割込タスク内で、出力接点 Aを OFF、かつ MSKS命令で定時割込を禁止にします。 

サイクル実行タスク 入力割込 ON 入力割込タスク 
 

MSKS 
14 

#0005 

定時割込リセット
スタート

出力接点 A 
を ON

定時割込タスク 
 

MSKS 
4 

#0000 

出力接点 A 
を OFF

定時割込禁止
による停止

一定時間後 
（例：0.5ms後）

SET 
A 

 

RSET 
A 

 

 
 



6－5 高精度タイマとしての定時割込（CJ1-H-R/CJ1M CPUユニット 

のみ） 
6－5－1 0.1ms単位での定時割込時間設定 

6-70 

6 

各
種
の
機
能 

6－5－1 0.1ms単位での定時割込時間設定 
定時割込時間は、PLCシステム設定「定時割込単位時間設定」と、MSKS命令で設定
します。 
なお、CJ1-H-R/CJ1M CPUユニットでは、定時割込時間設定として「0.1ms単位」
が選択可能です。 
・CJ1-H-R CPUユニット：最小 0.2msから最大 999.9msまで、0.1ms単位で定時割
込時間を設定できます。 
・CJ1M CPUユニット：最小 0.5msから最大 999.9msまで、0.1ms単位で定時割込
時間を設定できます。 

 
● PLCシステム設定 

CX-Programmerで設定する場合は、「タイマ/割込」にて設定してください。 

 
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  

プロコンアドレス項目 
アドレス ビット

設定値 初期値 反映タイミング 

定時割込単位
時間設定 

＋195 0～3 0Hex：10ms単位 
1Hex：1ms単位 
2Hex：0.1ms単位（CJ1-H-R/CJ1M 
CPUユニットのみ） 

0Hex 運転開始時 
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6－5－2 MSKS命令によるリセットスタート指定 
CJ1M CPUユニットでは、MSKS命令による定時割込起動時に、内部タイマをリセッ
トしてからスタートする機能（リセットスタート）を選択可能です。 
これにより、CLI命令を使用しなくても、初回割込開始時間を一定にすることが可能
です。 
 
定時割込の起動は、MSKS命令により定時割込時間（割込と割込のインターバルの時
間）を設定することにより行います。ただし、MSKS命令実行後、初回の定時割込タ
スクが起動されるまでの時間（初回割込開始時間）は、（内部タイマの現在値状態に
依存するため、）別途 CLI命令で指定しない限り保証されません。これに対して、CJ1M 
CPUユニットでは、内部タイマのリセットスタートを行うことができるため、CLI命
令を使用しなくても、初回割込開始時間を一定とすることが可能です。 
 

● MSKS命令のオペランド（定時割込指定時のみ）  
オペランド 設定値 

N（割込番号） 4：定時割込 0 通常指定（内部タイマをリセットしない） 
5：定時割込 1 通常指定（内部タイマをリセットしない） 
14：定時割込 0 リセットスタート指定（CJ1M CPUユニットのみ） 
15：定時割込 1 リセットスタート指定（CJ1M CPUユニットのみ） 

 
6－5－3 MSKR命令による内部タイマの現在値読出 

CJ1M CPUユニットでは、定時割込時間を計測している内部タイマの現在値読出を選
択可能です。定時割込起動時点から、あるいは、前回の定時割込時点からの経過時間
が読み出せます。 
内部タイマの現在値読出は、MSKR命令で行います。 
なお、時間の単位は、定時割込時間と同様に PLCシステム設定「定時割込単位時間設
定」によります。 
 

● MSKR命令のオペランド（定時割込指定時のみ）  
オペランド 設定値 

N（割込番号） 4：定時割込 0 定時割込時間（設定値）の読み出し 
5：定時割込 1 定時割込時間（設定値）の読み出し 
14：定時割込 0 内部タイマ現在値の読み出し（CJ1M CPUユニットのみ） 
15：定時割込 1 内部タイマ現在値の読み出し（CJ1M CPUユニットのみ） 
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 6－6 運転開始時動作設定・保守機能 
 
ここでは、運転開始時動作設定、および保守に関する次の項目について説明します。 
・ホットスタート（動作モード変更、または電源 ON時に、I/Oメモリを保持）／ホ
ットストップ機能 
・電源 ON時モード指定 
・電断検知延長時間設定 
・電断禁止区間設定 
・運転中出力 
・時計機能 
・プログラムプロテクト 
・リモートプログラミング／モニタリング 
・フラッシュメモリ機能 
・運転開始条件設定機能 
 

6－6－1 ホットスタート／ホットストップ機能 
■ 動作モードの変更時 

● ホットスタート 
運転開始時（「プログラム」→「モニタ」または「運転」モード）に、I/Oメモリの非
保持領域（注）のデータを保持したまま、プログラムをスタートしたいとき、特殊補
助リレーの I/Oメモリ保持フラグを 1（ON）とします。 

 

 
「プログラム」 

「モニタ」または「運転」 

非保持領域 
CIOなど 

I/Oメモリ 

保持 

 
 

● ホットストップ 
運転停止時（「モニタ」または「運転」モード→「プログラム」へのモード変更時）
も、I/Oメモリの非保持領域のデータを保持したいとき、特殊補助リレーの I/Oメモリ
保持フラグを 1（ON）とします。 

 

 

「プログラム」 

「モニタ」または「運転」 

非保持領域 

CIOなど 

I/Oメモリ 

保持 

 
 

注：I/Oメモリの非保持領域：CIO（入出力リレー、データリンクリレー、CPU高機能ユニッ
トリレー、高機能 I/Oユニットリレー、INNERボードリレー、SYSBUSリレー、伝送 I/O
リレー、DeviceNetリレー、内部補助リレー）、内部補助リレー（WR）、タイマフラグ、
タイマ現在値を指す（INNERボード、SYSBUSリレー、伝送 I/Oリレーは CSシリーズの
み）。 
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● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

I/Oメモリ保持フラグ A50012 CPUユニットの動作モード切替時(プログラム←→運転/モニ
タ)、または電源 ON時に、I/Oメモリエリアを保持するか否
かを指定します。 
1： 運転モード変更（プログラム←→モニタまたは運転モー
ド）時、I/Oメモリ保持 

0： 運転モード変更時、I/Oメモリクリア 
 
したがって、このフラグを 1（ON）とすれば、運転停止時に、モード変更直前の出力
ユニットの出力状態を保持・記憶します。 
そして、運転開始時に、モード変更直前の出力状態を保持し、命令を実行します。（こ
のフラグを 0（OFF）とすれば、いったん命令実行前に出力をクリアした後、命令を
実行します）。 
 

■ 電源 ON時 

さらに、電源投入（OFF→ON）時も、 I/Oメモリの非保持領域のデータを保持した
い場合は、特殊補助リレーの I/Oメモリ保持フラグを 1（ON）とし、かつ PLCシス
テム設定の電源 ON時 I/Oメモリ保持フラグ保持を保持に設定します。  

 
電源 ON時 非保持領域 

CIOなど 

I/Oメモリ 

保持

 
 

● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

I/Oメモリ保持フラグ A50012 CPUユニットの動作モード切替時(プログラム←→運転/モニ
タ)、または電源 ON時に、I/Oメモリエリアを保持するか否
かを指定します。 
1： 運転モード変更（プログラム←→モニタまたは運転モー
ド）時、I/Oメモリ保持 

0： 運転モード変更時、I/Oメモリクリア 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerで設定する場合は、「電源 ON時」タブにて設定してください。 
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プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコンアド
レス 

名称 内容 設定内容 初期値

＋80 
ビット 15 

「I/Oメモリ保
持フラグ」の電
源ON時保持／
非保持設定 

電源 ON時に、I/Oメモ
リの非保持領域を保持す
る場合、電源ON時も I/O
メモリ保持フラグを保持
にする 

1：電源 ON時保持する 
0：電源 ON時保持しない 

保持し
ない 

 
6－6－2 電源 ON時動作モード指定 

PLCシステム設定により、電源 ON時にどの動作モードにするかを指定できます。 
 

 

電源 ON

動作モード

 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerで設定する場合は、「電源 ON時」タブにて設定してください。 
 

 
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコンアド
レス 

名称 内容 設定内容 初期値 

＋81 電源 ON時
動作モード
の指定設定 

電源 ON時動
作モードを指
定する 

・プロコンのモード切替スイッ
チに従う 
・「プログラム」モード 
・「モニタ」モード 
・「運転」モード 

プロコンのモ
ード切替スイ
ッチに従う 

 
お願い 

 

プロコンのモード切替スイッチに従う設定で、プロコンが装着されていない場合は、

「運転」モードとなります（ただし、CSシリーズ CS1 CPUユニットの場合は、「プ

ログラム」モードとなります）。 
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6－6－3 運転中出力 
CS/CJシリーズで使用できる電源ユニットには、運転中出力付きのものがあります（形
CJ1W-PA205R、形 C200HW-PA204R、形 C200HW-PA209R、形 CS1D-PA207R）。
この出力接点は、CPUユニットが運転またはモニタモードのとき、ONとなります。  

 電源ユニット 

運転中出力 
 

 
名称 動作 

運転中出力 モニタまたは運転モード：ON（閉） 
プログラムモード：OFF（開） 

 
PLCの外部回路を組むとき、例えば、フェールセーフ対策として、この運転中出力を
使用し、この接点が ONの場合のみ、出力ユニットの外部電源が入るように、起動・
停止回路を組んでください。  
注： 運転中出力接点のない電源ユニットを使用する場合は、常時 ONフラグを入力条件とした
出力接点を出力ユニットからとってください。 

 
お願い 

 

出力ユニットの外部電源を ONした後に、PLC本体電源を ONにすると、PLC本体電

源 ON時に、出力ユニットが一瞬、誤動作することがあります。これを避けるため、

PLC本体電源をONとした後、出力ユニットの外部電源をONとすることが必要です。

また、PLCが非運転中に外部負荷が作動しないようにするために、上記運転中出力を

使用し、PLCが運転またはモニタモードに移ったときに、出力ユニットの外部電源を

ONとするような、フェールセーフ回路を組んでください。 

 
6－6－4 電断検知延長時間設定 

電源電圧が最低定格電圧の 85%以下（DC電源は 80%以下）になってから、電断を確
定するまでの時間を延長することができます。 

 

注： デフォルトでは、10ms以上（DC電源は 2ms以上）の電源断に対しては、最低定格電圧
の 85%（DC電源は 80%）となってから 10～25ms（DC電源は 2～5ms）後に運転を停止
（電断タスクありのときは電断タスク実行開始）します。このタイミングをさらに指定時間
延長することができます。 

 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerで設定する場合は、「タイマ/割込」タブにて設定してください。 
 

  



6－6 運転開始時動作設定・保守機能 
6－6－5 電断禁止区間設定 

6-76 

6 

各
種
の
機
能 

プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコンアドレス 名称 内容 設定内容 初期値 
＋256ビット 0～7 電断検知延長時間

設定 
電断を確定するまでの延長時間
を指定する 

00～0A(Hex): 
0～10ms 

00(Hex):0ms

 
6－6－5 電断禁止区間設定 

電断を確定しても、ある領域の命令（DI命令－EI命令間の命令）はすべて実行して
から、CPUユニットをリセットするように、指定することが可能です。 
ある命令群でデータ処理をしている場合、その命令群の実行途中で処理を中断すると、
次回電源 ON時に途中の格納データから開始したくない場合などに、この電断禁止区
間設定を使用します。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
 

■ 使用方法 

1) A530CH（電断禁止区間設定）に A5A5Hex（電断禁止区間設定有効）を設定します。 
2) PLCシステム設定にて、電断割込タスク無効設定を無効（初期値）に設定します。 
3) 処理を中断したくない命令群の前に、DI命令を実行し、電断処理を禁止します。ま
た、処理完了後に EI命令を実行し、電断処理の禁止を解除します。 
これにより、DI命令－EI命令間で、電断が確定しても、その領域内の命令をすべ
て実行した後、CPUユニットをリセットします。 

 

 

 
DI 

電断処理の禁止を解除し､ 
CPU リセット 

この間の命令を実行します。 

電断確定 

電断処理を禁止 

実行条件 

EI 
 

 

 

DI命令～EI命令まで実行

デフォルトの電断検
知時間
+電断検知延長時間

電源電圧＜定格 85％
（DC電源は 80％以下）

電断確定（「電断」
と判断）

D
I

E
I

10msー電断検知延長時間
（電断確定後処理時間）

▼▽▽

CPUリセット
（強制終了）

停止

 
 

● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

電断禁止区間設定 A530CH DI－EI命令間は、電断処理（電断割込タスクの実行を除く）を禁止し、EI命令まで
実行します。 
A5A5Hex：電断禁止区間設定有効 
A5A5Hex以外：電断禁止区間設定無効 
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6－6－6 時計機能 
CS/CJシリーズでは、時計機能により、つぎのことが可能です。 
・電断時の時刻データのモニタ 
・電源 ON時の時刻データのモニタ 
・通電時間のモニタ 
 

お願い 

 

CS1G/H-CPU□□（-V1）では、工場出荷時にバッテリを内蔵していません。したが

って、バッテリを CPUユニットに装着しただけでは、CPUユニットの内蔵時計は不

定の状態であり計時はしていません。 

時計機能を使用する場合は、バッテリ装着後、電源を ONとし、周辺ツール

（CX-Programmer/プロコン）の「時計時間の設定」操作、時計補正命令（DATE）の

実行、または FINSコマンド発行のいずれかによって、必ず時刻を設定してください。

これによってはじめて、CPUユニットの内蔵時計の計時が開始されます。 

時計機能は 1950～2049年の間でご使用になれます。 

 
● 関連特殊補助リレー  

名称 アドレス 内容 

A351～354CH 秒、分、時、日、月、年、曜日が毎サイクルセットされる 
A35100～35107 秒（00～59）（BCD） 
A35108～35115 分（00～59）（BCD） 
A35200～35207 時（00～23）（BCD） 
A35208～35215 日（01～31）（BCD） 
A35300～35307 月（01～12）（BCD） 
A35308～35315 年（00～99）（BCD） 

時刻データ 

A35400～35407 曜日（00～06）（BCD） 
00：日曜日、01：月曜日、02：火曜日、03：水曜日、04：木曜日、 
05：金曜日、06：土曜日 

電源 ON時刻 A510～511CH 電源 ON時の時刻がセットされる(日、時、分、秒) 
電断時刻 A512～513CH 電源断時の時刻がセットされる 
通電時間 A523CH PLC本体の通電時間が 10時間単位でセットされる 
電源ON時刻履歴
データ 

A720～A749 ＊1 ＊3 過去に電源 ONした時刻データ（秒年、月、日、時、分、秒）の 10履歴
分がセットされる。 
A720～A722：電源 ON時刻履歴データ#１（最も新しい時刻データ）＊2
A723～A725：電源 ON時刻履歴データ#2 
A726～A728：電源 ON時刻履歴データ#3 
A729～A731：電源 ON時刻履歴データ#4 
A732～A734：電源 ON時刻履歴データ#5 
A735～A737：電源 ON時刻履歴データ#6 
A738～A740：電源 ON時刻履歴データ#7 
A741～A743：電源 ON時刻履歴データ#8 
A744～A746：電源 ON時刻履歴データ#9 
A747～A749：電源 ON時刻履歴データ#１0（最も古い時刻データ）  

＊1： CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット Ver.3.0
以降、CS1D（CPU単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.4.0以降のみ 

＊2： 履歴１の時刻データ（A720～A722）の日、時、分、秒の値は、電源 ON時刻（A510～
A511）と同じ値がセットされます。 

＊3： CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットでは仕様が異なりますのでご注意くださ
い。詳細は「CS1D デュプレックスシステム ユーザーズマニュアル セットアップ編」
（SBCA-318）を参照してください。 

 
● 時計機能関連命令  

命令名 命令語 内容 

時分秒→秒変換 SEC 時分秒データを秒データに変換 
秒→時分秒変換 HMS 秒データを時分秒データに変換 
カレンダ加算 CADD 時刻データに時間データを加算 
カレンダ減算 CSUB 時刻データから時間データを減算 
時計補正 DATE 指定した時計データにしたがって内部時計の値をセット 
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6－6－7 プログラムプロテクト 
CS/CJシリーズでは、ユーザプログラムに対して、次のプロテクトをかけることがで
きます。 
 

■ ディップスイッチによるライトプロテクト（書き換え禁止） 

周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）によるユーザプログラムおよびパラメータ
エリアのデータ（PLCシステム設定、登録 I／Oテーブルなど）の書き換えを禁止す
ることが可能です。これにより、不用意なプログラム書き換えを防止することができ
ます。 
CPUユニットのディップスイッチ SW1を ON／OFFさせることにより，有効／無効
を切り替えることができます。 
なお，ライトプロテクトを有効にしているとき、周辺ツール（CX-Programmer/プロ
コン）でのプログラムの読み出し・表示は可能です。 
 

● CPUユニット前面ディップスイッチ  
スイッチ No. 名称 設定 

SW1 ユーザプログラムメモリ書込み不可 1：不可 
0：可 

 
参 考 

 

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU単

独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降では、上記ディップスイッチによ

る方法以外に、CX-Programmer Ver.4.0以降から、ユーザプログラム全体または複数

タスクに対するパスワード登録時に、オプションとして同時に、プログラムの上書き

許可/禁止を設定することもできます。詳細は、CSシリーズセットアップ編または CJ

シリーズセットアップ編の 1－4－6項「パスワードによる読出プロテクトの機能強化」

の「■ファイルメモリ用プログラムファイルの作成禁止／許可設定（オプション）」

を参照してください。 

 
■ パスワードによるリードプロテクト（読み出し禁止） 

周辺ツール（CX-Programmer）によるユーザプログラム全体もしくはタスクごとに読
み出し・表示を禁止することが可能です。これにより、ユーザプログラム内のノウハ
ウがコピーなどにより流出することを防ぐことができます。周辺ツール
（CX-Programmer）によってパスワードを登録し、設定します。 
CX-Programmer Ver.6.1以降を使用した場合は、ファンクションブロック(FB)定義に
対して表示・変更を禁止することができます。 
 

● 拡張型パスワードによる読出プロテクト機能 
以下のCPUユニットのユニットバージョン以降とCX-Programmer Ver.9.6以降を使
用した場合は、UM読出プロテクトとタスク読出プロテクトのパスワードを拡張し、
ユーザの設計資産を強固に保護します。 
さらに、パスワードの不一致が 5回続くと、その後 2時間はパスワード入力を受け付
けません。  
（対応 CPUユニットのユニットバージョン） 
・CS1-H CPUユニット ユニット Ver.4.1以降 
・CJ1-H CPUユニット（形 CJ1G-CPU□□P） ユニット Ver.4.1以降 
・ CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニット、CS1Dプロセス CPUユニット ユ
ニット Ver.1.4以降 
・CS1D（CPU単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.1以降 
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お願い 

 

・パスワードを忘れてしまった場合、PLC内のプログラムをパソコンへ転送できなく
なります。 

・パスワードを忘れてしまった場合、パソコンから PLCへプログラムを転送します。
パスワードを解除しなくても、パソコンから PLCへのプログラムの転送は行えます。

 
● パスワードプロテクト 

1 オンラインまたはオフラインで、パスワードを登録します。 
1） PLC名を選択後、[表示]から[プロパティ]を選択します。 

 

2） [PCのプロパティ]ダイアログで、[プロテクト]を選択し、パスワードを入力
します。 

 
 

・プロテクトパスワードを拡張する 
 以下の CPUユニットのユニットバージョン以降と CX-Programmer Ver.9.6
以降を使用した場合は、UM読出プロテクトとタスク読出プロテクトのパス
ワードを拡張することが可能です。 

機種 形式 ユニット Ver. 

CS1-H CPUユニット 形 CS1□-CPU□□H ユニット Ver.4.1以降 
CJ1-H CPUユニット 形 CJ1□-CPU□□P ユニット Ver.4.1以降 
CS1D（CPU二重化システ
ム用）CPUユニット、CS1D
プロセス CPUユニット 

形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□HA 

ユニット Ver.1.4以降 

CS1D（CPU単独システム
用）CPUユニット 

形 CS1D-CPU□□S 
形 CS1D-CPU□□SA 

ユニット Ver.2.1以降 

 

［PLCのプロパティ］ダイアログで［プロテクト］タブを選択し、チェック
ボックスの［プロテクトパスワードを拡張する］にチェックを入れ、パスワ
ードを入力します。 
 チェ ッ ク を入れると 、

プロテク ト パスワード
が拡張さ れます。  
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 パスワードの入力文字制限は、以下のとおりです。 

ユニットバージョン 入力文字数 入力文字種類 

対応ユニット Ver.未満 8文字以下 
対応ユニット Ver.以降 16文字以下 

半角英数字 

 
  

 タスク読出プロテクトを使用する場合は、プログラムのプロパティを開き、
タスク読出プロテクトにチェックを付けます。 

 
 
ファンクションブロック(FB)定義に対してプロテクトを使用する場合は、フ
ァンクションブロックのプロパティを開き、パスワードを入力します。 

 
 

3） プログラムを転送します。 
 

参 考 

 

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU単

独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降では、ユーザプログラム全体に対

してでなく、複数タスク群に対して、パスワードによる読出プロテクトをかけること

もできます。詳細は、CSシリーズセットアップ編または CJシリーズセットアップ編

の 1－6－2項「パスワードによる読出プロテクトの機能強化」の「■任意の 1つ以上

のタスクに対する、パスワードによる読出プロテクト」を参照してください。 
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■ データ書き換えの確認 

動作中のユーザプログラムやパラメータが、いつ作成されたものかを知ることができ
ます。データ書き換え日時は、特殊補助リレー（A090から 097CH）に反映されます。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
 

● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

ユーザプログラム書き替え時に、そのときの時刻（年月日時分
秒曜日）が BCDで格納されます。 
A09000～09007 秒（00～59）（BCD） 
A09008～09015 分（00～59）（BCD） 
A09100～09107 時（00～23）（BCD） 
A09108～09115 日（01～31）（BCD） 
A09200～09207 月（01～12）（BCD） 
A09208～09215 年（00～99）（BCD） 

ユーザプログラム
書き替え日時 

A090CH～
A093CH 

A09300～09307 曜日（00～06）（BCD） 
00：日曜日、01：月曜日、02：火曜日、03：水曜日、
04：木曜日、05：金曜日、06：土曜日 

パラメータエリア
書き替え日時 

A094CH～
A097CH 

パラメータエリア書き替え時に、そのときの時刻（年月日時分
秒曜日）が格納されます。 
格納形式は、上記ユーザプログラムと同様です。 

 
6－6－8 製造ロット番号による運転プロテクト機能 

CS/CJシリーズ CPUユニットでは、特殊補助リレーエリア（A310、A311CH）に格
納されている製造ロット番号を使用して、プログラムの運転に対してプロテクトをか
けることができます。 
この製造ロット番号は、ユーザが変更することはできません。 
以下のユニットバージョン以降のみで有効です。 

シリーズ名 形式 ユニットバージョン 

CS1-H CPUユニット 形 CS1□-CPU□□H Ver.4.1 
CS1D（CPU 二重化システム
用）CPU ユニット、CS1D プ
ロセス CPUユニット 

形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□HA 

Ver.1.4 

CS1D（CPU単独システム用）
CPUユニット 

形 CS1D-CPU□□S 
形 CS1D-CPU□□SA 

Ver.2.1 

CJ1-H CPU ユニット 形 CJ1G-CPU□□P Ver.4.1 
 

■ 機能詳細 
● 製造ロット番号は 6桁のため、上位 2桁が A311CHに、下位 4桁が A310CHに格
納されています。 

製造ロット番号（6桁） 

m d dm 

A310 CH

 y y  

A311 CH 

□□□□□□ 
y y m m d d 

 
 

● 製造ロット番号の格納例  
製造日 製造ロット番号 A311CH A310CH 

2015年 7月 1日 150701 0015 0701 
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■ 応用例 

ラダープログラム内に以下のような回路を組んでおくことで、製造ロット番号の異な
る PLCでは運転停止異常を発生させ、ユーザープログラムを使用できないようにする
ことができます。 
さらにパスワード設定でプログラムの読出しを禁止しておくことで、メモリカードな
どによるラダープログラムのコピーを制限することができます。 
 
(1)製造ロット番号が 150701以外のときは運転停止異常を発生させる場合 

 
ANDL(610)

A310 

#00FFFFFF

D0 

 
FALS(007) 

1 

D100 

 

A200.11 （1サイクル ON） 

＜＞ L(306)

D0 

#150701 

  
 
(2)製造ロット番号が 1507＊＊以外のときは運転停止異常を発生させる場合 

 
ANDL(610)

A310 

#00FFFF00

D0 

FALS(007) 

1 

D100 

 

A200.11（1サイクル ON） 

＜＞L(306) 

D0 

#150700 
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6－6－9 ネットワーク経由での、CPUユニットに対する FINS書込プロ
テクト機能 

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU
単独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降では、ネットワーク経由（シ
リアル直接接続以外）で、書込系 FINSコマンドを使用して、CPUユニットに対する
書込処理／操作処理をしようとした場合（CX-Programmer/CX-Protocol/CX-Process、
他 FinsGatewayを使用したアプリケーションからの書込を含む）、それをプロテクト
することができます（読み出し処理は可能です）。 
ユーザプログラム、PLCシステム設定、I/Oメモリなどのすべてのダウンロード、お
よび動作モード変更、オンラインエディットなど、書込／操作の処理をすべて不可能
とすることができます。 
ただし、特定のノードからの書込/操作に対しては、書込／操作プロテクトの対象外と
する（プロテクトを解除する）こともできます。 

 

ネットワーク

ネットワーク
ネットワーク

PLC#1 PLC#2 PLC#3

パソコン#1

パソコン#2

ネットワーク経由でネットワーク上のノ
ード（例：パソコン#1、PLC#1、PLC#2）
からの、FINS コマンドによる書込をプロ
テクトする

特定のノード（例：PLC#3、パソコ
ン#2）からの、FINSコマンドによる
書込はプロテクト対象外とする

この PLC への書込アクセスを禁止/
許可する。

 
注：本機能は FINSコマンドによる書込プロテクト機能です。したがって、データリンクな
ど FINSコマンド以外による書込処理に対しては無関係です。 

 

詳細は、CSシリーズセットアップ編または CJシリーズセットアップ編の 1－6－3項
「ネットワーク経由での、CPUユニットに対する FINS書込プロテクト機能」を参照
してください。 
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6－6－10 リモートプログラミング／モニタリング 
CS/CJシリーズでは、周辺ツール（CX-Programmer）からのプログラミングまたは
モニタリングを、次の各種の形態で行うことができます。 
 

1. モデムを介して、遠隔でプログラミングまたはモニタリング 
遠隔にある PLCの運転状態をモニタ／プログラミング（周辺ツール
（CX-Programmer）がサポートするすべてのオンライン操作を）することが可能です。
詳細は、「CX-Programmerオペレーションマニュアル」の「モデム経由での接続」
を参照してくだい。  

周辺ツール 

CPUユニット 
↓ 上位リンク 

RS-232C

RS-232C

電話回線 モデム モデム 

 
 

2. ネットワーク（Controller Link、Ethernet等）経由で、プログラミングまたはモ
ニタリング 
上位リンクを介して、ネットワーク（Controller Link）上の PLCの運転状態をモニ
タ／プログラミング（周辺ツール（CX-Programmer）がサポートするすべてのオンラ
イン操作を）することが可能です。  

周辺ツール 

CPUユニット 
↓ 

Controller Linkユニット 

上位リンク 

RS-232C

CPUユニット 
↓（ゲートウェイとして機能） 

Controller Linkユニット 
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6－6－11 ユニットプロファイル 
CS/CJシリーズの各ユニットに関する以下の情報を、CX-Programmerを使用して、
必要時に読み出すことができます。 
・生産情報（ロット No.、シリアル No.など）： 
これにより、ユニット故障時のオムロンへの情報提供が容易です。 

 
 

・ユニット情報（ユニット種類、形式、装着すべきラック No.、スロット No.）： 
これにより、装着すべき位置情報の把握が容易です。 

 
 

・ユーザ定義のテキスト（最大 256文字）： 
ユーザのメンテナンスに必要な情報（ユニット点検時の履歴、製造ライン番号など
の用途情報など）を自由にメモリカードに記述可能です。 

 

 
 



6－6 運転開始時動作設定・保守機能 
6－6－12 フラッシュメモリ機能 

6-86 

6 

各
種
の
機
能 

6－6－12 フラッシュメモリ機能 
■ フラッシュメモリへの自動バックアップ機能 

ユーザプログラムまたはパラメータを書き込むと、自動的に、フラッシュメモリにバ
ックアップします。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 

 

・対象データ：ユーザプログラム、パラメータ（PLCシステム設定、登録 I/Oテーブ
ル、ルーチングテーブル、データリンクテーブルなどの CPU高機能ユニットシステ
ム設定） 

・バックアップ処理が実行されるとき：CPUユニットのユーザプログラムまたはパラ
メータエリアに書込んだ時（CX-Programmerからの転送操作、プロコンからの書
込操作、オンラインエディット操作、メモリカードまたは EMファイルメモリから
の転送操作など） 

・フラッシュメモリに書き込まれたデータ（ユーザプログラム、パラメータ）は、PLC
本体の電源 ON時に、自動的にユーザメモリへ読み出されます。  

 

CPUユニット

・CX-Programmerからの
　オンラインエディット

・ファイルメモリからの書込

・CX-Programmerからの転送

・プロコンからの書込

転送

PLC本体の電源 ON時自動リストア自動バックアップ

ユーザプログラム
ユーザメモリ

フラッシュメモリ

パラメータ

 
 

お願い 

 

フラッシュメモリにバックアップ処理中は、CPUユニット前面の BKUP LEDが点

灯および、CX-Programmerの右下に表示がされます。周辺ツールまたはファイルメ

モリから、ユーザプログラムまたはパラメータエリアへデータを転送する場合やオン

ラインエディットを行う場合、バックアップ完了が表示されるまで（BKUP LEDが

消灯するまで）CPUユニットの電源を OFFにしないでください。万一 OFFにする

と、データが消えてしまいます。 

また、CPUユニットにバッテリが存在する場合は、オンラインエディットに限り、

バックアップ完了前に、電源を OFFしたとしても、次回電源 ON時に電断直前の状

態に復旧しますが、以下の点に注意してください。 
①CPUユニットの立ち上がり時間が長くなります。 
②バッテリが存在しても、長期間電源を投入しない場合は、バックアップの完了を確
認してから、電源を OFFにしてください。 

なお、ユーザプログラム容量に応じたバックアップ処理時間（BKUP LEDの点灯時

間）の目安は、以下のとおりです。 
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バックアップ処理時間 

「モニタ」モード時 

サイクルタイム 
ユーザプログラム容量 

例）0.4ms 例）10.0ms 

「プログラム」モード時 

10Kステップ 2秒 8秒 1秒 
60Kステップ 11秒 42秒 6秒 
250Kステップ 42秒 170秒 22秒  
＊1：電源 ON時に、CPUユニットの BKUP LEDが点灯します。 
＊2：この時間はオンラインエディットの条件によっては、1分以上かかることがあります。 
 

お願い 

 

ユーザプログラムまたはパラメータを CPUユニットに書き込むと、それらは自動的

にフラッシュメモリにバックアップされます（フラッシュメモリ機能）。 

しかし、その場合、I/Oメモリエリア（DM/EM/HRを含む）は、フラッシュメモリへ

は書き込まれません。とくに電源断復帰時の保持エリアである DM/EM/HRエリアは、

バッテリによって保持されます。そのため、電源異常が発生した場合には正しい値が

保持されなくなる可能性があります。 

したがって、プログラム上で DM/EM/HRエリアの内容を用いて外部へ出力をする場

合は、「電池異常フラグ（A40204）が 1（ON）のときには外部への出力を行わない」

などの対策を施してください。 

また、ファンクションブロックで電断／運転開始時保持設定された入力変数／出力変

数／内部変数は不定となりますので、それら変数の内容をプログラムを用いて出力す

る場合は、「電池異常フラグ」を用いて出力を止めるなどの対策を行ってください。 
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、フラッシュメモリ機能はありませ
ん。 

 
参 考 

 

CX-Programmerでは、通常の転送操作（[PC]｜[転送]選択）以外による転送操作の

場合、[メモリバックアップステータス]ウィンドウに、CPUユニット内フラッシュメ

モリへのプログラムまたはパラメータエリアデータのバックアップステータス（書込

状況）が表示されます（PCのプロパティで「バックアップ中のステータスのダイア

ログを表示する」をチェックし、かつ[表示］メニューからの[ウィンドウ]｜[PCのバ

ックアップモニタステータス]を選択することによります）。 

通常の転送操作（[PC]｜[転送]選択）操作の場合、[転送オプション[パソコン→PC]]

ダイアログ内に、プログラムなどの転送に続いて、フラッシュメモリへのバックアッ

プステータス（書込状況）が表示されます。 
 

● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

フラッシュメモリ異常
フラグ 

A40310 フラッシュメモリが故障しているとき、1(ON)となります。
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6－6－13 運転開始条件設定機能 
ユニットおよび INNERボードの中には、電源 ONから立ち上がり完了までの時間が
長く、CPUユニットの運転開始時間に影響を与えるユニット／ボードがあります（以
下、これを「特定ユニット」「特定 INNERボード」と呼びます）。 
電源 ON後、「運転」モードまたは「モニタ」モード時に、以下の特定ユニット、特
定 INNERボードの立ち上がり処理が未完了であっても、それを待たないで CPUユニ
ットを運転開始させることができます。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
 
・特定ユニット 
形 ITNC-EIS01-CSTおよび形 ITNC-EIX01-CST（オープンネットワークコントロ
ーラの CS1バスインタフェース付き） 
・特定 INNERボード 
現時点（2001年 10月現在）では、対象となる INNERボードは存在しません。 

 
本機能を使用するには、PLCシステム設定の「運転開始条件」および「特定 INNER
ボード設定」を、以下のように設定します。 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerで設定する場合は、「電源 ON時」タブにて設定してください。 

  
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  

PLCシステム設定 運転開始の条件 

運転開始条件 
（プロコンアドレス＋83ビット15）

特定 INNERボード設定 
（プロコンアドレス＋84ビット 15） 

特定ユニットおよび特定
INNERボードの立ち上がりを
待たずに運転を開始するとき 

1：有効（運転開始する） 1：特定 INNERボード設定有効

特定ユニットの立ち上がりを
待たずに運転を開始するとき 
（INNERボードの立ち上がり
は待つ） 

1：有効（運転開始する） 0：特定 INNERボード設定無効
（デフォルト） 

すべてのユニットおよび
INNERボードの立ち上がりを
待って運転を開始するとき 

0：無効（運転開始しない） － 

 

参 考 

 

CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□ CPUユニットの場合、電源 ON後、

立ち上がりが未完了のユニット／ボードが 1台でも存在すると、CPUユニットはすべ

てのユニット／ボードに対するサービスを開始しません。 
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● 運転開始条件 
本設定は、CPUユニットの運転開始条件を設定します。 
・0：「無効（運転開始しない）」に設定している場合 
「運転」モードまたは「モニタ」モード時に、立ち上がり処理未完了の特定ユニッ
ト／特定 INNERボードが 1台でも存在すると、運転を開始しません（「CPU待機
中」となります）。 
・1：「有効（運転開始する）」に設定している場合 
「運転」モードまたは「モニタ」モード時に、特定ユニット／特定 INNERボード
の立ち上がりを待たずに、運転を開始します。 
ただし、特定 INNERボードの立ち上がりに対しては、以下の「特定 INNERボー
ドの立ち上がり処理待ち設定」の設定にしたがいます。 

 
● 特定 INNERボード設定 
本設定は「運転開始条件」が 1：「有効（運転開始する）」に設定している場合のみ
有効です。0：「無効（運転開始しない）」に設定している場合は、運転開始条件設定
機能には関係ありません。 
・「特定 INNERボード設定無効」に設定している場合、CPUユニットは特定 INNER
ボードの立ち上がり（認識完了）まで、CPUユニットは運転を開始しません。 
・「特定 INNERボード設定有効」に設定している場合、特定 INNERボードの立ち
上がりを待たずに、CPUユニットは運転を開始します。 
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 6－7 故障診断機能 
 
ここでは、次に示す故障診断機能について簡単に説明します。 
・異常履歴 
・負荷遮断機能 
・故障診断命令（FAL命令，FALS命令）機能 
・故障点検出命令（FPD命令）機能 
 

6－7－1 異常履歴 
異常が発生するごとに、その故障コード（A400CHに格納されるコード）、異常内容
リレーの内容、発生時刻を、特殊補助リレーの異常履歴格納エリアに格納します。最
大 20個の異常履歴を格納できます。 
とくに、PLCのシステム上の異常以外に、ユーザ定義の異常（故障）＊1発生時にも、
この異常履歴にその故障番号が格納されます。これにより、システムの稼働状況の履
歴保存が容易です。 
詳細は CS/CJシリーズ それぞれの「ユーザーズマニュアル セットアップ編 第 11
章」を参照してください  
＊1： ユーザ定義の異常（故障）診断：ユーザ定義の異常（故障）条件を、FAL（運転継続異

常）命令または FALS（運転停止異常）命令の入力条件としておくことで、ユーザ定義の
異常（故障）発生時に FAL命令または FALS命令を実行。 
FAL命令実行時は、CPUユニットは運転を継続。FALS命令実行時は、CPUユニット
は運転を停止します。 

 
異常が 20個を超えた場合は、最も古い異常データ（A100～104CHに格納）が破棄さ
れ、A105～199CHに格納された19個の異常データが1個分シフトし、A195～A199CH
に最新の異常データが格納されます。  

 

 異常発生格納エリア   

A100 4  1  0  2 故障コード  

A101  異常内容リレー の内容 

A102  分 秒  

A103  日 時 異常発生時刻 

A104  年 月  

A105 0  0  F  7 故障コード  

A106  異常内容リレー の内容 

A107  分 秒  

A108  日 時 異常発生時刻 

A109  年 月  

    
    
    
A195 0  0  9  D 故障コード  

A196  異常内容リレー の内容 

A197  分 秒  

A198  日 時 異常発生時刻 

A199  年 月  

4102 

00F7 

009D 

1 

2 

発生順 

20 

故障コード 

A300CH

異常履歴格納ポインタ  
 

格納個数は、特殊補助リレーの異常履歴格納数エリア（A300CH）に BINデータで格
納されます。異常が 20個を超えた場合は、加算されません。 
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6－7－2 負荷遮断機能 
運転（「運転」または「モニタ」モード）のまま、異常時の緊急処理として、出力ユ
ニットのすべての出力を OFFにしたい場合、特殊補助リレーの負荷遮断フラグ
（A50015）を ONにします。 
 

参 考 

 

通常（「I/Oメモリ保持フラグ」を OFFに設定している場合）、動作モードを運転(「運

転」モードまたは「モニタ」モード)から停止（「プログラム」モード）に変更すると、

出力ユニットのすべての出力はクリア（OFF）されます。 

運転(運転モードまたはモニタモード)のまま、出力ユニットの出力をすべて OFFにす

るときに、この負荷遮断機能を使用します。 

 
● DeviceNet使用時の注意事項 
形 CS1W-DRM21/形 CJ1W-DRM21を使用している場合、マスタ機能時はスレーブの
出力もすべて OFFとなります。スレーブ機能時は、相手マスタから見たときに入力が
OFFとなります。 
また、形 C200HW-DRM21-V1を使用している場合、スレーブ出力は OFFされませ
ん。 
 

6－7－3 故障診断命令（FAL命令，FALS命令）機能 
ユーザ定義の異常を検出する命令です。異常発生時、CPUユニットの運転を継続する
命令（FAL命令）と、運転を停止する命令（FALS命令）があります。 
ユーザが「対象システムの異常（故障）」と判断する入力条件が成立したときに、そ
の故障診断命令（FAL命令または FALS命令）を実行し、次の処理を行います。 

 

1. 特殊補助リレー（FAL異常フラグ／FALS異常フラグ）をセットする 
 

2. 同時に，異常（故障）に対応するユーザ定義の故障コードを、特殊補助リレーにセ
ットする 

 

3. 同時に、異常履歴エリアに、故障コードと発生時刻をセットする 
 

4. 同時に、CPUユニットの前面 LEDを点灯／点滅させる 
 

5. FAL命令の場合、異常（故障）発生時に、CPUユニットの運転を継続します。FALS
命令の場合、CPUユニットの運転を停止させます。 

 
■ FAL(運転継続故障診断)命令 

A

FAL 

002 

#0000

 
 

Ａが ONになると，FAL番号 002の故障が発生したとして，特殊補助リレーA40215
を ONし，A36002（FAL番号 002に対応）が ONします。プログラムの運転は，継
続します。 
FAL命令実行による異常を解除するには、FAL00（FAL番号 00）命令を実行するか、
または周辺ツール（CX-Programmer／プロコン）の異常読み出し／解除操作を行いま
す。 
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■ FALS(運転停止故障診断)命令 

B

FALS 

003 

#0000

 
 

Bが ONになると，FALS番号 003の故障が発生したとして，特殊補助リレーA40106
を ONします。プログラムの運転は，停止します。 
FALS命令実行による異常を解除するには、異常原因除去後、周辺ツール
（CX-Programmer/プロコン）の異常読み出し／解除操作を行います。 
 

6－7－4 故障点検出命令（FPD命令）機能 
1つの回路に対して、時間診断（指定した出力接点が設定時間内に ONするかどうか
を監視する）と論理診断（指定した出力接点が ONしない原因となっている入力接点
を抽出する）を行います。 
 

■ 時間診断 

ある条件が成立してから指定した出力接点が ONとなるまでの時間を監視し、指定し
た時間内に ONとならない場合は、CYフラグを ONとします。この CYフラグを入
力条件として、異常発生時処理の回路を実行することができます。また、指定により
FAL異常を発生させることができます。 
FAL異常を発生させた場合には、FAL命令実行と同時に、異常メッセージを登録し、
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）上に表示させることができます。このとき、
論理診断の出力方式をメッセージキャラクタ出力としていれば、原因となっている入
力接点のアドレスをメッセージ内容に格納させることができます。 
なお、指定した出力接点が ONするまでの実際の時間を計測し、その値にもとづいて
監視時間を自動設定することもできます（ティーチング動作）。 
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■ 論理診断 

指定した出力接点が ONとならない原因となっている入力接点を抽出し、結果を出力
します。出力の方式として、接点アドレス出力またはメッセージキャラクタ出力を選
択できます。 
接点アドレス出力を選択した場合、原因となっている接点アドレスをインデックスレ
ジスタに転送して、他に使用することができます。 
メッセージキャラクタ出力を選択した場合、時間監視において FAL異常を発生させた
ときそれと同時に、周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）に異常メッセージを表
示させることができます。 

 

C（監視対象リレー） 

故障時ON 
（CY） 

異常発生時処理 

故障診断入力条件 
A

FPD 

#0004 

&100 

D01000

論理診断回路 
B

コントロールデータ（FAL番号004、論理診断結果：接点アドレス出力） 

故障監視時間（0.1s単位）：10秒 

論理診断結果出力アドレス 

 
 

● 時間監視 
Ａが ONになってから，10秒以内に Cが ONとなるかを監視します。ONにならない
ときは，故障と判断し、CYフラグが ONとなります。これにより、異常発生時処理
を実行します。また、FAL番号 004の FAL異常（運転継続異常）を発生させます。 
 

● 論理診断 
Cが ONにならない要因を、Bの中からさがし、要因となっている接点アドレスを
D01000に格納します。 
 

● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

故障コード A400 異常発生時、故障コードが格納される 
FAL異常フラグ A40215 FAL命令が実行された時 ON 
FALS異常フラグ A40106 FALS命令が実行された時 ON 
FAL番号 A360～391 FAL命令が実行されたとき、FAL番号に対応した該当ビ

ットが ON 
異常履歴格納エリア A100～A199 異常発生毎に、異常履歴情報が格納される。最新の 20個

分が格納される。 
異常履歴格納数 A300 異常発生毎に+1される 
異常履歴情報クリア A50014 このフラグ ONで、異常履歴格納数が、クリアされる 
FPD命令用ティーチ
ングリレー 

A59800 ON時、FPD命令の異常監視時間の自動設定動作が実行さ
れる 
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6－7－5 システム異常を故意に発生させる機能 
FAL命令または FALS命令実行によって、システムによる運転継続異常または運転停
止異常を故意に発生させることができます。 
ユーザアプリケーションのデバッグ時に、故意に異常を発生させて、PT（プログラマ
ブルターミナル）などのMMIに正しくエラーメッセージが表示されるか否かを確認
するときなどに使用します。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 

 

以下の方法によります。  
1．特殊補助リレーA529CHに、この機能用に使用する FAL/FALS番号を設定します。

A529CHに格納する番号は、FAL命令と FALS命令で共通です。  
2． この FAL/FALS番号を、FAL命令または FALS命令の第 1オペランド Nで指定
します。  

3． 発生させる故障コード、異常内容を、FAL命令または FALS命令の第 2オペラン
ド S、S+1で指定します。（FAL命令では、運転継続異常の故障コードと異常内容
を指定します。FALS命令では、運転停止異常の故障コードと異常内容を指定しま
す。） 

なお、複数のシステム異常を故意に発生させる場合は、A529CH内の同じ値を第 1オ
ペランドに指定して、異なる S、S+1の内容で、複数の FAL/FALS命令を実行します。 
 

● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

システム異常発
生FAL/FALS番
号 

A529CH FAL命令または FALS命令実行によってシステム異常を故意に発
生させる場合にダミーで使用する、FAL/FALS番号を設定します。
0001～01FFHex：1～511のいずれか 
0000、0200～FFFF Hex：システム異常発生の FAL/FALS番号の
設定なし。 

 
● 例：電池異常を発生させる場合  

MOV
&100
A529

a
FAL番号 100をシステム異常発
生番号 A529CHに設定

実行条件

MOV
#00F7

D00010

電池異常の故障コード#00F7を
D00010に格納

FAL
100

D00010

FAL番号 100で電池異常を発生
させる

 
 

お願い 

 

FAL命令または FALS命令実行によって故意に発生させたシステム運転継続異常また

はシステム運転停止異常を解除する操作は、該当する異常が実際に発生した場合と同

じ操作となる点に、ご注意ください。 

異常解除方法については、CS/CJシリーズそれぞれのユーザーズマニュアル セット

アップ編 11-2項「異常とその処置」を参照してください。 

なお、電源をいったん、OFFにして、再投入（ON）することで、FAL命令または FALS

命令によって故意に発生させたすべてのシステム異常を解除することが可能です。 
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6－7－6 FAL命令実行時の異常履歴登録有無指定 
FAL命令を実行したとき、または FPD命令の時間監視診断を実行したとき、ユーザ
定義の運転継続異常は発生させるが、特殊補助リレーの異常履歴格納エリア（A100～
199CH）には、異常（故障コードおよび異常発生時刻）を登録しないことができます。 
このとき、特殊補助リレーA40215の FAL異常フラグ、A360～391CHの実行 FAL
番号、および A400CHの故障コードには、反映されます。 
この機能は、システムによる異常のみを異常履歴に格納したいときに、使用します。
例えば、FAL命令を多用しているアプリケーションにおいて、デバッグ中に、異常履
歴格納エリアが FAL命令による異常で満杯となってしまうことを防止するときなど
に、使用します。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、本機能はありません。 
 
以下の PLCシステム設定で設定します。 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerで設定する場合は、「CPUユニット設定」タブにて設定してくださ
い。 

  
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコンアドレス 

チャネル ビット 

名称 設定データ 初期値 CPUユニッ
ト反映タイミ
ング 

＋129 15 FAL異常の異常
履歴への登録有
無指定 

0：異常履歴への登録あり
1：異常履歴への登録なし

0：異常履歴
への登録
あり 

毎サイクル
（FAL異常
発生時）  

注：上記 PLCシステム設定にて、「1：異常履歴への登録なし」としていた場合でも、以下の
異常は異常履歴に登録されます。 
・FALS命令実行による運転停止異常 
・システムによる運転継続異常 
・システムによる運転停止異常 
・FAL命令実行による故意に発生させたシステム運転継続異常 
・FALS命令実行による故意に発生させたシステム運転停止異常 
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 6－8 CPU実行処理モード 
 

6－8－1 CPU実行処理モード 
通常、周辺サービス（＊1）は、1サイクルの最後（I/Oリフレッシュ後）に 1回、各
サービスごとにサイクルタイムの 4%（デフォルト）または任意時間を割り当てて実行
されます。しかし、それでは、周辺サービスをサイクルタイムより短い周期で実行す
ることはできません。 
 
また一方、サイクルタイムの方も、周辺サービスの処理時間分、長くなります。 
そこで、CS1-H/CJ1-H/CS1D（CPU単独システム用）CPUユニットでは、命令実行
の処理と周辺サービスの処理を並列に実行する「並列処理モード」を可能としました。 
これにより、周辺サービスの負荷がある場合、周辺サービスの応答性能とサイクルタ
イムの性能を通常モードに比べ、ともに向上させることが可能となります（CJ1M CPU
ユニットおよび CS1D（CPU二重化システム用）CPUユニットでは、並列処理モー
ドは使用できません）。  
＊1： 周辺サービスとは、不定期に発生する外部との各種のサービス処理を指します。高機能

I/Oユニット、CPU高機能ユニット、INNERボード（CSシリーズのみ）とのイベント
サービス（FINSコマンドなどの必要時の送受信）、ペリフェラルポート、RS-232Cポ
ートサービス、通信ポートサービスなどを指します。（データリンクなどの高機能ユニッ
ト固有のリフレッシュ処理は含みません。）  

命令実行系の 

サイクルタイム 

周辺処理系の 

サイクルタイム 

 

共通処理 

I/Oリフレッシュ 

周辺サービス 

サイクルタイム 

プログラム実行 

通常モード 

●周辺処理系サイクル●命令実行系サイクル 

共通処理 

I/Oリフレッシュ 

プログラム実行 

周辺サービス 

共通処理 

並列処理モード 
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「並列処理モード」には、以下の 2つのモードがあります。 
 

1）I/Oメモリ非同期アクセス並列処理モード 
命令実行による I/Oメモリに対するアクセスと、周辺サービスによる I/Oメモリに対
するアクセスが、非同期で実行されるモードです。 
つまり、I/Oメモリに対してアクセスする周辺サービスを含めたすべての周辺サービス
が、命令実行中に並列で、非同期に実行されます。 
周辺サービスの負荷がある場合に、命令実行サイクルとイベント応答ともに、（他の
モードに比べ）最も速く実行可能です。 
 

2）I/Oメモリ同期アクセス並列処理モード 
命令実行による I/Oメモリに対するアクセスと、周辺サービスによる I/Oメモリに対
するアクセスが、非同期では実行されず、通常モードと同様、命令実行後に、周辺サ
ービスによる I/Oメモリに対するアクセスが、実行されるモードです。 
つまり、I/Oメモリに対してアクセスする周辺サービスは、通常モードと同様、1サイ
クルの最後（I/Oリフレッシュ後）に実行されます。その他の周辺サービスは、命令実
行中に、並列で非同期に実行されます。 
命令実行サイクルとイベント応答ともに、通常モードに比べ速く実行可能です（サイ
クルタイムは、CPUユニットの I/Oメモリに対してアクセスする周辺サービスの分だ
け I/Oメモリ非同期アクセス並列処理モードに比べ遅くなります）。 
 
通常モード、I/Oメモリ非同期アクセス並列処理モード、I/Oメモリ同期アクセス並列
処理モード間での、命令実行性能と周辺サービス応答性能は、およそ以下のとおりで
す（基本命令でサイクルタイム 10ms程度のプログラムを使用し、イーサネットユニ
ットを 1台装着した場合。ただし、あくまで目安です。各種条件によって変化します）。  

 通常モード I/Oメモリ非同期アク
セス並列処理モード 

I/Oメモリ同期アクセ
ス並列処理モード 

サイクルタイム 1としたとき 0.9 0.9 
周辺サービス応答性能 1としたとき 0.4 1.0  
＊1：並列処理する周辺サービスとは：高機能 I/Oユニット、CPU高機能ユニット、INNERボ
ード（CSシリーズのみ）とのイベントサービス（FINSコマンドなどの必要時の送受信）、
ペリフェラルポート、RS-232Cポートサービス、通信ポートサービスを指します。データ
リンクなどの高機能ユニット固有のリフレッシュ処理は含みません。 

 
参 考 

 

CS1G/H-CPU□□-V1または CS1-H CPUユニット、および CJシリーズでは、「周

辺サービス優先モード」を選択可能です。このモードは、命令実行中に一定時間ごと

に割込によって周辺サービスを実行するモードです。 

この周辺サービス優先モードでは、通常モードに比べイベント応答を速く実行するこ

とは可能ですが、通常モードより命令実行サイクルが長くなります。また、イベント

応答の方も、並列処理（I/Oメモリ非同期アクセス）モードに比べ、速くはなりませ

ん。したがって、基本的に、イベント応答性を向上させる場合は、並列処理（I/Oメ

モリ非同期アクセス）モードを選択してくだい。 
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お願い 

 

・並列処理モードで実行している場合、以下の 1）または 2）のときに、CPUユニッ
トが周辺処理系のサイクルタイムオーバーとなる可能性があります。このとき、周
辺ツールの表示は「サイクルタイムオーバー」となり、特殊補助リレーA405CHの
ビット 15（周辺処理系のサイクルタイムオーバー）が 1（ON）となり、運転を停
止します（運転停止異常）。  
1) 周辺処理系のサイクルタイムが 2.0sを超えたとき、周辺処理系のサイクルタイム
オーバーが発生します。 
したがって、運転停止異常となる前に、通知が必要な場合は、周辺処理系のサイ
クルタイム表示（A268CH）を監視してください。 

 例えば、以下のように、周辺処理系のサイクルタイムが 1.0s（A268CHが 2710Hex
（10進 10000））を超えたとき、FAL番号 001のユーザ定義の運転継続異常を
発生させます。 

 

  

FAL
1

#0000

＞

A268
&10000

周辺処理系サイクルタイムが
1.0sを超えたとき、FAL番号 001
の FAL命令を実行します。

 
 

2) 命令実行系サイクルの演算処理（命令実行）時間（通常モードでは A266/267CH
に表示）が短い場合も、周辺処理系のサイクルタイムオーバーが発生します。目
安として、演算処理（命令実行）時間が 0.2ms以下の場合は、周辺処理系のサイ
クルタイムオーバーが発生し、並列処理モードを使用することができません。 
そのため、並列処理モードで動作させるプログラムで、そのプログラムの一部（命
令実行時間が短い）だけを取り出してデバッグする場合は、いったん通常モード
に変更してから、デバッグを行ってください。 

 

・並列処理モードを使用する場合は、システム（ユーザアプリケーション）の実稼動時
には、プロコンを使用しないでください。プロコンは、キーの応答性能を確保するた
めに、周辺サービス時間を大きく占有します。そのため、性能低下の原因となります。

 
これらの CPU実行処理モードは、以下の PLCシステム設定で指定します。 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerで設定する場合は、「周辺サービス」タブにて設定してください。 
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プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコンアドレス 

チャネル ビット 

名称 設定データ 初期値 CPUユニ
ット反映タ
イミング 

＋219 08～15 CPU実行処
理モード設定

00Hex：通常モード 
01Hex：I/Oメモリ同期アクセス
並列処理モード 
02Hex：I/Oメモリ非同期アクセ
ス並列処理モード 
05～FFHex：周辺サービス優先モ
ード、タイムスライス命令実行時
間（5～255ms、1ms単位） 
 
注：03または 04Hexの場合、不
正値として、PLCシステム設
定異常（運転継続異常）とな
り、通常モードで動作します。 

00Hex： 
通常モー
ド 

運転開始時

 
● 関連特殊補助リレー  

名称 アドレス 内容 

周辺処理系のサイクル
タイムオーバー 

A40515 周辺処理系のサイクルタイムが 2.0sを超えたとき、1（ON）
となります。このとき、サイクルタイムオーバーとなり、運
転は停止します。 

周辺処理系のサイクル
タイム表示 

A268CH 並列運転（I/Oメモリ同期または非同期アクセス）で、かつ運
転中（「運転」モードまたは「モニタ」モード時）に、周辺
処理系のサイクルタイムが、BINデータで格納されます。
0.0~2000.0ms（0.1ms単位） 

命令実行時間（＋特定
周辺サービス実行時間
合計） 

A266/ 
A267CH

通常モード時は、命令実行時間のみが、BIN32ビットで毎サ
イクル格納されます。 
0～FFFFFFFFHex（0～429496729.5ms）（0.1ms単位） 
A266CH：下位データ、A267CH：上位データ 
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■ I/Oメモリ非同期アクセス並列処理モード 
● 命令実行系  

共通処理 I/Oバスチェックなど 
0.3ms（＊1） 

演算処理 命令実行時間の合計 
サイクルタイム一定化、算出処理 命令実行系のサイクルタイムに対する一定化処理 

I/Oリフレッシュ 各ユニットの I/Oリフレッシュ時間×使用台数 サイクリック
サービス 高機能ユニット固有リフ

レッシュ 
各ユニットの高機能ユニット固有リフレッシュ時間
×使用台数 

周辺サービス ファイルアクセスサービ
ス 

PLCシステム設定の周辺サービス一律設定による
（初期値：サイクルタイムの 4%） 

 
● 周辺処理系  

共通処理 バッテリチェック、ユーザプログラムのメモ
リチェックなど 
0.2ms（＊2） 

高機能 I/Oユニットとのイベント
サービス 

I/Oメモリをアクセスするイベントサービス
（＊3）を含む 

周辺サービス 

CPU高機能ユニットとのイベン
トサービス 

各サービスで最大 1ms。 

 ペリフェラルポートサービス  
 RS-232Cポートサービス  
 INNERボードとのイベントサー

ビス（CSシリーズのみ） 
 

 通信ポート No.（内部論理ポート）
を使用したイベントサービス（バ
ックグラウンド実行を含む） 

 

 
＊1：CJ1-H-R CPUユニットの場合、0.28ms 
＊2：CJ1-H-R CPUユニットの場合、0.18ms 
＊3：I/Oメモリをアクセスするイベントサービスとは、以下のサービスを指します。 
① FINSコマンドの中の I/Oメモリに対するアクセスコマンド（I/Oメモリ読出／書込な
どのコマンドコード 01□□Hexのコマンド、または強制セット／リセットなどのコマ
ンドコード 23□□Hexのコマンド）を受信した場合のサービス 

② Cモードコマンドの中の I/Oメモリのアクセスコマンドを受信した場合のサービス 
ただし、ペリフェラルポート/RS-232Cポートを使用したNTリンクの場合を除きます。 
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■ I/Oメモリ同期アクセス並列処理モード 
● 命令実行系  

共通処理 I/Oバスチェックなど 
0.3ms（＊1） 

演算処理 命令実行時間の合計 
サイクルタイム一定化、算出処理 命令実行系のサイクルタイムに対する一定化処理 

I/Oリフレッシュ 各ユニットの I/Oリフレッシュ時間×使用台数 サイクリック
サービス 高機能ユニット固有リフ

レッシュ 
各ユニットの高機能ユニット固有リフレッシュ時間
×使用台数 

周辺サービス ファイルアクセスサービ
ス 

PLCシステム設定の周辺サービス一律設定による
（初期値：サイクルタイムの 4%） 

 I/Oメモリをアクセスする
イベントサービス（＊1）

 

 
● 周辺処理系  

共通処理 バッテリチェック、ユーザプログラムのメモリチェ
ックなど 
0.2ms（＊2） 

周辺サービス 高機能 I/Oユニットとのイ
ベントサービス 

I/Oメモリをアクセスするイベントサービス（＊3）
以外のイベントサービス 

 CPU高機能ユニットとの
イベントサービス 

各サービスで最大 1ms。 

 ペリフェラルポートとの
イベントサービス 

 

 RS-232Cポートサービス  
 INNERボードサービス

（CSシリーズのみ） 
 

 通信ポート No.（内部論理
ポート）を使用したイベン
トサービス（バックグラウ
ンド実行を含む） 

 

 
＊1：CJ1-H-R CPUユニットの場合、0.28ms 
＊2：CJ1-H-R CPUユニットの場合、0.18ms 
＊3：I/Oメモリをアクセスするイベントサービスとは、以下のサービスを指します。 
① FINSコマンドの中の I/Oメモリに対するアクセスコマンド（I/Oメモリ読出／書込な
どのコマンドコード 01□□Hexのコマンド、または強制セット／リセットなどのコマ
ンドコード 23□□Hexのコマンド）を受信した場合のサービス 

② Cモードコマンドの中の I/Oメモリのアクセスコマンドを受信した場合のサービス 
ただし、ペリフェラルポート/RS-232Cポートを使用したNTリンクの場合を除きます。 
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6－8－2 並列処理モードとサイクルタイム一定化機能 
並列処理モードを使用して、かつ PLCシステム設定で、サイクルタイム一定化を指定
した場合、命令実行系のサイクルタイムは毎サイクル指定したサイクルタイムになる
まで待ちますが、周辺処理系のサイクルは、実行を継続します。 
 

6－8－3 I/Oメモリ非同期アクセス並列処理モードでの、データの同時
性、同一性について 

I/Oメモリ非同期アクセス並列処理モードでは、以下のような場合にデータの同時性、
同一性が保証されません。 
・1つの通信コマンドによって 1CH（16ビット）を超えたサイズの I/Oメモリを読み
出す周辺サービスの場合、読み出したデータの同時性は保証されません。 

・1CHを超えたサイズの I/Oメモリを読み出す命令の場合、命令実行途中で周辺サー
ビスが実行されることがあります。そのとき命令による読み出し途中に周辺サービ
スによる書き込みが実行されると、その命令が読み出したデータの同時性は保証さ
れません。 
・ある命令と次段以降の命令で同一の I/Oメモリを読み出すとき、その間に I/Oメモ
リに対する書き込み処理をするような周辺サービスが実行された場合、同一サイク
ル内であっても、命令間で I/Oメモリデータは一致しません。 

 
なお、データの同時性、同一性を確保したいときは、以下の処理をしてください。 
1） I/Oメモリ同期アクセス並列処理モードまたは通常モードを使用するか、または、 
2） 特定のプログラム領域で周辺サービスが実行されないように、IOSP命令－IORS
命令を使用してください。 
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 6－9 周辺サービス優先モード設定機能 
 
CPU高機能ユニット、高機能 I/Oユニット、INNERボード（CSシリーズのみ）、
RS-232Cポート、ペリフェラルポートなどの周辺サービス処理は、1サイクルの最後
（I/Oリフレッシュ後）に 1回、各サービスごとにサイクルタイムの 4%（デフォルト
値）または任意時間を割り当てて実行します。しかし、それでは、周辺サービスをサ
イクルタイムより短い周期で実行することはできないため、「通常のモード」（1サ
イクルに 1回の周辺サービス）以外に、以下の「周辺サービス優先モード」の設定が
可能です。 
「周辺サービス優先モード」は、PLCシステム設定で設定します。 
 

お願い 

 

「周辺サービス優先モード」の設定は、ロット No.001201 ＊＊＊＊ 以降（2000年

12月 1日以降製造分）の CSシリーズ CS1 CPUユニット、CJシリーズ、および CS1D

（CPU単独システム用）CPUユニットでのみ使用可能です。CS1D（CPU二重化シ

ステム用）CPUユニットでは使用できません。 

 
6－9－1 周辺サービス優先モード 

「周辺サービス優先モード」では、サイクル実行タスクの命令実行中に周辺サービス
の実行周期がくると、命令の実行を中断して特定の周辺サービスを指定時間実行し、
再び命令実行に戻り、それを繰り返します。 
I/Oリフレッシュ後、通常の周辺サービスも実行します。 

 

命令実行 

T0

中断 

周辺サービス 

T1

命令実行 

T0

中断 

周辺サービス 

T1

命令実行 

T0

1サイクル 

中断 

周辺サービス 

T1

命令実行 

T0

I/Oリフレッシュ 通常の周辺サービス 

T0：タイムスライス命令実行時間 
T1：タイムスライス周辺サービス実行時間 

 
 
「周辺サービス優先モード」に設定することにより、1サイクルタイム内で複数の特
定周辺サービスおよび通常の周辺サービスを実行することが可能です。命令実行より
も周辺サービスが優先されるようなアプリケーション（例：プロセス制御での応答性
が要求される上位監視）にも対応が可能です。 
 
・周辺サービスの特定対象は最大 5種類までです。CPU高機能ユニット、高機能 I/O
ユニットは、ユニットごとに号機 No.を指定することができます。 
・1回のタイムスライス周辺サービス実行は 1個の対象だけです。時間が余った場合
は、次の対象へのサービスは行わず、命令実行に移ります。処理の対象、順序は、
CPUユニットが認識した順番（1サイクルの間に同じ対象の周辺サービスを複数回
実行することもあり得ます。）となります。 

 

注 1： 周辺サービス優先モードにおいて、以下の命令を実行した場合、優先的には実行され
ません。1サイクルに 1回の実行となります。 
・RXD（通信ポート入出力命令） 
・TXD（通信ポート出力命令）  

 

注 2： 周辺サービス優先モードにおいて、通信コマンドによって読み出した複数 CHのデー
タの同時性は保証されません。 
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注 3： 周辺サービス優先モードで実行している場合、CPUユニットがサイクルタイムオー
バーとなる可能性があります。 
サイクルタイムが PLCシステム設定の「サイクルタイム監視時間」を超えたとき、
サイクルタイムオーバーとなり、AR40108が ONし、運転が停止します（運転停止
異常）。したがって、周辺サービス優先モードで運転している場合、サイクルタイム
現在値（A264～265CH）をモニタし、必要に応じて PLCシステム設定の「サイクル
タイム監視時間」（プロコンでの設定アドレス：＋209）の設定を変更してください
（PLCシステム設定の「サイクルタイム監視時間」はデフォルトで 1秒です。10～
40,000msの範囲で 10ms単位で設定可能です）。 

 
● PLCシステム設定 

PLCシステム設定で以下の項目を設定します。（注） 
①タイムスライス命令実行時間：5～255ms（1ms単位） 
②タイムスライス周辺サービス実行時間：0.1～25.5ms（0.1ms単位） 
③特定周辺サービス指定（最大 5件）： CPU高機能ユニット（ユニット番号）、

高機能 I/Oユニット（号機 No.）、 
INNERボード（CSシリーズのみ）、 
RS-232Cポート、 
ペリフェラルポート  

注：CS1/CJ1 CPUユニットの場合、CX-Programmerでは設定できません。 
CS1-H/CJ1-H CPUユニットの場合、CX-Programmer Ver.2.1以降で設定可能です。 

 
CX-Programmerで設定する場合は、「周辺サービス」タブにて設定してください。 

 
 
プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコンアドレス 

チャネル ビット 

設定 
データ 

初期値 説明 CPUユニット反
映タイミング 

00： 周辺サービス優先モードを使用しない 08～15 00 
05～FF 
(Hex) 

00 
05～FF： タイムスライス命令実行時間 

（5～255ms  1ms単位） 

00： 周辺サービス優先モードを使用しない 

＋219 

00～07 00～FF 
(Hex) 

00 
01～FF： タイムスライス周辺サービス実行時間 

（0.1～25.5ms  0.1ms単位） 

00： 特定周辺サービスを行わない 08～15 00 
10～1F： CPU高機能ユニット（0～15）ユニット番号

＋10（Hex） 

＋220 

00～07 00 20～7F： 高機能 I/Oユニット（0～95） 
号機 No.＋20（Hex） 

08～15 00 E1： INNERボード（CSシリーズのみ） ＋221 
00～07 00 FC： RS-232Cポート 

＋222 08～15 

0 
10～1F 
20～7F 
E1 
FC 
FD 
(Hex) 

00 FD： ペリフェラルポート 

運転開始時 
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PLCシステム設定の各内容の組み合わせによる異常発生は、次のとおりです。  
条件 

①タイムスライ
ス命令実行時間 

②タイムスライス
周辺サービス実行
時間 

③特定周辺サービ
ス対象ユニット 

CPUユニット 
の動作 

PLCシステム 
設定異常発生＊ 

すべて正常値 
00と正常値 
正常値だが重複 

周辺サービス優
先モード 

なし 

一部不正値 正常値のみ周辺
サービス優先モ
ードの処理 

発生 

すべて 00 
00と不正値 

05～FF： 
（5～255ms） 

01～FF： 
（0.1～25.5ms） 

すべて不正値 

通常モード 発生 

00 00 － 通常モード なし 
上記以外 － 通常モード 発生  
＊：PLCシステム設定異常発生時は A40210が ON、運転継続異常 
 

● 特殊補助リレーエリア 
タイムスライス命令実行時間およびタイムスライス周辺サービス実行時間を設定する
場合、特殊補助リレーエリア A266/267CHに格納される「命令実行時間＋特定周辺サ
ービス合計時間」を参照し、分割の程度を考慮してください。  
アドレス データ 内容 反映タイミング 

命令実行時間＋特定周辺サービス合計時間 
0.0～429496729.5ms（0.1ms単位） 

毎サイクル（運転
開始時クリア）     

A267CH 
（上位データ）

A266CH 
（下位データ）

A266／
267CH 

00000000～
FFFFFFFF
（Hex） 
（10進：0～
4294967295）

 

  

BIN32ビット
（16進 8桁）
で格納 

 

 
・通常モードで実行中の場合は、命令実行時間が格納されます。これをもとにタイム
スライス命令実行時間、およびタイムスライス周辺サービス実行時間を設定してく
ださい。 
・周辺サービス優先モードで実行中の場合は、タイムスライス命令実行時間の合計と
タイムスライス周辺サービス実行時間の合計の総和が格納されます。 
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6－9－2 特定周辺サービスへの移行を禁止／解除する命令 
周辺サービス優先モードでは、以下のような場合にデータの同時性、同一性が保証さ
れません。  
・通信コマンドによって（特に複数の）I/Oメモリエリアを読み出す周辺サービスの場
合、その周辺サービスが実行されるタイミング（I/Oメモリを読み出すタイミング） 
が、複数のタイミングに分割されるとき、読み出したデータの同時性は保証されま
せん。  
・特に命令実行時間がかかるような命令、例えば大量の I/Oメモリを転送するような
命令の場合、命令実行途中で周辺サービスが実行されることがあります。そのとき
命令による読み出し途中に周辺サービスによる書き込みが実行されると、その命令
が読み出したデータの同時性は保証されません。 
また、命令による書き込み途中に周辺サービスによる読み出しが実行されると、そ
の周辺サービスが読み出したデータの同時性は保証されません。  
・ある命令ともう一つの命令で同一の I/Oメモリを読み出すとき、その間に I/Oメモ
リに対する書き込み処理をするような特定の周辺サービスが実行された場合、同一
サイクル内であっても、命令間で I/Oメモリデータは一致しません。 

 

データの同時性を確保したいときは、特定のプログラム領域で周辺サービスが実行さ
れないよう、次のような対策をとってください。 
CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D（CPU単独システム用）CPUユニットの場合： 
IOSP-IORS命令を使用する。 
CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□ CPUユニットの場合： 
DI命令-EI命令を使用する。  

命令実行� 中断� 中断�

周辺サービス�

DI（693）�

命令実行�

周辺サービス�

データの同時性を　�
必要とする命令実行�

命令実行�

EI命令実行�DI命令実行�

I/Oリフレッシュ�通常周辺サービス�

EI（694）�

W00000

W00000がONのときDI～EI命令間では�
特定周辺サービスへの移行を禁止します。�

タイムスライス�
命令実行時間�

タイムスライス�
周辺サービス�
実行時間�

タイムスライス�
命令実行時間�

動作�

または�IOSP（287）�

または�IOSP（287）�

  
注 1： DI（693）-EI（694）命令、または IOSP（287）-IORS（288）命令によって特定周辺サ

ービスへの移行を禁止した場合、同時に割込タスク（I/O割込、定時割込、外部割込）の
実行も禁止されます。発生した割込は、サイクル実行タスク終了後（END命令実行後）、
ただちに実行されます。ただし、EI（694）命令、または IORS（288）命令の前に CLI
（691）命令を実行すると、割込記憶を解除するため、サイクル実行タスク終了後の割込
タスクは実行しません。  

注 2： DI（693）命令、または IOSP（287）命令による特定周辺サービスへの移行禁止は、EI
（694）命令、または IORS（288）命令の実行や END（001）命令の実行、または運転
停止により解除されます。したがって、サイクルをまたがっての移行禁止領域を確保する
ことはできません。複数のサイクル実行タスクで移行を禁止したいときは、各々のサイク
ル実行タスクで DI（693）-EI（694）命令、または IOSP（287）-IORS（288）命令を
使用してください。 
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■ CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D（CPU単独システム用）CPUユニットの場合 
● IOSP（周辺サービス禁止）命令による特定周辺サービスへの移行禁止 

IOSP（287）命令の実行により、周辺サービスへの移行を禁止します。すでに禁止し
ている場合は禁止状態を保持します。 

・ シンボル  
IOSP  

 
● IORS（周辺サービス禁止解除）命令による特定周辺サービスへの移行禁止解除 

IORS（288）命令の実行により、周辺サービスへの移行を禁止します。すでに禁止し
ている場合は禁止状態を保持します。 

・ シンボル  
IORS  

 
■ CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□ CPUユニットの場合 

● DI（割込タスク実行禁止）命令による特定周辺サービスへの移行禁止 
DI（693）命令の実行により、周辺サービスへの移行を禁止し、電断割込タスクを除
くすべての割込タスク（I/O割込、定時割込、外部割込）の実行を禁止します。すでに
禁止している場合は禁止状態を保持します。 

・ シンボル  
（＠）DI（693）  

 
● EI（割込タスク実行禁止解除）命令による特定周辺サービスへの移行禁止解除 

EI（694）命令の実行により、周辺サービスへの移行禁止を解除し、電断割込タスク
を除くすべての割込タスク（I/O割込、定時割込、外部割込） の実行禁止を解除しま
す。禁止していない場合はその状態を保持します。 

・ シンボル  
EI（694） （本命令は実行条件を必要としません）  
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 6－10 バッテリレス運転 
 

CS/CJシリーズでは、バッテリレス運転（バッテリを装着しない、または装着しても
消耗に影響されない運転）が可能です。 
バッテリレス運転の方法は、以下の項目に応じて異なります。 
・CPUユニット 
・I/Oメモリ（CIO等）の保持の要／不要 
・電源 ON時の DM/EMエリアの初期値の要／不要 
・ユーザプログラムからの DM/EMエリアの初期値設定の可否 
 

・ CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットの場合 

以下の場合、通常の運転（フラッシュメモリ機能）によって、バッテリレス運転が可
能です（バッテリなしまたはバッテリ消耗時でも、ユーザプログラムおよびパラメー
タエリアは、フラッシュメモリによって、保持されます）。 
・I/Oメモリを保持しなくてもよく、かつ電源 ON時の DM/EMエリアの初期値は
不要な場合 

・I/Oメモリを保持しなくてもよく、かつ電源 ON時の DM/EMエリアの初期値は
ユーザプログラムによって設定する場合 

なお、メモリカードからの電源 ON時自動転送機能によって、バッテリレス運転する
ことも可能です。 
 

・ CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□ CPUユニットの場合 

以下の場合、メモリカードからの電源 ON時自動転送機能によって、バッテリレス運
転が可能です。 
・I/Oメモリを保持しなくてもよい場合 
 

参 考 バッテリレス運転の方法の違いは、以下のとおりです。 
 

I /Oメモリを保持しなくてもよい 

電源 ON時の DM/EMエリアの初期値が必要 CPUユニット 電源 ON時の
DM/EMエリア
の初期値は不要

ユーザプログラムから
DM/EMエリアの初期値
を設定する 

ユーザプログラムからは
DM/EMエリアの初期値
を設定しない 

I/Oメモリを保持する
ことが必要 

CS1-H/CJ1-H/ 
CJ1M/CS1D 
CPUユニット 

通常の運転（フラッシュメモリ機能）または
メモリカードにより、可能。 

CS1G/H-CPU
□□（-V1）およ
び CJ1G-CPU
□□ CPUユニ
ット 

メモリカードからの電源ON時自動転送を実
行する（SW2＝ON） 

メモリカードからの電源
ON時自動転送を実行す
る（SW2＝ON） 

バッテリレス運転不可
（バッテリが必要で
す） 

 
お願い 

 

バッテリレス運転をする場合（上記いずれの場合でも）、PLCシステム設定の電池異

常の有無検出を「検出しない」に設定してください。 
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お願い 

 

ただし、バッテリを装着しないまたはバッテリが消耗した場合、CPUユニットの機

能に、以下の制限がありますので、ご注意ください（全形式共通）。 
・バッテリを装着しない、またはバッテリが消耗した場合、負荷遮断フラグ（A50015）
の値が不定となりますので、ご注意ください。なお、負荷遮断フラグが ONのとき
は、すべての出力ユニットの出力が OFFとなります。 
電源 ON時にすべての出力ユニットの出力が OFFとならないようにするために、
次の回路をラダープログラムに書き込むなどの対策を行ってください。 

 

運転開始時 1サイクル
ONフラグ
  (A20011)

RSET
A50015

 
・電源 ON時の I/Oメモリ（HR、DM、EMを含む）の値は、正しい値を保持してい
ない可能性があります。 
そのため、バッテリを装着しない場合、PLCシステム設定の「I/Oメモリ保持フラ
グ（A50012）の電源 ON時保持/非保持設定」および「強制セット/リセット保持フ
ラグ（A50013）の電源 ON時保持/非保持設定」を、「電源 ON時保持しない」に
設定してください。 

・時計機能を使用することはできません。 
そのため、特殊補助リレーの「時計データ」（A351～354CH）および電源 ON時
刻（A510～511CH）の値が不定となります。また、CPUユニットがメモリカード
内に作成したファイルの日時が不定となります。 

・電源 ON時に、特殊補助リレーの「通電時間」（A523CH）、「電源断時刻」（A512
～513CH）、「電断発生回数」（A514CH）が、すべて 0となります。 

・電源 ON時に、特殊補助リレーの「異常履歴格納エリア」（A100～199CH）に、
異常履歴情報が残りません。 

・電源 ON時の EMカレントバンクは、バンク No.0となります。 
・電源 ON時に、 EMファイルメモリ（ファイルメモリ化された EMエリア）にファ
イルは残らず、ファイルメモリ機能は使用できません。再度、PLCシステム設定に
て EMファイルメモリ化の設定を行い、かつ EMファイルメモリをフォーマットし
てください。 
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■ 設定方法 

以下に、CPUユニット別の設定フローを示します。 
 

● CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットの場合  

バッテリレス運転 

電源 ON

次回電源 ON時に電
源 OFF前のⅠ/Oメ
モリのデータ値の保
持が必要？

プログラム実行時に
Ⅰ/Oメモリの初期値
が必要？ 

必要なデータは？はい 
CIO/WR/TIM 
CNT/HR/DM/EM

■通常の運転（メモリカード不要） 
PLCシステム設定：「電池異常を検出す
る」 
「I/Oメモリ保持フラグの電源 ON時設
定」保持 
AR50012「I/Oメモリ保持フラグ」：ON

■通常の運転（メモリカード不要） 
PLCシステム設定：「電池異常を検出す
る」 

■通常の運転（メモリカード不要、フラッシ
ュメモリによってユーザプログラムおよび
パラメータエリアを保持） 
PLCシステム設定：「電池異常を検出しな
い」 

Ⅰ/Oメモリの初
期値をプログラ
ムで設定可能？

初期値の対象は高機能
ユニット/INNERボー
ドの割付 DMエリア設
定(D20000～D32767)
のみ？ 

■電源ON時自動転送（メモリカード必要）
転送ファイル：AUTOEXEC.OBJ 
AUTOEXEC.STD 
AUTOEXEC.IOM 
PLCシステム設定：「電池異常を検出しな
い」 

■電源ON時自動転送（メモリカード必要）
転送ファイル：AUTOEXEC.OBJ 
AUTOEXEC.STD 
ATEXECDM.IOM等 
PLCシステム設定：「電池異常を検出しな
い」 

バッテリレス運転は不可 

いいえ CNT/HR/DM/EM

いいえ 

はい

いいえ 

はい 
ユーザプログラム内
で初期値をセット 

D00000を先頭とした
DMエリア、または EM
エリアの場合 

いいえ 

上記以外 

バッテリあり運転 
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● CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□ CPUユニットの場合 
 

電源 ON 

次回電源 ON時に電
源 OFF前のⅠ/Oメ
モリのデータ値の保
持が必要？

必要なデータは？はい 
CIO/WR/TIM 
CNT/HR/DM/EM

■通常の運転（メモリカード不要） 
PLCシステム設定：「電池異常を検出す
る」 
「I/Oメモリ保持フラグの電源 ON時設
定」保持 
AR50012「I/Oメモリ保持フラグ」：ON

■通常の運転（メモリカード不要） 
PLCシステム設定：「電池異常を検出す
る」 

初期値の対象は高機能
ユニット/INNERボー
ドの割付 DMエリア設
定(D20000～D32767)
のみ？ 

■電源ON時自動転送（メモリカード必要）
転送ファイル：AUTOEXEC.OBJ 
AUTOEXEC.STD 
AUTOEXEC.IOM 
PLCシステム設定：「電池異常を検出しな
い」 

■電源ON時自動転送（メモリカード必要）
転送ファイル：AUTOEXEC.OBJ 
AUTOEXEC.STD 
ATEXECDM.IOM等 
PLCシステム設定：「電池異常を検出しな
い」 

バッテリレス運転は不可 

いいえ 
CNT/HR/DM/EM

D00000を先頭とした
DMエリア、または EM
エリアの場合 

いいえ 

上記以外 

バッテリあり運転 

バッテリレス運転 
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 6－11 その他 
 

6－11－1 入力応答時間設定機能 
PLCシステム設定によって、基本 I/Oユニットの入力応答時間を、ラックおよびスロ
ットごとに設定することができます。 
この応答時間を長くすることにより、入力接点のチャタリングや、ノイズによる影響
を受けにくくすることができます。また、逆に、この応答時間を短くすることにより、
短いパルス入力を取り込むことができます（ただし、パルス幅が、サイクルタイムよ
り長い条件です）。  
注：CSシリーズの場合、サイクルタイムより短いパルスを受けたい場合は、パルスキャッチ機
能付きの入力ユニットを使用します。詳細は、「6－1－4 パルスキャッチ機能」を参照して
ください。  

 入力応答時間

I/Oリフレッシュ

基本入力ユニ 

ット 

CPUユニット 

入力応答時間 

I/Oリフレッシュ

基本入力ユニ 

ット 

CPUユニット 

パルス幅が入力応答時間より
短いため、取り込まれません。

 
 

● PLCシステム設定 
CX-Programmerで設定する場合は、「ユニット設定」タブにて設定してください。 
 

  
 

プロコンで設定する場合は、以下となります。  
プロコンアドレス 名称 内容 設定内容 初期値 

＋10のビット0～7 基本 I/Oユニットの
入力応答時間の設定

ラック No.0／スロッ
ト 0の入力応答時間 

00Hex：8ms 
10Hex：0ms 
11Hex：0.5ms 
12Hex：1ms 
13Hex：2ms 
14Hex：4ms 
15Hex：8ms 
16Hex：16ms 
17Hex：32ms 

00Hex 
（8ms） 

 
 

 
 

  

49のビット 8～15  ラック No.7／スロッ
ト 9の入力応答時間 

同上 00Hex
（8ms） 
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6－11－2 入出力リレーの任意割付け機能 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）の I/Oテーブル作成操作時に、増設装置ご
との先頭割付チャネルを設定することができます。これにより、入出力リレーエリア
0000～0999CHに対して、ラックごと、または、スロットごとの割付け位置を設定で
きます。（ただし、I/O接続ケーブルで接続された順がラック No.の順となり、ラック
No.の順で割り付けられます。） 
CX-Programmerの I/Oテーブルから設定してください。 
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第7章 

プログラムの転送と 

試運転／デバッグ 



7－1 プログラムの転送 
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 7－1 プログラムの転送 
 

CPUユニットが「プログラム」モードのとき、周辺ツール（CX-Programmer/プロコ
ン）から、プログラム、PLCシステム設定、I/Oメモリデータ、I/Oコメントを転送
します。 
プログラムの転送操作（CX-Programmerによる） 
1. [PC]－[転送]－[パソコン→PC]を選択します。[転送 オプション]ダイアログが表
示されます。  

2. 転送する項目を、選択します。プログラム、PLCシステム設定、I/Oテーブル、コ
メント等を選択できます。 
 

  
 CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット ユニット

Ver.3.0以降、CS1D CPUユニット ユニット Ver.4.0以降を使用した場合、コメ
ント情報の転送先に「コメントメモリ」を選択することができます。 
コメントメモリを選択した場合、変数テーブル、コメント、プログラムインデック
スファイルも CPUユニットに内蔵化されます  

3. [OK]ボタンをクリックします。 
 

参 考 

 

プログラムの転送操作は、以下の 2つの方法でも実行可能です。 
1) 電源 ON時自動転送機能 
電源 ON時に、メモリカード内の AUTOEXEC.OBJファイルを CPUユニットに読
み出します。（前面ディップスイッチ SW2を ONにしておきます。） 

2) 運転中のプログラム差し替え機能 
CPUユニットが運転中に、プログラムにより特殊補助リレー（プログラム入替え開
始フラグ：A65015）を 0(OFF)→1(ON)に立ち上げることにより、特殊補助リレー
で指定したプログラムファイル（.OBJ）を読み出して差し替えます。 
詳細は、第 5章「ファイルメモリ機能」を参照してください。 

 

参 考 

 

CS1-H CPUユニット、CJ1-H CPUユニット、CJ1M CPUユニット、CS1D（CPU単
独システム用）CPUユニット ユニット Ver.2.0以降では、CX-Programmer Ver.4.0
以降から、タスク単位でのプログラムのダウンロードが可能です。詳細は、CSシリ
ーズセットアップ編または CJシリーズセットアップ編の 1－6－1項「タスク単位で
のプログラムのダウンロード／アップロード」を参照してください。 
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 7－2 試運転／デバッグ 
 

7－2－1 強制セット／リセット 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）により、特定ビット（CIOエリア、内部補
助リレー、保持リレー、タイマフラグ、カウンタフラグ）を強制的に（プログラムや
外部入力とは無関係に）セット（ON）またはリセット（OFF）させる機能です。命
令によってこの状態を書き替えることはできません。この状態は、周辺ツール
（CX-Programmer/プロコン）から強制状態解除の指示をするまで、保持されます。 
試運転時に入力条件や出力条件を強制的に成立させたり、デバッグ時にある条件を成
立させてみたりするときに、使用します。 
モニタまたはプログラムモードで実行可能です。運転モードでは実行できません。  
注： 動作モード変更（モニタ←→プログラム）時に、この強制セットまたはリセットさせたビ
ットの状態を保持したい場合、特殊補助リレーの強制セット／リセット保持フラグ
（A50013）および I/Oメモリ保持フラグ（A50012）を同時に ONにします。 
電源断時に、この強制セットまたはリセットさせたビットの状態を保持したい場合、特殊補
助リレーの強制セット／リセット保持フラグ（A50013）および I/Oメモリ保持フラグ
（A50012）を ONにし、かつ PLCシステム設定で、電源 ON時強制セット／リセットデ
ータ保持フラグ保持に設定します。  

 
プログラ
ムとは無
関係に強
制的に
ON 

強制セット

出力ユニット CPUユニット

入力とは 
無関係 

強制セット

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 
強制セット／リセット対象エリアは、次のとおりです。 

CIO（入出力リレー、データリンクリレー、CPU高機能ユニットリレー、高機能 I/O
リレー、INNERボードリレー、SYSBUSリレー、伝送 I/Oリレー 、内部補助リレ
ー）、内部補助リレー（WR）、タイマフラグ、保持リレー（HR）、カウンタフラ
グ。ただし、INNERボードリレー、SYSBUSリレー、伝送 I/Oリレーは CSシリ
ーズのみ 
 

● 周辺ツールの操作 
・強制セット／リセット対象接点の選択 
・強制状態のセット、または強制状態のリセットを選択 
・強制状態の解除、または一斉解除を選択。 
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7－2－2 微分モニタ 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）により設定した 1接点に対して、CPUユニ
ットが接点の立ち上がり(OFF→ON)、または立ち下がり（ON→OFF）を検出し、結
果を特殊補助リレーの微分モニタ実行完了フラグ（A50809）に反映します（微分モニ
タ条件成立時に、1（ON）とします）。周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）は、
その結果を監視し、画面に表示します。  

 

立ち上がり
をモニタ 

CPUユニット

I/Oメモリ

周辺ツール

接点 A 

接点 A の立ち上が
りを検出 

 
 

● 微分モニタの操作（CX-Programmerによる） 
 

1. 微分モニタを行う接点を右クリックします。 
 

2. [微分モニタ]を選択すると、[微分モニタ]ダイアログが表示されます。 

 
 

3. [立上がり]または[立下がり]をクリックします。 
 

4. [開始]ボタンをクリックします。指定した微分（立上がりまたは立下がり）を検出
すると、ブザーが鳴り、[カウント]が増えていきます。 

 

5. ［停止] ボタンをクリックすると、微分モニタが停止します。 
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7－2－3 オンラインエディット 
CPUユニットがモニタモードまたはプログラムモードのとき、周辺ツール
（CX-Programmer／プロコン）により、直接 CPUユニット内のプログラムの一部を
変更・追加する機能です。プロコンでは 1命令単位、CX-Programmerでは複数回路
単位で変更・追加します。CPUユニットの運転を止めず、かつ小量のプログラム変更
をしたいときに使用します。 
また、異なるタスクに対して複数の CX-Programmer、またはプロコンから同時にオ
ンラインエディットすることも可能です。  

 周辺ツール 

回路を変更 「モニタ」モードで 

運転中 

  
モニタモードのときにオンラインエディットを行うと、CPUユニットのプログラムを
書き換えたときに、CPUユニットのサイクルタイムが 1サイクル～複数サイクルにわ
たって延びます。 
 
さらに、オンラインエディット完了後に実行結果を内蔵フラッシュメモリにバックア
ップするためサイクルタイムが延びます。この間、BKUP LEDが点灯し、
CX-Programmerでは進行状況が表示されます。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、フラッシュメモリ機能はありませ

ん。 
 
1サイクルあたりのサイクルタイム延び時間の目安は、以下のとおりです。  

延び時間(目安) ユニット名 

オンライン 
エディット中 

バックアップ中 

CS1 CPUユニット-V□なし 最大 90ms 
CS1 CPUユニット-V□ 

なし 

CS1-H CPUユニット サイクルタイムの 4％ 
CJ1 CPUユニット なし 
CJ1-H CPUユニット 

CJ1M CPUユニット 

最大 12 ms 

サイクルタイムの 4％ 

 
また、連続してオンラインエディットを行える回数に制限があります。その制限回数
は、オンラインエディットの内容によって異なりますが、形 CJ1M-CPU□□で 40回、
形 CS1G-CPU□□H/CJ1G-CPU□□Hで 160回、形 CS1H-CPU□□H/CJ1H-CPU
□□H/CS1D-CPU□□HA/SA/P/H/Sで 400回を目安としてください。 
オンラインエディット制限回数を超えると、CX-Programmerではメッセージが表示
され、プロコンでは「アドレスオーバー」が表示されます。その場合、CPUユニット
がバックアップ処理を完了するまで、オンラインエディットを行うことができません。
バックアップ処理完了後、再度オンラインエディットを続けることができます。  
注：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□には、この制限はありません。 
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編集するタスクの大きさとの関係は、以下のとおりです。 

・ CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CJ1/CS1D CPUユニット、CS1 CPUユニット-V□ありの場合 

オンラインエディットによるサイクルタイムの延び時間は、編集するタスク（プログ
ラム）の大きさによってほとんど変化はありません。 

・ CS1 CPUユニット-V□なしの場合 

オンラインエディットによるサイクルタイムの延び時間は、編集するタスク（プログ
ラム）の大きさなどによって決まります。したがって、タスクに分割することにより、
このオンラインエディットによるサイクルタイムの延びを、従来の機種に比べ、短く
させることができます。 
 

お願い 

 

「モニタ」モードでオンラインエディットによるプログラム書き換え時にサイクルタ

イムが延び、その結果 PLCシステム設定で設定した「サイクルタイム監視時間」を超

えることがないようにしてください。もし超えた場合、「サイクルタイムオーバー」

エラーとなり、CPUユニットの運転が停止します。再度運転する場合、「プログラム」

モードにした後、再び「運転」または「モニタ」モードに戻してください。 

オンラインエディット実行後は、内蔵フラッシュメモリへのバックアップが完了する

まで（BKUP LEDが消灯するまで）CPUユニットの電源を OFFにしないでください。
 
注：オンラインエディットを実行したタスクにブロックプログラムが含まれている場合、 

WAIT/TIMW/TIMWX/CNTWE/CNTWX/TMHW/TMHWX命令によって待機となってい
る状態、BPPS命令によって一時停止している状態は解除され、次回のブロックプログラム
は先頭から実行されます。 

 
● 周辺ツール（CX-Programmer）によるオンラインエディットの操作 

 

1. 修正する回路を画面に表示 
 

2. 修正する 1つまたは複数の回路を選択します。 
 

3. [プログラム]－[オンラインエディット]－[開始]を選択します。 
 

4. 回路を編集します。 
 

5. [プログラム]－[オンラインエディット]－[変更を転送]を選択します。 
プログラムチェックが行われ、プログラムにエラーがない場合は、変更した回路が
PLCへ転送され、上書きされます。（このときに、CPUユニットのプログラムが
書き替えられ、サイクルタイムが延びます。） 

 

注意�
�サイクルタイムが延びても影響がないことを確認してから、�

オンラインエディットをしてください。�

入力信号を読み取れないことがあります。�
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参 考 

 

・オンラインエディットをしながら特定サイクルでの応答性能を保ちたい場合 
周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）にてオンラインエディットをしながら、
機械制御の応答性能のために特定サイクルでの応答性能を保ちたい場合、あるサイ
クルのみをオンラインエディット禁止にすることにより、周辺ツール
（CX-Programmer/プロコン）からのオンラインエディット要求に対してオンライ
ンエディット処理を待機状態にすることができます。 
具体的には、オンラインエディット禁止中フラグアクセス中パスワード（A52700
～52707ビット）に 5AHexを設定し、かつオンラインエディット禁止中フラグ
（A52709）を ONにすると、オンラインエディット禁止になります。その状態で、
オンラインエディット処理要求があった場合に、オンラインエディットの処理は待
機状態になります（オンラインエディット待機中フラグA20110がONとなります）。
その後、オンラインエディット禁止中フラグ（A52709）を OFFにすると、その時
点でオンラインエディット処理が実行され、オンラインエディット処理中フラグ
（A20111）が ONとなり、オンラインエディット待機中フラグ（A20110）が OFF
となります。オンラインエディット処理が完了すると、オンラインエディット処理
中フラグ（A20111）が OFFとなります。 
また、オンラインエディット処理中でも、オンラインエディット禁止フラグ
（A52709）を ONにすることにより、オンラインエディットを一時的に停止させる
ことができます（そのとき、オンラインエディット待機中フラグ A20110が ONと
なります）。 
なお、オンラインエディット待機中に、他のオンラインエディット指示を受けた場
合は、他のオンラインエディットは記憶されず、エラーとなります。 
オンラインエディットが不用意に実行されないようにしたい場合にも、オンライン
エディット禁止中フラグ（A52709）を ONにし、同時にオンラインエディット禁止
中フラグアクセス用パスワード（A52700～52707）を”5AHex”に設定してください。

 
お願い 

 

プログラムの実行処理により、オンラインエディット禁止状態を解除できないように

なった場合、以下の方法で、解除してください。 
1) CX-Programmerからオンラインエディットを実行した場合 
オンラインエディット待機中のまま操作を続けると、オフライン状態になることが
あります。その場合、再度、PLCとの接続をやり直し、オンラインエディット禁止
中フラグ（A52709）を OFFにしてください。 

2) プロコンからオンラインエディットを実行した場合 
プロコンからオンラインエディットを実行し、オンラインエディット待機状態が解
除されないと、プロコンはロックしたままとなり、操作ができなくなります。 
その場合は、もう一方のシリアルポートに CX-Programmerを接続し、オンライン
エディット禁止中フラグ（A52709）を OFFにすることにより、オンラインエディ
ットが処理され、プロコンの操作が可能となります。 
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● 関連特殊補助リレー  
名称 アドレス 内容 

オンラインエディッ
ト禁止中フラグアク
セス用パスワード 

A52700～
52707 

オンラインエディット禁止中フラグ(A52709)が有効か無効か
を指定します。 
5A：オンラインエディット禁止中フラグ有効 
5A以外:オンラインエディット禁止中フラグ無効 

オンラインエディッ
ト禁止中フラグ 

A52709 オンラインエディットを禁止する場合、本フラグを 1(ON)に
してください。本フラグの有効／無効は、A52700～A52707(オ
ンラインエディット禁止中フラグアクセス用パスワード領域)
の設定によります。 

オンラインエディッ
ト待機中フラグ 

A20110 オンラインエディット処理が待機しているとき、1（ON）と
なります。 

オンラインエディッ
ト処理中フラグ 

A20111 オンラインエディット処理が実行しているとき、1（ON）と
なります。 

 
■ 負荷遮断 

特殊補助リレーの負荷遮断フラグ（A50015）を OUT命令または周辺ツール
（CX-Programmer／プロコン）で 1(ON)にすると、すべての出力ユニットの出力が
OFFとなります（CJ1M CPUユニット（内蔵入出力搭載機種）では、内蔵出力（汎
用出力、パルス出力）に対しても有効です。）。このとき、CPUユニット前面の INH 
LEDが点灯します。 
負荷遮断フラグは、電源 ON→OFF→ON時も保持されます。  

 

すべて OFF 
負荷遮断 

フラグ ON

出力ユニット CPUユニット
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7－2－4 データトレース 
指定した I/Oメモリのデータを次のいずれかのタイミングでサンプリングし、トレー
スメモリに格納しておき、後で周辺ツール（CX-Programmer）で読み出して確認する
機能です。 
・指定サンプリング時間（10～2550ms、10ms単位） 
・1サイクルに 1回 
・トレースメモリサンプリング命令（TRSM命令）実行時 
サンプリング対象に指定できる I/Oメモリのデータの個数は、最大 31接点、6チャネ
ルです。 

 
■ 基本的な動作 

1. CX-Programmerからパラメータを設定して、トレースを開始すると、サンプリン
グが開始されます。 

 

2. その後、トリガ条件が成立すると、（1．以降に）サンプリングされたデータが有
効となり、ディレ－値（注 1）ずらした時点からのデータがトレースメモリに保存
されます。 

 

3. トレースメモリ容量分サンプリングを行うと、トレースを終了します。 
 

注 1： ディレー値：トレース条件が成立したときから、サンプリング回数を何回ずらしたところ
から、トレースメモリに保存するかを指定します。  
設定範囲： サンプリングするチャネル数が 0の場合： -1999～+2000 
  1の場合： -1332～+1333 
  2の場合： -999～+1000 
  3の場合： -799～+800 
  4の場合： -665～+666 
  5の場合： -570～+571 
  6の場合： -499～+500   
正の値の時：ディレー値分だけおくれたデータから保存します。 
負の値の時：ディレー値分だけ前のデータから保存します。  
例：ディレー値－30でサンプリング 10msなら、－30×10＝300ms前のデータから保存
します。 

 

注 2： ユーザプログラム上でトレーススタートフラグ（A50815）を OFF→ONさせないでくだ
さい。周辺ツール（CX-Programmer/プロコン）から OFF→ONさせてください。  

 
トレーススター
トフラグ 

トレーストリガ
フラグ 

トレーストリガ
モニタフラグ 

トレース実行中
ONフラグ 

トレース完了時
ONフラグ 

サンプリング 
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つぎの 3種類のデータトレースを実行可能です。 
 

① 定周期（固定間隔）によるデータトレース 
一定周期ごとのデータをサンプリングします。指定サンプリング時間：10～2550ms、
10ms単位。 
ユーザプログラム中に TRSM命令を使用せず、しかも、サンプリング周期を 0以外に
設定してください。 
 

② 1サイクルごとのデータトレース 
全サイクル実行タスク実行終了後の I/Oリフレッシュデータをサンプリングします。 
ユーザプログラム中に TRSM命令を使用せず、しかも、サンプリング周期を 0以外に
設定してください。 
 

③ トレースメモリサンプリング命令（TRSM命令）によるデータトレース 
トレースメモリサンプリング命令（TRSM命令）をプログラム上で使用すれば、TRSM
命令実行時のみ 1回のサンプリングを行います。プログラム上に複数個の TRSM命令
を使用すれば、各 TRSM命令実行毎にサンプリングを行います。 
トリガ条件成立後、トレースメモリ容量分の TRSM命令を実行すると、トレースを完
了します。 
 

● トレース実行手順 
トレースの実行手順は、次のとおりです。 

 

1. 周辺ツール（CX-Programmer）によるトレースパラメータの設定（[PLC]－[デー
タトレース]または[タイムチャートモニタ]を選択し、データトレースウィンドウを
立ち上げ、[実行]－[設定]にて設定） 

 
・「トレース」を実行するとき 

[トレース対象]タブで、サンプリング対象データのアドレスを設定します。変数
での指定も可能です。 
[設定]タブの、トレース指定で、トリガ条件、ディレー値などを設定します。 
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2. CX-Programmerによるトレース実行開始、またはトレーススタートフラグ
A50815を ON 

このボタンをクリックして、トレー
ス実行を開始します。 

 
 

3. トレーストリガ条件の成立 
トレーストリガ条件が成立したときは、以下の表示となります。 

トリガ条件が成立したことを 
示しています。 

 
 

4. トレース完了 
データトレースウィンドウの概要を以下に示します。 

指定チャネルのサンプリン
グした値が表示されます。 

指定接点のサンプリングし
た値が表示されます。 

トレース対象が表示されます。
表示/非表示の切り替えが可能。 

ツールバーによる、選択対象の上下移

動、縦軸の拡大/縮小などが可能です。 

  
操作方法、設定の詳細は、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」
（SBCA-337）を参照してください。 
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 付－1 CJ、CS、SYSMACα、CQM1H、
CVM1/CVシリーズ比較表 

 
付－1－1 機能比較 

○:あり、×：なし 
CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R 
CPUユニット 

CJ1-H 
CPUユニット

CJ1M 
CPUユニット

CS1-H 
シリーズ 

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

基本性能 容量 最大 I/O点数 2560点 5120点 1184点 6144点 512点 
  最大プログラム

容量 
250Kステップ 
(1ステップは右記シリーズの 1ワードにほぼ相当。詳細は、
セットアップ編 10－5項「命令処理時間／ステップ数一
覧」の参考を参照) 
 

2Kワード 
(-Zタイプは
63.2Kワード) 

62Kワード 15.2Kワード 

  最大データメモ
リ 

32Kワード 32Kワード 6Kワード 24Kワード 6Kワード 

  入出力リレー 160CH(2560点) 320CH(5120
点) 

40CH(640点) 128CH(2048点) 32CH(512点) 

  内部補助 
リレー 

2644CH(42304点)+ 
WR：512CH(8192点) 
=3156CH(50496点) 

408CH(6528点) 168CH(2688点) 
+400CH(6400
点) 

158CH(2528点)

  保持リレー 512CH(8192点) 100CH(1600点) 300CH(4800点) 
最大
1400CH(22400
点) 

100CH(1600点)

  最大拡張データ
メモリ 

32Kワード×13バンク 6Kワード×3バ
ンク 
(-Zタイプは、6K
ワード×16バン
ク) 

32Kワード×8
バンク(オプショ
ン) 

6Kワード 

  タイマ／カウン
タ最大点数 

タイマ／カウンタ各々4096点 タイマ／カウン
タ合計 512点 

タイマ／カウン
タ各々1024点 

タイマ／カウン
タ合計 512点 

 処理
速度 

基本命令処理時
間(LD) 

0.016μs～ 0.02μs～ 0.1μs～ 0.02μs～ 0.104μs～ 0.125μs～ 0.375μs～ 

  応用命令処理時
間(MOV) 

 0.144μs～ 0.18μs～ 0.3μs～ 0.18μs～ 0.417μs～ 4.3μs～ 17.7μs～ 

  システムオーバ
ヘッド時間 

通常モード
時：0.13ms 
並列処理モー
ド時：0.28ms 

通常モード
時：0.3ms 
並列処理モー
ド時：0.3ms

0.5ms 通常モード
時：0.3ms 
並列処理モー
ド時：0.3ms

0.7ms 0.5ms 0.7ms 

  オンラインエデ
ィット(書込)によ
る運転停止時間 

約 8ms 約 11ms 
(CPU4□) 
約 8ms 
(CPU6□) 

約 14ms 約 11ms 
(CPU4□) 
約 8ms 
(CPU6□) 

80ms 
(-Zタイプは
160ms) 

500ms 250ms 

構造 ネジ取り付け × ○ ○ ○ × 
 DINレール取り付け ○ ○ × ○ 
 ベースへの装着 ベースなし ベースあり ベースあり ベースあり ベースなし 
 サイズ(高さ×奥行)mm 90×65 130×123 130×118 250×100 110×107 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R 
CPUユニット 

CJ1-H 
CPUユニット

CJ1M 
CPUユニット

CS1-H 
シリーズ 

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

最大装着
数 

高機能 I/Oユニット＋
グループ 2多点 I/Oユ
ニット装着数 

40台 89台 
(SYSBUSリ
モート I/Oに
も装着時) 

10台または 16
台 

64台 
(ラック 8台×8
点増設) 

16台 

 CPU高機能ユニット装
着数 

16台 なし 16台 なし 

 I/O増設装置接続台数 3ラック 7ラック 3ラック 7ラック 1ラック 
タスク機
能 

 ○ × 

通常モード ○    
周辺サービス優先モー
ド 

○    

I/Oメモリ同
期アクセス
並列処理モ
ード 

○ ○ × ○ × 

CPU実行
処理モー
ド 
(命令と周
辺サービ
スの実行
方式) 

並列処理
モード 

I/Oメモリ非
同期アクセ
ス並列処理
モード 

○ ○ × ○ × 

サイクリックリフレッ
シュ 

○ ○ I/Oリフレ
ッシュ方
式 定時リフレッシュ × × ○ × 
 ゼロクロスリフレッシ

ュ 
× × ○ × 

 都度リフレッシュ ○ × ○ × 
 IORF命令による都度

リフレッシュ 
○ ○ 

 FIORF命令による都度
リフレッシュ 

○ × × 

時計機能 ○ ○ ○ △ 
(メモリカセット
要) 

運転中出力接点 ○ 
(電源ユニット形式による) 

○ 
(電源ユニット形
式による) 

○ × 

電源 ON時の動作モード 
(PLCシステム設定が初期値でかつ
プロコン接続なし時) 

「運転」モード 「運転」モード 「運転」モード 「プログラム」
モード 

電断継続運転 × × ○ × 
電断禁止区間設定機能 ○ × 
バッテリレス運転 フラッシュメモリまたはメモリカードによる メモリカセット

による 
メモリカードに
よる 

メモリカセット
による 

フラッシュメモリへの自動バック
アップ機能 
(ユーザプログラム、パラメータエ
リア) 

○ × 

外部メモリ 媒体 メモリカード 
(フラッシュ ROM) 

メモリカセット 
(EEPROM、 
 EPROM) 

メモリカード 
(RAM、
EEPROM、 
 EPROM) 

メモリカセット
(フラッシュ
ROMEEPROM
、EPROM) 

 容量 メモリカードによる 4K～32Kワード 
(-Zタイプは 4K
～64Kワード) 

32K～512Kワ
ード 
(RAM:64K～
512Kバイト、
EEP-ROM:64K
～128Kバイ
ト、
EP-ROM:512K
～1Mバイト) 

4K～16Kワード

 内容 プログラム、I/Oメモリ、パラメータ プログラム、I/O
メモリ、パラメ
ータ 

プログラム、I/O
メモリ、パラメ
ータ 

プログラム、
READのみ DM
エリア、パラメ
ータエリア 

 読み書き方法 周辺ツール(CX-Programmer/プロコン)、ユーザプログラム
(ファイルメモリ用命令)、上位リンク 

特殊補助リレー
ON 

周辺ツール
(CX-Programm
er/プロコン)、ユ
ーザプログラム
(ファイルメモリ
用命令)、上位リ
ンク、メモリカ
ードライタ 

補助記憶リレー
ON 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R 
CPU 
ユニット 

CJ1-H 
CPU 
ユニット

CJ1M 
CPU 
ユニット

CS1-H 
シリーズ 

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

ファイル形式 BIN BIN 外部メモ
リ 拡張データメモリのファイル

メモリ化 
○ ○ × ○ × 

 プログラム自動転送 ○ ○ 
INNERボード × シリアルコミュ

ニケーションボ
ード 

コミュニケー
ションボード

× コミュニケー
ションボード

内蔵シリアルポート ○ 
(RS-232C×1) 

○ 
(RS-232C×1)

○ 
(RS-232Cまた
は 422×1) 

○ 
(RS-232C×1)

ツールバス ○ ○ 
上位リンク
(SYSWAY) 

○ ○ × 
(ツール I/Fを
介して接続す
れば可) 

○ 

シリアルゲー
トウェイ
（CompoWay/
Fへの変換） 

○ 
(CPUユニット ユニット Ver.3.0以降） 

× 

無手順 × ○ × ○ 

ペリフェラル 
ポート 

NTリンク ○ × 
ツールバス ○ × 
上位リンク
(SYSWAY) 

○ ○ 

シリアルゲー
トウェイ
（CompoWay/
Fへの変換） 

○ 
(CPUユニット ユニット Ver.3.0以降) 

× 

無手順 ○ ○ × ○ 

CPUユニット
内蔵 RS-232C 

NTリンク ○(1：N) ○ × ○(1：1) 
 シリアル PLC

リンク 
× × ○ × × 

ツールバス × × 
上位リンク
(SYSWAY) 

× ○ 
(WG/MPLCR
コマンドはサポ
ートしません)

○ 
(CRコマンド
はサポートし
ません) 

○ 
(WG/MPコマ
ンドはサポー
トしません) 

○ 
(CRコマンド
はサポートし
ません) 

シリアルゲー
トウェイ
（CompoWay/
F、
Modbus-RTU
、
Modbus-ASCII
、上位リンク
FINSへの変
換） 

× ○ 
(シリアルコミ
ュニケーション
ボード ユニッ
ト Ver.1.2以降)

× 

無手順 × ○ 
(シリアルコミ
ュニケーション
ボード ユニッ
ト Ver.1.2以降)

○ × ○ 

NTリンク × ○ ○ × ○(1：1、1：N)
プロトコルマ
クロ 

× ○ ○ × ○ 

シリアル
通信機能 

コミュニケー
ションボード
上RS-232Cま
たは
RS-422/485 

Compoway/F
親局機能 

× ○ 
(プロトコルマ
クロ、またはシ
リアルゲートウ
ェイ機能によ
る) 

○ 
(プロトコルマ
クロによる) 

× ○ 
(プロトコルマ
クロによる) 

割込 I/O割込 ○(＊1) 
(割込ユニット最大 2台：32点、CJ1M 
CPUユニット(内蔵入出力搭載機種)の
み内蔵 4点もあり) 

○ 
(割込ユニット
最大 4台または
2台：32点) 

○ 
(割込ユニット
最大 2台：16
点) 

○ 
(割込ユニット
最大 4台：32
点) 

○ 
(CPUユニット
内蔵 4点) 

 定時割込 ○ ○ 
 ワンショットタイマ割込 × × × ○ 
 入力割込(カウンタモード) × × ○ × × × ○ 
 高速カウンタ割込 × × ○ × × × ○ 
 外部割込 ○(＊1) ○ × 
 コミュニケーションボードか

ら 
× ○ ○ × × 

 電源 ON割込 × × ○ × 



付－1 CJ、CS、SYSMACα、CQM1H、CVM1/CVシリーズ比較表 
付－1－1 機能比較 

付-5 

付 

付
録 

 
CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R 
CPU 
ユニット 

CJ1-H 
CPU 
ユニット

CJ1M 
CPU 
ユニット

CS1-H 
シリーズ 

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

割込 電断割込  ○ × ○ × 
 I/O(入力)割込の割込応答時間 割込入力ユニット：0.17ms 

内蔵割込入力 
(CJ1 CPUユニットのみ)：0.12ms

C200Hの高機
能 I/Oユニッ
ト使用時：1ms
CSシリーズの
I/O使用時：
0.1ms 

1ms － 約 0.1ms 

PLCシステム設定のエリア ユーザ用アドレスなし(周辺ツール
(CX-Programmer/プロコン)で設定可) 

DMエリアに固
定割付(DM6600
～6655、
DM6550～
6559)ゆえ、プロ
コンでの設定可 

ユーザ用アドレ
スなし(周辺ツー
ル
(CX-Programm
er/プロコン)で
設定可、プロコ
ンでも一部設定
可) 

DMエリアに固
定 
割付(DM6600～
6655)ゆえ、プロ
コンでの設定可

初期
設定 

I／O関連 基本 I/Oユニット時入力
応答時間設定 

PLCシステム設定による × × PLCシステム設
定による 

  ラック先頭アドレス設定 周辺ツール(CX-Programmer/プロコン)から I/Oテ
ーブルとして設定(ただし、ラック No.順は接続順固
定) 

× PLCシステム設
定による(ただ
し、ラック No.
順は自由設定可) 

× 

  SYSBUS伝送 I/Oの親局
毎の先頭アドレス 

× × PLCシステム設
定による 

× 

  I/O照合異常時運転開始設
定 

× × PLCシステム設
定による 

× 

 メモリ関
連 

ユーザメモリ(UM)書込可
／不可切替 

ディップスイッチによる ディップスイッ
チによる 

キースイッチに
よる 

ディップスイッ
チによる 

  保持リレー(HR)エリアの
変更 

× × PLCシステム設
定による 

× 

  運転停止時(電源断除く)に
保持する I/Oエリア設定 

× × PLCシステム設
定による 

× 

  電源ON時 I/Oメモリ保持
フラグ保持 

PLCシステム設定による PLCシステム設定による 

  電源 ON時強制セット／
リセット保持フラグ保持 

PLCシステム設定による PLCシステム設定による 

  DIPスイッチ状態モニタ ○ ○ × ○ 
 命令関連 間接 DMデータを BCD／

BIN設定 
直接入力可能 × PLCシステム設

定による 
× 

  JMP0命令複数使用 常に複数使用可 × PLCシステム設
定による 

× 

  命令エラー発生時動作(運
転／停止)設定 

PLCシステム設定による × 

  バックグラウンド処理設
定 

○ × 

 ファイル
メモリ関
連 

電源 ON時自動転送設定 ディップスイッチによる(メモリカードからの自動
読み出し) 

ディップスイッ
チによる(メモリ
カセットからの
自動読み出し) 

PLCシステム設
定またはディッ
プスイッチによ
る(メモリカード
からの自動読み
出し) 

ディップスイッ
チによる(メモリ
カセットからの
自動読み出し) 

  EMファイルメモリ機能 PLCシステム設定による × 
 割込関連 割込応答設定 × PLCシステム設

定による 
(C200H／高速
応答) 

× × 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R 
CPU 
ユニット 

CJ1-H 
CPU 
ユニット

CJ1M 
CPU 
ユニット

CS1-H 
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

初期
設定 

割込関連 割込タスク(プログ
ラム)異常検知 

PLCシステム設定による PLCシステム設
定による 

× × 

  I/O割込プログラム
実行中に他の I/O
割込を待たせるか 

× × PLCシステム設
定による 

× 

  電断割込有無設定 PLCシステム設定による × PLCシステム設
定による 

× 

  定時割込単位時間 PLCシステ
ム設定によ
る(10ms、
1.0ms、
0.1ms) 

PLCシステ
ム設定によ
る(10ms、
1.0ms） 

PLCシステ
ム設定によ
る(10ms、
1.0ms、
0.1ms) 

PLCシステ
ム設定によ
る(10ms、
1.0ms） 

PLCシステム設
定による
(10ms、1.0ms、
0.1ms) 

PLCシステム設
定による
(10ms、1ms、
0.5ms) 

× 

 電源関連 電断継続フラグ保
持 

× × PLCシステム設
定による 

× 

  電源 ON時動作モ
ード設定 

PLCシステム設定による PLCシステム設定による 

  電源 ON時の運転
開始条件 

○ × 

  電源 ON時トレー
ス 

× × PLCシステム設
定による 

× 

  電池異常検知 PLCシステム設定による PLCシステム設定による 
  瞬停定義時間設定 × × PLCシステム設

定による 
× 

  電断検知延長時間
設定 

PLCシステム設定による PLCシステム設
定による 
(電断検知後の運
転継続時間) 

× × 

  瞬停を運転継続異
常とするか 

× × PLCシステム設
定による 

× 

 サイクル 
関連 

I/Oリフレッシュ方
式設定 

× PLCシステム設
定による(高機能
I/Oユニットの
み) 

PLCシステム設
定による 

× 

  サイクルタイム一
定化設定 

PLCシステム設定による(1～32,000ms) PLCシステム設
定による(1～
9,999ms) 

PLCシステム設
定による(１～
32,000ms) 

PLCシステム設
定による(1～
9,999ms) 

  サイクルタイム監
視時間 

PLCシステム設定による(10～40,000ms) 
(初期値：1,000ms固定) 

PLCシステム設
定による(0～99)
単位：1s，10ms，
100ms 
(初期値120ms固
定) 

PLCシステム設
定に 
よる(10～
40,000ms) 
(初期値：1,000ms
固定) 

PLCシステム設
定による(0～99)
単位：1s，10ms，
100ms 
(初期値 120ms固
定) 

  サイクルタイムオ
ーバー検知／不検
知設定 

× PLCシステム設
定による 

× PLCシステム設
定による 

  命令実行と周辺サ
ービスを非同期と
するかの設定 

× × PLCシステム設
定による 

× 

 並列処理モード ○ ○ × ○ × 
 

CPU実行
処理モー
ド 

周辺サービス優先
モード 

○ × 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M 
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

シリアル
通信関連 

内蔵 RS-232Cポート通信条
件 

ディップスイッチにより自動認識／PLCシス
テム設定切替 

ディップスイッチによりデフォルト値／PLCシステ
ム設定切替 

 ペリフェラルポート通信条
件 

PLCシステム設定による PLCシステム設
定 

ディップスイッ
チによる 

PLCシステム設
定 

 コミュニケーションボード
ポート通信条件 

× PLCシステム設
定 

× PLCシステム設
定 

サービス時間設定 PLCシステム設定による 
(周辺サービス時間一律設定) 

PLCシステム設
定による 
(CPUユニット
内蔵 RS-232C、
コミュニケーシ
ョンボード、ペ
リフェラルポー
ト) 

× PLCシステム設
定による 
(CPUユニット
内蔵 RS-232C、
コミュニケーシ
ョンボード、ペ
リフェラルポー
ト) 

CPU高機能サービス間隔計
測 

× × PLCシステム設
定による 

× 

高機能 I/Oユニットサイク
リックリフレッシュ禁止設
定 

PLCシステム設定による PLCシステム設
定による 

× × 

他の周辺
サービス
関連 

CPUバスリンク使用 × × PLCシステム設
定による 

× 

初期設定 

プロコン
関連 

プロコンメッセージ和英切
替 

プロコンキー操作による ディップスイッ
チによる 

× ディップスイッ
チによる 

 異常関連 異常履歴情報エリア ×(固定) × 
(固定：DM6001
～6030) 

PLCシステム設
定による 

× 
(固定：DM6569
～6599) 

  FAL異常の異常履歴への登
録 

○ × 

 運転関連 CPU待機中設定 × × PLCシステム設
定による 

× 

特殊補助 
リレー 
 

コンディ
ションフ
ラグ 

ER、CY、＞、＜、＝、常時
ON、常時 OFFフラグなど 

コンディションフラグとして、ERなどのラベ
ルにて指定 

○ 

  クロックパルス クロックパルスとして、0.1sなどのラベルに
て指定 

○ 

 サービス
関連 

CPU高機能ユニットサービ
ス停止フラグ 

× × ○ × 

  接続ツールコード × × ○ × 
  周辺処理系サイクルタイム × × ○ × 
  CPU高機能サービス間隔 × × ○ × 
  PLC本体接続ツール有無 × × ○ × 
  上位リンク／NTリンクサ

ービス停止フラグ 
× × ○ × 

  ツールサービス停止フラグ × × ○ × 
  定時リフレッシュ停止フラ

グ 
× × ○ × 

  INNERボード汎用モニタ
エリア 

× ○ ○ × ○ 

  サイクルタイムオーバー ○ ○ 
 タスク 

関連 
タスク初回起動フラグ ○ × 

(通常の 1サイクル ONはあり) 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R 
CPU 
ユニット 

CJ1-H
CPU
ユニット

CJ1M
CPU
ユニット

CS1-H 
シリーズ 

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

特殊
補助 
リレ
ー 

デバッグ関
連 

オンラインエディット禁
止中 
フラグ 

○ ○(AR) × × 

  オンラインエディット待
機中 
フラグ 

○ ○(AR) × × 

  負荷遮断フラグ ○ ○ 
  強制セット／リセット保

持フラグ 
○ ○ 

 ファイルメ
モリ関連 

ファイル処理命令実行中
フラグ 

○ × ○ × 

  EMファイル化エリアフ
ォーマット異常フラグ 

○ ○ × ○ × 

  EMファイルフォーマッ
ト開始バンク No. 

○ ○ × ○ × 

 メモリ関連 DIPスイッチ状態フラグ ○ 
(SW6) 

○ 
(AR、SW6のみ)

× ○ 
(AR、SW6のみ)

  IOM保持フラグ ○ ○ 
 割込関連 割込サブルーチン、アクシ

ョン最大処理時間 
○ ○ × × 

  割込タスク異常フラグ ○ ○ × × 
 故障関連 異常履歴格納エリア／ポ

インタ 
○ × ○ × 

  故障コード ○ ○ 
 初期設定関

連 
PLCシステム設定初期化 × ○ × ○ 

 通信関連 PCリンク多階層#0,1設定
フラグ 

○ 
(PCリンク用特殊補助リレー) 

○(AR) × × 

 電源関連 瞬停異常フラグ × × ○ × 
  瞬停時間 × × ○ × 
  電源 ON時刻 ○ × ○ × 
  瞬停発生時刻(電源断含む) ○ × ○ × 
  瞬停発生回数 ○ 

(電断発生回数) 
○ 

(電断発生回数)
○ ○ 

(電断発生回数)
  通電時間 ○ × 
割付方法 方式 フリーチャネル方式：1ユニ

ット＝1CHではなく占有点
数に応じて詰めて割付、接続
順に詰めて割付 

フリーチャネ
ル方式：1ユニ
ット＝1CHで
はなく占有点
数に応じて詰
めて割付、空き
スロットがあ
ると、詰めて割
付 

固定チャネル方
式：装着位置によ
って、1ユニット
＝1CHが自動的
に割り付けられる

フリーチャネル方
式：1ユニット＝
1CHではなく占
有点数に応じて詰
めて割付、空きス
ロットがあると、
詰めて割付 

フリーチャネル方
式：1ユニット＝
1CHではなく占
有点数に応じて詰
めて割付、接続順
に詰めて割付 

  グループ 2多点 I/Oユニッ
トの割付 

なし 基本 I/Oと同
じ 

内部補助リレー
に、グループ 2用
エリアあり。(前面
スイッチにより位
置決定) 

なし なし 

  チャネル確保の方法 周辺ツール(CX-Programmer)による I/Oテ
ーブル変更操作 

空きスロット有り
で I/Oテーブル作
成。または周辺ツ
ール
(CX-Programmer
)による I/Oテー
ブル変更操作 

ダミー入出力ユニ
ットまたは周辺ツ
ール
(CX-Programmer
)による I/Oテー
ブル変更操作 

電源 ON時自動
I/O割付 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R 
CPU 
ユニット 

CJ1-H 
CPU 
ユニット

CJ1M 
CPU 
ユニット

CS1-H 
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

割付
方法 

高機能 I/O
ユニットの
割付 

CIOエリア 高機能 I/Oユニットリレーエリアに、号機 No.によ
り割付：1台当たり 10CH×計 96ユニット 

高機能 I/Oユニット
リレーエリア(内部
補助リレーの中)
に、号機 No.により
割付：1台当たり
10CH×計最大16ユ
ニット 

基本 I/Oユニットと
同様に、入出力リレ
ーエリアを 2または
4CH(ユニットによ
って異なる)割付 

基本 I/Oユニットと
同様に、入力リレー
エリアと出力リレー
エリアのそれぞれに
1CH、2CH、または
4CH(ユニットによ
って異なる)割付 

  DMエリア DM20000～29599 
に号機 No.により割付：１台当たり 100CH×96号
機 

DM1000～1999、
DM2000～2599 
に、号機(ユニッ
ト)No.により割付：1
台当たり 100CH×
計 10または 16号機

なし なし 

 CPU高機能
ユニットの
割付 

CIOエリア CPU高機能ユニットリレーエリアに、ユニット番
号により割付：1台当たり25CH×計 16ユニット分)

なし CPU高機能ユニッ
トエリアに、ユニッ
ト番号により割付：
1台当たり 25CH×
計 16ユニット分) 

なし 

  DMエリア D30000～D31599に、ユニット番号により割付：1
台当たり 100CH×計 16ユニット分 

なし D02000～D03599
に、ユニット番号に
より割付：1台当た
り 100CH×計 16ユ
ニット分 

なし 

I/Oメ
モリ 
 

CIOエリア ○ ○ 

 WRリレー(内部補助専用
リレー) 

○ × 

 一時記憶リレー ○ ○ 
 特殊補助リレー ○ ○ 
 補助記憶リレー × ○ × ○ 
 リンクリレー ○ 

(データリンクリレー) 
○ × ○ 

 高機能 I/Oユニット用リ
レーエリア 

○ ○(CIOエリア) × × 

 内蔵入出力リレー × × ○ 
（内蔵入出
力搭載機種
のみ) 

× × 

 シリアル PLCリンク 
リレー 

× × ○ × × 

 データメモリ(DM)エリア ○ ○ 
 拡張データメモリ(EM)エ

リア 
○ 

(バンク No.を含めたアドレス指定可 
CJ1M CPUユニットにはエリアなし) 

○ 
(-Zタイプはアドレ
ス指定可能。ただ
し、バンク指定は不
可) 

○ 
(バンク No.を含め
たアドレス指定不
可。バンク切り替え
必要)(拡張データメ
モリユニットが必
要。) 

○ 
(バンクなし) 

 タイマ／カウンタ ○ ○ 
 インデックスレジスタ ○ × ○ × 
 データレジスタ ○ × ○ × 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R 
CPU 
ユニット 

CJ1-H 
CPU 
ユニット

CJ1M 
CPU 
ユニット

CS1-H 
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

CIOエリア ○ ○ 
WRエリア ○ なし 
保持リレー ○ ○ なし ○ 
特殊補助リレー × × 
補助記憶リレー なし ○ なし ○ 
リンクリレー なし ○ なし ○ 
タイマ／カウンタ ○(フラグ) ○(フラグ) 
データメモリ × × 

I/O 
メモ
リ 
 

強制 
セット・
リセット
可能 
エリア 

拡張データメモリ × × 
入力微分型(立ち上がり時に 1回
実行) 

○(＠指定) ○(@指定) ○(↑指定) ○(@指定) 

入力微分型(立ち下がり時に 1回
実行) 

○(％指定) × 
(DIFD命令との組
み合わせで代替) 

○(↓指定) × 
(DIFD命令との組
み合わせで代替) 

都度リフレッシュ ○(！指定) × 
(IORF命令との組
み合わせで代替) 

○(！指定) × 
(IORF命令との組
み合わせで代替) 

BCDモード ○(0～9999指定可) 
シンボル＊使用 

○(0～9999指定可) 

命令
関連
共通 

DM／EMからの
間接指定 

BINモード ○ 
(0～32767指定可)シンボル＠使用 

0000～7FFFHex 
(0000～31767)、8000～FFFFHex 

(つぎのバンクの 0000～32767) 

× △ 
(I/Oメモリ実効ア
ドレスによる間接
指定) 

× 

ラック先頭 CH設定 あり（ユニット Ver.表記なしから） × 割付
方法 スロット先頭 CH設定 ユニット Ver.表記なし：× 

または○ ＊1 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

I/Oテーブル作成未状態での、ネットワ
ーク経由オンライン接続機能 

・電源 ON時自動 I/O割付時： 
ユニット Ver.表記なし／ユニッ
ト Ver.2.0以降いずれも：○ 

・ユーザ操作時： 
ユニット Ver.表記なし：×、 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

ユニット
Ver.表記な
し：× 
ユニット
Ver.2.0以
降：○ 

× × ○ 
(ただし Controller 
Linkのみ) 

サポートツールによるリモートプログラミング/
モニタリング、および FINSメッセージ通信が
階層を越えて可能です。異種ネットワーク間で
も通信が可能です。 

ネットワーク階層越え 

Ver表記なし 
Ver.2.0以降 

：3階層越え 
：Controller Link、
イーサネット 

：DeviceNet、
SYAMAC LINK

 
：8階層越え
 ＊2 
：3階層越え

×（不可） 最大 3階層まで ×（不可） 

NSシリーズ PT経由で PLCへオンラ
イン接続可能 

ユニット Ver.表記なし：× 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

ネットワーク経由での、CPUユニット
に対する FINS書込プロテクト機能 

ユニット Ver.表記なし：× 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

タスク単位でのプログラムのダウンロ
ード 

ユニット Ver.表記なし：× 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

ユーザプログラム全体に対す
る、パスワードによる読出プ
ロテクト 

ユニット Ver.表記なし：× 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

複数タスク群に対する、パス
ワードによる読出プロテクト

ユニット Ver.表記なし：× 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

ファイルメモリ用プログラム
ファイルの作成禁止/許可設定

ユニット Ver.表記なし：× 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

パスワ
ードに
よる読
出プロ
テクト
機能 

プログラムの上書き禁止/許可
設定 

ユニット Ver.表記なし：× 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

パラメータファイル（.STD）なしでの
電源 ON時自動転送 

ユニット Ver.表記なし：× 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

＊1： 2002年 6月 1日製造（Lot No.020601＊＊＊＊）以降では、スロット No.－アドレス対応を、最大 8グループ
まで可能。 

＊2： 8階層越えのネットワークを構築する場合は、CX-Integratorもしくは CX-Programmer Ver.4.0以降の CX-Net
で、ルーチングテーブルを設定することが必要です。 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M 
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

命令 ロード／アンド
／オア 

LD／AND／
OR 

○ ○ 

 アンド・ロード／
オア／ロード

AND LD／OR 
LD 

○ ○ 

 ノット NOT ○ × ○ × 

 パワーフロー立
上り微分 

UP ○ × ○(＊1) × 

 パワーフロー立
下り微分 

DOWN ○ × ○(＊1) × 

 

シーケン
ス入力命
令 

ビットテスト TST／TSTN ○ 
(ビット位置を BINで指定(0000～
000FHex)) 

○ 
(ビット位置を
BCDで指定) 

(＊2) 

○ 
(ビット位置を
BCDで指定) 

(＊1) 

× 

 出力 OUT ○ ○ 
 一時記憶リレー TR ○ ○ 
 キープ KEEP ○ ○ 
 立ち上がり微分

型／立ち下がり
微分型命令 

DIFU／DIFD ○ 
(LD↑、AND↑、OR↑) 
／(LD↓、AND↓、OR↓) 

○ 
(DIFU／DIFD) 

○ 
(LD↑、AND
↑、OR↑)／(LD
↓、AND↓、OR
↓) 

○ 
(DIFU／DIFD)

 セット／リセッ
ト 

SET／RSET ○ ○ 

 多ビットセット
／リセット 

SETA／RSTA ○ 
(開始ビット位置とビット数を BINで指定)

× ○ 
(開始ビット位置
とビット数を
BCDで指定) 

(＊1) 

× 

 1ビットセット
／リセット 

SET/RSTB ○ × 

 

シーケン
ス出力命
令 

1ビットアウト OUTB ○ × 
 エンド／無機能 END／NOP ○ ○ 
 インターロック

／インターロッ
ククリア 

IL／ILC ○ ○ 

 マルチインター
ロック 

MILH／MILR
／MILC 

ユニット Ver.表記なし：× 
ユニット Ver.2.0以降：○ 

× 

 

シーケン
ス制御命
令 

ジャンプ／ジャ
ンプエンド 

JMP／JME ○ 
(ジャンプ番号：0～1023) 

○ 
(ジャンプ番号
BCD指定：0～
99) 

○ 
(ジャンプ番号
BCD指定：0～
999) 

○ 
(ジャンプ番号
BCD指定：0～
99) 

  条件ジャンプ／
条件否定ジャン
プ 

CJPLCJPN ○ 
(ジャンプ番号：0～1023) 

× ○ 
(ジャンプ番号
BCD指定：0～
999) 

(＊1) 

× 

  複数ジャンプ／
複数ジャンプエ
ンド 

JMP0／JME0 ○ × × 
(機能としては、
PLCシステム設
定の JMP0複数
使用ありとし
て、JMP番号 0
で可) 

× 

  FOR/NEXT命令 FOR/NEXT ○ × 
  ループブレイク BREAK ○ × 

＊1：CVM1(V2)のみサポート 
＊2：CPU□□-Zタイプのみサポート 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

TIM(BCD) ○ ○ 命令 タイマ／カ
ウンタ命令 

100msタイマ 
TIMX(BIN) ○(＊4) × 
TIMH(BCD) ○ ○   10msタイマ 
TIMHX(BIN) ○(＊4) × 
TMHH(BCD) ○ ×   1msタイマ 
TMHHX(BIN) ○(＊4) × 
TIMU(BCD) ○ × ×   0.1msタイマ 
TIMUX(BIN) ○ × × 
TMUH(BCD) ○ × ×   0.01msタイマ 
TMUHX(BIN) ○ × × 
TTIM(BCD) ○ ○   積算タイマ 
TTIMX(BIN) ○(＊4) × 
TIML(BCD) ○ × ○ ×   長時間タイマ 
TIMLX(BIN) ○(＊4) × 
MTIM(BCD) ○ × ○ ×   マルチ出力タイ

マ MTIMX(BIN) ○(＊4) × 
CNT(BCD) ○ ○   カウンタ 
CNTX(BIN) ○(＊4) × 
CNTR(BCD) ○ ○   可逆カウンタ 
CNTRX(BIN) ○(＊4) × 
CNR(BCD) ○ 

(タイマ／カウンタのリセットのみ可) 
× ○ 

(CIOエリアの
指定範囲のゼロ
クリアも可) 

×   タイマ／カウン
タリセット 

CNRX(BIN) ○(＊4) × 

 シンボル比較 ＝、＜など ○ 
(LD型,OR型,AND型すべてサポート) 

○ 
(AND型のみサ
ポート)(＊2) 

○ 
(AND型のみサ
ポート)(＊1) 

× 

 

データ比較
命令 

データ比較 ＝DT、＜DTなど ○(＊5) × 
  符号なし比較 CMPLCMPL ○ ○ ○(＊3) ○ 
  符号付 BIN比較 CPS／CPSL ○ ○ ○(＊1) ○ 
  テーブル間比較 BCMP ○ ○ 
  拡張テーブル間

比較 
BCMP2 ○(＊5) × 

  テーブル一致 TCMP ○ ○ 
  多チャネル比較 MCMP ○ ○ 
  一致検査 EQU × × ○ × 
  領域比較 ZCP／ZCPL ○ ○ × × 

(比較命令で同
等機能可)  

＊1：CVM1(V2)のみサポート 
＊2：CPU□□-Zタイプのみサポート 
＊3：CVM1(V2)以外では、次段接続型命令としてサポート 
＊4：CS1G/H-CPU□□（-V1）および CJ1G-CPU□□を除く 
＊5：ユニット Ver.2.0以降より対応 
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付－1－2 命令比較 
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付 

付
録 

 
CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

命令 データ転送命
令 
 

転送 MOV ○ ○ 

  倍長転送 MOVL ○ × ○ × 
  否定転送 MVN ○ ○ 
  否定倍長転送 MVNL ○ × ○ × 
  データ交換 XCHG ○ ○ 
  データ倍長交換 XCGL ○ × ○ × 
  高速転送 MOVQ × 

MOV命令で代替可 
× ○ × 

  ブロック転送 XFER ○ 
(転送チャネル数を BIN指定：0～
65535CH) 

   XFERC ○(＊2) 
(転送チャネル数を BCD指定：0～
9999CH) 

○ 
(転送チャネル
数を BCD指
定：～6144CH) 

○ 
(転送チャネル
数を BCD指
定：0～
9999CH) 

○ 
(転送チャネル
数を BCD指
定：0～
9999CH) 

  ブロック設定 BSET ○ ○ 
  ビット転送 MOVB ○ 

(転送元ビット位置、転送先ビット位置を
BINで指定) 

   MOVBC ○(＊2) 
(転送元ビット位置、転送先ビット位置を
BCDで指定) 

○ 
(転送元ビット位置、転送先ビット位置を BCDで
指定) 

  多ビット転送 XFRB ○ ○ ○(＊1) ○ 
  ディジット転送 MOVD ○ ○ 
  データ分配 DIST ○ 

(オフセットを BIN指定：0～65535CH)
   DISTC ○(＊2) 

(オフセットを BCD指定：0～8999CH) 

○ 
(オフセットを
BCD指定：0～
8999CH) 

○ 
(オフセットを
BCD指定：0～
9999CH) 

○ 
(オフセットを
BCD指定：0～
9999CH) 

  データ抽出 COLL ○ 
(オフセットを BIN指定：0～65535CH)

   COLLC ○(＊2) 
(オフセットを BCD指定：0～9999CH) 

○ 
(オフセットを
BCD指定：0～
7999CH) 

○ 
(オフセットを
BCD指定：0～
9999CH) 

○ 
(オフセットを
BCD指定：0～
9999CH) 

  バンク間ブロッ
ク転送 

BXFR × 
XFER命令で代替可 

× ○(＊1) × 

  EM定数指定ブ
ロック 
転送 

XFR2 × ○ × × 

  EM定数指定バ
ンク間 
転送 

BXF2 × ○ × × 

  インデックスレ
ジスタ設定 

MOVR ○ 
(間接 DM／EMに対するアドレス指定な
し) 

× ○ 
(間接 DM／EM
に対するアドレ
ス指定あり) 

× 

  インデックスレ
ジスタ設定(タ
イマ／カウンタ
の現在値の I/O
メモリ実効アド
レス指定) 

MOVRW ○ × × 
(上記インデッ
クスレジスタ設
定では、タイマ
／カウンタの接
点のみ可) 

× 

 
＊1：CVM1(V2)のみサポート 
＊2：ユニット Ver.3.0以降より対応 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

命令 データシフ
ト命令 

シフトレジスタ SFT ○ ○ 

  左右シフトレジ
スタ 

SFTR ○ ○ 

  非同期シフトレ
ジスタ 

ASFT ○ ○ 

  ワードシフト WSFT ○ 
(CV相当：3オペランド) 

○ 

  1ビット左／右
シフト 

ASL／ASR ○ ○ 

  1ビット左／右
回転 

ROL／ROR ○ ○ 

  1桁左／右シフ
ト 

SLD／SRD ○ ○ 

  Ｎビットデータ
左／右シフト 

NSFR／NSFL ○ 
(シフト開始ビットとシフトデータを BIN
指定) 

× ○ 
(シフト開始ビ
ットとシフトデ
ータを BCD指
定) 

(＊1) 

× 

  Ｎビット左／右
シフト、倍長左／
右シフト 

NASL／
NASR、NSLL／
NSRL 

○ 
(シフトビット数を BIN指定) 

× ○ 
(シフトビット
数を BCD指定) 

(＊1) 

× 

  1ビット倍長左
／ 
右シフト 

ASLL／ASRL ○ × ○ × 

  CY付き 1ビット
倍長左／右回転 

ROLL／RORL ○ × ○ × 

  CYなし 1ビット
左／右回転、倍長
左／右回転 

RLNC／
RRNC、RLNL／
RRNL 

○ × ○(＊1) × 

 インクリメ
ント／デク
リメント命
令 

BCDインクリメ
ント／デクリメ
ント 

++B／--B ○ ○ 
(INC／DEC) 

  BCD倍長インク
リメント／デク
リメント 

++BL／--BL ○ × ○ 
(INCL／
DECL) 

× 

  BINインクリメ
ント／デクリメ
ント 

++／-- ○ 
(桁上がり、桁下がりが生じたとき、CYを
ONする) 

× ○ 
(INCB／
DECB) 

× 

  BIN倍長インク
リメント／デク
リメント 

++L／--L ○ 
(桁上がり、桁下がりが生じたとき、CYを
ONする) 

× ○ 
(INBL／
DCBL) 

× 

 四則演算命
令 

  ○ ○ 

 
＊1：CVM1(V2)のみサポート 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

命令 データ変
換 

BCD→BIN変換／
BCD→BIN倍長変
換 

BIN／BINL ○ ○ 

  BIN→BCD変換／ 
BIN→BCD倍長変
換 

BCD／BCDL ○ ○ 

  2の補数変換／２の
補数倍長変換 

NEG／NEGL ○ 
(CV相当：変換元が 8000Hexのとき、UF
は ONしない) 

○ 

  符号拡張 SIGN ○ × ○ × 
  4→16／8→256 

デコーダ 
MLPX ○ ○ 

 16→4／256→8エ
ンコーダ 

DMPX ○ 
(CVM1-V2相当：エンコード対象ビットに
ONしている最下位ビットも指定可) 

○ 
(エンコード対
象ビット：ON
している最上位
ビットのみ) 

○ 
(CVM1-V2：エ
ンコード対象ビ
ットにONして
いる最下位ビッ
トも指定可) 

○ 
(エンコード対
象ビット：ON
している最上位
ビットのみ) 

 HEX→ASCII 変換 ASC ○ ○ 
 ASCII→HEX変換 HEX ○ ○ ○(＊1) ○ 
 ビット列←→ビッ

ト行変換 
LINE／COLM ○ 

(ビット位置：BIN指定) 
○ 

(ビット位置：BCD指定) 
 符号付き BCD→

BIN変換／符号付
き BCD→BIN倍長
変換 

BINS／BISL ○ × ○(＊1) × 

 符号付き BIN→
BCD変換／符号付
き BIN→BCD倍長
変換 

BCDS／BDSL ○ × ○(＊1) × 

 

 

グレイコード変換 GRY ○ × 
  数値→ASCII変換 STR4／STR8／

STR16 
○(＊2) ○ 

  ASCII→数値変換 NUM4／NUM8
／NUM16 

○(＊2) ○ 

 論理演算
命令 

ワード論理積、ワー
ド論理和、ワード排
他的論理和、ワード
排他的論理和否定 

ANDW、ORW、
XORW、XNRW 

○ ○ 

  ワード倍長論理
積、ワード倍長論理
和、ワード倍長排他
的論理和、ワード倍
長排他的論理和否
定 

ANDL、ORWL、
XORL、XNRL 

○ × ○ × 

  ビット反転／ビッ
ト倍長反転 

COM/COML ○ ○ 
(COMのみ) 

○ ○ 
(COMのみ) 

＊1：CVM1(V2)のみサポート 
＊2：ユニット Ver.4.0以降より対応 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

命令 特殊演算
命令 

BCD平方根演算 ROOT ○ ○ 

  BIN平方根演算 ROTB ○ × ○(＊1) × 
  数値変換 APR ○ ○ 
  浮動小数点除算 FDIV ○ ○ ○ × 
  ビットカウンタ BCNT ○ 

(カウントチャネル数、カウント結果を
BINで指定。カウント CH数 1～FFFF、
カウント結果 0～FFFFHex) 

   BCNTC ○(＊2) 
(カウントチャネル数、カウント結果を
BCDで指定 0～9999) 

○ 
(カウントチャ
ネル数、カウン
ト結果を BCD
で指定 1～
6656) 

○ 
(カウントチャ
ネル数、カウン
ト結果を BCD
で指定 0～
9999。ただし、
0のとき、エラ
ーとなる) 

○ 
(カウントチャ
ネル数、カウン
ト結果を BCD
で指定 1～
6656) 

 浮動小数
点・変換
命令 

浮動小数点→16ビッ
ト／32ビット BIN、
16ビット／32ビット
BIN→浮動小数点 

FIX／FIXL、
FLT／FLTL 

○ × ○(＊1) ○ 

  浮動小数点加算、減
算、乗算、除算 

+F、－F、 
＊F、/F 

○ × ○(＊1) ○ 

  角度→ラジアン、ラジ
アン→角度変換 

RAD、DEG ○ × ○(＊1) ○ 

  高速三角関数 SINQ、
COSQ、TANQ 

○ × × 

  SIN、COS、TAN、
ASIN、ACOS、ATAN

SIN、COS、
TAN、ASIN、
ACOS、ATAN 

○ × ○(＊1) ○ 

  平方根 SQRT ○ × ○(＊1) ○ 
  指数 EXP ○ × ○(＊1) ○ 
  対数 LOG ○ × ○(＊1) ○ 
  べき乗演算 PWR ○ × 
  浮動小数点比較 =F、<>Fなど ○ × 
  浮動小数点→文字列

変換 
FSTR、FVAL ○ × 

  浮動小数点転送 MOVF ○ × × 
 倍精度浮

動小数
点・変換
命令 

上記単精度と同様 FIXDなど ○ × 

 テーブル
データ処
理命令 

スタック領域設定 SSET ○ 
(スタック管理情報は 4ワード、スタック
領域チャネル数は BIN指定：5～
65535CH) 

× ○ 
(スタック管理
情報は 2ワー
ド、スタック領
域チャネル数は
BCD指定：3～

9999CH) 

× 

  スタックデータ格納 PUSH ○ × ○ × 
  先入れ先出し FIFO ○ × ○ × 
  後入れ先出し LIFO ○ × ○ × 
  最大値検索、最小値検

索 
MAX，MIN ○ 

(テーブル長を BIN指定 1～65535CH、コ
ントロールデータフォーマットが 2ワー
ド) 

○ 
(テーブル長を BCD指定 1～999CH、コントロー
ルデータフォーマットが 1ワード) 

  データ検索 SRCH ○ 
(テーブル長を BIN指定 1～65535CH 、
一致したチャネルの I/Oメモリ実効アドレ
スを IR0に固定出力。かつ一致した個数を
DR0に出力することを可とする) 

○ 
(テーブル長を
BCD指定 1～
6656CH、一致
したチャネルの
情報を C+1に
出力し、＝フラ
グを ON) 

○ 
(テーブル長を
BCD指定 1～
9999CH、一致
したチャネルの
I/Oメモリ実効
アドレスを IR0
に固定出力。一
致した個数を
DR0に出力す
ることは不可) 

○ 
(テーブル長を
BCD指定 1～
6656CH、一致
したチャネルの
情報を C+1に
出力し、＝フラ
グを ON) 

 
＊1：CVM1(V2)のみサポート 
＊2：ユニット Ver.3.0以降より対応 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

命令 テーブル
データ処
理命令 

FCS値算出 FCS ○ ○ × ○ 

  サム値算出 SUM ○ 
(SYSMACα相当：ワード単位以外にバイ
ト単位でのサム値算出が可) 

○ 
(ワード単位以
外にバイト単位
でのサム値算出
が可) 

○ 
(ワード単位の
サム値算出の
み) 

○ 
(ワード単位以
外にバイト単位
でのサム値算出
が可) 

  バイトスワップ SWAP ○ 
(データ通信用などに使用可) 

× 

  テーブル領域宣言 DIM ○ × 
  レコード位置設定 SETR ○ × 
  レコード位置読出 GETR ○ × 
 スケーリング SCL ○ ○ × ○ 
 スケーリング２ SCL2 ○ × × ○ 
 スケーリング３ SCL3 ○ × × ○ 
 PID制御 PID ○ 

(現在値＝設定値時の出力 0％と 50％の切
り替え可、PID、サンプリング周期を BIN
指定) 

○ 
(PID、サンプリ
ング周期を
BCD指定) 

○ 
(PID、サンプリ
ング周期を
BCD指定)(＊1) 

○ 
(PID、サンプリ
ング周期を
BCD指定) 

 オートチューニング
つき PID制御 

PIDAT ○ × 

 上下限リミット制御 LMT ○ × ○(＊1) × 
 デッドバンド制御 BAND ○ × ○(＊1) × 
 デッドゾーン制御 ZONE ○ × ○(＊1) × 
 時分割比例出力 TPO ○(＊2) × 
 

データ制
御命令 

データ平均化 AVG ○ 
(平均値計算スキャン数を BIN指定) 

○ 
(平均値計算ス
キャン数を
BCD指定) 

× ○ 
(平均値計算ス
キャン数を
BCD指定) 

 サブルー
チン命令 

サブルーチン SBS／SBN ／
RET 

○ 
(サブルーチン番号： 0～1023) 

○ 
(サブルーチン
番号：BCD指定
0～255個) 

○ 
(サブルーチン
番号：BCD指定
0～999) 

○ 
(サブルーチン
番号：BCD指定
0～255個) 

  マクロ MCRO ○ 
(サブルーチン番号：0～1023) 

○ 
(サブルーチン
番号：BCD指定
0～255) 

○ 
(サブルーチン
番号：BCD指定
0～999)(＊1) 

○ 
(サブルーチン
番号：BCD指定
0～255) 

  グローバルサブルー
チン 

GSBS/GSBN/
GRET 

○ × 

 割込制御
命令 

割込マスクセット MSKS ○ × 
(INT命令です
べて処理) 

○ × 
(INT命令です
べて処理) 

  割込解除 CLI ○ × ○ × 
  割込マスクリード MSKR ○ × ○ × 
  割込プログラム実行

禁止 
DI ○ × 

  割込プログラム実行
禁止解除 

EI ○ × 

  インターバルタイマ STIM × × × ○  
＊1：CVM1(V2)のみサポート 
＊2：ユニット Ver.2.0以降より対応 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

命令 高速カウン
タ／パルス
出力命令 

動作モードコント
ロール 

INI ○(＊1) × × ○ 

  パルス現在値読出
し 

PRV ○(＊1) × × ○ 

  パルス周波数変換 PRV2 ○(＊2) × 
  比較テーブル登録 CTBL ○(＊1) × × ○ 
  パルス量セット PULS ○(＊1) × × ○ 
  周波数設定 SPED ○(＊1) × × ○ 
  周波数加減速コン

トロール 
ACC ○(＊1) × × ○ 

  位置決め PLS2 ○(＊1) × × ○ 
  原点サーチ ORG ○(＊1) × × ○ 
  PWM出力 PWM ○(＊1) × × ○ 
 工程歩進制

御命令 
工程歩進制御 STEP／SNXT ○ ○ 

 基本 I/Oユ
ニット用命
令 

I/Oリフレッシュ IORF ○ 
(C200Hグループ 2多点 I/Oユニット、高
機能 I/Oユニットも対象とする。多点 I/O
リフレッシュMPRF命令の機能を含む)

○ 
(C200Hグルー
プ 2多点 I/Oユ
ニット、高機能
I/Oユニットも
対象とする) 

○ ○ 

  7セグメントデコー
ダ 

SDEC ○ ○ 

  デジタルスイッチ DSW ○(＊3) ○ × ○ 
  10キー入力 TKY ○(＊3) ○ × ○ 
  16キー入力 HKY ○(＊3) ○ × ○ 
  マトリクス入力 MTR ○(＊3) ○ × × 
  7セグメント表示 7SEG ○(＊3) ○ × ○ 
  多点 I/Oリフレッ

シュ 
MPRF × ○ × × 

  10キー入力 TKY × ○ × ○ 
  16キー入力 HKY × ○ × ○ 
  デジタルスイッチ

入力 
DSW × ○ × ○ 

  マトリクス入力 MTR × ○ × × 
  7セグメント表示 7SEG × ○ × ○ 
 高機能 I/Oユニッ

ト都度リフレッシ
ュ 

FIORF ○ × × 

 

高機能 I/O
ユニット用
命令 

インテリジェント
I/O読出／書込 

IORD／IOWR 
(READ／
WRIT) 

IORD／IOWR命令 
(最大 96台まで可)(FINSコマンド送信用
としては、今後使用しない) 

IORD／IOWR
命令 

READ／WRIT
命令 

× 

  インテリジェント
I/O読出 2／書込 2

RD2／WR2 × × ○(＊1) × 

 
＊1： CJ1M CPUユニット(内蔵入出力搭載機種)のみサポート。また、CQM1Hとはオペランドの仕様が異なる部分

があります。 
＊2：CJ1M CPUユニット ユニット Ver.2.0以降より対応 
＊3：ユニット Ver.2.0以降より対応 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

文字列処理命
令 

文字列転送 MOV$ ○ × 

 文字列連結 +$ ○ × 
 文字列左からの取

り出し 
LEFT$ ○ × 

 文字列右からの取
り出し 

RGHT$ ○ × 

 文字列任意位置か
らの取り出し 

MID$ ○ × 

 文字列検索 FIND$ ○ × 
 文字列長さ検出 LEN$ ○ × 
 文字列置換 RPLC$ ○ × 
 文字列削除 DEL$ ○ × 
 文字列交換 XCHG$ ○ × 
 文字列クリア CLR$ ○ × 
 文字列挿入 INS$ ○ × 

命令 

シリアル通信
用命令 

シリアルポート入
力 

RXD ○ 
(格納バイト数の指定：BIN)(CPUユニッ
ト内蔵 RS-232Cポート、シリアルコミュ
ニケーションボード ユニット Ver.1.2以
降に対してのみ可。CPUユニット内蔵ペ
リフェラルポートに対しては不可) 

○ 
(格納バイト数
の指定：
BCD)(CPUユ
ニット内蔵ペリ
フェラルポー
ト、RS-232Cポ
ート、コミュニ
ケーションボー
ドに対して可) 

× ○ 
(格納バイト数
の指定：
BCD)(CPUユ
ニット内蔵ペリ
フェラルポー
ト、RS-232Cポ
ート、コミュニ
ケーションボー
ドに対して可)

  シリアルコミュニ
ケーションユニッ
ト シリアルポー
ト入力 

RXDU ○ 
(格納バイト数の指定：BIN)(シリアルコミ
ュニケーションユニット ユニット
Ver.1.2以降に対して可) 

× 

  シリアルポート出
力 

TXD ○ 
(格納バイト数の指定：BIN)(CPUユニッ
ト内蔵 RS-232Cポート、シリアルコミュ
ニケーションボード ユニット Ver.1.2以
降に対してのみ可。CPUユニット内蔵ペ
リフェラルポートに対しては不可) 
(上位リンクモードの EXコマンドによる
手上げ機能は不可) 

○ 
(格納バイト数
の指定：
BCD)(CPUユ
ニット内蔵ペリ
フェラルポー
ト、RS-232Cポ
ート、コミュニ
ケーションボー
ドに対して可) 

× ○ 
(格納バイト数
の指定：
BCD)(CPUユ
ニット内蔵ペリ
フェラルポー
ト、RS-232Cポ
ート、コミュニ
ケーションボー
ドに対して可)

  シリアルコミュニ
ケーションユニッ
ト シリアルポー
ト出力 

TXDU ○ 
(格納バイト数の指定：BIN)(シリアルコミ
ュニケーションユニット ユニット
Ver.1.2以降に対して可) 

× 

  シリアルポート通
信設定変更 

STUP ○ 
(10ワード設定) 

シリアルコミュニケーションユニットの
システム設定も可 

○ 
(5ワード設定) 

× ○ 
(5ワード設定)

  プロトコルマクロ
命令 

PMCR ○ 
(シーケンス No.：BIN指定、オペランド
４つ：相手先号機アドレス指定可、シリア
ルポート番号指定可) 

○ 
(シーケンス
No.：BCD、オ
ペランド３つ) 

× ○ 
(シーケンス
No.：BCD、オ
ペランド３つ)

  カードマクロ命令 CMCR × ○ × × 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

ネットワーク送信
／受信 

SEND／
RECV 

○ 
(上位リンク接続の上位コンピュータに対
して可：シリアルコミュニケーションユニ
ット、CPUユニット内蔵 RS-232C接続の
上位コンピュータに対して) 

○ 
(上位リンク接
続の上位コンピ
ュータに対して
不可) 

○ 
(上位リンク接
続の上位コンピ
ュータに対して
可：上位リンク
ユニットに対し
て) 

○ 
(上位リンク接
続の上位コンピ
ュータに対して
不可) 

ネットワーク
通信命令 

コマンド送信 CMND ○ 
(上位リンク接続の上位コンピュータに対
して可：シリアルコミュニケーションユニ
ット、CPUユニット内蔵 RS-232C接続の
上位コンピュータに対して) 

× ○ 
(上位リンク接
続の上位コンピ
ュータに対して
可：上位リンク
ユニットに対し
て) 

○ 
(上位リンク接
続の上位コンピ
ュータに対して
不可) 

 汎用 Explicitメッ
セージ送信 

EXPLT ○(＊1) × 

 Explicit読出 EGATR ○(＊1) × 
 Explicit書込 ESATR ○(＊1) × 
 Explicit CPUユ

ニットデータ読出
ECHRD ○(＊1) × 

 Explicit CPUユ
ニットデータ書込

ECHWR ○(＊1) × 

データファイル読
出し／書込み 

FREAD／
FWRIT 

○ × ○ 
(FILR／FILW) 

× 

テキストファイル
書込み 

TWRIT ○(＊2) × 

プログラムファイ
ル 
読出し 

FILP × × ○ × 

データファイ
ルメモリ用 

ステッププログラ
ム 
変更 

FLSP × × ○ × 

メッセージ表示 MSG ○ 
(メッセージ区切りは CRでなく、NUL)

○ 
(メッセージ区切りは CR) 

32文字メッセー
ジ表示 

LMSG × ○ 
(メッセージ区
切りは CR) 

× × 

I/Oディスプレイ IODP × × ○ × 

命令 

表示機能用命
令 

ターミナルモード
切替 

TERM × ○ × × 

 
＊1：ユニット Ver.2.0以降より対応 
＊2：ユニット Ver.4.0以降より対応 
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CJ1-H/CJ1Mシリーズ 項目 ニモニック 

CJ1-H-R
CPU 
ユニット

CJ1-H
CPU 
ユニット

CJ1M
CPU 
ユニット

CS1-H
シリーズ

SYSMACα CVM1／CV CQM1H 

カレンダ加算 CADD ○ × ○ × 
カレンダ減算 CSUB ○ × ○ × 
時分秒→秒変換 SEC ○ ○ 
秒→時分秒変換 HMS ○ ○ 

時計機能用命
令 

時計補正 DATE ○ × ○(＊1) × 
トレースメモリサ
ンプリング 

TRSM ○ ○ デバッグ処理 
命令 

マークトレース MARK × × ○ 
(マーク番号を
BCD指定) 

× 

故障診断 FAL／FALS ○ 
(メッセージの区切りは CRでなく NUL、
文字列格納順は上位→下位バイト、下位
CH→上位 CHの順、文字列演算と同様、
FAL番号は BCD) 

○ 
(メッセージの
区切りは CR、
文字列格納順
は、上位→下位
バイト、下位
CH→上位 CH
の順、FAL番号
は BCD) 

○ 
(メッセージの
FAL番号は
BCD) 

○ 
(メッセージの
区切りは CR、
文字列格納順
は、上位→下位
バイト、下位
CH→上位 CH
の順、FAL番号
は BCD) 

故障診断 

故障点検出 FPD ○ 
(メッセージの区切りは CRでなく NUL、
文字列格、納順は上位→下位バイト、下位
CH→上位 CHの順、文字列演算と同様、
FAL番号は BIN) 

○ 
(メッセージの
区切りは CR、
文字列格納順
は、上位→下位
バイト、下位
CH→上位 CH
の順、FAL番号
は BCD) 

○ 
(メッセージの
区切りは CR、
文字列格納順
は、上位→下位
バイト、下位
CH→上位 CH
の順、FAL番号
は BCD)(＊1) 

○ 
(メッセージの
区切りは CR、
文字列格納順
は、上位→下位
バイト、下位
CH→上位 CH
の順、FAL番号
は BCD) 

セットキャリー／
クリアキャリー 

STC／CLC ○ ○ 

コンディションフ
ラグ(演算フラグ)
ロード／セーブ 

CCL／CCS ○ × ○ × 

サイクルタイム監
視時間設定 

WDT ○ ○ ○(＊1) ○ 

サイクルタイム一
定 

SCAN × ○ × × 

レジスタロード／
セーブ 

REGL／
REGS 

× × ○ × 

拡張DMバンク切
替 

EMBC ○ ○ ○ × 

拡張固定DM読出 XDMR × ○ × × 
拡張DM間接指定
設定 

IEMS × ○ × × 

周辺サービス(本
体メモリツールア
クセス禁止／禁止
解除) 

IOSP／IORS × × ○ × 

特殊命令 

CV→CSアドレス
変換 

FRMCV、
TOCV 

○ × 

ブロックプロ
グラム 

 BPRG／
BEND、IF／
ELSE／
IEND、
WAIT、
EXIT、LOOP
／LEND、
BPPS／
BPRS、
TIMW、
CNTW、
TMHW 

○ × ○(＊1) × 

命令 

タスク制御命
令 

タスク実行起動 TKON／
TKOF 

○ × 

 
＊1：CVM1(V2)のみサポート 
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 付－2 上位リンクシステムの従来機種か
らの置き替え時の留意点 

 
従来の上位リンクユニットまたは他シリーズ CPUユニットで構築した上位リンクシス
テムを CS/CJシリーズに置き替える場合、以下のような留意が必要です。 
 

付－2－1 RS-232Cポートの場合 
上位コンピュータの接続先を従来機種から CS/CJシリーズに変更する場合、以下の点に留意してくださ
い。  

CS/CJシリーズへの変更時に必要な対応 
使用従来ユニット 形  式 

配  線 その他 

Cシリーズ 
上位リンクユニット 

形 C500-LK201/203 
形 C120-LK201 

・コネクタを従来の 25
ピンから 9ピンに変
更してください 

・従来の ST1/ST2/RT
信号は、CS/CJでは
ありませんので、配
線しません 

1．ST1/ST2/RT信号を使用して同期をとったシステムの場合：
 ・同期式転送が、できなくなります。 
 ・CS/CJ側は全２重での受信が可能ですが、上位コンピュ
ータ側の通信プログラムの変更またはハードウェアの交
換のいずれか、または両方を行ってください。 

2． ST1/ST2/RT信号を使用して同期をとっていないシステ
ムの場合： 

 ・上位コンピュータ側の伝送速度などを一致させることだけ
で、そのまま使用できる可能性があります。ただし、上位
コンピュータ側のプログラムは、データ部の区切りチャネ
ル数の CS/CJとの違い*1、または使用しているコマンドの
詳細部分での CS/CJとの違いなどから、変更が必要とな
る可能性もあるため、ご注意ください。 

 形 C200H-LK201 コネクタを従来の 25
ピンから 9ピンに変更
してください 

 

上位コンピュータ側の伝送速度などを一致させることだけで
使用できる可能性があります。ただし、上位コンピュータ側の
プログラムは、データ部の区切りチャネル数の CS/CJとの違
い*1、または使用しているコマンドの詳細部分での CS/CJと
の違いなどから、変更が必要となる可能性もあるため、ご注意
ください。 

Cシリーズ 
CPUユニット 

形 SRM1 
形 CPM1 
形 CPM1A 
形 CQM1-CPU□□ 
形 C200HS-CPU□□ 
形 C200HE/HG/HX-CPU□□ 
形 C200HW-COM□□ 

変更なし 
(そのまま使用可能) 

上位コンピュータ側の伝送速度などを一致させることだけで
使用できる可能性があります。ただし、上位コンピュータ側の
プログラムは、使用しているコマンドの詳細部分での CS/CJ
との違いなどから、変更が必要となる可能性もあるため、ご注
意ください。 

CVM1/CVシリーズ 
CPUユニット 

形 CVM1/CV-CPU□□ 変更なし 
(そのまま使用可能) 

上位コンピュータ側の伝送速度などを一致させることだけで
使用できる可能性があります。ただし、上位コンピュータ側の
プログラムは、使用しているコマンドの詳細部分での CS/CJ
との違いなどから、変更が必要となる可能性もあるため、ご注
意ください。 

CVM1/CVシリーズ 
上位リンクユニット 

形 CV500-LK201 PORT1： 
・コネクタを従来の 25
ピンから 9ピンに変
更してください。 

PORT2 (RS-232C設定
時)： 
・ SG端子を 7番ピン
から 9番ピンに変更
してください。 

 

1．CD信号を使用したシステム(半二重)の場合： 
手上げ機能を使用している場合、SEND/RECV/CMND命
令の実行のタイミングと、上位システムからのコマンド送
信のタイミングを考慮して、システムを再検討する必要が
あります。場合によっては、下記の全二重のシステムに変
更する必要があります。 

2．CD信号を使用していないシステム(全二重)の場合： 
上位コンピュータ側の伝送速度などを一致させることだけ
で使用できる可能性があります。ただし、上位コンピュー
タ側のプログラムは、使用しているコマンドの詳細部分で
の CS/CJとの違いなどから、変更が必要となる可能性もあ
るため、ご注意ください。 
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付－2－2 RS-422A/485ポートの場合 
上位コンピュータの接続先を従来機種から CS/CJシリーズに変更する場合、以下の点
に留意してください。 

CS/CJへの変更時に必要な対応 使用従来 
ユニット 

形  式 
配  線 その他 

Cシリーズ 
上位リンクユニット 

形 C500-LK201 
形 C200H-LK202 
形 C120-LK202 

配線を以下のように変更してください。
・SDA：9ピン→1ピン 
・SDB：5ピン→2ピン 
・RDA：6ピン→6ピン 
・RDB：1ピン→8ピン 
・SG：3ピン→配線せず 
・FG：7ピン→コネクタフード 

上位コンピュータ側の伝送速度などを一致させるこ
とだけで使用できる可能性があります。ただし、上位
コンピュータ側のプログラムは、データ部の区切りチ
ャネル数の CS/CJとの違い＊1、または使用している
コマンドの詳細部分での CS/CJとの違いなどから、
変更が必要となる可能性もあるため、ご注意くださ
い。 

SYSMACα 
コミュニケーション
ボード 

形 C200HW-COM□□ 変更なし(そのまま使用可能) 上位コンピュータ側の伝送速度などを一致させるこ
とだけで使用できる可能性があります。ただし、上位
コンピュータ側のプログラムは、または使用している
コマンドの詳細部分での CS/CJとの違いなどから、
変更が必要となる可能性もあるため、ご注意くださ
い。 

CVM1/CV 
シリーズ 
CPUユニット 

形 CVM1/CV-CPU□□ 

CVM1/CV 
上位リンクユニット 

形 CV500-LK201 

変更なし(そのまま使用可能) 上位コンピュータ側の伝送速度などを一致させるこ
とだけで使用できる可能性があります。ただし、上位
コンピュータ側のプログラムは、使用しているコマン
ドの詳細部分での CS/CJとの違いなどから、変更が
必要となる可能性もあるため、ご注意ください。 

 
＊1：Cモードコマンドによって、I/Oメモリの読み書きを行った場合、Cシリーズの上位リンクユニットを使用した

場合と CS/CJシリーズの場合とで、1フレームあたりのデータ（テキスト）部の区切りチャネル数が、異なり
ます。そのため、Cシリーズの上位リンクユニットを使用した場合の上位コンピュータ側のプログラムを、CS/CJ
シリーズで流用すると、プログラムによっては、正常に読み出し／書き込みを行えない場合があります。その場
合、上位コンピュータ側のプログラムを変更することが必要となりますので、ご注意ください。詳細は、通信コ
マンドリファレンス（No.SBCA-304）の 2－4項「従来機種からの置き替え時の留意事項」を参照してください。 
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